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　第一章　聖地訪問




　イアンマッド王国第二王子レオームが、亡なき先王ニルナスの跡あとを継ついで国王に即そく位いしてからしばらく経たった頃ころ。

　レオームは、フィーリ、黒くろ髭ひげのオークナグ、剣けん聖せいマッキムードの三名のみを伴ともなって、極ごく秘ひ裏に聖地アボロアムを訪おとずれた。

「聖地はいつ来ても暖かいな。ここへ来るまでの寒さが噓うそみてえだぜ」

　レオームはホッと一ひと息いき吐つくと、体に巻き付けていたマントを脱ぬいだ。

　冬の最さ中なか、それも万年雪が積もる高い山中にもかかわらず、聖地の中だけは花が咲さきこぼれている。

　位階第一位の大神官ラウデュッフは自ら出で迎むかえに来ると、レオームを見てにこやかに挨あい拶さつした。

「これはようこそレオーム殿どの。聞けば、ニルナス王の跡あとを継ついで、イアンマッド国王に即そく位いなされたとか。神々と祖そ霊れいが、レオーム王とイアンマッド王国に微笑ほほえまれんことを」

　祝福の言葉を贈おくってから、その隣となりにいるフィーリの姿に気付いて表情を強こわばらせる。

「……そちらの方は、入れるわけには参りませんぞ」

　レオームは慌あわてて取りなした。

「待ってくれ。聖地で俺おれの親おや父じを暗殺した事なら、フィーリは完全に無関係なんだ。暗殺計画について知ってたのはフォーンデリック王と参さん謀ぼうのアリサカスだけで、そのフォーンデリック王ですら、聖地内で事に及およぶとは思ってなかった。本当だ。俺おれが保証する。殺されたニルナス王の息子むすこであり、イアンマッド王国の現国王であるこのレオームが、祖先と俺おれ自じ身しんの名めい誉よにかけて」

　だがラウデュッフは難しい表情を崩くずさない。

「仮にそうであったとしても、そちらの方は港町ヤーカスで口にするのも憚はばかられる所業をなさった。死と血の忌いまわしき穢けがれがべったりとついておる。それが祓はらわれるまでは、至聖皇ウオーンネツトのおわす聖地に足を踏ふみ入いれる事は許されぬ」

　断固とした口調で言い切るラウデュッフ。

　それを聞いたレオームは、ラウデュッフの顔を真正面から見た。

「それを言うなら俺おれも同じだ。親おや父じの喪もも明けてねえし、フォーンデリック王をこの手で斬きったばっかりでもある。そして、フィーリは俺おれの家臣だ。フィーリがヤーカスでした事は、俺おれがした事。その罪も穢けがれも俺おれのものだ」

「何と？」

　ラウデュッフは驚おどろいた目でレオームを見つめた。その顔が青ざめる。

「まさか、レオーム殿どのの命令であったとでも……？」

　レオームは緊きん張ちようをほぐすように笑った。

「その事についても話そうと思って来たんだ。なに、中に入れなくても構わねえよ。ここで話せば済む事さ」

「………」

　ラウデュッフは黙だまり込こんだ。

　無言のまま、レオームをじっと見つめる。

　そして、少し躊ちゆう躇ちよしてから、左手の人差し指を伸のばした。

「……あちらの入り口へ回られよ。清めの儀ぎを行います故ゆえ」

　指さしたほうを見ると、小さな木戸があった。

「分かった。んじゃ、また後で」

　レオームはラウデュッフに会え釈しやくし、フィーリ、黒くろ髭ひげのオークナグ、剣けん聖せいマッキムードの三人を引き連れて木戸へと回った。




　皆みながラウデュッフの指し示した入り口を潜くぐると、若い神官が出で迎むかえた。

「こちらで着物をお預かりします」

　そう言って、代わりの服を渡わたす。葬そう儀ぎの時に神官が来ていたような、薄うすくて染められていない亜あ麻まの着物。

「これに着き替がえりゃいいんだな？」

　レオームたちが服を着き替がえると、別の神官が出てきた。

「どうぞこちらへ」

　そう言って、狭せまい廊ろう下かの奥おくへ案内する。

　神官にくっついてレオームたちが薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進んでいくと、岩場へと出た。上から滝たきが轟ごう々ごうと音を立てて流れ落ちている。通路はその滝たきの下を通って続いているようだ。

　案内の神官が、滝たきの下へ行けとレオームたちに身み振ぶりで指示した。

「水で穢けがれを洗い流すってわけか……」

　レオームは一いつ瞬しゆん尻しり込ごみしてから、思い切ったように滝たきの中に足を踏ふみ入いれた。

　その途と端たん、思わず情けない悲鳴を上げる。

「ひぃ！　冷てぇ！」

　聖地の中は暖かくとも、外から注そそぎ込こんでいる滝たきの水は真冬の冷たさそのままだ。氷水のような滝たきに、レオームは両りよう腕うでを搔かき抱いだき、奥おく歯ばをガタガタ鳴らした。

「うぅ～……寒い……。凍こごえ死しんじまうぜ……」

　泣き言を言いながら進むレオーム。他三人は一声も上げず、厳げん粛しゆくな態度でその後に続いた。

　寒さで唇くちびるを真っ青にしながらようやく滝たきを抜ぬけると、今度は麦わらで作った大きな輪がずらりと並んでいる前に連れて行かれた。輪の直径は、人一人が何とか潜くぐれる程度で、両りよう脇わきに立てられた柱とその間に渡わたされた横木にくくりつけられ、下は地面に付いている。

　一番手前の輪の前に、新たな神官が待っていた。片手には松明たいまつを持っている。

　レオームたちが到とう着ちやくするや否いなや、神官は手に持った松明たいまつで次々と輪に火を点つけた。そして、輪の中を潜くぐるよう身み振ぶりで示す。

「体中すっかり冷え切ったとこだ。こりゃ丁度いい」

　レオームはそう強がりを言いながら、恐おそる恐おそる火の輪の列に足を踏ふみ入いれた。

　だが、輪の列を半分も行かないうちに、レオームは髪かみも服もすっかり乾かわいて、温かさよりも熱さを感じるようになってきた。煙けむりもひどく、まともに息も出来なければ、目を開けていることも辛つらい。

　火ほ照てってヒリヒリしてきた頰ほほを押おさえながら、早足になるレオーム。だが、急いだせいで服の裾すそがはためき、炎ほのおに触ふれて火が点ついてしまった。

「ヤベえ！　火が点ついた！　あちっ！　熱っ！　あっつ！」

　悲鳴を上げながら大急ぎで輪の列を抜ぬけると、地面の上を転がって火を消す。ただでさえ煤すすだらけの体は、土にまみれて一層汚よごれてしまった。

　その後から、無言で静かに出てくる三人。煤すすで少し汚よごれてはいるが、土にも塗まみれず、服の裾すそも焼やけ焦こげず、レオームよりずっと綺き麗れいである。

　続いてレオームたちは、剣けんを持った神官たちがずらりと並んでいる前に出た。最もレオームたちの近くに立つ神官が、ここを通るよう招く。

「おいおい、聖地の中は武器持っちゃいけねえんじゃねえのかよ……」

　レオームは顔を引きつらせながら、神官たちの間を恐おそる恐おそる進んだ。その体を剣けんの腹で容よう赦しやなく叩たたく神官たち。時折剣けんが服に引っかかり、スパスパと鋭するどい切れ味で布を切きり裂さく。

「うひぃ……！」

　情けない声を漏もらしながら怖こわ々ごわ進むレオーム。その後ろを三人が無言で粛しゆく々しゆくと続き、一行は剣けんの清めの場を通とおり抜ぬけた。

　そこを抜ぬけたところで、大神官ラウデュッフが待っていた。

「これで口をお漱すすぎください」

　そう言って、塩水の入った椀わんを差し出す。

　レオームたちはそれで口を漱すすぎ、煤すすにまみれた顔を洗った。

　それを待って、ラウデュッフがレオームに燭しよく台だいを手て渡わたした。

「取りあえずこれで一時的ではありますが清めは済みました。この蠟ろう燭そくが燃もえ尽つきるまでの間、聖地に留まる事が許されます」

　燭しよく台だいには、蜜みつ蠟ろうで作った蠟ろう燭そくが載のっている。すでに火が点ついており、蜜みつ蠟ろう独特の甘あまい香かおりが微かすかに漂ただよう。

「やっと終わりか。いや、エラい目にあったぜ……」

　レオームは燭しよく台だいを受け取りながら、やれやれと溜ため息いきを漏もらした。

　ラウデュッフはレオームたちを近くの石造りの建物へと案内し、腰こしを下ろすと尋たずねた。

「して、今日はどのようなご用件で？」

「実は……」

　レオームは口を開きかけてから、周囲を窺うかがうように言葉を切った。そのまま少し躊ちゆう躇ちよした後、やがて意を決したようにラウデュッフを見つめ、声を落として告げる。

「……かつてのように、イアンマッド王国の下もとにディアスフェルド全土を統一したいと思ってる。聖地に、その承しよう認にんを出してもらいに来たんだ」

「何と……！」

　ラウデュッフはレオームの顔を見て固まった。そのまま、驚おどろきの余り言葉を失う。

　しばらくしてラウデュッフはようやく我を取とり戻もどすと、戸と惑まどいながら尋たずねた。

「それはまた、何なに故ゆえに……」

　レオームは、ラウデュッフの目を見て即そく答とうした。

「アルキランに対たい抗こうするためだ。奴やつらの最大の武器は数だ。それに対たい抗こうするには、ディアスフェルドの総力を挙げて立ち向かうしかねえ」

「アルキランに対たい抗こう……？」

　話が吞のみ込こめず、目をぱちくりさせるラウデュッフ。

　レオームは真面目な顔で続ける。

「……実は、停戦後もアルキランはあちこちに内通者を潜ひそませて、ディアスフェルドの混乱を狙ねらってる。イアンマッドが崩くずれれば、停戦なんて反ほ故ごにして再び攻せめ入いってくるつもりなのは見え見えだ」

「何か、そうお考えになる根こん拠きよが……？」

「ある。ハイアッドが俺おれの親おや父じを暗殺したのも、ニノフュームが叛はん乱らんを起こしたのも、全部アルキランの仕業だった。ハイアッドに入はいり込こんでたアリサカスって奴やつの残した手紙に、全部書いてあった。アルキランの言葉と文字で書かれてたんで全部読むのに時間が掛かかったが、そいつはウチで雇やとわれてたユラティーヴとも連れん絡らくを取り合ってやがった。そしてそのユラティーヴが、ニノフュームに叛はん乱らんをけしかけたんだ。アルキランは戦争を始める前から、祖国を追われた亡命者って体てい裁さいで、あちこちの国に自じ分ぶんたちの息の掛かかった人間を送おくり込こんでやがった。そしてそいつらにディアスフェルドの内情を探さぐらせ、停戦協定後も謀ぼう略りやくを仕し掛かけ続けてたんだ」

　それを聞いたラウデュッフは、思わず目を見開いた。

「まさかそのような事だったとは……」

「アルキランはディアスフェルドに内乱を起こそうと企たくらんでやがる。そして、そこに乗じてもう一度侵しん攻こうしてくるつもりなんだ。奴やつらからディアスフェルドを守り、聖地アボロアムを守るためには、奴やつらの工作が功を奏する前にディアスフェルドを一つにまとめ、一いつ致ち協力して奴やつらに対たい抗こうするしかねえ。そしてそれをやる責任は、昔からディアスフェルドの盟主とされてるイアンマッドにある。つまり、イアンマッド国王となったこの俺おれにだ」

　レオームはそう言って、人差し指に嵌はめた聖なる指輪ナックセイ・アウィービーをラウデュッフに見せた。

　ラウデュッフは再び言葉をなくし、じっとレオームを見つめる。

「ヤーカスの町を治めるニノフューム殿どのが叛はん乱らんを起こしたのも、アルキランの謀ぼう略りやくだと仰おつしやいましたな。フィーリ殿どのがヤーカスの町で働いた暴ぼう虐ぎやくも、それと関係が……？」

　レオームはヤーカスの町の惨さん状じようを思い出して言葉に詰つまり、視線を落とした。

「……フィーリは、俺おれとイアンマッドを守るためにヤーカスの町を焼いた。イアンマッド国王に弓引く者は誰だれであろうと例外なくフィーリが殺すと知らしめる事で、誰だれにも手出しさせないようにしようとしたんだ。ニノフュームも最後はそれを知って自分から首を斬きられた。そのお陰かげでイアンマッドに駐ちゆう留りゆうしてやがった連中はみんな引き上げた。ニノフュームとヤーカスの住民たちの命、そしてフィーリの名めい誉よを代だい償しようにして、俺おれとイアンマッドは救われた。だから今度は、俺おれがみんなを救う番だ」

　そう言ってレオームは顔を上げ、ラウデュッフの目を見た。

「とは言っても、ディアスフェルド統一となりゃ、単なる国同士の小こ競ぜり合あいとは訳わけが違ちがう。下手したら自分たちで内乱を引き起こしただけになっちまって、アルキランの思おもう壺つぼって事にもなりかねねぇ。だが、聖地アボロアムの勅ちよくがあれば、混乱は最小限に抑おさえられる。それにイアンマッドは聖地アボロアムの守護者だ。聖地の許しを得た上でなけりゃ、動くわけにはいかねぇ。あくまで聖地の意志の下もと、神々と祖先の霊れいの加護の下もとで戦わなきゃならねぇ。それが、こうして訪たずねてきた理由だ」

　気負いもなく、逸はやりもなく、ただ淡たん々たんと、己おのれの担になうべき使命を全うしようという覚かく悟ごの決まった声。

　ラウデュッフは、改めてレオームの目を見つめ、指輪を見つめた。

　指輪に嵌はめ込こまれた聖なる丸い石が、日の光を反射して澄すんだ光を放った。ラウデュッフはその輝かがやきに一点の曇くもりもない事を見て取ると、決心したように大きく一つ息を吐ついた。

「よくぞ申された。イアンマッドがそうして立ち上がる日を、私はずっと待っておりましたぞ」

　そして立ち上がる。

「至聖皇ウオーンネツト様に話を通してこよう。レオーム王は、しばしここで待っていて下され」

「至聖皇ウオーンネツトに？」

　レオームは思わず声を上げた。

　至し聖せい皇こうは、ディアスフェルドの全ての人間の祖先であり最初に地上に降り立った神祖ディムの系けい譜ふに連なる、至高の存在。一国の王ですら、直接会うことは叶かなわぬ相手だ。まさかその至し聖せい皇こうに直接話を通すなど、レオームは考えてもいなかった。一いつ緒しよに来た三人も思わず顔を見合わせる。

　だがラウデュッフは平然と微笑ほほえんだ。

「ディアスフェルド全土を統一するというほどの話となれば、許可を下せるのは至し聖せい皇こう様のみ。そちらとしても、至し聖せい皇こう様の勅ちよくを頂いた方が話は早いはず」

　そう言って、ラウデュッフは聖地の最さい奥おうにある建物へ入っていった。

　後に残されたレオームは、落ち着かない様子で呟つぶやいた。

「まさか至し聖せい皇こうから直々に勅ちよくを貰もらうなんて話になるとは思わなかったぜ……。つーか、至し聖せい皇こうって本当にいるんだな……」

「本当にいるんだなって、いないと思っていたのですか？」

　驚おどろいた顔で尋たずねる黒くろ髭ひげのオークナグ。

「いや、だってさ。誰だれも会う事は出来ねえっていうし、いるかどうかなんて確かめようがねえじゃねえか。ひょっとして神官たちがいるって事にしてるだけ、なんて事もあったりするんじゃねえか、とか……」

　そわそわしながらそんな事を話していると、すぐに至し聖せい皇こう付きの女官が呼びに来た。

「至し聖せい皇こう様がお呼びで御ご座ざいます」

　厳おごそかな声で告げると、先に立って歩き出す。

「おいおい、下界の人間が直接面会しちまっていいのかよ……。至し聖せい皇こうの前での作法なんて知らねえぞ……。オークナグ、お前何か知ってるか？」

　レオームは女官の後について歩きながら、緊きん張ちようした顔で後ろを見た。

「知るわけないじゃないですか……」

　青ざめた顔で即そく答とうする黒くろ髭ひげのオークナグ。

「申し訳ないが、儂わしも至し聖せい皇こうにお目通りする機会が巡めぐってくるなど考えた事もなかった故ゆえ……」

　剣けん聖せいマッキムードも困こん惑わく顔。

「特別の作法があれば、ラウデュッフ様からご指示がありましょう」

　フィーリが冷静にそう言ったが、そのフィーリも緊きん張ちようで声が震ふるえている。

　レオームは冷ひや汗あせを浮うかべたまま、案内の女官についていった。










　第二章　至し聖せい皇こうの騎き士し




　レオームたちは女官に連れられ、幾いく重えもの塀へいで囲まれた聖地の奥おくへと向かった。

　やがて目の前に、巨きよ大だいな建物が姿を現した。

「おぉ……」

　レオームたちは思わず足を止めて建物を見上げた。

　樹じゆ齢れい何千年もの巨きよ木ぼくが丸太のまま惜おしげもなく柱に使われ、鋭するどく天に向かって聳そびえる尖せん塔とうのような屋根は、こけら板で葺ふかれてさながら竜りゆうの鱗うろこの如ごとしである。建てられてから一体どれだけの年月が経たったのか、屋根も壁かべもすっかり古びて黒ずみ、そこかしこに苔こけが生えているが、しかしそれでも傾かたむく気配すら見せず、盤ばん石じやくの趣おもむきで佇たたずんでいる。

「こちらへ」

　足を止めたレオームたちを促うながすように女官が声を掛かけ、建物の中へ入っていく。

　慌あわててそれを追いかけるレオームたち。

　建物の中は洞どう窟くつ内のように薄うす暗ぐらい。幸い、ラウデュッフに持たされた時間制限のための蠟ろう燭そくがあるので、その明かりを頼たよりに進んでいくレオームたち。

　やがて、広間に出た。部屋の一番奥おくに薄うすい絹織りの帳とばりが引かれ、その左右に置かれた燭しよく台だいの側に女官が一人ずつ侍はべっている。その手前に座すわっているのは大神官ラウデュッフ。帳とばり越ごしにうっすら見える人ひと影かげが至し聖せい皇こうだろうか。レオームはそう見当を付けると、膝ひざを突ついてそちらに頭を下げた。

　ラウデュッフがレオームに、そのままじっとしているよう手真ま似ねで制する。そして、薄うすい帳とばりの奥おくに向かって奏上した。

「至し聖せい皇こう様、先さき程ほど申し上げましたイアンマッドのレオーム王に御ご座ざいます」

　帳とばりの奥おくで人ひと影かげが僅わずかに動き、小さな声でラウデュッフに何か囁ささやく気配がする。

　ラウデュッフは恭うやうやしくうなずき、レオームに向き直った。

「イアンマッド国王レオーム、白もうせ。そなたは何のためにディアスフェルドを統一せんと欲ほつするか。至し聖せい皇こう様はそれをお尋たずねであらせられる」

　レオームは緊きん張ちようの余りゴクリと唾つばを飲のみ込こんだ。

　やはり、帳とばりの向こうに座すわっているのが至し聖せい皇こう。ディアスフェルドで最も高貴にして最も神聖な、人にして人ならざる存在。

　レオームはしばし気け圧おされて黙だまり込こんでいたが、やがて気を取り直すとラウデュッフに向かって答えた。

「さっきも言った通り、アルキランに対たい抗こうするため。このディアスフェルドをアルキランの侵しん攻こうから守るため。そして何より、アボロアムの守護者としてこの聖地を守るためだ」

　何も直接至し聖せい皇こうと口を利きくわけじゃない。間にラウデュッフが入るのなら、ラウデュッフと話しているつもりで答えればいい。そう肚はらを決めると、右の拳こぶしを前に突つき出だし、人差し指の指輪をもう一度見せる。

　ラウデュッフは今のレオームの言葉を小声で至し聖せい皇こうに告げた。

　至し聖せい皇こうは再びラウデュッフに何かを囁ささやく。

　それを聞いたラウデュッフはレオームに尋たずねた。

「白もうせ。そのために多くの血が流される事になるが、その事についてどう思うか。至し聖せい皇こうはそれをお尋たずねであらせられる」

　レオームは一いつ瞬しゆん顔を強こわばらせてうつむいた。

「……そりゃ、全く犠ぎ牲せいを出さずに出来るとは思ってねえ。先代の王ニルナス、ハイアッドのフォーンデリック王、忠臣だったニノフュームとヤーカスのみんな、すでに大勢の犠ぎ牲せいを払はらってきてる。けど、アルキランの連中に攻せめ込こまれたら、比べものにならない数の犠ぎ牲せい者が出る上、たとえ命拾いしてもみんな自分の故郷を奪うばわれちまうんだ。それだけは何としても防がなきゃならねえだろ……！　被ひ害がいを最小限にするためには、仕方がねえ……！」

　声を詰つまらせながら、ギュッと拳こぶしを握にぎるレオーム。先の戦争で守れなかった村の事を思い出して、悔くやしさに拳こぶしが震ふるえた。

　ラウデュッフはその言葉を至し聖せい皇こうに告げる。また至し聖せい皇こうがラウデュッフに囁ささやく。ラウデュッフはレオームに尋たずねる。

「白もうせ。人の命を数で計るのか。至し聖せい皇こう様はそうお尋たずねであらせられる」

「……！」

　レオームはドキッとして顔を上げた。至し聖せい皇こうの問いは、レオームの迷いをズバリと突ついた。

　フィーリがヤーカスの町を焼いた時、レオームが激げき昂こうした理由がまさにそれだった。もっと多くの命を救うためだからといって、町の人々を皆みな殺ごろしにする事が許されるのか。大勢を救うためなら少数の人間を殺すことが許されるのか。レオームはあの時の事を思い出し、思わずグッと拳こぶしを握にぎりしめた。歯を食いしばり、胸の内の動どう揺ようを必死で抑おさえる。

　だが、自分はもう覚かく悟ごを決めたのだ。フィーリと共にこの道を進むと決めたのだ。許されることではないと知った上で、それでも敢あえてその道を行くと決めたのだ。

　レオームは内心の葛かつ藤とうを押おし殺ころし、うつむいたまま絞しぼり出だすような声で答えた。

「……そりゃ、俺おれだってそれが正しいのかなんて分からねえ。誰だれにだって人生はかけがえのねえもんだし、誰だれだって死にたくなんかねえ。他の大勢を救うために仕方ないから死んでくれなんて言われて、はいそうですかって納なつ得とくして死ねる奴やつなんていねえ。俺おれだってそうだ。戦うのは怖こえぇ。いくら全ディアスフェルドの人間の命を救うためだなんて言われても、その為ために先頭切って、自分の命を危険に晒さらして統一事業に乗り出すなんて、本音を言えば嫌いやで嫌いやで仕方ねぇ……」

　そこでレオームは少し言葉を切った。そして、迷いを振ふり切きるように大声で叫さけぶ。

「けど、誰だれだって自分の命が一番大事なら、一番大事なもの同士の間に優ゆう劣れつなんか付けられねえ！　どれも優ゆう劣れつの付かねえ命なら、結局最後はたくさん救えるかどうかで決めるしかねえ！　誰だれの命も同じように大事なら、最後には数で計る以外に仕方ねえじゃねえか！」

　じっと床ゆかを睨にらみ付つけ、自分自身に言い聞かせるようにして言い切るレオーム。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆらめいた。

　薄うす暗ぐらい部屋の中にレオームの声が響ひびき、その残ざん響きようが静せい寂じやくに吞のみ込こまれるように消えていく。

　至し聖せい皇こうの影かげがゆらりと動いた。そして、ラウデュッフに囁ささやく。

「至し聖せい皇こう様……！　それは……！」

　ラウデュッフは一いつ瞬しゆん顔色を変えて至し聖せい皇こうを見つめ返した。だが、帳とばりの奥おくの至し聖せい皇こうは改めてラウデュッフを促うながす。ラウデュッフは暗がりの中でもはっきり分かるほどに動どう揺ようした表情を浮うかべながら、レオームに向き直った。

「……白もうせ。ディアスフェルドのために至し聖せい皇こうの命を犠ぎ牲せいにする必要があれば、汝なんじは至し聖せい皇こうを殺すか。至し聖せい皇こう様はそうお尋たずねであらせられる」

「……！」

　レオームは思わず固まった。

　後ろの三人も、その問いにギョッとしたように固まり、レオームが何と答えるか固かた唾ずを吞のんで見守る。

　長い沈ちん黙もくが続いた。

　蠟ろう燭そくの芯しんが燃える音すらはっきり聞こえるほどの静せい寂じやく。

　誰だれも身じろぎ一つせず、息すら潜ひそめてレオームの答えを待つ。

　押おし潰つぶされそうな緊きん張ちようの中、レオームは顔を上げると、ぽつりぽつりと呟つぶやくように答えた。

「……正直に言って、さっき、最後は数で計るしかねえって答えた時には、俺おれは至し聖せい皇こうの事は全然考えてなかった。そもそも俺おれには、至し聖せい皇こうってのが人なのか神なのかすら良く分かってねえ。それに、至し聖せい皇こうあっての聖地アボロアムで、聖地アボロアムあってのディアスフェルドだ。至し聖せい皇こうを殺してしまって、その後ちゃんとディアスフェルドが存続出来るのかも、俺おれには分からねえ……」

　そこでレオームは大きく一つ息を継ついで、再び語り出す。

「……だがもしディアスフェルドのためにどうしても至し聖せい皇こう様に死んでもらわなきゃならねえ事態なんてモンが本当にあって、至し聖せい皇こう様を殺せるのが俺おれしかいねえって状じよう況きようになったら、俺おれはきっと至し聖せい皇こう様を殺さなきゃならねえんだと思う。ニノフュームは、叛はん臣しんの汚お名めいを着てでもイアンマッドを救おうとして、叛はん乱らんを起こして死んだ。だから俺おれも、ディアスフェルドを救うためにあらゆる手立てを考えて、俺おれが身代わりに死ぬ事も考えて、それでもやっぱり他に手がねえって状じよう況きようがもしあるっていうんなら、ニノフュームと同じ事をやらなきゃいけないんだろうと思う」

　そしてレオームは、毅き然ぜんとして顔を上げた。

「……俺おれは、もしどうしても必要なら、至し聖せい皇こうでも殺す。それが答えだ」

　ラウデュッフではなく、帳とばりの奥おくの至し聖せい皇こうを見つめて、はっきりと言い切る。

　その答えを聞いて、レオームの後ろに控ひかえた三人は青ざめ、思わず腰こしを浮うかした。恐おそらく至し聖せい皇こうの問いは、アボロアムの守護者としてのレオームの忠誠心を試ためすためのもの。それなのに、必要なら至し聖せい皇こうであっても殺すなどと答えたら、その忠誠は疑われ、ディアスフェルド統一の勅ちよく令れいを頂く事など不可能になってしまうのではないか。下手をすれば、至し聖せい皇こうへの不敬でアボロアムへの立ち入りを禁じられ、諸国の王にイアンマッド追つい討とうの勅ちよくが下されるかもしれない。

　だが、そんな三人の緊きん張ちようを他よ所そに、至し聖せい皇こうはラウデュッフに何事かを囁ささやいた。ラウデュッフがレオームに問う。

「白もうせ。剣けんと鏡は汝なんじの下もとに在りや？」

　剣けんとは、神祖ディムがディアスフェルドを統一するのに使ったとされる神しん剣けんイグナスク。

　鏡とは、この世の全ての邪じや悪あくを跳はね返かえし、あらゆる真実を映し出すと言われる鏡の盾たてアティ・マガック。

　これらはレオームの持つ指輪と合わせて「ウィスナスィン・イグニード」と呼ばれ、ディアスフェルドの言葉で「三つで一つの、神に与あたえられた聖なる宝」という意味である。この三つの神しん宝ぽうは、ディアスフェルドを統すべる者の証あかしとして、遥はるかな昔に至し聖せい皇こうからイアンマッド王に与あたえられたものだった。

　レオームは真まっ直すぐ前を向いて答えた。

「剣けんは三百年前に奪うばわれて、取とり戻もどそうと戦っている最中に南の海に沈しずんだと聞いている。鏡も同じく持ち出されて、今はガーシキアの神しん殿でんに祀まつられてるはずだ」

　かつて三つ全てが揃そろっていた頃ころは、イアンマッドはディアスフェルドの盟主として君臨していた。その神しん宝ぽうが一つずつ欠けるに従い、イアンマッドは権けん威いと力を失い、諸国の中の一つへと没ぼつ落らくしていったのである。

　至し聖せい皇こうはラウデュッフを通じてレオームに告げさせた。

「三つの神宝が揃そろわぬなら、ディアスフェルド統一の勅ちよくは与あたえられぬと、至し聖せい皇こうは仰おおせられている」

「……！」

　レオームは愕がく然ぜんとして帳とばりの奥おくを見つめた。

　その後ろで、がっくりと項うな垂だれるオークナグ、マッキムード、そしてフィーリ。

　だが至し聖せい皇こうは、ラウデュッフを通じてレオームをすぐ側そばまで呼び寄せた。

「レオーム王は帳とばりのすぐ前まで来るようにと、至し聖せい皇こう様は仰おおせられている」

「……？」

　レオームは怪け訝げんそうな表情を浮うかべつつ、立ち上がった。そして、恐おそる恐おそる帳とばりのすぐ前まで近づく。

　ラウデュッフが左右に侍はべった女官に向かってうなずいた。女官はそれを受けて紐ひもを引き、帳とばりを開ける。

「……！」

　レオームの目の前に、至し聖せい皇こうが姿を現した。

　その姿はまるで少年のように小さく幼く、しかしその佇たたずまいは年老いて立つ事もやっとの老人のように見えた。

　至し聖せい皇こうは震ふるえるような足取りでゆっくりとレオームに近づく。

　慌あわてて片かた膝ひざを突つき、頭こうべを垂れるレオーム。

　至し聖せい皇こうは、レオームの頭に右手を当てた。そして、古いディアスフェルドの言葉で唱える。

「アミノッコタル・タナソングルーテフ・エラワングルーテュードゥーラ。タナソントニューフ・エラワントイニッドゥーラ。ネッソン・エラモフォット・アボロアマン・マキタティン・エカコット・テュフロコック・イアナック・ニクチェン・メガフシェヴ」

　今ではもう誰だれも日常では使わない、祭文や詩に残るだけの古い雅が語ごだが、理解は出来る。これは主従の誓ちかいの儀ぎ式しきにおいて主君がかける言葉だ。

　慌あわててレオームは応じた。

「今この時より我わが剣けんは至し聖せい皇こうが剣けんなり、我わが命は至し聖せい皇こうが命なり。祖先の名めい誉よとアボロアムの神々にかけて、もし主に背そむかばこの身を天てん雷らいにて焼き滅ほろぼさん事を」

　闇やみの中、至し聖せい皇こうが小さく微笑ほほえむ気配がした。そしてそっとレオームの右手を取り、指輪に口を近付ける。

「イエロソット・マキタトット・モティネッラ」

　──祖そ霊れいと神々が共にあらんことを。

　至し聖せい皇こうはそう祝福すると、指輪に嵌はめ込こまれた玉に向かい、そっと息を吹ふきかけた。

　その瞬しゆん間かん、指輪に嵌はめられた玉は、命を吹ふき込こまれたかのように、眩まぶしく輝かがやいた。その光が至し聖せい皇こうを一いつ瞬しゆん照らす。

　孫を見つめるように穏おだやかに微笑ほほえむ至し聖せい皇こうの顔が、闇やみの中に浮うかんだ。

　見た目はやはりどう見ても子供。だがその表情や物もの腰ごしは、明らかに老人のものだ。

　……一体、何なん歳さいなんだ？

　驚おどろいて至し聖せい皇こうを見つめるレオーム。

　だがその時。

　レオームの背後で、ラウデュッフに渡わたされた蠟ろう燭そくが燃もえ尽つきた。

　その瞬しゆん間かん、至し聖せい皇こうの顔が急激に老ふけ込こんでいく。

「……？」

　突とつ然ぜんの異変に思わず固まるレオーム。

　ラウデュッフが慌あわてて叫さけんだ。

「至し聖せい皇こう様！　お隠かくれを！」

　女官が急いで帳とばりを下ろす。

　ラウデュッフは立ち上がると、血相を変えてレオームを捕つかまえた。

「外に出るのだ！　そなたたちも全員！　早く！」

　後ろの三人にも厳しく急せかして、建物の外に連れ出し、そのまま全員を聖地の外まで連れ出すと、やっと足を止めて肩かたで息をする。

「申し訳ないが、今日はここまででございます」

　まだ険しい表情のまま告げるラウデュッフ。

　レオームは申し訳なさそうに謝あやまった。

「すまねえ。蠟ろう燭そくの火の事、すっかり忘れてた」

　何が起きたのかは分からないが、蠟ろう燭そくの火が消えた事と至し聖せい皇こうの異変に関係があるのだろうということは分かった。

「いいや、私の不注意です。レオーム王の位置からは見えなかったのですから、仕方ありますまい」

　ラウデュッフはそう言って、大きく息を吐はき出だした。

　レオームは重ねて謝あやまる。

「……わざわざ特別に至し聖せい皇こうに会わせてくれたのに、ディアスフェルド統一の勅ちよくはもらえなかった。申し訳ねえ。やっぱ、質問の答えを間ま違ちがえたんだろうな」

　黒くろ髭ひげのオークナグが脇わきから口を挟はさんだ。

「そりゃあそうです。至し聖せい皇こうを殺すだなどと、とんでもない暴言を。あのやりとりが他よ所そに知られたら、イアンマッドは全ディアスフェルドの敵ですぞ。統一などとんでもない」

　しかしラウデュッフは顔を上げると、レオームの目を正面から見み据すえた。

「いいや、そうではない。至し聖せい皇こう様は、三つの神しん宝ぽうを集めてから改めて勅ちよくをもらいに来いと仰おつしやったのです」

「え？」

　揃そろってラウデュッフの顔を見るレオームとオークナグ。

　ラウデュッフは笑えみを浮うかべた。

「そうでなければ、一体何のために至し聖せい皇こう様はそなたを自らの騎き士しに任ぜられたのだとお思いか？」

「……！」

　レオームはハッとした。その脳のう裏りに、ついさっき見た至し聖せい皇こうの表情が甦よみがえる。孫の成長を喜ぶ老人のような、優やさしく、嬉うれしそうな顔。どう考えても、レオームの言葉に腹を立てたようには見えなかった。

　ラウデュッフは、レオームの手を取ると、力強く握にぎった。

「レオーム王。そなたは至し聖せい皇こうのお目に適かなった。そなたは今や、れっきとした至し聖せい皇こう直属の騎き士し。今のディアスフェルドでただ一人、至し聖せい皇こうと直接に主従の誓ちかいを交かわした騎き士しです。その事を肝きもに銘めいじ、その立場に羞はじぬよう、己おのれの務めを果たされよ。私も応おう援えんしておりますぞ」

「ありがてぇ」

　レオームはラウデュッフの手を握にぎり返すと、頭を下げた。

　ディアスフェルド統一の勅ちよくは得られなかった。

　だが、レオームが至し聖せい皇こう直属の騎き士しに任ぜられ、位階第一位の大神官ラウデュッフが味方に付いた事は、充じゆう分ぶんな成果と言えた。

　そして、もし神しん宝ぽうが揃そろえば改めて統一の勅ちよくも得られ、大義名分も完全に整う。

　黒くろ髭ひげのオークナグはホッと安あん堵どし、剣けん聖せいマッキムードもまあこれで良しと微笑ほほえんだ。フィーリも、至し聖せい皇こうから認められたレオームを満足そうに眺ながめた。

　レオームたちは、意い気き揚よう々ようとまでは行かずとも、それなりの満足感と達成感を胸に、聖地を後にした。










　第三章　フィーリの脅きよう迫はく




　山を下り、城へと向かう帰り道。

　フィーリが不意に切り出した。

「私は少し寄るところが御ご座ざいますので、ここで一いつ旦たんお別れをしてもよろしいでしょうか？」

「ん？　何の用事だ？　何なら一いつ緒しよに行くぜ」

　振ふり返かえってそう言うレオーム。

　しかしフィーリは首を横に振ふった。

「いえ。これは私一人でなければならぬ用事です故ゆえ、レオーム様は皆みな様さまとご一いつ緒しよにお戻もどり下さい。聖地に上のぼった疲つかれも御ご座ざいますでしょうから」

「そうか。まあ、あんまり遅おそくならねえ内に戻もどれよ」

「三、四日もすれば戻もどります故ゆえ、ご心配なきよう」

　そう言い置いて、南に向かって馬を走らせるフィーリ。

「おいおい、三日も留守にすんのかよ？　どこ行くつもりだ？」

　レオームは驚おどろいてそう尋たずねたが、その声は遠ざかっていくフィーリには届かなかった。

　レオームは首を傾かしげたが、フィーリを信用する事にして、三人だけで城へと戻もどった。




　それから三日後。

　イアンマッドの南西に位置し、ハイアッドとも国境を接するインガーティ王国に、レオーム王の使者を名乗る騎き士しが訪おとずれた。

　齢よわい四十を過ぎたばかりのインガーティ国王アティスナスは、その使者の名前を聞いて跳とび上あがった。

　訪問者はハイアッドの不敗の将フィーリ。否、今ではその勇名よりも、ヤーカスの町の住民を老ろう若にやく男なん女によ問わず皆みな殺ごろしにした、血に飢うえた狂きよう乱らんの騎き士しとしての名のほうが遥はるかに知られている。

　そんな物ぶつ騒そうな騎き士しが一体何の用かと戦せん々せん恐きよう々きようのアティスナス王の面前で、フィーリは恭うやうやしく膝ひざを突ついて挨あい拶さつをすると、単刀直入に切り出した。

「この度たび、私がここインガーティ王国を訪たずねたのは他でもありません。叛はん乱らんを起こしたイアンマッドの老臣ニノフュームを、裏で操あやつっていた者を探しているのです」

「イアンマッドのニノフューム殿どのといえば、あのヤーカスの……！」

　アティスナス王は、いかにも押おしの弱そうな丸い顔に、ギョッとした表情を浮うかべた。

「ニノフューム殿どのを裏で操あやつっていた者を探しているという事は、つまりニノフューム殿どのの謀む反ほんは何者かの策さく謀ぼうだったと……？」

　恐おそる恐おそる聞き返すアティスナス王。

　フィーリはそんなアティスナス王を、殺意すら感じさせる鋭するどい目で見み据すえた。そして、低い声で凄すごむ。

「質問しているのは私です。私が知りたいのは、あなたが黒幕でないという証しよう拠こがあるかどうかです」

　もちろん、本気で疑っているわけではない。フィーリはすでに、学者ユラティーヴがニノフュームの下もとを訪おとずれた直後に姿を消した事、そしてそれと同時にニノフュームが叛はん乱らんを決めた事を摑つかんでいた。アリサカスの手紙から、ユラティーヴがアルキランの内通者であった事も判明していた。だが、そんな事はおくびにも出さず、敵意と殺意を剝むき出だしにしてアティスナス王を脅おどすフィーリ。

　年代記作者のネグィオスによれば、アティスナス王は温おん厚こうで、どちらかといえば臆おく病びような性格であったというが、フィーリの唐とう突とつかつ不ぶ躾しつけな発言にはさすがに怒いかりを顕あらわにした。

「この私を共きよう謀ぼう者と疑うのか！」

　アティスナス王の怒ど号ごうが、部屋中の空気を震ふるわせた。

　居並ぶ家臣たち一同、ギョッとして首を竦すくめる。

　だがフィーリは動じない。冷ややかな目をしてアティスナス王を見る。

「私はただ、黒幕でない証しよう拠こがおありかどうかと尋たずねているだけです。潔白だというならその証しよう拠こを出して頂ければ済む話」

「こっちを共きよう謀ぼう者だと疑うのなら、まずはそちらが証しよう拠こを出すべきだろう！　何を根こん拠きよにそのような事を言うのだ！」

　思わず立ち上がるアティスナス王。

　フィーリは、激げき昂こうするアティスナス王を、氷のように冷たい目で睨にらんだ。

「インガーティ王国は、アルキランと戦うと言ってイアンマッドに軍を進めておきながら実際には一戦も交えず、その上アルキランと停戦が結ばれた後も、戦争で疲ひ弊へいしたイアンマッドに駐ちゆう留りゆうし続けた。アティスナス王。貴方あなたの野心を疑うにはこれで充じゆう分ぶんなのです。もう一度聞きます。ご自身がニノフュームと共きよう謀ぼうしていないと言い切れる証しよう拠ことなるものは何か御ご座ざいますでしょうか？　なければあなたが黒幕だと私は結論致いたしますが」

「馬ば鹿かな！　そんなあやふやな疑いだけで決めつけるなんて無茶苦茶だ！」

　アティスナス王は焦あせって叫さけんだ。

　フィーリは冷たい声で返す。

「ならどうなさいます？　騎き士しらしく剣けんで白黒を着けますか？」

　威い圧あつするように剣けんの柄つかに手を掛けるフィーリ。

「ぐ……」

　アティスナス王の額に汗あせが浮うかんだ。

　居並ぶ家臣たちに緊きん張ちようが走る。

　フィーリは淡たん々たんとアティスナス王に告げた。

「この際はっきり言っておきますが、疑いがあるというだけで私には充じゆう分ぶんなのです。ニノフュームの叛はん乱らんは、ニルナス王の葬そう儀ぎにも顔を出さないなど事前に疑わしい行動が見られたにもかかわらず、証しよう拠こがないからと放置していた結果、起きてしまった。レオーム様は公正かつ寛かん大だいなお方。疑いがあるだけでは人を罰ばつする事はない。それこそがレオーム様の最大の美徳でありますが、しかしそれ故ゆえにニノフュームの叛はん乱らんを防げなかったのです。今回もレオーム様は、貴方あなたが関かん与よしたという確たる証しよう拠こがなければ動かないでしょう。だから私が代わりに動くのです」

　ニノフューム叛はん乱らんの真意を知るフィーリである。これも当然でたらめだ。分かっていながら、素知らぬふりをして脅きよう迫はくを続ける。

　アティスナス王は青ざめた。

　相手はハイアッドの誇ほこる二十人力の無敗の将。そして、つい先日ヤーカスの町で大だい虐ぎやく殺さつをした狂きよう乱らんの騎き士しなのだ。

　戦っても勝ち目はないが、疑いを晴らせなければヤーカスのように焼き滅ほろぼされるに違ちがいない。しかし話の通じぬこの狂きよう人じんを相手に、疑いを晴らす事など出来るのだろうか。アティスナス王は、恐きよう怖ふと絶望で言葉を失った。

　フィーリは心底怯おびえきったアティスナス王へ冷たい視線を送る。

「三日待ちます。潔白だと申されるなら、その間に潔白である証しよう拠こをお見せ下さるよう」

　一方的にそう言うと、フィーリはインガーティ城を後にした。




　フィーリは聖地からの帰りにレオームと別れた後、ずっとこのようにしてイアンマッドと国境を接する国々を巡めぐっては、そこの王を脅きよう迫はくして回っていた。一日目は山深いタワック王国、二日目は二つの川の交わる肥ひ沃よくなイィーク王国、そして三日目がここインガーティ王国。

「残るは一国。約束通り、四日目には帰れそうだ」

　フィーリはまだ日の高い空を見上げながら、西に向かって馬を走らせた。










　第四章　アティスナス王の臣従




　フィーリが去った後、インガーティ王国のアティスナス王は頭を抱かかえていた。

「どうする？　相手はあの狂きよう乱らんのフィーリ！　このまま潔白である証しよう拠こを出せなければ、きっと攻せめ込こんでくる！　そうなればこの国は老ろう若にやく男なん女によ全てが殺し尽つくされ、焼き滅ほろぼされるに違ちがいない！　ヤーカスの二にの舞まいだ！」

　取り乱したように叫さけぶアティスナス王。

　フィーリの目は本気だった。もしも身みの証あかしを立てることが出来なければ、間ま違ちがいなく攻せめ入いってくるだろう。

　家臣の一人が、冷ひや汗あせを浮うかべながら皆みなの顔を見回した。

「こうなったら、やられる前にやるしか……！」

　アティスナス王は即そく座ざに却きやつ下かした。

「馬ば鹿かな！　アルキランにやられた直後の弱ったイアンマッド王国単体ならばともかく、今はいわばイアンマッド王国とハイアッド王国の連合国！　どう足あ搔がいても我らに勝ち目はない！」

　その言葉に家臣たちは黙だまり込こむ。

　しばらくして別の側近が、ふと気付いた様にアティスナス王を見た。

「先さき程ほどの話を聞いたところでは、恐おそらくはフィーリ殿どのが独断で動いているはず。レオーム王はこの事を存じ上げてはいないでしょう。レオーム王に直じか談だん判ぱんしてみては……」

　それを聞いたアティスナス王はハッとした。

「そうだ！　フィーリを抑おさえられるのはレオーム王だけ！　フィーリは主君であるレオーム王にだけは、絶対的な恭きよう順じゆんの態度を示すという！　そしてレオーム王は、兄ルスタットと違ちがい、軽けい薄はくな腰こし抜ぬけだとの噂うわさ！　フィーリよりは間ま違ちがいなく与くみしやすかろう！　相手にするならフィーリではなくレオーム王だ！」

　一いち抹まつの希望に、アティスナス王は喜び勇んで立ち上がる。

「出発の支し度たくを致いたせ！　今すぐイアンマッドへ乗のり込こんで、レオーム王に面会を申もうし込こむのだ！」

　かくしてアティスナス王は大急ぎで馬に乗ると、使者を立てる暇ひまさえ惜おしんで、自らイアンマッド城へ向かって走り出した。




　その頃ころ。

　レオームは、イアンマッド城の裏手の平原に家臣を集めて訓練をしていた。

　目の前では兜かぶとと簡単な胸当てだけを着けた軽装備の騎き士したちが、馬上で弓を構えて的を狙ねらっている。馬上弓の練習だ。

「よーし。なかなか様になってきたじゃねえか」

　放った矢の半分ほどが的に掠かすったのを見て満足そうなレオーム。

　他の騎き士したちと共に訓練をしていた黒くろ髭ひげのオークナグが、汗あせを浮うかべながら言った。

「しかし、馬を止めてから左に向けて射るならすぐにでも出来ますが、馬が走って激しく揺ゆれる中で射るのは至難の業わざですぞ。アルキランの奴やつめら、よくもまあこんな曲芸じみた事をやるものですな」

　騎き馬ば弓きゆう術じゆつはアルキランの得意な戦法の一つ。それを真ま似ねしてみる事で、対たい抗こうする戦力を育てると共に、弱点を探さぐろうというのが狙ねらいである。

　レオームは腕うでを組んだ。

「馬の乗り方が違ちがうのか。走らせ方にも工く夫ふうがあるのかもしれねえ。それにそもそも弓の大きさがまるで違ちがうしな」

　アルキランの弓は木に骨や腱けんを貼はり合あわせた合成弓で小さいが、ディアスフェルドの一いち木ぼく作づくりの弓は威い力りよくを稼かせぐために大きくせざるを得ず、大人の背せ丈たけほどもある。その分、馬上での取とり扱あつかいは難しくなる。

「まあ、とりあえずは止めてから射るだけでいい。合図が出たらすぐ馬を止めて射る。合図から矢を放つまでの時間をなるべく短くする工く夫ふうをするんだ」

　そう言い置いて練習を続けさせ、別の訓練場へ向かうレオーム。

「どうだ師し匠しよう？　みんな、馬の突とつ撃げきは止められるようになってきたか？」

「まずまずと言ったところですな」

　振ふり返かえったのは剣けん聖せいマッキムード。

　その脇わきには盾たてと槍やりを持って密集陣じん形けいに組んだ重装備の騎き士したちが居並び、その後ろには同じく盾たてと槍やりを持った軽装の従者が何列にも重なっている。

「よーし。一丁試ためしてみっか」

　レオームは穂ほ先さきを外して代わりに布で包んだ海綿を巻き付けた練習用のタンポ槍やりを小こ脇わきに抱かかえた。そして手近な馬に跨またがると、盾たての壁かべに突とつ進しんした。

　しかし盾たての壁かべは微び動どうだにせず、盾たての隙すき間まから突つき出た槍やりが向かってくる馬を待ち受ける。

　それを見た馬は、怯おびえて勝手に足を止めてしまった。

「よーし、上出来だ！」

　馬上でレオームは満足げに笑えみを浮うかべた。

「馬だって生き物だ。ずらりと槍やりを構えて微び動どうだにしない盾たての壁かべを前にすりゃ、どうしたって怯ひるむ。馬に突とつ撃げきされる方も怖こわいが、馬だって怖こえぇんだ。騎き士しがいくら突とつ撃げきさせようとしたって、馬が怯おびえりゃどうにもならねえ。馬が止まれば、馬上から槍やりで戦列を突つき崩くずす事も出来ねえ。要するに、馬と人との度胸比べってわけだ。人間様が勇気を奮って戦列を維い持じ出来りゃ、人の勝ち。ビビって列が崩くずれたら馬の勝ち。今度の五ご月がつの祭りで、領地別対たい抗こう戦せんをやるからな。地元の農民たちもしっかり鍛きたえとけ。ついでに馬も、多少の槍やりなんかびびらねえで蹴け散ちらせるように鍛きたえてこい」

　そう指示をして、休む間もなくまた次の場所へ移るレオーム。

「オステート！　調子はどうだ？」

　ハイアッドの猛もう将しよう、鉄のオステートに声を掛かける。フィーリは現在騎き士しの身分を剝はく奪だつされているので、ハイアッドの騎き士しを率いているのはこの古こ豪ごうの騎き士しオステート。訓練しているのはハイアッドの騎き士したちと、先のアルキランとの戦争で土地を追われた人々の中から選んだ、若くて体力のある者たちである。

「はっ！　かなり慣れてまいりました！」

　斧おのを手に答える鉄のオステート。脇わきには丸太を縄なわで縛しばって作った人の背せ丈たけほどの高さの木組みがいくつも並んでいる。レオームはそれにぶら下がって体重を掛かけ、強度を確かめてから、降りて尋たずねた。

「どのくらいの時間が掛かかった？」

「はっ！　そこの小こ瓶びんの水がなくなるまでです！」

　オステートは、底に小さな穴を空けた時間計測用の小さな水みず瓶がめを示す。

「それは、木を伐きり倒たおす時間も入れてか？」

「いえ！　伐きり倒たおしてからの時間です！」

「まだ遅おそいな……。いいか。多少不格好でも使えるなら構わねえ。小こ瓶びんの水がなくなる間に、木を伐きり倒たおしてから完成するまで全てを終えられるように工く夫ふうしろ」

「はっ！」

　オステートは威い勢せい良く返事をしてから、ふと怪け訝げんそうな表情になった。

「ところで一つ質問なのですが」

「何だ？」

「これは戦いの訓練というよりも、大工の仕事のように思うのですが……」

　レオームはオステートの肩かたに手を回すと、グイと顔を近付けた。

「いいかオステート。フィーリは言った。ハイアッドは俺おれの最初の領地で、そこの騎き士しは俺おれの初めての直じき臣しんたちなんだと。そして今、お前らハイアッドの騎き士したちのお陰かげで、イアンマッドは何とか平へい穏おんを取とり戻もどせてる。だから俺おれはこれからも、戦場で一番の武ぶ勲くんはお前らハイアッドの騎き士しに与あたえてやりたいと思ってる。こういう訓練を誰だれよりも先にやらせてやってるのも、そのためだ。けど、一番の戦功をそこらの大工にかっさらわれてもいいんなら、やめたっていいんだぜ？」

「あ、いえ、私は何も……」

　慌あわてて取とり繕つくろう鉄のオステート。

「これが何の意味を持つかは、やってる内に分かってくる。今は少しでも作業の時間を短くできるように鍛きたえておけ」

　レオームはそう言って笑うと、オステートの肩かたをポンと叩たたいた。

　アルキラン軍が城を攻せめる際、一番活かつ躍やくしていたのは工兵だ。現地で素す早ばやく梯はし子ごを造り、攻こう城じよう櫓やぐらを組み立て、投石機まで作ってしまう。いや、城攻ぜめの時だけではない。川を渡わたる時にも、工兵が迅じん速そくに橋を架かけて、大部隊を簡単に渡わたらせてしまう。何もない平野にも、一日の内に立派な陣じん地ちを構築する。工兵次し第だいで戦い方は大きく変わる事を、レオームはアルキランとの戦いくさを通じて強く認にん識しきしていた。工兵部隊を作る事は、ディアスフェルドを統一するためにも、アルキランと戦うためにも、絶対に必要だった。そして、常人よりはるかに大力の者が多いハイアッドの騎き士したちは、この手の作業をさせるにはうってつけだった。

　一通り回って訓練の様子を確かめ終えると、レオームは馬上で大きく一つ伸のびをした。

「しっかし、フィーリの奴やつはどこで何をしてんだか。今日でもう四日目だぜ」

　空を見上げながら、まだ帰らないフィーリの事を気にして呟つぶやくレオーム。

　その時、城から騎き士しが呼びに来た。

「レオーム様！　隣りん国ごくインガーティ王国のアティスナス王がレオーム様に面会を求めてやって参りました！」

「インガーティ王国のアティスナス王？　特に約束はねえはずだが、急に何の用だ？」

　首を傾かしげるレオーム。

「分かった。すぐ行く」

　取りあえずレオームは急いで城に戻もどると、着き替がえて大広間に向かった。




　イアンマッド城の大広間。

　インガーティ王国のアティスナス王は、レオームが姿を現すや否いなや、弾はじかれたように立ち上がった。そして、挨あい拶さつもそこそこに縋すがり付つく。

「レオーム殿どの！　助けて欲ほしい！」

「ちょっ、ちょっと落ち着いてくれ。どうしたってんだ一体？」

　レオームは、椅い子すに腰こし掛かける暇ひまさえ与あたえずに縋すがり付ついてきたアティスナス王を、慌あわてて引ひき剝はがした。

　だがアティスナス王は真っ青な顔をして、引ひき剝はがされまいと必死で縋すがる。

「私がニノフューム殿どのを裏で操あやつってイアンマッド王国を獲とろうとしていたと、フィーリ殿どのが疑っているのだ！　頼たのむ！　何とかしてフィーリ殿どのを抑おさえてくれ！」

　それを聞いて、キョトンとするレオーム。

「ニノフュームとアンタが？　何か証しよう拠こでもあるのか？」

　アティスナス王はブンブンと首を横に振ふった。

「何もない！　とんだ言いがかりだ！　私は潔白！　ニノフューム殿どのと手を結んだ事などない！」

　レオームは何とか椅い子すに座すわると、難しい顔をして腕うでを組んだ。

「ん～、まぁそうだろうな。こう言っちゃ悪いが、ニノフュームから見りゃ、インガーティ王国なんて雑ざ魚こみたいなもんだ。騎き士しの数、領地からの収入、どれを取っても一国の王であるアンタより、イアンマッドの一家臣だったニノフュームのほうが上だったんだ。なのにアンタを後うしろ盾だてに頼たのむほど、ニノフュームは老いぼれちゃいなかった」

　その言葉にカチンと来ながらも、アティスナス王はグッと堪こらえてうなずく。

「そう！　その通り！　私如ごときが、あの忠臣ニノフューム殿どのを操あやつれるかどうかなど、考えるまでもなく分かる事だ！」

　しかしそこでレオームは、困ったように呟つぶやいた。

「……だが、フィーリの疑念にも全く根こん拠きよがないって訳じゃねえからなぁ」

　それを聞いてうろたえるアティスナス王。

「な……！　何な故ぜ……！」

「今いま更さら蒸むし返かえしたくはねぇが、例えばアルキランとの戦争に協力するって言いながら全然戦わなかった事とか、停戦してからもずっとイアンマッド国内に駐ちゆう留りゆうし続けてた事とか、色々とな」

　レオームは言い辛づらそうにそう言うと、アティスナス王を見下ろす。

「ニノフュームの一件については潔白だろう。信じるさ。けどそれとは別に、やっぱそっちとしちゃ、イアンマッドの領地を掠かすめ取とりたいって野心はあったんだろ？」

「ぐ……！　そ、それは……！」

　痛いところを突つかれてアティスナス王は言葉に詰つまった。

　レオームは続ける。

「ニノフュームと組んでなかった事についてはフィーリを納なつ得とくさせる自信はあるぜ。むしろ何でフィーリがそんな事言い出したのかが分からねえ。でも、おたくがウチに一いつ切さい野心を持ってなかったって事まで納なつ得とくさせられるかどうかはまた別だ。そしてフィーリは、ウチに剣けんを向けた国は全部敵だと看み做なすだろう」

　困った顔で頭を搔かき、どうしたもんかと溜ため息いきを吐つくレオーム。

　アティスナス王は、必死の形相で訴うつたえた。

「な、何を言われるか！　我わがインガーティが停戦後もイアンマッドに留まったのは、あくまでアルキランが約束を反ほ故ごにする恐おそれに備えての事に過ぎぬ！　そもそもイアンマッドは我らディアスフェルドの盟主！　神祖ディムより伝わる王家の指輪こそはその証あかしであり、聖地アボロアムを守りし最も正統なる血筋ですぞ！　いわばイアンマッドに弓引く事はアボロアムに弓引く事！　およそディアスフェルドに暮らす人間にとって、そのような行いは考える事すら恐おそろしいというのに！」

「そうだよな。理り屈くつからいけばそういう話になるはずだ。なのに実際は、結構みんな刃は向むかってくるから困るんだ。まぁでも、俺おれの乳ち兄きよう弟だいのオークナグっていう髭ひげの濃こい奴やつなんか、そのお陰かげで戦功を挙げられて、若いのにいっぱしの領主になって美人の嫁よめさんまでもらったりしてっから、困ってる奴やつだけじゃねえんだろうけどさ。戦争がないと、褒ほう賞しようもねえからな」

　レオームは頰ほお杖づえを突ついてぼやいた。

　そしてアティスナス王に視線を戻もどす。

「昔は一つだったはずのディアスフェルドも今じゃ六十もの小国に別れて、王都イアンマッドもその内の一つに過ぎなくなっちまった。おたくのインガーティ王国だって、百年前まではイアンマッドの一部だったんだぜ？　知ってんだろ？　まぁ、離り反はんされちまうようなウチのご先祖様が情けねぇんだけどさ」

　もう一つ溜ため息いきを吐つくと、肩かたを竦すくめるレオーム。

　アティスナス王はギョッと青ざめた。フィーリはイアンマッドに剣けんを向けた国は全て敵と看み做なすだろうという話をした直後に、過去にインガーティ王国がイアンマッドに敵対し、独立した過去に触ふれられたのだ。アティスナス王の耳には、脅おどしにしか聞こえない。

「しかしそれは百年も昔の事！　今の我々はイアンマッド王国と敢あえて敵対する理由はない！　頼たのむ！　信じてくれ！」

　必死で懇こん願がんするアティスナス王。

　レオームは再び困った顔で頭を搔かく。

「頼たのまれたってどうしようもねえ。疑われる理由がある時は、その疑いを晴らす何かを示すのが筋だ。それがなけりゃ、フィーリや他の連中がアンタを信用するかどうかは分からねえし、俺おれにも説得する自信はねえ。知ってのとおり、俺おれは腰こし抜ぬけレオームだ。俺おれの一言で、家臣がみんな右向け右ってなわけにはいかねえんだよ」

「せ、説得出来ずとも、レオーム王が命じて下されば、少なくともフィーリ殿どのは大人しくなるだろう！　インガーティ王国をフィーリ殿どのの手から守れるのはレオーム王しかおらんのだ！」

　余りに必死なアティスナス王に、レオームは困こん惑わくした。

「おいおいおい。ちょっと待ってくれ。それじゃまるで、インガーティ王国の領土を俺おれに安あん堵どしてくれって頼たのんでるみたいだぜ？　それは王と家臣の関係だ。俺おれとアンタはどちらも一国の王同士。対等な関係だろ？」

　そう言って笑え顔がおを浮うかべ、何とか宥なだめようとする。

　だが、恐きよう怖ふに駆かられたアティスナス王は、レオームの言葉を再び誤解した。対等なままでは守ってやらないという事はつまり、フィーリから守って欲ほしければレオームに降くだれという事。アティスナス王は、そう受け止めた。アティスナス王の背筋を、冷たい汗あせが伝った。

　……よく考えてみればこのレオーム王は、たった一人でハイアッドの城に乗のり込こみ、ディアスフェルド最強と名高かった三十人力のフォーンデリック王を討うち果はたした男。そして、あの無敗の将にして狂きよう乱らんの騎き士しフィーリが、唯ゆい一いつ大人しく従う男。与くみしやすい腰こし抜ぬけなどであるはずがなかったのだ……！

　アティスナス王は血の気の引いた顔で、ゴクリと生なま唾つばを飲んだ。

　今や、アティスナス王にとって選せん択たく肢しは二つ。レオームに降ってフィーリの狂きよう気きから守ってもらうか、滅ほろぼされるのを覚かく悟ごで真っ向から戦うか。

　自分や家臣たちが戦って死ぬのはいい。だがフィーリは、ヤーカスの町でのように、無む辜この民たみまで悉ことごとく殺し尽つくすだろう。それを思うと、負けを承知で意地を張るわけにはいかなかった。

　アティスナス王は全身に脂あぶら汗あせを浮うかべ、ギュッと目を瞑つぶり、拳こぶしを握にぎると、逡しゆん巡じゆんの末に思い切って片かた膝ひざを突つき頭こうべを垂れた。

「我わがインガーティの領地と領民を守って下さるなら、王の地位など捨てましょう！　どうかこの私めを、イアンマッド国王レオーム様の配下の一人にお加えくださいますよう、お願い申し上げます！」

「はぁ!?」

　驚おどろいたのはレオームである。確かに、フィーリの疑いを解きたければ、疑いを晴らす何かを見せろとは言った。しかしそれはイアンマッドに敵対しないという証あかしを立ててくれればいいと思っていただけで、まさか一足飛びに臣従してくるとは、余りにも予想外だ。

「おい……、俺おれの配下になるとか、本気で言ってんのか……？」

　思わず尋たずねるレオーム。

　だがアティスナス王は覚かく悟ごを決めた様子で答える。

「無論本気！　元よりイアンマッド王国はディアスフェルドの盟主！　そのイアンマッドの王であるレオーム様に、家臣として忠誠を誓ちかう事に、一体何の不思議が御ご座ざいましょうか！」

　そう言うや否いなや、アティスナス王は自分の指に嵌はめてあったインガーティ王国の王権を示す指輪を外してレオームに捧ささげる。

　レオームはさっぱり話が吞のみ込こめないまま、差し出された指輪を眺ながめる。

　そして、半ば独り言のように呟つぶやいた。

「まぁ、そっちからそう言ってくれるなら、こっちとしちゃ渡わたりに船なのは確かだけどな……」

　アティスナス王はそれを聞いて不思議そうに顔を上げた。

「……と仰おつしやると？」

　レオームはアティスナス王と目が合うと、ちょっと苦く笑しようして頭を搔かいた。

「いや、こないだのアルキランとの戦争の事さ。休戦協定は結んだが、一方的にこっちからだけ人ひと質じちを取られた状態で、いつ向こうが勝手に破るか分かったもんじゃねえ。奪うばわれた領土も取り返さなきゃならねえ。だが、奴やつらの圧あつ倒とう的てきな数に対たい抗こうするには、イアンマッド一国じゃ足りねえ。ディアスフェルド全土が一丸となって戦って、初めて奴やつらを追い返す事が出来る。そのためには、ディアスフェルドを統一する事が必要だと思ってな」

「ディアスフェルドを……統一……？」

　今度はアティスナス王が戸と惑まどった。耳を疑うように、レオームを見上げる。

　レオームはグッと身を乗り出し、真しん剣けんな表情になった。

「そうだ。同盟とか連合とかじゃ駄だ目めだ。形だけ同盟軍を寄よ越こしたところで、実際には戦わずに傍ぼう観かんしてただけ、それどころか戦争で弱体化したところを付つけ狙ねらって領土を掠かすめ取とろうなんてのは、二度とゴメンだからな」

　その言葉に、身に覚えのあるアティスナス王はまたしてもギョッと身を竦すくめる。

　レオームはその様子には頓とん着ちやくせず続けた。

「……ディアスフェルドを統一し、俺おれがその王となってディアスフェルドの全騎き士しに号令をかける。そういう体制が必要だ。アルキランは強大な国だ。ディアスフェルドに対する野心を全然捨ててねえって証しよう拠こもある。放っておけば、いずれイアンマッドだけじゃなく、お前さんとこのインガーティも、もっと南の国も、ディアスフェルド丸ごとアルキランに吞のみ込こまれちまう。それを、手をこまねいて見てるわけにはいかねえだろ。それに、人ひと質じちに取られた兄貴も取り返さなくちゃいけねえしな」

　話を聞いたアティスナス王は、驚おどろきに目を丸くしたままレオームを見つめた。

　ふざけているのではない。大ボラを吹ふいているのでもない。真面目に、本気で、ディアスフェルドを統一しようと考えている事が、口くち振ぶりからはっきりと分かった。

　……このお方は、そんな事まで考えていたのか……。

　アルキランからディアスフェルドを守ろうという意志。その為ためにディアスフェルドを統一するという覚かく悟ご。それは決して己おのれの欲や野望などではなく、イアンマッドの王としての使命感によるものだった。しかもレオームは、その壮そう大だいな話を少しも気負うところなく、壮そう大だいな使命に酔よう気配もなく、ただただ真面目に、そして平然と語った。当然の事のように、「それが自分の仕事だからやる」と、淡たん々たんと語った。その口くち振ぶりはまるで、村人たちが、種たね蒔まきの前には畑に鋤すきを入れなくてはならないと言うかのようであった。或あるいは冬に備えて薪たきぎを切っておかなくてはならないと言うかのようであった。その事に、アティスナス王は強い感かん銘めいを受けた。

　……なんという器うつわの大きさか。

　元来、アティスナス王は真面目な男だった。イアンマッドの領地を奪うばおうとしたのも、少しでも自分の領土を広げ、領民の暮らしを豊かにする事こそが王の務めだと信じていたからだった。決して勇ゆう敢かんとは言えず、むしろ臆おく病びようですらあるアティスナス王が、イアンマッドの領地に軍を進めるという決断をしたのも、全てはその為ためだった。

　そんな生き真ま面じ目めなアティスナス王だからこそ、自国の民たみを守るだけでなく、ディアスフェルド全てを守らねばならないというその責任感に、大おお袈げ裟さなほどに感動した。

　そして、改めて我わが身みを振ふり返かえる。

　……レオーム王は、アルキランとの戦いくさで大きな損害を受けた後にもかかわらず、ディアスフェルド全体の事を考えている。ディアスフェルドの民たみ全てを守ることを考えている。それに比べて私と来たらどうだ。アルキランの襲しゆう撃げきはディアスフェルド全体の危機であったにもかかわらず、イアンマッドと協力して戦うどころか、機会に乗じてイアンマッドの領地を掠かすめ取とろうなどと、自分本位のしみったれた了りよう見けんしか持ち合わせていなかった。何と情けない事か。何とみっともない事か。これで騎き士しだと言えるのか。これで王だと名乗れるのだろうか。こんな事で、本当に民たみのことを考えていると胸を張れるだろうか。

　恥はずかしさと情けなさに肩かたを震ふるわせるアティスナス王。

　その時、不意にレオームの手がアティスナス王の頭に置かれた。見た目の印象よりずっと大きく力強い手。

　アティスナス王はハッと目を上げる。

　レオームは優やさしく微笑ほほえんだ。

「いいぜ。俺おれと一いつ緒しよに戦ってくれるってんなら、フィーリだってお前さんたちに手出しはしねえし、しようったって俺おれがさせねえ。もちろん、フィーリ以外の奴やつにもな。今からお前は俺おれの家臣だ」

　アティスナス王は、レオームの笑え顔がおを仰あおぎ見みた。自分より遥はるかに年若いレオーム王。なのにその笑え顔がおは、まるで父親のような力強さに溢あふれ、アティスナス王にこれ以上ない安心感を与あたえた。

「ははーっ！」

　アティスナス王は自然と頭こうべを垂れ、固い忠誠をレオームに誓ちかった。

　年代記作者のネグィオスは、次のように書いている。「新興のインガーティ王国を治めるアティスナス王は、古くから続く歴史ある王家の人間がしばしば生まれ持つ異能など一いつ切さい持ち合わせておらず、また武勇においても凡ぼん百ぴやくの将であったが、その感激しやすい性格と、惚ほれ込こむと一いち途ずな事では、ディアスフェルドでも並ぶ者がなかった。その惚ほれ込こんだ相手がレオーム大王であったことが、アティスナス王にとって最大の幸運であり、そして恐おそらくレオーム大王にとっても、最大とは言わないまでも、かなり大きな幸運であった」。

　事実、この時以来アティスナス王は分不相応な野心を一いつ切さい捨すて、レオームの家臣としての地位に満足し、フィーリや黒くろ髭ひげのオークナグに並ぶ忠臣の一人としてその評価を固めていくのである。




　アティスナス王がレオームに降くだったという話が広まると同時に、国境を接していた周辺国が次々と、同じように臣従を申もうし込こんできた。その内訳は西から順にアグィ、イィーク、タワック。そしてアティスナス王のインガーティを含ふくめて四カ国。イアンマッド及およびハイアッドと国境を接する国、全てである。

　そして、それらの国を脅おどして回っていたフィーリは、何喰くわぬ顔をして城に戻もどり、レオームに仕える従者としての日々に戻もどった。










　第五章　ガーシキア王国と中部十一カ国連合




　やがて季節は移り、三月になった。

　イアンマッド城の外では春分を祝う祭りの真っ最中である。冬の象しよう徴ちようである黒ずくめの老ろう婆ばに扮ふんした若者たちを、春の象しよう徴ちようである花はな冠かんむりを被かぶった乙おと女めの群れが、若芽を吹ふいた木の枝で叩たたきながら川へ追い落とす。はしゃぐ若者たちの立てる明るい笑い声は、城にまで届いている。

　それを城じよう壁へきの上から見下ろしながら、レオームは久ひさし振ぶりの平和なひとときを満まん喫きつしていた

「いやー、何だか知らねぇが、自分から家臣になりたいって申し出てくる王ばっかりで助かるな。もっと戦争とかしなきゃならねぇだろうと覚かく悟ごしてたが、拍ひよう子し抜ぬけだぜ」

　レオームは吞のん気きな顔でそう言うと、満足そうに酒の入った杯さかずきを傾かたむけた。

　剣けん聖せいマッキムードがその隣となりで静かに諭さとす。

「フィーリ殿どのとニノフューム殿どののお陰かげですぞ。ヤーカスの町での一件があればこそ、血を流すことなくこれらの国々を従える事が出来たのです」

　それを聞いたレオームは、神しん妙みような表情になった。

「確かにそうだな……」

　そして、脇わきに侍じしているフィーリを見る。

「……あの時は何て滅め茶ちや苦く茶ちやな事をするのかと思ったが、今こうしてその効果が現れてみれば、確かにフィーリの判断は間ま違ちがってなかった。イアンマッド王国は安定し、その上敵対していた周辺国も次々に帰順してくる。フィーリには頭が上がんなくなっちまったな」

　レオームがそう言って苦く笑しようすると、フィーリは首を横に振ふった。

「いいえ。このように順調に行っているのはレオーム様のご人徳あっての事。恐きよう怖ふだけでは人を治める事は出来ません。ましてや誇ほこり高たかきディアスフェルドの騎き士しであれば、恐きよう怖ふに屈くつするよりは戦って死ぬ事を選ぼうとする者のほうが多いでしょう。それにもかかわらず皆みなが大人しく帰順したのは、相手がレオーム様だからです。レオーム様の器うつわと人徳あってこそ、私の策も上う手まくいったのです」

　生き真ま面じ目めな顔で言うフィーリ。

　フィーリからすれば、自身がレオームに降くだったのも、レオームの中に真の王たる姿を見たからである。そうでなければ、たとえ先王フォーンデリックの遺命とはいえ、自分もハイアッドの騎き士したちも、大人しくレオームに従いはしなかった。

　しかしレオームにそんな自覚はない。フィーリの言葉をお世辞と受け取って、冗じよう談だんっぽく笑う。

「そうかい？　まぁ、折角こんな可愛かわいい女の子が褒ほめてくれてんだから、そういう事にしとくとすっか」

　軽く受け流してから再び真面目な顔になり、遠く南の方へ視線を向けた。

「……とはいえ、恐きよう怖ふだけじゃ人は治められねえってのはその通りだ。国境を接してる国の連中は焦あせって降くだってきてくれたが、遠く離はなれてる国は、準備を整える時間がある。そういうところの連中は、出方も違ちがってくるだろうな……」

「はい。急激に勢力を増したイアンマッドに対たい抗こうするため、諸国が団結する可能性は高いでしょう。その時、私が与あたえた恐きよう怖ふが原因で、懐かい柔じゆうするのはかえって困難になる恐おそれもあるかもしれません……」

　フィーリは厳しい目つきで南の方角を睨にらんだ。その表情に翳かげりが差す。

　レオームは力づけるように笑った。

「それは仕方ねえ。お前がああしてくれてなきゃ、俺おれたちゃ未いまだにイアンマッド一国の存亡で四苦八苦してたんだ。今こうして統一に向けての計画を練ってられるってだけでも、とんでもなく助かってんだぜ」

　フィーリはその言葉に幾いく分ぶん慰なぐさめられた様子で、遠えん慮りよがちに微笑ほほえんだ。

　暖あたたかな春の日差しは、うずたかく積もった雪を少しずつ優やさしく溶とかし、空には雲雀ひばりが高く舞まう。

　久方ぶりにイアンマッドに訪おとずれた、穏おだやかな日々だった。

　しかし、レオームの心配通り、イアンマッドに対たい抗こうするために連れん携けいする動きはすでに起こり始めていた。

　その争乱の最初の震しん源げん地は、ディアスフェルド中部最大の王国、ガーシキアであった。




　イアンマッド王国から遥はるか南、ディアスフェルドのほぼ中央に位置するガーシキア王国。大きな港こう湾わんと穀倉地帯を持ち、水運の要よう衝しようを押おさえた、ディアスフェルドでも有数の豊かな国である。

　人口はディアスフェルドで最大を誇ほこり、七百年に亘わたって続く王家の血と、ディアスフェルドに伝わる三つの神宝の一つ、鏡の盾たてアティ・マガックを祀まつるエシー神しん殿でんを持つ事で、指輪を受うけ継つぐ最古の王家イアンマッドと格の上でも比ひ肩けんする。

　そのエシー神しん殿でんの境けい内だいにある、楡にれの大樹の下。

　ガーシキア国王ミスホーイは、周辺十カ国の王たちを集め、話し合いの場を設けていた。

　議題は、ここ最近のイアンマッド王国の動きについてである。

　集まった王たちは、皆みな一様に不安な面おも持もちで顔を見合わせた。

「アルキランと停戦してからのイアンマッドの動きがおかしすぎる」

「ニルナス王が死んだと思ったら、レオーム王子はハイアッドのフォーンデリック王を殺してフィーリ王子と組み、忠臣として名高いニノフュームまで排はい除じよした。そして次は国境を接する国を次々と支配下に収め出したという」

「イアンマッドのレオーム王子とハイアッドのフィーリ王子が結けつ託たくして、それぞれの親を殺す計画を立てたと聞いたぞ」

「それが、フィーリは実は王女で、それも絶世の美女だという。レオーム王子はそのフィーリの美び貌ぼうに惑まどわされたのだとか」

「ならばイアンマッドの急激な動きは全てフィーリの野心によるものか」

「だがそのために父王を弑しいするなど、およそ人の所業とは思えぬ」

「人の所業ではないと言えば、ヤーカスの街を焼いたのもそうだ。聞けば、まだ目も開かぬ赤子でさえ容よう赦しやなく殺したと言うではないか」

　眉まゆを顰ひそめ、口々に話す王たち。

　フィーリがその美び貌ぼうでレオームを誑たぶらかしたという噂うわさは、人ひと質じちとしてアルキランにいるルスタット王子の耳にすら届いているほどであり、当然ながらディアスフェルド内で知らぬ者はなかった。

　ヤーカスの街を焼いた事とそこで行われた虐ぎやく殺さつは事実である。更さらに、フィーリが敢あえて他国から多くの騎き士しを援えん軍ぐんに招いた事もあって、各国に多くの目もく撃げき者がいた。ニノフュームの遺命に従って文官ネグィオスがヤーカスの惨さん劇げきを広く世に伝えた事もあり、ヤーカスの一件はディアスフェルド中に知しれ渡わたっていた。そこにレオームとフィーリが手を組んだ理由の説明として、大衆受けのしやすい色いろ恋こい話が挟はさまり、ニルナス王とフォーンデリック王の死までもが色いろ恋こい絡がらみの陰いん謀ぼうとして語られていた。

　いつ周辺国から攻せめ滅ほろぼされてもおかしくないほど弱体化していたイアンマッドにとって、この噂うわさは身を守るための盾たてだった。だが今や、その噂うわさが生み出す恐きよう怖ふ心は、諸国をイアンマッドに敵対させる原因となりつつあった。

　諸王がそれぞれに聞いた噂うわさを話し合う中、白い髭ひげを生やしたミスホーイ王は、思し慮りよ深ぶかげな目を開き、重々しく口を開いた。

「恐おそらく、イアンマッドのレオームはアルキランと手を組んだのだ」

　集まった諸王は一いつ斉せいに話すのをやめ、驚おどろいてミスホーイ王を見た。

「何と!?」

「どういう事だ!?」

　口々に問とい質ただす諸王。

　ミスホーイ王はゆっくりと一同を見回す。

「驚おどろく事ではなかろう。お互たがいに手を組む事で、イアンマッド王国は安全を保証され、アルキラン共和国はイアンマッド王国をディアスフェルド征せい服ふくのための尖せん兵ぺいとして使える。どちらにとっても悪い話ではないはずだ」

　王の一人が、戸と惑まどったように異論を唱えた。

「しかし、イアンマッド王国は歴史も古く、名ばかりとはいえディアスフェルドの盟主としての立場。それが外の国と手を組むなど……」

　ミスホーイ王は冷静に答える。

「仮にもディアスフェルドの盟主という肩かた書がきがあればこそ、ディアスフェルドを代表して外国と交こう渉しようする事も、ディアスフェルド統一に乗り出す事も、容易たやすいのではないか」

「だが、そのような事は聖地アボロアムが許さぬだろう！」

　別の王が思わず声を荒あららげた。

　ミスホーイ王はその言葉を一いつ蹴しゆうする。

「彼かれらはその聖地でニルナス王を暗殺するという凶きよう行こうに及および、聖地を血で穢けがしたのだ。そのような連中が、今いま更さら聖地の何を恐おそれようか」

「た、確かに……」

「言われてみれば……」

　諸王の間に動どう揺ようが走った。焦あせりと不安を募つのらせながら、互たがいに顔を見合わせる。

　その様子を見ながら、ミスホイー王は呆あきれたように小さく息を吐ついた。

　ミスホーイ王にとってはむしろ、レオームとフィーリが聖地を血で穢けがしたという事こそ、彼かれらがアルキランと手を組んだ証しよう拠こだった。ディアスフェルドの騎き士しが、聖地アボロアムで流血沙ざ汰たを起こす事など考えられない。ならば、そのような行いの裏には必ずやディアスフェルド外の人間が関かん与よしているに違ちがいない。すなわち、裏で動いているのはアルキラン共和国。ミスホーイ王はそう考えていた。

　事実、アボロアムでのニルナス王襲しゆう撃げきは、ハイアッドに参さん謀ぼうとして入はいり込こんでいたアルキランの間かん諜ちよう、アリサカスの計画によるものであり、ミスホーイ王の推測はその点において極きわめて正確だった。また、実際アルキランにはイアンマッドを傀かい儡らいとしてディアスフェルドを征せい服ふくさせる計画があり、ミスホーイ王は僅わずかな兆候からそれも鋭えい敏びんに見み抜ぬいていた。

　だが、さすがのミスホーイ王も、実際に起きたことを正確に把は握あくするには情報が足りなかった。レオームたち自身が間ま違ちがった噂うわさを積極的に広めていたのだから、ますますもって正しい情報は得にくかった。そもそも、当時の未発達な通信手段で満足な情報を手に入れる事は、現実には不可能でもあった。

　そして、充じゆう分ぶんな情報が集まるのをのんびり待っていればその間に攻せめ込こまれ、滅ほろぼされるのが当たり前であり、不ふ穏おんな兆候を把は握あくしたなら即そく座ざに対応する事のみが、王として国を守る唯ゆい一いつの手段であるような時代だった。

　怯おびえた諸王がミスホーイ王を見た。

「どうすればよい？」

　意見を求められたミスホーイ王は、断固として言い切った。

「どうするもこうするもない。我らはディアスフェルドの騎き士しとして、我らが盟主たるべきイアンマッドのニルナス王を殺した者たちを見過ごすわけにはいかん。そやつらが勢力を拡大し、我らまで征せい服ふくしようとしているならば尚なお更さらだ。レオーム王は、我らの手で倒たおすのだ！」

　ミスホーイ王は賢けん明めいなだけでなく、厳格かつ実直で義に厚い勇ゆう敢かんな王として知られていた。イアンマッドのニルナス王およびハイアッドのフォーンデリック王とも親交があり、特にフォーンデリック王の妹を妃きさきに迎むかえていたから、仇かたきは討うたねばならないと固く心を決めていた。殺したのが実の子であるなら、尚なお更さらそのような悪逆非道を見過ごすわけにはいかなかった。神しん宝ぽうの一つ、鏡の盾たてを有するガーシキアの王として、指輪を持つイアンマッドが不義を犯おかせば、それを糺ただすのは自分の役目であるとも固く信じていた。

　だが、集まった諸王たちは不安げに目を見み交かわす。

「しかしレオーム王にはあのフィーリがついておるぞ……」

「下手に逆らえば、ヤーカスの街の二にの舞まいだ……」

　ミスホーイ王はそれを聞くと大だい喝かつした。

「何を怯おびえておる！　フィーリなど、弱じやつ冠かん十七、八のひよっこに過ぎん！　それも女だというではないか！　場数が少ないからまだ負けを知らぬというだけの事ではないか！　その上、連戦連敗の腰こし抜ぬけレオーム如ごときにも逆らえず、騎き士しの身分を剝はく奪だつされて文句一つ言えなかったという！　そんな者を恐おそれる理由がどこにある？　諸君らは自らも歴戦の勇士であり、付き従う騎き士しらもまた同じく何十年と戦場に身を置いてきた一いつ騎き当とう千せんの猛も者さたちではないのか！」

　その剣けん幕まくに縮み上がる諸王。だが、それでも諸王たちはまだ恐おそれる様子を隠かくせない。フィーリの不敗の将としての勇名はそれほどまでに高く、また、彼かの女じよの凶きよう行こうが与あたえた恐きよう怖ふはそれほどまでに深かった。

　それを見たミスホーイ王は大きく一つ息を吐はくと、調子を和やわらげた。ミスホーイ王は勇ゆう敢かんな王だったが、無む理り強じいをせず、説得によって合意を取り付ける柔じゆう軟なんさを持っていた。

「……まぁ、そうは言ってもフィーリはあのフォーンデリック王の嫡ちやく子し。諸君らが警けい戒かいする気持ちは分からんでもない。だが逆に言えば、フィーリさえ排はい除じよしてしまえば、今のイアンマッドなど恐おそるるに足らんという事だ。ニルナス王は死に、勇名を轟とどろかせていたルスタット王子はアルキランの人ひと質じちとなって不在。その上、名のある騎き士しの大半をアルキランとの戦いで失い、忠臣ニノフュームとその配下は全て死んだ。その状態で、腰こし抜ぬけの次男坊ぼうレオーム如ごときに一体何が出来ようか。ここに集つどう我ら十一カ国が力を結集すれば、数の上でも力の上でもこちらのほうが圧あつ倒とう的てきに勝まさる。何も恐おそれる事などない。我らで同盟を組み、イアンマッドの不ふ遜そんな野望を打うち砕くだき、逆に奴やつらを征せい服ふくして、その領土を山分けにしようではないか」

　そう言って、ぐるりと諸王の顔を見回すミスホーイ王。

　それを聞いた王の一人が尋たずねる。

「ではミスホーイ王よ。そなたにはフィーリを除く方法があるのか？」

「無論ある」

　ミスホーイ王は自信に満ちた顔で答えた。

「どのような？」

「この場の全員が、レオーム王に対たい抗こうして同盟を組むと誓ちかうならば、今すぐにでも教えて進ぜよう。だが、そうでなければ言わぬ。イアンマッドに寝ね返がえられて告げ口をされては敵かなわぬのでな」

　そのミスホーイ王の言葉に、諸王はうなずいた。

「それはもっともだ」

「ならば誓ちかおうではないか。共に力を合わせてレオーム王を討うつと」

「そうとも！　このまま手をこまねいて、おめおめと征せい服ふくされてなるものか！」

　力強く拳こぶしを握にぎり、卓たくを叩たたく王たち。

　かくして、集まった十人の王にミスホーイ王を加えた十一人による、反イアンマッド同盟が結成される運びとなった。

　盟主の座には、当然のようにミスホーイ王が推すい戴たいされた。




　話し合いが済み、解散すると、ミスホーイ王は馬に跨またがって城へ向かいながら不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「……アルキランが攻せめ入いった時にはまるで動こうとせなんだ者どもが、自国の危機となると目の色を変えて慌あわてふためく。王を名乗りながら、なんと軽けい薄はくな連中よ」

　ガーシキア王国は沿岸沿いの国で、ディアスフェルド最大の港を持っている事もあり、海から攻せめてきたアルキランの艦かん隊たいから上陸地点として狙ねらわれていた。上陸を阻そ止しするためにミスホーイ王はアルキラン艦かん隊たいと一戦交えており、その隙すきに周辺国から国境沿いを脅おびやかされるという、イアンマッドによく似た経験をさせられていたのである。

　ミスホーイ王の護衛として付き従っていたガーシキア王おう国こく一いちの勇士、エイクという名の騎き士しが、取りなすように言う。

「ですが彼かれらのその軽けい薄はくさのお陰かげで、ミスホーイ様は容易たやすく同盟の盟主となる事が出来ました」

「その事についてはレオーム王とフィーリに礼を言わねばならんな。奴やつらがディアスフェルド全土に強い恐きよう怖ふ心を植え付けたからこそ、あの連中を簡単に束ねる事が出来たのだ」

　ミスホーイ王はそう言って笑ってから、不意に表情を曇くもらせ溜ため息いきを漏もらした。

「……本来ならば、聖地にディアスフェルド統一の勅ちよくをもらえれば良かったのだがな。それが叶かなわぬ以上、他国の恐きよう怖ふを口実にまとめ上げるしかあるまい」

　そして、厳しい目つきで前方を見み据すえる。

「……いずれアルキランと直接対たい峙じせねばならぬ時が来る。その前に、何としてもディアスフェルド全土を統一しておかねばならぬ。イアンマッドはその為ための良き捨て石となってくれよう」

　アルキランの脅きよう威いを直接経験したミスホーイ王は、レオームやフィーリと同じく、アルキランに対たい抗こうするためディアスフェルドを統一する必要性を痛感していた。イアンマッド王ニルナスが死に、その跡あと継つぎのレオームがアルキランに取とり込こまれた疑いの強い今、ディアスフェルドのために自分が立たねばならないと、強い責任を感じていた。

「もっとも、イアンマッド王国の動きは実際危険です。喜んでばかりもいられませんが」

　騎き士しエイクがそう言うと、ミスホーイ王は呆あきれ顔で笑った。

「レオームの事は、修しゆ業ぎよう時代にこの城へ寄った事もあるのでよく知っておる。兄のルスタットとは似ても似つかぬ、軽けい薄はくな軟なん弱じやく者よ。剣けん聖せいマッキムードが弟で子しに取ったというからどれ程ほどの者かと思っていたが、女の尻しりを追いかけ回す以外の事は何も知らぬ大うつけ。アルキラン戦での連敗で、その後も成長しておらぬ事ははっきりした」

「しかし、その剣けん聖せいマッキムードは今もレオームに付いておるのでしょう？」

「マッキムードが護衛しているなら、レオームを討うち取とる事は難しかろう。だが、いかな剣けん聖せいといえど、たった一人で戦局を変えられるものではない。警けい戒かいすべきはフィーリ率いるハイアッドの騎き士しだけよ。それに儂わしには、そなたという英えい雄ゆうが付いておる。そうであろう？」

　そう言ってエイクを見るミスホーイ王。

　年代記作家のネグィオスが記すところによれば、ガーシキアの騎き士しエイクは眉び目もく秀しゆう麗れいにして詩作、音曲の才にも恵めぐまれ、それでいて馬上にあっては勇ゆう猛もう果か敢かん。その華か麗れいな手た綱づな捌さばきと槍やり捌さばきはディアスフェルドでも並ぶもの無しと称しようされる名人で、生しよう涯がい百回を超こえる馬上試合において負けた事は一度も無し。その勇名はイアンマッドのルスタットともに並び称しようされ、まさに騎き士しの花形といった男であったという。ガーシキア国王ミスホーイも、騎き士しエイクの戦場での働きには全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。

　やがて、ガーシキア城が見えてきた。ディアスフェルドでも有数の規模を誇ほこる港こう湾わんと町を丸ごと城じよう壁へきで囲った城じよう塞さい都市。その広さと堅けん固ごさは、ヤーカスの町を遥はるかに上回る。

「さてと。それでは厄やつ介かいなフィーリを片付ける支し度たくをするか」

　城内に入ると、ミスホーイ王は馬をエイクに預けて歩き出した。その向かう先は、王の部屋のある主しゆ塔とうではない。

「どちらへ？」

　エイクが尋たずねると、ミスホーイ王は振ふり返かえりもせず答えた。

「西の塔とうへ行く」

「西の塔とう……!?　ニファンナ妃ひのところへ……!?」

　何な故ぜか驚おどろくエイク。

「王が自分の妃きさきに会いに行くだけだ。おかしい事はあるまい」

　ミスホーイ王はそう言って、西の塔とうへと姿を消した。










　第六章　五ご月がつの祭と槍やり突つき合戦




　イアンマッドのレオームの下もとに周辺四カ国が降くだり、ガーシキアのミスホーイ王が中部十一カ国同盟を取りまとめてから二ヶ月程ほどは、これといった大きな事件もなく、平へい穏おんな日々が過ぎた。

　やがて五ご月がつになり、若葉が芽め吹ぶいて緑が目に鮮あざやかな季節となった。

　春播まきの作物も全て種を播まき終えて、村々では農作業は一段落。ディアスフェルドの各地では、新緑を祝う賑にぎやかな五ご月がつの祭り、「ミアサバカウ」の真っ最中である。

　レオームたちのイアンマッド王国でも、人々は城下に集まり一いつ斉せいに春を祝っていた。

　この日集まった女たちは身分を問わず一いつ緒しよに並び、冬の間に織っていた布で晴れやかな服を着き飾かざって、糸紡つむぎや機はた織おり、裁さい縫ほうの腕うでを自じ慢まんしながら通りを練り歩く。

　男たちは総出で弓の腕うでを競きそい、レスリングや相撲すもうに似た力比べにいそしむ。

　また、今年からレオームが始めた新しい競技も、多大な優勝報ほう酬しゆうを掛かけて多くの領主領民が参加した。勝敗は至って単純で、自分の陣じん地ちに置いた的を歩兵と騎き士しで守りながら、敵てき陣じんの的を先に割った方が勝ちというものである。

　規則として、騎き士し身分の者十名、騎き士し見習いの従者十名、領民三十名の合計五十名という身分別の人数配分は厳守しなければならないが、騎き士しを下馬させて歩兵として使ってもいいし、反対に領民たち全員馬に乗せてしまうのも有りである。

　競技名は「ライネサッグ」と付けられた。ディアスフェルドの言葉で「槍やり突つき合戦」くらいの意味である。

　角笛の音が響ひびき渡わたり、大勢の人々がこの新しい競技を見物しようと、城の裏手の広場に集まった。

　出場者として競技会場に乗のり込こんだ黒くろ髭ひげのオークナグは、引き連れた家臣や領民を振ふり返かえると張り切った声を上げた。

「さあ皆みなの者！　レオーム王に我らタガン村の民たみが如い何かに勇ゆう壮そうであるかを、とくと見せつけようぞ！」

　おおっ、と力強い声が返ってくる。

　この槍やり突つき合戦はレオームの肝きも煎いりで始めただけあって、レオームが直々に全ての試合を観戦するのである。レオームの乳ち兄きよう弟だいでもあり、幼おさな馴な染じみでもあり、我こそがレオーム第一の騎き士しであると自負する黒くろ髭ひげのオークナグは、そのレオームの目の前で良よいところを見せようと、誰だれよりも気合いを入れて今日の日に臨のぞんだ。

　オークナグの初戦の相手は、イアンマッド一の槍やり使いと名高い騎き士し、長なが腕うでのイライオル。イライオルは先のアルキランとの戦争ではルスタット率いる部隊に参加していて、ルスタット、ニノフュームに次ぐ武功を挙げた優ゆう秀しゆうな騎き士しである。オークナグより少し年上だが騎き士しに叙じよせられたのは同じ年で、互たがいに良き競争相手である。

　その長なが腕うでのイライオル陣じん営えいは、全員が通常より遥はるかに長い槍やりを携たずさえて登場した。歩兵も馬上の騎き士したちも、全てが異様に長い槍やりを手にしている。観戦に来た皆みなはその槍やりの長さに驚おどろきの声を上げたが、オークナグは強気な顔で鼻を鳴らした。

「馬上でそんな槍やりが使えるものか。こけおどしに過ぎん！」

　その声が聞こえたイライオルは、爽さわやかに笑った。

「相変わらず単純な男だな。使えぬ物をわざわざ持ってくる馬ば鹿かがいると思うか？」

　そう言って、長い槍やりを軽々と振ふり回まわしてみせる。

　やがて角笛が吹ふき鳴ならされ、試合が始まった。

　黒くろ髭ひげのオークナグ率いるタガン村は、緊きん密みつに固まった陣じん形けいで盾たてを構えながら槍やりを突つき出し、長なが腕うでのイライオル側の騎き士しの突とつ撃げきを真っ向から食い止めた。イライオル陣じん営えいは長い槍やりのお陰かげでオークナグ陣じん営えいの槍やりが届かない距きよ離りから攻こう撃げき出来るが、いくら突つかれても崩くずれないオークナグ陣じん営えいの壁かべを前に、馬が足を止めてしまう。

　しかしオークナグ陣じん営えいは攻こう撃げきにおいては単調で、ただ真正面から馬ば鹿か正直に向かっていくのみ。槍やりの長さで勝まさるイライオル陣じん営えいがイライオル自身の指揮の下もとに幾いく重えにも穂ほ先さきを並べて待ち受けると、オークナグたちはまるで自分から槍やりの餌え食じきになりに行ったような形で自じ滅めつした。

　最後は、イライオルが自ら攻こう撃げきに加わり、オークナグ陣じん営えいの槍やりの前で馬の足を止めてから、相手より長い槍やりと相手より高い馬上の有利を生かして、一人ずつ突つき倒たおした。そこへ仲間の騎き士しが突とつ入にゆう。すでに数の上でも有利となっているイライオル陣じん営えいの攻こう撃げきをオークナグ陣じん営えいは防ぎきれず、敢あえなく的を突つき割られた。かくして黒くろ髭ひげのオークナグは一回戦で敗退となった。

「あんな長い槍やりを使うとは卑ひ怯きような……！」

　そう言って歯がみしながら悔くやしがるオークナグ。

　長なが腕うでのイライオルは涼すずしい顔で笑う。

「ちゃんと使える槍やりであっただろう？」

　観覧席からその様子を見ていたレオームは、思わず苦く笑しようした。

「オークナグは相変わらず頭が固ぇなあ。あんな長い槍やり相手に、馬ば鹿か正直に正面から突つっ込こむ事ぁねえのに」

　それからイライオルの使った槍やりに目を向けて、真しん剣けんな表情になる。

「……しかし当たり前だが、ちゃんと使えるならやっぱり槍やりは長いほど有利だな」

　その長なが腕うでのイライオルの次の試合の相手は、疾しつ風ぷうのエザカット。三忠臣の一人エタトラットの甥おいに当たり、年若くしてすでに乗馬の技わざに関してはイアンマッド一どころかディアスフェルド一いちとも言われる将来有望な騎き士しである。

　その疾しつ風ぷうのエザカットは、試合開始と同時に真正面から騎き士し十じゆつ騎きを突つっ込こませた。当然、長い槍やりで迎むかえ撃うつ長なが腕うでのイライオル陣じん営えい。

　だがその時、兜かぶとと肩かた当てだけを身に着けたエザカットは、同様に軽装の従者たち十じゆつ騎きを率い、一気に敵の側面に回り込こんだ。イライオル陣じん営えいの歩兵たちは最初に突つっ込こんできた十じゆつ騎きを迎むかえ撃うとうと、全ての槍やりを正面に向けている。その真横から、反はん撃げきされる心配もなくエザカットらが襲おそいかかった。

　イライオルの歩兵たちの一部が気付いて槍やりを持ち上げ、エザカットたちの方へ向け直したが、すでにエザカットたちは距きよ離りを詰つめている。イライオル陣じん営えいの構え直した長い槍やりの穂ほ先さきをかいくぐり、エザカットらは一気に敵の側面を突つき崩くずした。

　陣じん形けいを崩くずれた所を、今度は正面から攻せめていた騎き士したちが突とつ撃げき。

　完全に形が崩くずされるイライオル陣じん営えい。

　その混乱の中にエザカットは巧たくみに馬を乗り入れ、的を突つき割った。

　長い分だけ取り回しに時間の掛かかるイライオル守備陣じん営えいの長槍やりは、エザカットの速さに完全に翻ほん弄ろうされた。イライオルの攻こう撃げき陣じんも自じ慢まんの長い槍やりで相手の守備を突つき崩くずして的に向かっていたのだが、エザカット陣じん営えいの速さにはわずかに及およばなかった。

「後一歩のところだったのだが……」

　わずかに遅おくれて味方が敵の的を割ったのを見ながら、悔くやしがる長なが腕うでのイライオル。

「ま、こんなもんかな」

　疾しつ風ぷうのエザカットは軽く息を弾はずませながら余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　レオームの隣となりに来て観戦していた黒くろ髭ひげのオークナグが憤ふん慨がいした。

「騎き士しともあろうものが鎧よろいも着けずに戦うなど……！」

　だがレオームは真面目な顔で呟つぶやく。

「やっぱ速さは重要だな。反はん撃げきされる心配がないなら鎧よろいなんて最低限でいい。その分軽くして速度を上げた方が安全だし効果的に働く……」

　その疾しつ風ぷうのエザカットと次に当たったのは、ハイアッドの熟練騎き士しグルーティック。剣けんの腕うで前まえでは剣けん聖せいマッキムードに次ぐと言われた事もある達人で、ディアスフェルドでは珍めずらしい双そう剣けんの使い手である。

　グルーティック陣じん営えいは従者全員を農民たちと共に歩兵とし、馬に乗るのは騎き士し十名のみ。しかもグルーティックは槍やりを持たず、両手に剣けんを持って登場した。

　試合が始まると、グルーティックはいきなり単たん騎きで斬きり込こみを掛かけた。手た綱づなも握にぎらず足だけで馬を操あやつり、真っ正面から突つっ込こんでいく。そしてエザカット陣じん営えいの歩兵の手前でいきなり馬から飛び降りた。

　馬はそのまま敵てき陣じんに向けて駆かけ込こませて、その後ろを追って歩兵たちに飛とび掛かかるグルーティック。エザカット陣じん営えいの歩兵たちは、慌あわててグルーティックに槍やりを向ける。

　だがグルーティックは両手の剣けんで巧たくみに槍やりを捌さばきながらあっという間に間合いを詰つめる。そして前列の歩兵に手が届く距きよ離りまで来ると、突とつ然ぜん、左手に握にぎった剣けんを頭上高く放り投げた。それに釣つられて上を向く歩兵。そこへ、グルーティックの左手が伸のびた。目の前の歩兵の盾たての縁ふちを摑つかむと、グイッと回す。てこの原理で大きな力が歩兵の腕うでに掛かかった。捻ひねり倒たおされる歩兵。グルーティックは倒たおれた歩兵を踏ふみつけて押おさえ、放り投げた剣けんを受け止めると、更さらに左右の歩兵たちへ襲おそいかかった。

　剣けんの間合いでは近すぎて槍やりは使えない。大混乱に陥おちいるエザカットの守備陣じん営えい。

　そこへ、グルーティックの後ろを追ってきた騎き士したちが一気に突つっ込こんだ。

　あっという間に守備陣じん営えいは突とつ破ぱされ、的が割られる。

　エザカット側の攻こう撃げき陣じんも先さき程ほどと同じ二正面作戦で襲おそいかかったが、守りの数を多めに配置したグルーティック陣じん営えいを崩くずすのに時間が掛かかり、今回はわずかの差でグルーティック側に先を越こされる結果となった。

　見ていたレオームは思わず唸うなった。

「はぁ～……。たった一人の斬きり込こみ役が戦せん況きようを動かす事もあるんだな……。まぁ、考えてみりゃ兄貴ルスタツトの戦い方もそんな感じだが」

　かくして決勝戦に駒こまを進めたのは、ハイアッドの双そう剣けんの騎き士しグルーティック。対する相手はイアンマッド三忠臣の一人で、エザカットの叔お父じにあたる老臣エタトラットである。

　エタトラットは元々守りに定評のある騎き士しで、付いたあだ名は鉄てつ壁ぺきのエタトラット。その名の通り守備重視の布ふ陣じんを敷しいたエタトラットは、攻こう撃げきは若い騎き士し見習いの従者たちに任せ、自らは熟練の騎き士したちと共に馬を下りて盾たてを持ち、斧おのや棍こん棒ぼうといった短い片手武器を右手に握にぎって歩兵たちの最前列に並んだ。

　その背後には、盾たてを持たず両手で槍やりを持った農民が何重にも並ぶ。攻こう撃げき用の騎き兵へいと守備用の歩兵の割合はグルーティック陣じん営えいと同じだが、一人前の騎き士したちを騎き兵へいではなく守りに回したところと、その彼かれらに短い武器を持たせて最前列に並べたところが大きな違ちがいである。

　グルーティックは先さき程ほどと同じように馬から飛び降りて斬きり込こもうとしたが、エタトラットの最前列は武器が短い片手武器なので、懐ふところに入られても手出しが出来なくなる事はない。しかも戦せん闘とうに慣れた一人前の騎き士しばかりなので、手て練だれとして名高い双そう剣けんのグルーティックといえども一人では突とつ破ぱ出来ず、ついに囲まれて動きを止められた。

　グルーティック配下の騎き士しが突とつ撃げきを掛かけたが、エタトラットたちの後ろの農民が突つき出だす槍やりに馬が怯おびえて足を鈍にぶらせる。気き性しようの激しい馬に乗った一部の騎き士しは、馬の足を鈍にぶらせることなく突とつ撃げきしたが、エタトラットらの構える盾たての壁かべに阻はばまれて止まり、その後ろから繰くり出だされた槍やりで突つき落おとされた。

　エタトラットたちはグルーティックとその騎き士したちから武器を全て取り上げて、相手の攻こう撃げき力を完全に奪うばい取とると、まだ敵てき陣じんを攻せめあぐねている騎き乗じようした従者たちを先導するように徒歩で敵てき陣じんへ駆かけ込こんだ。勇ゆう猛もうなエタトラットとその騎き士したちの突とつ進しんに、騎き士し見習いと農民しかいないグルーティックの守備陣じんは瞬またたく間まに崩くずされる。そして、エタトラット陣じん営えいは悠ゆう々ゆうと敵てき陣じんの的を突つき割った。

　レオームは思わず身を乗り出した。

「守りきって相手の攻こう撃げき手段を全て潰つぶしてから、悠ゆう々ゆうと反はん撃げきか。鉄てつ壁ぺきのエタトラットらしい作戦だぜ」

　そして、感心したように唸うなる。

「特に、普ふ通つうなら攻せめの要かなめのはずの一人前の熟練騎き士したちを、壁かべの最前列に配置した思い切りが見事だ。農民兵を仕事の合間に鍛きたえたところで、馬の突とつ撃げきを最前列で受け止める勇気はそう簡単には身に付かねえ。だが、日ひ頃ごろから鍛きたえられてる騎き士しなら話は違ちがう。そして騎き士しが最前列で頑がん張ばる姿を見せれば、後ろの農民たちだって奮い立つ。騎き士しが信しん頼らいされてなきゃ出来ねえ芸当だが、エタトラットは領民からの信望も厚いからな」

　更さらにレオームはエタトラット陣じん営えいの領民たちに目をやった。

「農民どもには盾たてを持たせず、槍やりを両手で使わせたのも、思い切った工く夫ふうだ。槍やりなんて両手で持った方が扱あつかいやすいし強いに決まってる。これも、最前列の騎き士しが後列を絶対に守ってくれるって信しん頼らいがなけりゃ、出来っこねえ。この統とう率そつ力は、さすが歴戦の騎き士しエタトラットだな」

　しきりに感心するレオーム。

　だが、その隣となりに立ったフィーリは難しい顔で呟つぶやいた。

「とはいえ、当然の事ながらやはり全体に歩兵の練度が低いですね……。これでは余り、アルキラン軍攻こう略りやくの参考にはならないかと……」

　アルキラン軍の得意の戦法である歩兵の密集陣じん形けいを攻こう略りやくする手て掛がかりを探さぐるというのが、この競技を始めたレオームのそもそもの狙ねらいであった。しかしフィーリの言う通り、歩兵の練度に差がありすぎて、アルキラン歩兵の手て強ごわさや恐おそろしさには遠く及およばない。

　だが、レオームは楽しげに笑った。

「まあ、アルキラン軍と比べちゃ、お遊びみてえなもんさ。実際、祭りの余興なんだしな」

　そして顎あごをさすりながら満足げな表情を浮うかべる。

「だがやっぱりアルキランと戦った経験のある連中は、色々と考えて面おも白しろい工く夫ふうをしてきてる。それに、何度もやってりゃその内みんなも慣れてくるさ。徴ちよう発はつされた農民兵が、馬の突とつ撃げきを怖こわがらずに陣じん形けいを保ち続けられるようになりゃ、大きな戦力になる。続ける意義はあるぜ」

　アルキラン軍の再現は出来ずとも、戦い方を考えて工く夫ふうしたり日ひ頃ごろから農民を鍛きたえる効果が見み込こめるなら、やる価値はある。レオームは、この槍やり突つき合戦に少なからぬ手応えを感じた。

　かくして鉄てつ壁ぺきのエタトラットが優勝して、レオーム王から数多くの金や宝石や武具や布を与あたえられた。それ以外にも、それぞれに工く夫ふうがあったとして双そう剣けんのグルーティック、疾しつ風ぷうのエザカット、長なが腕うでのイライオルたちにも恩賞が与あたえられた。何の工く夫ふうもなく愚ぐ直ちよくに戦って初戦で敗退した黒くろ髭ひげのオークナグにも、この短期間で農民兵を鍛きたえて、騎き士しの突とつ撃げきにも動じない固い陣じん形けいを維い持じ出来るように育てた事が認められて、僅わずかながら褒ほう美びが出た。




　表ひよう彰しようが終わると、レオームは改めて立ち上がった。

「さてと、それじゃあ模も擬ぎ戦大会と行くか。祭りの最後はやっぱこれをやらなきゃ、騎き士しも民衆どもも盛り上がらねえみてぇだからな」

　そう言って、鎧よろいと兜かぶとを取りに行き、フィーリもそれに付き従う。

　祭りの最後で最大の余興である、模も擬ぎ戦大会。ディアスフェルドの言葉で「アビクネス」と呼ばれるこの催もよおしでは、集まった何百人もの騎き士しとその従者がクジを引いて東西二つの陣じん営えいに分かれ、実戦さながらの野戦が行われる。敵の騎き士しを捕つかまえれば、試合後に「身みの代しろ金きん」を受け取る事が出来る決まりで、身みの代しろ金きんを払はらうまでは捕つかまった騎き士しは相手の騎き士しの捕ほ虜りよとして扱あつかわれる。武器は全て木製のものを使うが、それでも時折死人が出る激しい催もよおしである。

　祭りに集まった各地の民衆にとっても、この見物が一番の楽しみで、身分の上下なく盛り上がる。特に今年は、槍やり突つき合戦という新規の催もよおしで一いつ緒しよに戦ったという事もあって一層連帯感が強まり、自じ分ぶんたちの領主や同郷の騎き士しを応おう援えんする声に例年以上に熱が入った。

　黒くろ髭ひげのオークナグは槍やり突つき合戦で初戦敗退した鬱うつ憤ぷんを晴らすが如ごとく奮ふん闘とうし、数回の騎き馬ば突とつ撃げきで鉄てつ壁ぺきのエタトラットを始め先の試合で活かつ躍やくした大勢の騎き士しを突つき落おとして、地元タガンの領民たちの見ている前で大いに面めん目ぼくを施ほどこした。

　ちなみにレオームも参加したが、くじ引きの結果敵方に回った剣けん聖せいマッキムードに捕つかまって早々と脱だつ落らくし、「腰こし抜ぬけレオーム」の評判を一層高める結果となった。










　第七章　祭りの夜




　模も擬ぎ戦大会が終わって、日が暮れた。

　広場では独身の若者たちが篝かがり火びの周りに集まり、恋こい人びとを求めて踊おどり明あかす。

　この五月祭の夜に愛を告白して受け入れられれば、親族や他の人間がたとえ反対しようとも、二人の結けつ婚こんは認められる事になっていて、反目し合う家同士の子供や身分違ちがいの恋こいに身を焦こがす若者などは、この夜に全ての望みを託たくして愛を語らう。五月祭は愛の祭なのだ。

　黒くろ髭ひげのオークナグと長なが腕うでのイライオルは、そこかしこで戯たわむれる若者たちを眺ながめながら酒を酌くみ交かわしていた。

「それにしても相変わらずそなたは強いのか弱いのか分からぬ男だな。槍やり突つき合戦であっさり私に敗れたかと思ったら、その後の模も擬ぎ戦ではあのエタトラット殿どのすら突つき落おとすとは」

　そう言って笑う長なが腕うでのイライオル。

　黒くろ髭ひげのオークナグは豪ごう快かいに杯さかずきを煽あおりながら笑い返す。

「出来ればそなたも突つき落おとしてやりたかったのだがな。そうすれば槍やり突つき合戦での雪せつ辱じよくが出来たものを。味方同士になったのが返す返すも残念だ」

「私としては幸いだったがな。レオーム様の面前で、親友を日に二度も打ち負かしたりはしたくない」

「減らず口を」

　互たがいに軽口を叩たたき合って笑う二人。

　そこへ突とつ然ぜん、後ろからニュッと割わり込こんでくる者があった。

「よう、オークナグ。イライオル。吞のんでるか？」

　レオームだ。

　長なが腕うでのイライオルが立ち上がり、慌あわてて挨あい拶さつをする。

「おお、これはレオーム様。いただいております」

「お一人ですか？　フィーリ殿どのは？」

　黒くろ髭ひげのオークナグがそう尋たずねると、レオームは城の方を指さした。

「酒が足りねえから、取りに行ってもらってるとこだ。ついでに料理もな」

「こんなところをふらついていてよろしいので？　レオーム様ももう立派な王なのですから、どっしり座すわって構えておったほうが良よいのでは」

「いいんだよオークナグ。お前も知ってのとおり、俺おれは酒を吞のむ事と可愛かわいい女の子とお喋しやべりする事が大好きなんだ。立派な騎き士しには必ず若い娘むすめが群がってる。そこへ顔を出せば、確実に女の子にお酌しやくしてもらえるって寸法さ。王様面づらしてじっと座すわって待ってたって、髭ひげ面づらのゴツい騎き士ししか寄ってこねえだろ。出逢あいは自分から積極的に求めていかねえとな」

　そう言ってニヤッと笑うレオーム。

「そりゃ確かに」

「ごもっともですな」

　釣つられて二人も声を上げて笑った。

　そして、黒くろ髭ひげのオークナグがからかうように言う。

「しかし残念ながら、ここには若い娘むすめはおりませぬぞ」

「我らの妻が若い娘むすめを伴ともなって踊おどりを見に行ってしまいましたからな」

　そう言って大きな篝かがり火びの方を指さす長なが腕うでのイライオル。

「みてぇだな。野や郎ろうばっかりでむさ苦しいったらねぇぜ」

　レオームは、オークナグの髭ひげ面づらを見て肩かたを竦すくめた。

　それから、イライオルの肩かたをポンと叩たたく。

「ところでイライオル。槍やり突つき合戦、なかなか悪くなかったぜ」

「そう言われるとお恥はずかしい。オークナグ殿どのには何とか勝たせていただいたが、その次ですぐ負けてしまいましたからな」

　長なが腕うでのイライオルは苦く笑しようして頭を搔かく。

　レオームは真面目な顔でイライオルを見た。

「いやぁ、オークナグに勝てたってのが充じゆう分ぶん立派だ。色々見てたが、馬に突とつ撃げきされても微び動どうだにしなかった歩兵は、オークナグんとこだけだからな。ありゃアルキラン軍並だった。今回は運がなかったが、組み合わせ次し第だいじゃかなり上に行ってたぜ。優勝したエタトラットの鉄てつ壁ぺきの陣じん営えいだって、最前列で盾たてを構えた騎き士したちはともかく、後ろの農民どもは多少なりともビビってたしな」

　脇わきから黒くろ髭ひげのオークナグが上じよう機き嫌げんな顔で割わり込こむ。

「そう言っていただけるとありがたい。まさか、あのエタトラット殿どのの陣じん営えいよりも優すぐれていたと言っていただけるとは、思いも致いたしませんでした。領民どもにも、レオーム様はちゃんと見てくださっていたと褒ほめてやれます」

　レオームはオークナグを見ると、からかい半分で尋たずねた。

「どうやってあそこまで鍛きたえたんだ？　農作業の邪じや魔ましてまで訓練してたんじゃねえだろうな？」

「まさか！　むしろ訓練の時間を捻ねん出しゆつするために、こちらから手伝いに行っておりましたよ！　連日、日が暮れるまで！」

　慌あわてて弁明するオークナグ。

　それを聞いた長なが腕うでのイライオルは、感心してうなずく。

「なるほど。そのオークナグ殿どのの態度が領民の心を団結させ、一糸乱れぬ壁かべを作り出したのですな」

　レオームはもう一度改めてイライオルの肩かたを叩たたいた。

「ま、とにかくだ。あれだけ鍛きたえられた壁かべを打ち破ったってのは、自じ慢まんしていいぜ」

　すると、黒くろ髭ひげのオークナグが焼やき餅もちを焼いたように口を尖とがらせた。

「そうは仰おつしやいますがレオーム様。こやつはただ槍やりを長くしただけですぞ。褒ほめすぎです」

「お前はその槍やりを長くしただけの奴やつに負けたんだろ？」

「それは……そうですが……」

　しょぼくれるオークナグ。

　レオームはそれを見て苦く笑しようしてから、真面目な顔になって言う。

「それに、槍やりを長くするだけって簡単に言うが、長くなればその分扱あつかいづらくなる。柄えの真ん中を持てば軽く扱あつかえるが、それだと穂ほ先さきの向きを変える時に後ろの奴やつに当たっちまうし、槍やりを立てようにも柄えが地面につっかえる。だからって後ろを短く持つと、前の方が重くなってまともに扱あつかえねえ。槍やりは長けりゃいいってモンじゃねえんだ。なのにイライオルんとこの歩兵たちは、あの長い槍やりをうんと前に突つき出だして構えてたくせに、実に軽々と扱あつかってた」

　そう言ってイライオルに顔を向けるレオーム。

「一体どんな工く夫ふうをしたんだ？」

　長なが腕うでのイライオルは、驚おどろいたようにレオームを見つめた。

「……これはレオーム様、そこまで見ておられたとは恐おそれ入いりました。実は、柄えの後ろの端はしに鉄を巻いて重くしたのです」

「重く？」

　首を傾かしげるレオーム。

「はい。レオーム様の仰おつしやる通り、槍やりを持つ時は、柄えの中なか程ほどを持つのが一番楽です。それは、前後で重さの釣つり合あいが取れる場所を持てば、一番力を入れずに済むからです」

「ああ。ずらして持つと、長いほうが重くなる」

「ですが、後ろに重りを付けると、釣つり合あいの取れる位置が後方にずれるのです。天てん秤びんで片方の皿に重い物を載のせて傾かたむかせた場合、そちらの方に支点をずらせば釣つり合あいが取れるようになるのと同じ事です。そうする事により、地面にも後ろの人間にも柄えが当たる心配がないほど柄えの後ろを握にぎっていながら、柄えの中央を持つのと同じ軽さで扱あつかえるようにしたのです」

　黒くろ髭ひげのオークナグが不思議そうに尋たずねた。

「だが、重りを付けたりしたら、槍やり全体が重くなるのではないか？」

「もちろん槍やり全体の重さは増すが、扱あつかう手には軽くなるのだ」

　そう答えるイライオル。

　レオームは腕うでを組んで感心した。

「なるほど、面おも白しろい事考えやがったなぁ」

　そして、近くにいた男に気付いて呼び止め、声を掛かける。

「そこのお前、イライオルんとこの領民だろ？　槍やりを使ってみた感じはどうだった？　あんな長い槍やり使ってて、重くなかったか？」

　声を掛かけられた村人は、ほろ酔よい加減の顔に得意満面の笑えみを浮うかべた。

「へぇ！　そりゃもう不思議なもんで、あんな長い槍やりを、それもあんなに長く突つき出だして構えてるのに、まるで楽でごぜえました。あれだけ長く突つき出だして構えられれば、どんな立派な騎き士し様が襲おそってきたって怖こわくありやせんやね。何たって、必ずこっちの槍やりが先に当たるって決まってるんでごぜえやすから！」

　レオームはオークナグを見て、からかうように肘ひじで小こ突づいた。

「聞いたかオークナグ。お前の突とつ撃げき、ちっとも怖こわくなかったってさ」

「祭りの場で、農民相手に本気の突とつ撃げきなど大人げなくて出来ませぬからな！」

　顔を真っ赤にして拗すねるオークナグ。

　レオームはそれを見て笑ってから長なが腕うでのイライオルに言った。

「後で、実物を持ってきてくれ。俺おれも自分で持ってみたい」

「はっ。喜んで」

　顔を輝かがやかせるイライオル。

「じゃ、二人とも。また後でゆっくり話そう。オークナグの領民の鍛きたえ方も、詳くわしく聞かせて欲ほしいしな」

　レオームはそう言って立ち上がると人混みの中に入っていった。そして、騎き士しだろうと農民だろうと同じように、出会った先から話しかけては一いつ緒しよに酒を飲み交かわす。やがてほろ酔よい気分になったレオームは、村人たちに混じって大きな声で歌い出した。祭りの喧けん噪そうを搔かき消けすが如ごとく朗々と響ひびくその歌声に、喝かつ采さいが飛ぶ。

　その姿を見ながら、イライオルは苦く笑しようした。

「やれやれ、お忙いそがしいお人だ。少しも一ひと所ところに留まっておられぬ」

　オークナグも微笑ほほえましげにうなずいた。

「昔から、人と交わるのが大好きなお方だからな。王になられても変わらぬ。威い厳げんや尊厳とはまるで無む縁えんだが、私はそんなレオーム様が好きだ」

「うむ。最近になって私にも段々と分かるようになってきた。ニノフューム殿どのもきっと、そんなレオーム様がお好きだったのだ……」

　レオームの即そく位い後に聞かされたニノフューム叛はん乱らんの真相を思い出しながら、少し寂さびしげに呟つぶやくイライオル。

　オークナグはそんなイライオルの胸の内を察したようにうなずいた。

「ハイアッドの騎き士しがレオーム様直属の家臣となったが、我らも負けてはおれぬぞ。レオーム様はイアンマッドの王。イアンマッドの騎き士したる我われらがお守り致いたすのだ。この命に代えてもな」

「うむ」

　二人は互たがいに微笑ほほえみ合い、静かに杯さかずきを交かわした。










　第八章　フィーリへの手紙




　祭りの夜の賑にぎやかさも最高潮に達していた頃ころ。

　レオームに言われて蔵くらから新たな酒さか樽だるを運んでいたフィーリは、城門の外に出たところを不意に見知らぬ騎き士しに呼び止められた。

「失礼。フィーリ殿どの」

「何でしょう？」

　左右の肩かたに大きな酒さか樽だるを抱かかえたまま、足を止めるフィーリ。

「この手紙をお渡わたしするよう、さるお方から仰おおせつかったのですが」

　騎き士しはそう言って手紙を差し出す。

「それはわざわざありがとうございます」

　フィーリは一いつ旦たん右みぎ肩かたの樽たるを下ろし、手紙を受け取った。

「確かにお渡わたししました」

　見知らぬ騎き士しはそう言って立ち去った。

　フィーリは手紙に目を落としたが、この辺りは篝かがり火びの明かりも届かず、暗くて差出人の名前は分からない。封ふうに捺おされた印章も読み取れない。誰だれからの手紙か、騎き士しに尋たずねようと思ったが、もう姿は見えない。

「……まあ、明かりのあるところで読めばよいか」

　フィーリは呟つぶやくと、手紙を持ったまま酒さか樽だるを担かつぎ直した。

「それより今は、レオーム様に酒を運ばねば」

　キョロキョロと周囲を見回し、篝かがり火びに照らされたレオームの顔を見つけると、急ぎ足でそちらへ向かう。

　レオームは城じよう壁へきのほど近くに腰こしを据すえ、今は乳う母ばのホヨットと剣けん聖せいマッキムードと三人で料理を食べているところ。

「レオーム様。新しい酒をお持ちしました」

　フィーリが声を掛かけると、レオームは嬉うれしそうに振ふり返かえった。

「おお！　来たか来たか！　待ってました！　歌いすぎて喉のどがカラカラだったんだ！」

　舌なめずりしながらそう言うと、早さつ速そく樽たるを開けて杯さかずきを満たし、ぐいっと吞のみ干す。

「ふぃ～、封ふう切ぎりは格別だぜ」

　満足げな表情を浮うかべてから、レオームはふとフィーリの手に握にぎられた手紙に気付いた。

「ん？　どうしたフィーリ、その手紙」

「え？　ああ、これは先さき程ほど、見知らぬ騎き士しの方が……」

　フィーリがそう言いかけると、横からホヨットが声を上げた。

「まあ！　まさか恋こい文ぶみですか？」

「え？　いえ、中身はまだ見て……」

　そう言いかけるフィーリだが、ホヨットはそれが耳に入った様子もなく、慌あわてた様子でレオームを摑つかむとブンブン揺ゆさぶった。

「どうなさるんですかレオーム様！　この五月祭の夜に愛を告白して受け入れられたら、他の誰だれがどんなに反対したって二人の愛は認められてしまうんですよ！　フィーリ様が見知らぬ騎き士しからの恋こい文ぶみを受け取ってしまったということは……！」

　真っ赤になりながら焦あせって割わり込こむフィーリ。

「いえ、ですから恋こい文ぶみと決まったわけではありませんし、それに万一これが恋こい文ぶみだったとしても、断りの返事をすれば何の問題も……」

　騒さわぐホヨットたちを他所に、マッキムードが一人冷静に封ふう蠟ろうに捺おされた印章を確かく認にんした。

「その印は確か、ガーシキア王おう妃ひのもの。そういえばフィーリ殿どのの叔お母ば上はガーシキアのミスホーイ王に嫁とついでおられたような……」

　それを聞いたレオームが、ホヨットに襟えり首くびを摑つかまれたまま、思い出したように呟つぶやいた。

「ガーシキア王国のミスホーイ王か。修しゆ業ぎよう時代に立ち寄ったが、おっかねえ王様だったなぁ。やたらと叱しかられた想おもい出でしかねぇぜ」

　マッキムードが呆あきれ顔で肩かたを竦すくめる。

「侍じ女じよの部屋に片かたっ端ぱしから忍しのび込こんだり、酒さか蔵ぐらに忍しのび込こんで大樽だるを一つ空にしたり、城下に下りて町娘むすめを片かたっ端ぱしから口説いたりと、ろくな事をしておりませんでしたからな」

　その言葉に首を傾かしげるレオーム。

「いや、それでも一応、武者修しゆ行ぎよう中の騎き士しとして剣けん技ぎの披ひ露ろうはちゃんとやったんだがなぁ」

　マッキムードはからかうように、わざと冷たく突つき放はなす。

「あの時は鎧よろい斬きりも兜かぶと割りも失敗なされたではないですか」

「いや、あれは俺おれがいよいよ技わざを見せようって時に、可愛かわいい子が手ぇ振ふってきたから、そっちに注意が逸それてだな……」

「その程度で集中を乱す未熟な心をお叱しかりになったのでしょう。私もあれ以来、身分を隠かくして旅をする事に決めたのです。王子としての名をこれ以上落とさぬようにと」

　大おお袈げ裟さに溜ため息いきを吐つき、苦く笑しようしてみせるマッキムード。

　レオームは弱り切った顔になる。

「おいおい、待ってくれよ。俺おれの女遊びは全部師し匠しようから教わったんだぜ」

「何を仰おつしやいますか。私は、女を追いかける事を教えた事など御ご座ざいませぬぞ。女には、追わせるもので御ご座ざいます」

　マッキムードは涼すずしい顔で言ってのけると、悠ゆう々ゆうと杯さかずきを傾かたむけた。

「師し匠しようにゃ剣けんでも勝てねえが口でも勝てねえぜ……」

　レオームは頰ほお杖づえを突いてふてくされる。

　二人の会話が一段落したところで、フィーリは改めて手紙を確かめた。

「確かにこれは叔お母ば上の印章。数年前より病に伏ふせって閉じこもったきりと聞いていましたが、何かあったのでは……」

　レオームが言った。

「神官呼ぶか？　何なら俺おれが読んでやってもいいが」

　この時代のディアスフェルドでは、騎き士しであっても文字を読み書き出来る者は多くない。手紙や文書の読み上げや代筆は神官の役目で、王には必ず書記を務める神官が仕えていた。

　だがフィーリは首を横に振ふる。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。私も、ディアスフェルドの文字は読めますので」

　そう言って封ふう筒とうを開くと、中身に目を通す。その目が愕がく然ぜんと見開かれた。

　レオームが心配そうに尋たずねる。

「どうしたフィーリ？　何て書いてあったんだ？　叔お母ばさんの病状に異変でもあったか？」

　フィーリは顔を上げると、厳しい表情で言った。

「面めん倒どうな事になりました……」

「面めん倒どうな事？」

「はい。我わが叔お母ばニファンナは、ハイアッド王国の継けい承しよう権を主張してきました。フォーンデリック王の妹である叔お母ばを差し置いて、レオーム様がハイアッドを領地とした事に、異を唱えております。そして、ハイアッド王国は叔お母ばの息子むすこでありガーシキア王子であるママーゴウ殿どのが継つぐべきだと……」

　フィーリはそう言うと、手紙をレオームに差し出した。

　レオームは手紙に目を落としながら驚おどろいて尋たずねる。

「ママーゴウだと？　アイツは確か、数年前に熱病で死んだはずじゃ？」

　フィーリは困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「私もそのような噂うわさを聞いた事はありますが、良く分かりません。噂うわさが流れた当時、父フォーンデリックが確かく認にんの手紙を送ったのですが、叔お母ばからは生きているとの返事が来ました。それに、葬そう儀ぎが行われたという話は聞きませんし……」

「だが、ママーゴウが生きているなら今年で十六歳さい。普ふ通つうの王族ならそろそろ騎き士しに叙じよする話が出てなきゃおかしいし、その話が他国の王に伝わってこないってのも変な話だ。王位継けい承しよう者が騎き士しに叙じよされるとなりゃ、お披ひ露ろ目めも大々的にやるのが普ふ通つうだぜ？」

　手紙を返しながら、怪け訝げんそうに首を傾かしげるレオーム。

　フィーリも、不可解そうに顎あごに手を当てる。

「ええ。少なくとも、死んだという噂うわさが流れてから今日まで、ママーゴウ王子が公おおやけの場に姿を現したという話は聞いておりません」

「やっぱり妙みような話だな……」

　レオームは真しん剣けんな目になって、考かんがえ込こむように視線を落とした。

　フィーリが手紙の続きを読む。

「ハイアッドの継けい承しよう権の事で話し合いたいので、私に叔お母ばの下もとへ来るようにと書いてあります。叔お母ばは病気で動けぬからと」

「まぁ、話し合いでケリが付くならそれに越こした事はねぇが……」

　そう言って腕うでを組むと眉み間けんに皺しわを寄せるレオーム。

　フィーリはレオームを安心させるように微笑ほほえんだ。

「叔お母ばニファンナは、ハイアッドがレオーム様に降った経けい緯いを知りません。叔お母ばは聡そう明めいな方ですから、全ては父王フォーンデリックの遺命である事を知れば、納なつ得とくしてもらえる可能性はあるでしょう。また、父の考えを理解してもらえれば、ガーシキアのミスホーイ王に、レオーム様と同盟を組むよう説得してくれるかもしれません」

　レオームはそれを聞いてうなずく。

「なるほど。んじゃ、俺おれも一いつ緒しよに行こう」

「いえ、それはいけません」

　首を横に振ふるフィーリ。

「何でだ？」

「叔お母ばは、レオーム様がハイアッド王国を簒さん奪だつしたと勘かん違ちがいしているのです。レオーム様が姿を見せれば、冷静な話し合いは難しくなるでしょう。まずは私が一人で話をしに行きます。その上で、良よい手応えが得られれば、その時にレオーム様をお連れします」

「そうか。確かに、言われてみりゃその通りだな」

　レオームは素す直なおにうなずいた。

　フィーリは真しん剣けんな声で続ける。

「それに、この手紙が罠わなである可能性も捨て切れません」

「罠わなだと？」

「はい。話し合いを求める振ふりをした手紙を叔お母ばに書かせて呼び寄せ、その場で幽ゆう閉へいするか殺してしまうつもりなのかもしれないという事です。もしガーシキア王国がハイアッドに対する野心を抱いだいていれば、そのような事は充じゆう分ぶんあり得ます」

「なるほど、罠わなか。確かにそれもあり得るな」

　再び腕うでを組んで考かんがえ込こむレオーム。

　フィーリは胸に手を当てた。

「ですから、ともかく一度、私一人だけで叔お母ばを訪ねてみようと思います。行ってみれば、罠わなかどうかもはっきりしますし、ガーシキア王国の情勢も探さぐれます。罠わなでなければ、先さき程ほども申し上げたように、叔お母ばを説とき伏ふせてこちらに有利な状じよう況きようを作る事も出来ましょう」

「だが、罠わなだったらどうすんだ？　お前だって危ねえだろうが」

　レオームは心配そうにフィーリを見る。

　しかし、フィーリは毅き然ぜんとして答えた。

「それはそれで好機です」

「何？」

　思わずフィーリの顔を見るレオーム。

　フィーリはレオームを見つめ返した。

「ハイアッドの継けい承しよう権を争う姿勢を見せ、使者を罠わなに嵌はめようとしたとなれば、我々イアンマッドには堂々とガーシキアを討うつ大義が得られましょう。ガーシキア王国はディアスフェルド中部を抑おさえ、広大な港と運河と穀倉地帯を擁ようし、更さらには神しん宝ぽうの一つ、鏡の盾たてを祀まつるエシー神しん殿でんもあります。ディアスフェルド統一に当たっては、必ず獲とらねばならない重要な大国。それも、なるべく早く手に入れなければなりません。それを討うつ機会が巡めぐってくるのであれば、これを好機と言わずして何と言いましょう」

「だからって、罠わなかもしれねえのにお前一人で行かせるわけには……」

　尚なおも心配するレオーム。

　だがフィーリは微び笑しようを浮うかべ、誇ほこり高たかくきっぱりと言い切った。

「見くびられては困ります。私はこう見えてもフォーンデリック王の最後の子にして唯ゆい一いつの生き残り、ハイアッドのフィーリです。レオーム様の兄上ルスタット殿どのとも並び称しようされた事のある私に、一体どのような危険があると仰おおせられますか」

　その言葉を聞いたレオームは、グッと言葉を抑おさえ込こんだ。フィーリはすでに、レオームのためにありとあらゆる覚かく悟ごを決めている。死ぬ覚かく悟ごも、殺す覚かく悟ごも、全てだ。なのにあれこれ心配して口出しするのは、その覚かく悟ごを疑うのと同じ事。それは、フィーリの忠誠を疑う事であり、騎き士しとしての誇ほこりを侮ぶ辱じよくするに等しいのだ。

　レオームは胸の内の葛かつ藤とうを抑おさえると、いつも通りの笑え顔がおを作ってみせた。

「分かった。行ってくれ。いつもお前にばっかり厄やつ介かいな役目をやらせちまって悪いな」

「私はレオーム様の騎き士し。主君のお役に立てる事こそが、我わが誇ほこりであり喜びでございます」

　フィーリはそう微笑ほほえんでから、ハッと気付いたように言い直す。

「あっ。今はもう騎き士しではなく、レオーム様の従者ですが」

　レオームはそれを聞いて小さく噴ふき出だした。

「騎き士しの身分を剝はく奪だつしたのは、みんなを黙だまらすための芝しば居いみてぇなもんだ。いちいちこだわらなくたって構わねえよ」

　フィーリは赤くなりながら、照てれ隠かくしのように頭を下げる。

「それでは、今すぐ出発の支し度たくにかかろうかと思います」

「今からかよ？」

　驚おどろいて思わず聞き返すレオーム。

　フィーリは当然のようにうなずいた。

「ガーシキアまでは通常で七日の行程。早馬でも二、三日かかります。少しでも早いほうがよいかと」

「それもそうか。分かった」

　レオームも了りよう承しようし、うなずき返した。

　フィーリはすぐさま祭りを抜ぬけ出だして城に戻もどると、手早く支し度たくに取りかかった。今は騎き士しではないので長ちよう剣けんは帯びず、刃は物ものは短刀のみ。護身用には長めの木の棒を持ち、鎧よろいは着けず、布の服の上に、王の使者の身分を示す特別の毛織りの外がい套とうを羽織る。

　そして、歴戦のハイアッド騎き士しの中でも特に優すぐれた二人、鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックを連れ、明け方には全ての準備を終えて城門で馬に跨またがった。

　城を出る間ま際ぎわに、フィーリはレオームに忠告した。

「もし罠わなであった場合、私が不在の間にガーシキアが攻せめてくる事もあり得ます。念のため、いつでも戦いくさが出来る支し度たくを整えておいてください」

「分かった」

　約束するレオーム。

　それを見てフィーリは安心したようにうなずくと、屈くつ強きような二人の騎き士しを連れ、南の方角に向けて真まっ直すぐ駆かけていった。

　レオームはフィーリたちの姿が見えなくなるまで見送ってから、空を見上げて呟つぶやいた。

「それにしてもガーシキアか……。戦わずに済みゃいいんだがな……」

　そんなレオームの思いに逆らうように、南の空にはどんよりと厚い雲が立ち込こめ、朝焼けの光がそれを血のように赤く染め上げていた。










　第九章　ニファンナ妃ひの狂きよう気き




　五月祭の夜が明けてから二日後の昼下がり。

　フィーリたち一行は休みも取らず、イアンマッド王国の南に位置するインガーティ王国とユーステス王国を一気に駆かけ、早くも中部最大の国ガーシキアに到とう着ちやくした。

　フィーリは改めて、目の前に聳そびえるガーシキアの城じよう壁へきをまじまじと見上げた。

　大きな港と運河、広い穀倉地帯を持つ豊かなガーシキア王国らしく、王城も大きく堅けん固ごな石造りの城で、城じよう壁へきの高さも樹じゆ齢れい三十年の杉すぎほどある。あの高さを超こえられる梯はし子ごを作るだけでも容易ではない。

　更さらに、城じよう壁へきの上の張り出しには石落としの穴が多く開けられていて、梯はし子ごで登ろうとする兵を石や熱湯などで迎げい撃げき出来るようになっている。ディアスフェルドでは通常、その手の仕し掛かけは籠ろう城じよう戦になってから木製の張り出し櫓やぐらを城じよう壁へきの上に造るのが常道だが、ガーシキアでは最初から城じよう壁へきに作りつけになっているのだ。予期せぬ奇き襲しゆうを受けても、備えは常に万ばん全ぜんである。

　壁かべ沿いに横へ目を移せば、壁かべからせり出すように作られた側塔とうにも多くの矢や狭ざ間まが切ってあるのが見える。梯はし子ごで壁かべに取り付いているところへ、あの塔とうから矢を一いつ斉せいに浴びせられれば、兵はひとたまりもない。

　それに、城をぐるりと取り巻く濠ほりの広くて深い事。ここを乗のり越こえるだけでも、相当の難題だ。土ど砂しやや木材で埋うめるにしても、どれだけかかることか。

　……港町ヤーカスを落とした時のように、内部に味方を忍しのび込こませて中から城門を開くのが一番だが。

　そう考えながら、城門を眺ながめるフィーリ。

　その城門は三重に扉とびらがあり、一番外側には大きな格こう子しの落とし戸が設置されている。閉じる時は落とすだけだから一いつ瞬しゆんだが、開くためには時間を掛かけて巻き上げ機を巻き、重い格こう子しを引き上げなければならない。内部に伏ふく兵へいを忍しのばせて開けさせるとしても、格こう子しを引き上げているいる間に敵兵に感づかれて殺されてしまう可能性が高い。そして、閉じ直すのはやはり一いつ瞬しゆん。

　……二人だけでは数が少なすぎるか。

　フィーリは少し思案すると、連れてきた鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックに命じた。

「ここからは私一人で行く。お前たちの内、一人は今すぐ引き返し、仲間を十人連れて旅人を装よそおい城内に宿を取れ。戦いくさになった時に備え、城内に潜ひそむのだ。もう一人は今ここで城内に残れ。そして、もしも叔お母ばの手紙が罠わなで、私が捕とらわれたり殺された場合には、すぐにレオーム様に知らせるのだ」

「はっ！」

　二人は同時にうなずいた。鉄のオステートがすぐさま仲間を呼びに戻もどり、双そう剣けんのグルーティックは荷袋ぶくろを開いて手早く変装すると、諸国を遍へん歴れきしている修しゆ行ぎよう中の騎き士しのふりをして、フィーリよりも先に城へと入った。

　グルーティックが城内に無事迎むかえ入いれられたのを見てから、少し時間をおいて、フィーリは一人、橋を渡わたって門番の前に向かう。

　門番二人が左右から立たち塞ふさがり、槍やりを交差させてフィーリを止めた。

「ここから先は下馬していただきたい」

「ガーシキアの王城に何用か？」

　フィーリは素す直なおに馬から下りると名乗った。

「私はハイアッドのフィーリ。叔お母ばニファンナより手紙を受け取り、会いに参った。お取り次ぎ願いたい」

「ん？　ハイアッドのフィーリ……？」

　胡う散さん臭くさそうな顔で見上げる門番。

「ハイアッドのフィーリ殿どのが、何な故ぜ供も付けずに一人で参られた？」

　フィーリは毅き然ぜんとした態度で答える。

「私はイアンマッドのレオーム様に降くだり、とある罰ばつを受けて今は騎き士しの身分を剝はく奪だつされている。故ゆえに従者は付けずに来た」

　そう言われて顔を見合わせる門番たち。

「しかしフィーリ王子といや、ディアスフェルドでも有名な騎き士しだろう？」

「何しろ二十人力だ。こんな細っこい娘むすめっ子のわけはないぞ」

　怪け訝げんそうな顔をしてヒソヒソと囁ささやき会う。

「何でもいいから、これをミスホーイ王に渡わたしてもらいたい」

　フィーリはそう言って、レオームから預かった書状を見せた。フィーリが叔お母ばニファンナに呼ばれたので向かわせる事の通知と、イアンマッドの正式な使者として送るので間ま違ちがいのないよう世話をするようにとの要よう請せい。見せたところで門番たちは文字が読めないので分からないが、その内の一人が書状を受け取った。

「分かった。とりあえず王様に見せてくる。それでいいんだな」

　そう言い置いて一いつ旦たん城内へ取り次ぎに向かう。

　しばらく待つと、門番は息を切らして大急ぎで戻もどってきた。

「しっ、失礼致いたしました！　城内で王おう妃ひニファンナ様がお待ちでございます」

　フィーリはやれやれと息を吐つくと、馬の手た綱づなを門番の一人に預け、悠ゆう々ゆうと城内に入った。




　フィーリが案内されたのは城内の奥おくの、私的な空間の一室。

　……レオーム様の親書を携たずさえ、イアンマッドの正式な使者として訪問したのだから、まずは広間でガーシキア王ミスホーイに面会すると思っていたが……。

　フィーリは内心首を傾かしげながら、様子を探さぐるように素す早ばやく部屋の中を見回した。

　床ゆかには、この当時のディアスフェルドではまだ珍めずらしかった舶はく来らいの毛織りの絨じゆう毯たんを敷しき、壁かべにも細かい刺し繡しゆうで草花を描えがいた壁かべ掛かけを掛かけてある。

　……やはり、ガーシキアは豊かだな。

　フィーリは改めて思った。豊かな国は人口も多く、物資も多い。つまり多数の兵力が動員出来るという事だ。現在レオームの勢力はイアンマッドとハイアッド、それに周辺四カ国の合計六カ国だが、ガーシキアと戦いになれば多少の犠ぎ牲せいでは済むまい。

　……出来れば戦わずに仲間に引ひき込こみたいものだが。

　そんな事を考えていると、二人の侍じ女じよを連れて叔お母ばニファンナが姿を現した。

「久ひさし振ぶりですね、フィーリ」

　にこやかに微笑ほほえみかけるニファンナ。

　ニファンナはフィーリの父フォーンデリック王の大勢いた兄弟姉し妹まいの末っ子であり、年はまだ若く四十歳さいを少し過ぎたところである。ガーシキア王国には十七歳さいで嫁とついだ。

　フィーリはニファンナに向かって恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。

「叔お母ば上様、ご無ぶ沙さ汰たをしておりました。ご病気だと風の噂うわさで聞いておりましたが、思いの外お元気そうで安心致いたしました」

　するとニファンナは、キョトンとしたようにフィーリを見つめた。

「病気？　私が？」

　そう聞き返すと、言葉の意味が理解出来なかったかのように少し黙だまり込こむ。ややあって、ニファンナは突とつ然ぜん甲かん高だかい声を上げて笑い出した。

「私が？　病気？　世間ではそのような噂うわさが？　おかしな事！　ホホホホ……！」

　その唐とう突とつで場ば違ちがいな笑い声に、フィーリは何か異様なものを感じて一いつ瞬しゆんギョッとした。思わずその場に固まってニファンナを凝ぎよう視しする。

　だがニファンナは突とつ然ぜんケロリと落ち着きを取とり戻もどすと、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。

「ご覧の通り、私は至って健康そのものですよ。愛する夫と優やさしい息子むすこに囲まれて、幸せ一杯ぱいに過ごしていますからね」

　そのちぐはぐで極きよく端たんな感情のブレに、フィーリは不安を募つのらせた。
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　……もしや病というのは心の病であろうか。

　そして、胸の内で首を傾かしげる。

　……夫と息子むすこに囲まれ、と言ったが、ママーゴウ王子はやはりご存命なのか？

　フィーリの不安げな表情には無む頓とん着ちやくに、ニファンナは腰こしを下ろした。そしてフィーリにも椅い子すを勧すすめる。

「さ、あなたも座すわってちょうだい。今日はね、あなたのために特別な物をたくさん用意したのですよ」

　そう言うと、女官に命じて陶とう器きの壺つぼを持ってこさせた。中身はレモンを刻んで砂糖漬づけにした物だ。それを銀の匙さじで掬すくって真っ白い磁器のカップに入れると、お湯を注ぐ。

　それを見てフィーリはまたしても目を見張った。

　この頃ころのディアスフェルドでは飲み物といえば水か酒しかなかったが、豊かな王族は、果物の蜂はち蜜みつ漬づけを細かく刻んでお湯を注ぎ、風味と甘あまみを付けたものを好んで飲んだ。とはいえ、暖かい地方の植物である柑かん橘きつ類るいや砂糖は交易でしか手に入らない珍めずらしい品で、レモンの砂糖漬づけなどは、極きわめて貴重な高級品。磁器のカップも、そこらの国では王の城の中ですら見み掛かける事も出来ない稀き少しようで高価な舶はく来らい物である。

　二人分の用意が調ととのうとニファンナが勧すすめた。

「まずはお飲みなさいな」

「頂きます」

　素す直なおにカップを取って口を付けるフィーリ。

「随ずい分ぶんと香かおりが鮮あざやかですね」

　驚おどろいてそう言うと、ニファンナはニッコリと微笑ほほえんだ。

「そうでしょう？　取れたてですもの。遠くから商船に積まれて渡わたってくる古ふる漬づけとは違ちがいますからね」

　その言葉にフィーリは再び驚おどろいてニファンナを見る。

「取れたて？　ガーシキアでは、レモンを栽さい培ばいしているのですか？」

　ニファンナは首を横に振ふると、楽しげな様子で説明した。

「ウチじゃないのよ。もっと南の方。ダミフス王のいらっしゃるアミスフォッグ王国は、暖かいのでレモンやサトウキビの栽さい培ばいが出来るのだそうです。ここ数年、アルキランの人間を招いて栽さい培ばい方法を学んでいるそうですよ」

「アルキランの人間を!?」

　思わずフィーリの顔付きが強こわばった。

　ニファンナは不思議そうに首を傾かしげる。

「おや、どうしました？　血相を変えて」

「いえ、アルキランとは先さき頃ごろ戦争をしたばかりですので、つい……」

　フィーリがそう言うと、ニファンナはまるで初耳だったかのようにのんびりと驚おどろいた。

「まあ、アルキランと戦争？　そんな事があったの。あなたも戦場に出たの？」

「はい」

「そう。怪け我がはなかった？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「お陰かげ様さまで、無傷です」

「あらまあ、それは本当に良かった」

　心底嬉うれしそうに安あん堵どするニファンナ。そして、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべた。

「あなたはママーゴウの妃きさきになってもらわなければならない大切な身ですからね。体は大事にして貰もらわないと」

「……？」

　突とつ然ぜん何を言い出すのかと、ニファンナの顔を見つめるフィーリ。

「ママーゴウ殿どのの妃きさき……？」

「ええ、そうですよ」

　ニファンナはおっとりとうなずく。

　フィーリは顔を強こわ張ばらせたまま重ねて尋たずねた。

「私が、ですか……？」

「他に誰だれがいるというのです？」

　ニコニコと笑え顔がおを崩くずさないニファンナ。

　フィーリは思わず立ち上がった。

「お待ち下さい！　勝手にそのような事を決められては困ります！　ご報告が遅おくれましたが、実は私はすでにイアマッド王レオーム様から求きゆう婚こんを受けており、時期が整い次し第だいその申し出を受けると約束を……」

　しかしニファンナは、表情一つ崩くずさない。まるでフィーリの大声など一いつ切さい聞こえていないかの様だ。

「それにしても、あなたは本当に美しくなった。きっとママーゴウも喜ぶわ」

　そう言ってしげしげと満足げにフィーリを眺ながめる。

　その時。

「……？」

　フィーリは突とつ然ぜんの目眩めまいに襲おそわれた。

　立っていられなくなって、膝ひざから崩くずれ落おちると卓に突つっ伏ぷす。その衝しよう撃げきで、卓たく上じようの食器類がガチャンと音を立てた。

　……これは？

　フィーリは問とい質ただそうとしたが、体が痺しびれ、声すら出せない。そのまま力無く椅い子すからずり落ち、フィーリは床ゆかに倒たおれ伏ふした。

　……毒か！

　気付いた時にはもう遅おそい。

　フィーリは目を開けていることも出来なくなり、厚い絨じゆう毯たんの上で意識を失った。










　第十章　インガーティからの使者




　フィーリがガーシキア城に到とう着ちやくしてから二日後。

　夜通し馬を走らせ、通常七日の道みち程のりを行きと同じく二日で帰り着いた鉄のオステートは、食事も休きゆう憩けいも取らずにレオームの前に出ると、膝ひざを突ついて懇こん願がんした。ガーシキアと戦争になった時に備え、敵の城門を中から開けるための決死隊を十名連れて、ガーシキア城内に潜せん伏ぷくする許可を求めたのである。

　しかしレオームは、その申し出を却きやつ下かした。

「駄だ目めだ」

「何なに故ゆえに？」

　驚おどろいて問う鉄のオステート。

　レオームは静かに諭さとす。

「フィーリの考えは、予あらかじめ中に侵しん入にゆうした騎き士しに城門を開けさせようってんだろ？　だがガーシキアの城門はヤーカスの町とは違ちがう。あそこには吊つり上あげ式の柵さくがある。そいつは、門を閉じる時は落とすだけで一いつ瞬しゆんで閉じるが、開ける時は鎖くさりを巻き上げて引き上げなきゃならねえ。時間が掛かかる代しろ物ものだ。引き上げている間に必ず見つかって殺される。そして引き上げてる奴やつらが殺された瞬しゆん間かん、柵さくは落ちて門は再び一いつ瞬しゆんで閉じるんだ。侵しん入にゆうした奴やつらは無む駄だ死じにだぜ」

「それはフィーリ様も我らも承知の上！　だからこそ十人いただきたいのです！　我らハイアッド騎き士しが十人いれば、本隊が城内に入るまで必ずや門を開いたままに保ってみせます！　たとえ全員その場で死のうとも！」

　決死の覚かく悟ごで訴うつたえる鉄のオステート。ディアスフェルドの騎き士しは死を恐おそれないが、中でもハイアッドの騎き士したちは、己おのれの命を軽かろんじる事において他に抜ぬきん出でていた。

　だがレオームは、やれやれと溜ため息いきを吐ついてオステートを見る。

「馬ば鹿か野や郎ろう。これから先、どれだけ戦いくさがあると思ってんだ。ディアスフェルドを統一して、その後はアルキランともやり合わなきゃならねえ。その時、お前ら抜ぬきで戦えって言うのか？　腰こし抜ぬけと名高いこの俺おれに？　冗じよう談だんじゃねえ。そんな事言うんだったら、ディアスフェルド統一なんてやめちまうぞ」

　オステートは思わず声を上げた。

「戦いくさにおいて死は付きもの！　それを厭いとうていては、何も出来ません！」

　レオームはそれを聞いて肩かたを竦すくめる。

「そりゃそうだ。だから俺おれは戦いくさなんて大っ嫌きらいなんだよ。それでもディアスフェルドのため、そしてフィーリの頼たのみでもあるから仕方なく、渋しぶ々しぶやってやろうっつってんだ。だったらせめて、無む駄だな死人くらい無くさせてもらったって罰ばちは当たらねえだろうが」

「しかし、もし此こ度たびの手紙が罠わなで、フィーリ様が危あやうくなった場合に、レオーム王はどうなされるおつもりなのです？　我ら十人の命を惜おしんでフィーリ様を見殺しにするのですか？」

　レオームはそれを聞くとニヤリと笑った。

「んなわきゃねぇ。俺おれは腰こし抜ぬけで通ってるが、女好きでも知られてる。これでも、女の子を見殺しにした事だけは一度だってねえんだぜ」

　そう言って指を一本立てるレオーム。

「だったら！」

　焦じれたように拳こぶしを握にぎる鉄のオステート。

　その時、二人の話を遮さえぎって、別の騎き士しが駆かけ込こんできた。オステートと共にフィーリについていったもう一人のハイアッド騎き士し、双そう剣けんのグルーティックである。

「レオーム様！　フィーリ様が捕とらえられました！」

　ハッと顔を上げるレオーム。表情が一変し、反射的に腰こしを浮うかせる。

「くそ！　やっぱり罠わなだったか！　それで、フィーリはまだ生きてるんだろうな!?」

「私が聞いた限りでは、薬を盛られて城のどこかに閉じこめられたとの噂うわさでした！　殺す気はないようですが、極ごく秘ひ裏に監かん禁きんしようとしているため情報を摑つかみがたく、とにかく一刻も早くご報告に上がる事を優先致いたしました！」

　ハアハアと肩かたで息をしながら報告するグルーティック。

　レオームは玉座に座すわり直すとうなずいた。

「ああ、それでいい。しかし、フィーリが捕つかまったとなると、こりゃいよいよ戦う肚はらを決めなきゃならねぇな。やれやれだぜ……」

　髪かみを搔かき、溜ため息いきを漏もらすレオーム。

「……とにかく、フィーリには俺おれの親書を持たせてある。正式な使者に薬を盛って閉じこめたとなりゃ、大義名分は充じゆう分ぶん立つ。仕方ねえ。やるしかねえな……」

　レオームは気合いを入れるように自分の腿ももをパンと叩たたくと、勢いよく立ち上がった。

「フィーリの救出に向かう！　お前たちもハイアッドに戻もどって手勢を率いてこい！　フィーリが出発した日の内に、各地に出しゆつ陣じんの支し度たくをしておくよう通達してあるから、行って戻もどるだけで済むはずだ！　二日後、イアンマッド城に集合したら即そく出発だ！　いいな！」

　鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックの二人にそう告げると、レオームは自らも支し度たくを調ととのえるべく私室へ向かおうとした。

　それをグルーティックが呼び止める。

「レオーム様お待ちを！　実は、帰り道で一つ気になる事がございました！」

　足を止めて振ふり返かえるレオーム。

「何だ？　言え」

「はっ。ちょうど昨夜、ユーステス王国とインガーティ王国の国境辺りを通っている最中だったかと思いますが、大きな軍勢が動いている気配があったのです。私は峠とうげの近道を通ったので、距きよ離りもありましたし直接遭そう遇ぐうしたわけではありませんが、土つち煙けむりといいどよめきといい、数千人規模の部隊が移動しているように思えました」

「おお、それは私も感じたぞ！」

　鉄のオステートが隣となりでうなずく。

　レオームは怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　ユーステスはガーシキアのすぐ北の国。インガーティは更さらにその北きた隣どなりで、イアンマッドのすぐ南にあり、どちらもガーシキアへ向かう途と中ちゆうにある。ユーステスとインガーティの国境沿いで紛ふん争そうがあれば、レオームたちがガーシキアへ向かう妨さまたげになりうる。

「大きな軍勢ってのはユーステスの軍か？　どっちに向かってた？」

　レオームが尋たずねると、グルーティックが答えた。

「進行方向は北へ。あのまま進めばインガーティ王国の王城へ着くように思いましたが、ユーステスの軍かインガーティの軍かは、定さだかではありません」

「私が見かけた時は、軍勢はユーステス領内におりました。恐おそらく軍勢はユーステスのものではないかと」

　鉄のオステートがそう申もうし添そえる。

　レオームは腕うでを組んだ。

「……インガーティもユーステスも、こっからガーシキアへ向かう途と中ちゆうの国だ。それにインガーティはこないだ降くだったアティスナス王のところ……。何かあったら助けに行かなきゃならねえ……」

　そのまましばしレオームは黙だまり込こんでいたが、やがて決心したように顔を上げる。

「道中でユーステスと一戦交えるにしろ何にしろ、どのみち出しゆつ陣じんしなきゃいけないことに変わりはねえ。とにかくお前たちは準備にかかれ。インガーティのアティスナス王には、事情を確かく認にんするための使者を出す」

　レオームがそう言った時、この日三人目の急使が走はしり込こんできた。

「王！　レオーム王！」

「何事だ？」

　ただならぬ様子に、一いつ斉せいに振ふり返かえるレオームたち。

　駆かけ込こんできた騎き士しはレオームの前で、息も絶え絶えにへたり込こむ。その体はあちこち血だらけで、鎧よろいには何本もの矢が刺ささったままだ。

　レオームは驚おどろいて駆かけ寄よった。

「その姿はどうした？　ボロボロじゃねえか！」

　騎き士しは何とか顔を上げると奏上した。

「私はインガーティのアティスナス王より遣つかわされました、カイクネックと申します！　我わがインガーティ王国は隣りん国ごくユーステスより急きゆう襲しゆうを受けました！　その数は数千！　ユーステス王国の軍は、周囲に勢力を拡大するイアンマッド王国を非難し、そのイアンマッドに肩かた入いれするインガーティ王国に、まずは天てん誅ちゆうを下すと叫さけんでおります。村は焼かれ、畑は荒あらされ、人々は皆みな、城に籠こもって必死に防戦中です。アティスナス王は、レオーム王に一刻も早い救きゆう援えんを求めておられます！」

　激しく喘あえぎながら必死に訴うつたえる騎き士しカイクネック。

　それを聞いたレオームは思わず舌打ちした。

「クソッ！　やっぱりそういう事か！　それで、城の備び蓄ちくはどれくらいあるんだ？」

「食料は一ヶ月分、矢は百本納めた箱が七十！　城内に井い戸どはあるので飲み水は何とかなるかと！」

「矢の数がまるで足りねえな……」

　苦い顔をしながらインガーティの王城を頭に思おもい浮うかべるレオーム。

「……敵は数千。矢が七千本しかねえとなると、無む駄だ撃うちは出来ねえ。城外に打って出て敵を追おい払はらえるなら、その隙すきに放った矢の回収も出来るだろうが、籠ろう城じよう中に門を開けて打って出るのは失敗したらお終しまいだ。マズいな……」

　レオームは考かんがえ込こみながら、落ち着かない様子で爪つめを嚙かむ。

　……すでに出しゆつ陣じん準備をさせてあるとはいえ、招集する時間とインガーティに向かう時間を考えたら、どんなに急がせても明後日あさつてまでかかる。インガーティのアティスナス王は、フィーリへの恐おそれから帰順してきただけ。俺おれみたいな若造如ごときに心から忠誠を誓ちかってるわけじゃねぇだろう。状じよう況きようが危あやうくなれば、いつ寝ね返がえったっておかしくねえ。だが、一刻も早くガーシキアへ行かなきゃならねえ今、その途と中ちゆうにあるインガーティに寝ね返がえられんのは困る。大事なのは、イアンマッドから援えん軍ぐんが来るって事を、一刻も早くアティスナス王に確信させる事だが……。

　レオームは必死で頭を巡めぐらせると、決断した。そして、カイクネックの両りよう肩かたに手を置く。

「分かった。お前が戻もどる時に、俺おれも一いつ緒しよにアティスナス王のところへ行く」

「えっ？」

　カイクネック、そして鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティック、三人全てが同時に驚おどろいた声を上げた。

　オステートが尋たずねる。

「レオーム様お一人で先にインガーティへ向かわれるという事ですか？」

「そういう事だ」

　レオームはうなずき、カイクネックを振ふり返かえった。

「少し時間をくれ。俺おれが城を出た後の事を指示しておく必要がある。それまでの間、傷の手当てをして休んでろ」

　レオームはそう言って立ち上がると、急ぎ足で広間を出て行った。




　最初にレオームが会いに行ったのは、師である剣けん聖せいマッキムード。

「師し匠しようは今回は城の留守を頼たのむ」

　事情を説明すると、レオームはそう願い出た。

　首を傾かしげるマッキムード。

「儂わしが留守を？　しかし、儂わしはレオーム様の警護を先王ニルナス様より言いつかっておる身。戦場に赴おもむくと言うのなら、離はなれるわけには参りませぬ」

「そこを曲げて頼たのむ。俺おれにはまだ、人望のある腹心ってのがいねえ。城を不在にしている間、俺おれに不満を持ってる騎き士しを抑おさえておける人材がいねえんだ。北の占せん領りよう地にはアルキランもいる。それに備えるためには騎き士し全員を連れてくってわけにはいかねえが、残していった奴やつらに背そむかれても困る。だけど師し匠しようなら、俺おれを信用してねえ騎き士しでも従うだろ。このディアスフェルドで、師し匠しようよりも尊敬されてる騎き士しはいねえからな」

「……なるほど。お考えあっての事であれば、御み心こころのままに試ためされるのもよろしかろう」

　剣けん聖せいマッキムードはそう言ってうなずいた。

　次いでレオームが向かったのは黒くろ髭ひげのオークナグの下もと。

「お前は俺おれの代理として、軍を招集して明後日あさつて中にインガーティ城に駆かけつけろ。俺おれに従う気持ちが強い騎き士しと弱い騎き士しを半分に分けて、強い奴やつだけ連れてこい。戦場で言う事聞かねえ奴やつがいても邪じや魔まだからな。従う気の弱い奴やつは、アルキランとの国境警備に置いてこい」

　オークナグは戸と惑まどい顔で尋たずねた。

「しかし、どうやって従う気が強いかどうかを見分ければよいので？」

「こないだの五月祭から俺おれが始めた槍やり突つき合戦を思い出せ。あれで積極的に色んな工く夫ふうをした奴やつは、俺おれに積極的に従う気のある騎き士しだ。何の工く夫ふうもしてねえ奴やつは、従う気の薄うすい奴やつだ。簡単だろ？」

　それを聞いた黒くろ髭ひげのオークナグは、泣きそうな顔になった。

「それじゃあ何の工く夫ふうもしなかったと評された私は、従う気が弱い側になってしまいますぞ！　これでも私は、レオーム様への忠誠心だけは誰だれにも負けぬと自負しておりますのに！」

　レオームは呆あきれ顔でオークナグの頭をコツンと叩たたく。

「馬ば鹿か。お前は入ってねえよ。従う気が弱いと思ってたら、俺おれの代理なんか任すか」

「そりゃごもっともで」

　素す直なおに納なつ得とくするオークナグ。

　レオームは続けた。

「それから、最近傘さん下かに降くだった国からも、必ず王を参戦させろ。数は少なくてもいい。何なら側近だけ十じゆつ騎きとか、そんなんで構わねえ」

「そりゃまたどうして？」

「念のためだ。俺おれがいない上にフィーリも不在と知ったら、叛はん乱らんを起こす可能性があるだろ」

「まさかそんな卑ひ劣れつな真ま似ねを……」

「それに、一いつ緒しよに戦えば戦友になる。酒を飲み交かわすより、たくさんの褒ほう美びをくれてやるより、戦場で作られる絆きずなが一番強え。互たがいに命を守りあったって事実に敵かなうものはねえからな。新しい味方が出来て一番最初に必要なのは、一いつ緒しよに戦う経験だ」

　レオームがそう言うと、オークナグは納なつ得とくして大きくうなずいた。

「なるほど。それはごもっともですな！」

「それじゃ、明後日あさつてだ。真っ向からユーステス軍を蹴け散ちらして、イアンマッドに黒くろ髭ひげのオークナグありと知らしめてやれ」

　剣けん聖せいマッキムードに留守を任せ、黒くろ髭ひげのオークナグにイアンマッド軍を任せると、レオームは鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックの下もとへ戻もどってきた。

「いいか。これはインガーティを救うだけじゃなく、ガーシキアへフィーリを救いに行くための前ぜん哨しよう戦せんでもある。お前らの大事な主人を救うためだ。ハイアッド中から出来る限りの人員を搔かき集あつめてこい。いいな」

「ははっ！」

　声を揃そろえてうなずくオステートとグルーティック。

　レオームは指示を続ける。

「オークナグは北から軍勢を引き連れてくる。お前らは迂う回かいして南に回り込こめ。南北から挟はさみ込こんで、インガーティ城を囲んでるユーステス軍を、更さらに外から包囲するんだ」

「分かりました！」

「それからもう一つ。お前たちハイアッドの騎き士しは、この俺おれ直属の親衛部隊だ。その名めい誉よにかけて、必ず一番最初に、インガーティ城に入った俺おれを救出に来い。いいか？　オークナグに後おくれを取んじゃねーぞ？　お前らがオークナグに負けるって事は、俺おれがオークナグに負けるって事だからな」

　二人の肩かたを抱だき、顔を近付けてそう笑うレオーム。

「心得まして御ご座ざいます！」

「必ずや一番乗りを果たして見せましょう！」

　力強く答える鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティック。

　レオームは全ての指示を出し終えると、調理場へ下りていった。

　レオームの乳う母ばで料理長のホヨットに声を掛かける。

「ホヨット！　ちょいと出かけるから、昼飯を用意してくれ！」

「どちらへお出かけですか？」

「こないだ仲間になったインガーティのアティスナス王んとこへ遊びに行ってくる。五月祭は一いつ緒しよにやれなかったからな」

「おやまあ、レオーム様は王様になっても遊んでばっかりで」

「なに、仲間との友情を深めるのも王の仕事さ」

「はいはい、左様で御ご座ざいますか。それで、何人分ご入り用です？」

「二人分だ。俺おれの分と、インガーティの使者の分」

「あら。じゃあお一人で行かれるんですか？」

「ああ。他の奴やつを連れてくと、ホヨットみたいに小言ばっかり言うからな。遊びに行く時は一人が気楽だ」

「まったく、レオーム様はおいくつになってもお変わりになられませんねぇ」

　ホヨットは苦く笑しようすると、すぐに支し度たくを始めた。

　かくして鎧よろい兜かぶとに身を包んだレオームは、準備万ばん端たん整え、ホヨットに作ってもらった弁当を持つと、羆ひぐまの毛皮で出来たマントをはためかせながら、使者カイクネックと共にインガーティ城へ向けて馬を走らせた。










　第十一章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その一




　イアンマッド城を出た日の夕方頃ごろ、レオームとカイクネックの二人は、インガーティ城近くの丘おかに到とう着ちやくした。

　レオームは丘おかの上から城を眺ながめて、思わず溜ため息いきを漏もらした。

「ほぉ。こりゃ大した人数だ。すっかり囲まれちまってるぜ」

　敵は数千と聞いていたが、農民などから徴ちよう発はつした雑ぞう兵ひようを含ふくめれば総勢一万人はいそうな様子である。

「一人前の騎き士しだけでもざっと二千はいるな。それに騎き士し見習いの従者が二千、徴ちよう発はつされてきた農民兵が五千から六千ってとこか。国中の戦力を搔かき集あつめてきやがった」

　目を凝こらしておおよその数の見当を付けながら、呆あきれ顔になるレオーム。

　この当時、一国当たりの騎き士しの数は平均して二千人。ユーステスの国力は、面積も人口もまさにディアスフェルドの平均だったから、騎き士しが二千せん騎きとなれば全軍を率いてきたに等しい。

「……こりゃユーステス一国だけの行動じゃねえな」

　レオームは大体の状じよう況きようを把は握あくすると、難しい顔になって呟つぶやいた。

　カイクネックが不思議そうにレオームを見る。

「何な故ぜ分かるのです？」

「国中の騎き士しを引き連れてきたら、誰だれが留守を守るんだ？」

「！」

　ハッとするカイクネック。

　レオームはニヤリと笑った。

「そういう事さ。留守番がいなくても攻せめ込こまれねえって保証があるから、安心して全員連れてこれるんだ。ユーステスは他の国と手を結んだ上で攻せめてきた。それは間ま違ちがいねえ。ただ、旗を見る限り、今んとこここに集まってんのはユーステスだけだな」

　その時、包囲しているユーステス王サミロイが、城内のインガーティ軍に向けて大声を張り上げた。その声は、丘おかの上のレオームの下にまではっきり聞こえる。

「聞け！　臆おく病びよう者もののアティスナス王！　そなたが恐おそれるハイアッドのフィーリは、我らが盟主ガーシキアのミスホーイ王によってすでに捕とらえられた！　そなたがイアンマッドに背そむいたとて、そなたの国を焼き滅ほろぼす者はすでにおらず、そなたがイアンマッドに忠義を貫つらぬいたところで助けに来てくれる者もおらぬ！　イアンマッドのレオーム王が如い何かに腰こし抜ぬけの臆おく病びよう者ものかは、このディアスフェルドに知らぬ者はない！　大人しく門を開き、我らの仲間に加わるのだ！」

　それを聞いたレオームは思わず困った顔で頭を搔かいた。

「おぅおぅ、やっぱドンぴしゃだぜ。ガーシキアのミスホーイ王を『我らが盟主』だと。ガーシキアはフィーリを呼びつけた時すでに、今回の準備をしてやがったんだ。参ったぜこりゃ」

　カイクネックは城から目を離はなさず、緊きん張ちようの面おも持もちでレオームに尋たずねた。

「フィーリ殿どのがミスホーイ王に捕つかまったというのは本当なのでしょうか？」

「ああ、本当だ。俺おれも今朝知ったばっかりさ。そんな最新情報を持ってるって事は、ユーステス王国がガーシキア王国と組んでるってのはハッタリじゃねぇ」

　レオームはうなずいてから、険しい表情で爪つめを嚙かんだ。

「……しかしあの呼びかけはマズいな。俺おれならさっさと門を開けちまうぜ」

　カイクネックは慌あわててレオームを見る。

「アティスナス王はレオーム王に忠誠を誓ちかったのです！　そんな簡単に敵に寝ね返がえったり致いたしません！」

「そうかぁ？　でも結局はフィーリが怖こわくて縋すがり付ついてきたわけだし、そのフィーリが捕つかまっちまったとなりゃ、俺おれの下についてる理由もねぇわけだぜ？」

　レオームが弱り顔でそう言った時。

　城じよう壁へきの上からアティスナス王が大声で叫さけび返した。

「我らインガーティ王国は、ディアスフェルドを一つに束ねてアルキランからこの地を守ろうというレオーム王の大たい望もうに心打たれ、自らの意志でその傘さん下かに加わったのだ！　そしてフィーリ殿どのは同じくレオーム様を王に戴いただく同志！　それをどうして我らが恐おそれようか！　貴様らがフィーリ殿どのを捕とらえたというのなら、我らは貴様らを討うち滅ほろぼしてフィーリ殿どのを救出するまでだ！」

　それを聞いたレオームはびっくりした顔で、城じよう壁へきの上のアティスナス王の小さな影かげを見つめた。その口から、ほぉっと感かん嘆たんの溜ため息いきが漏もれる。

「へぇ……。奴やつこさん、ビビりながらとはいえ、よく言ったぜ。なかなかの男じゃねぇか。見直した。こりゃ、どうあっても死なすわけにはいかねぇな」

　カイクネックはそれを聞いてホッと安あん堵どした。だがすぐ不安そうな表情になって呟つぶやく。

「しかし、これだけ包囲されていては……。どうやって城に戻もどったものでしょう……」

　レオームは気楽な顔で馬から下りた。

「ま、夜まで待とうぜ」

　その言葉に思わず大声を上げるカイクネック。

「夜まで？　そんな吞のん気きな」

　だがレオームは取り合わない。

「だって、今無理矢理戻もどろうとしたら、あの大勢の兵を蹴け散ちらして城まで辿たどり着つかなきゃならねぇんだぜ？　自殺するようなもんじゃねえか。おっかねえ。俺おれは世に聞こえた腰こし抜ぬけレオームだ。怪け我がするのも死ぬのもゴメンだぜ」

「しかし……！」

「それに今夜は新月だ。月明かりのない状態じゃ戦えねえ。ユーステス軍も、これだけ激しく攻せめ立たててるなら、夜には疲つかれて兵を休めるだろう。その隙すきに、夜や陰いんに紛まぎれて裏口から中に入ればいい」

「ですが、それまでに降こう伏ふくしてしまったら……」

　敵に囲まれた城を見やりながら、なおも心配げなカイクネック。

　レオームは笑って馬の荷ほどきをする。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ユーステス軍は包囲してても、城を落とす決定力に欠ける。あの調子じゃ、挑ちよう発はつして外に誘おびき出だすか、兵ひよう糧ろう攻ぜめにして干ひ上あがるのを待つ以外の策は無さそうだぜ。今夜までに落とされる心配はしなくていい」

　そう言うと、どっしりと草の上に腰こしを下ろした。

「取りあえず、飯にさせてもらうぜ。休きゆう憩けいもせず走ってきたから腹が減ってしょうがねえ」

　そう言って、昼食を詰つめた籠かごを開けるレオーム。

　そして、中を見た途と端たんに小さく驚おどろいて手を止めた。

「あっ……」

　中身は羆ひぐま肉の蜂はち蜜みつ漬づけと、羆ひぐまの血の腸ちよう詰づめ。羆ひぐまの肉を喰くらい羆ひぐまの血を飲む事は、古来よりイアンマッドに伝わる出しゆつ陣じん前の儀ぎ式しきである。ディアスフェルドで最強の猛もう獣じゆうである羆ひぐまは、戦いくさの神として崇あがめられている。その血肉を喰くらう事により、最強たる羆ひぐまの力を己おのれに宿すのだ。

「ホヨットめ。とぼけた顔して全部お見通しだったのかよ。ったく、昔から変わらねえのはどっちだってんだ……」

　やれやれと頭を搔かくレオーム。

　そして、顔を上げてカイクネックを見ると笑った。

「ま、とにかく俺おれたちにゃ、戦勝の神様がついてる。安心して夜までのんびりしてようぜ」

　そのまま羆ひぐま尽づくしの弁当を平らげて、ゴロンと横になるとうたた寝ねを始めるレオーム。

　その緊きん張ちよう感のない、ある意味剛ごう胆たんな寝ね顔がおを、カイクネックは呆あきれつつも驚おどろいて眺ながめるばかりだった。










　第十二章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その二




　やがて日が暮れて夜となった。

　籠ろう城じよう中のインガーティ城の城じよう壁へきでは、青ざめた顔のアティスナス王が額に汗あせを浮うかべながら外を眺ながめていた。

「ユーステスのサミロイ王め。五月祭に紛まぎれて軍を動かしておったか……」

　アティスナス王は舌打ちをした。

　祭りでは、どこの国も模も擬ぎ戦競技で盛り上がる。その際、国中の騎き士しが一箇か所しよに集まってくるのは当然であり、その動きを他国に不ふ審しんがられる事はない。模も擬ぎ戦競技が行われる祭の時期は、堂々と兵を動す口実を得られる時期なのだ。

「つい数日前まで、この城にも大勢の騎き士しが集まっていたものを……」

　祭りで城に集まった家臣の騎き士したちを早々に領地へ帰してしまった事を、今いま更さらながら悔くやむアティスナス王。

　矢の届かない距きよ離りに、大勢のユーステス軍が野営している。煮に炊たきしている焚たき火びの火の数を見て、アティスナス王は改めてゾッとした。

「全く、一体どれだけの数が集まったというのだ……」

　昼間と違ちがい、夜ははっきりと敵の姿が見えないために、かえって恐きよう怖ふが煽あおられる。アティスナス王は、月のない夜空を仰あおいだ。

「使いに出したカイクネックは、無事イアンマッドに着いただろうか……」

　祈いのるような思いで呟つぶやく。

　見上げる星々は何も答えず、静かに瞬またたくのみ。

　その時、兵士の一人が小走りにやってきた。

「王！　アティスナス王！　使者に遣つかわしたカイクネック殿どのが戻もどって参りました！」

「おお！　無事戻もどったか！　連れて参れ！」

　顔を輝かがやかせて振ふり返かえるアティスナス王。

　その目の前に、カイクネックが現れて膝ひざを突ついた。

「もうここに参上しております。アティスナス王」

　アティスナス王は大急ぎで駆かけ寄よると、その両りよう肩かたをギュッと摑つかむ。

「カイクネック！　よくぞ戻もどった！　して、レオーム王は何とおっしゃった!?　援えん軍ぐんは来るのか!?」

「もちろん来るぜ、アティスナス王」

　暗くら闇やみから声がした。

　そして姿を現したのは、遊び人風の口くち髭ひげを生やした若き騎き士し。イアンマッド国王レオームその人である。

　アティスナス王はびっくりして目を見張った。

「レオーム様!?　ご自身がこの城内へ!?」

「ああ。俺おれがここにいるって事は、イアンマッドとハイアッドの軍は必ず俺おれを救い出しに駆かけつけてくるって事だ。もう心配いらねぇぜ」

　親指で自分を指しながら、そう言って笑うレオーム。

　感激屋のアティスナス王は、思わずレオームの前に膝ひざを突ついた。

「まさか、レオーム様ご自身がこのような危険な場所に乗のり込こんでこられるとは……！」

　目を潤うるませて、レオームの手を取る。

　レオームは力強くその手を握にぎり返した。

「今日一日よく耐たえた。生きててくれて嬉うれしいぜ」

「勿もつ体たいないお言葉……！」

　アティスナス王は張りつめていた緊きん張ちようが緩ゆるみ、堪こらえていた涙なみだを零こぼした。

　レオームはその肩かたを優やさしく抱だいてアティスナス王が落ち着くまで待つと、そっと立ち上がらせる。

「ただし、救きゆう援えんが来るとは言ったが、今すぐってわけにゃいかねえ。急ぐよう命じたが、どんなに頑がん張ばっても明後日あさつてまではかかる。それまでは、この城の中で頑がん張ばらなきゃならねえ。そこでだ。みんなを中庭に集めてくれ。身分を問わず、全員だ。これから援えん軍ぐんが着くまでどうやって凌しのぐか、きちんと方針を決めておきたい」

「分かりました！　今すぐ集めます！」

　城じよう壁へきの階段を駆かけ下りていくアティスナス王。

　レオームはゆっくり歩いてその後を追うと、中庭に腰こしを下ろして皆みなが揃そろうのを待った。




　やがて、城じよう壁へきの上に残した見張りの兵以外全てが集結した。騎き士し、平民合わせておよそ七百人。その内半分は老人、女、子供で戦力外だ。

　……思ったより騎き士しの数が少ねえな。

　突とつ然ぜん襲おそわれて、再集結出来なかった騎き士しが結構いるようだ。レオームは思わず爪つめを嚙かんだ。想像していたより厳しい状じよう況きようかもしれない。

　アティスナス王が、集まった全員を前に声を張り上げた。

「これよりレオーム王の下もと、作戦会議を行う！　静せい粛しゆくに致いたせ！」

　静まる騎き士しおよび兵および民衆。

　レオームは立ち上がると、みんなの緊きん張ちようを解きほぐすように砕くだけた調子で挨あい拶さつした。

「イアンマッド王国のレオームだ。まずは今日一日みんなよく頑がん張ばった。俺おれが来るまで落城せずに堪こらえた事に、礼を言わせてくれ。本当なら明日に備えて、少しでも寝ねて体力を回復しといて欲ほしいとこなんだが、敵さんの攻こう撃げきが始まってからじゃ作戦を話す時間はねぇ。そんなわけで、眠ねむいだろうが、ちょっとばかし付き合ってくれ」

　笑え顔がおで話しながら、皆みなの様子を観察するレオーム。

　皆みな、疲つかれてはいるがちゃんと聞いている。その目は、レオームに縋すがり、助けを求める事が出来るのかどうか品定めをしている目だ。自分たちで戦って状じよう況きようを切り開こうという目ではない。どの顔も疲つかれ切きり、それ以上に気持ちがすっかり縮こまって、覇は気きを失っている。これでは戦えない。

　そう見て取ると、レオームは唐とう突とつに切り出した。

「ところで突とつ然ぜんだが、作戦の話をする前に、お前たちに聞きたい事がある」

　一つ咳せき払ばらいをして間を取ってから、じっと皆みなの顔を見つめる。そして、全員の注目がレオームに集まったところで、おもむろに尋たずねた。

「お前ら、何が何でもアティスナス王を守ろうって気持ちはあるか？」

　そのレオームの問いに、集まった人々の間はドキッとした顔を浮うかべた。皆みな一様にうつむき、視線を地面の上に彷徨さまよわせる。

「そ、それは……」

「もちろん……」

　そこかしこでボソボソ囁ささやく声がするが、はっきりとした声は上がらない。

　アティスナス王は、みんなのその反応を見て怒おこったり落おち込こんだりせわしなく表情を変える。

　レオームは空気を和なごませるように明るく笑った。

「まあいい。分かった分かった。そりゃあそうだよな。一国の王ともあろう者が、たった一人の女騎き士しに怯おびえて、事もあろうに連戦連敗の腰こし抜ぬけと評判のこの俺おれにあっさり降くだっちまった。そして今回も、大して国力の違ちがわねえユーステスに攻せめ込こまれて、為なす術すべもなく城に籠こもってんだ。情けねえ王様だって思うのは当然だ。誰だれだってそう思う。守る気なくすのも仕方ねえ」

「そんな、レオーム様……！」

　アティスナス王が泣きそうな顔でレオームを見た。

　城内の騎き士しも農民も、まるで自分たちが責められたかのように決まりの悪そうな顔をする。レオームに同調してアティスナス王を批判しようとする者は一人もいない。それを確かく認にんして内心ホッとするレオーム。

　……慕したわれてんじゃねえか。

　チラリとアティスナス王を見て微笑ほほえむと、レオームは力強い声で続けた。

「だがな！　今日、アティスナス王は、眼下に迫せまるユーステスの軍とサミロイ王に向かって言い切った！　自分は、決して降こう伏ふくなどしない！　このレオームの下もとで戦たたかい抜ぬくつもりだと！　あの時アティスナス王は、ユーステス王国の背後にあの大国ガーシキアがついてる事を知らされたばかりだ！　さぞ怖こわかったはずだ！　しかも、フィーリがガーシキア王国に捕つかまってると聞かされた！　フィーリが怖こわくてイアンマッドに降くだったんなら、もう従う理由なんかないはずだ！　寝ね返がえっちまおうかっていう思いが、胸をよぎらなかったはずはねえ！　朝からずっと援えん軍ぐんもなく孤こ立りつしたままで、使いに出した騎き士しはまだ戻もどらず、援えん軍ぐんが来るかどうかも分からねえ！　お前らだって怖こわかっただろ？　誰だれだって怖こええに決まってる！　ましてや王ってのは、お前ら全員の命を預かる立場！　お前ら全員分の怖こわさを、たった一人で受け止めなきゃならねえんだ！　逃にげたくなっても当然！　お前らも自分がもしアティスナス王の立場だったらと考えてみろ！　想像するだけで逃にげ出だしたくなるだろ？」

　レオームはそこで少し言葉を切った。みんなが想像する時間を与あたえてから、話を続ける。

「それなのに、このアティスナス王は、奴やつらに向かってあの啖たん呵かを切って見せたんだ！　矢の的にされそうな城じよう壁へきの上に仁に王おう立だちになって、一万人はいるだろう敵軍にたった一人で向かい合って、てめえらなんかこの俺おれのインガーティ王国が叩たたき潰つぶしてやる、背後についてるガーシキア共々討うち滅ほろぼしてやる、ってな！　ありゃあ最高にカッコ良かった！　あれを聞いて、俺おれは痺しびれたぜ！　何てカッコいいんだろう、あれこそまさに王のあるべき姿だ、ってな！」

　そう言うと、レオームはアティスナス王の肩かたをがっしりと摑つかんだ。

「あの時俺おれははっきり決めた！　アティスナス王は絶対に死なせねえ！　こんな立派な男をみすみす死なせたら、ディアスフェルドの騎き士しとして名折れだからな！」

　その顔に、明るく、力強く、そして不敵な笑えみが浮うかんだ。

「レオーム様……！」

　アティスナス王は、まさかの大絶賛に驚おどろきと感動の眼差まなざしでレオームを見つめる。

　レオームはアティスナス王を見て一つうなずき、再び皆みなのほうを向くと、からかうような目つきになった。

「もしお前らがアティスナス王を守る気がないってんなら、今すぐ門を出てユーステス王国に投降したって構わねえ。アティスナス王はすでに俺おれの家臣。俺おれの物だ。お前らがいなくても、アティスナス王は、俺おれと俺おれの騎き士したちが守る。心配する事ぁねえ」

　そう徴ちよう発はつすると、ニヤリと笑うレオーム。

　人々は、しんと静まりかえった。

　その胸の内に、様々な思いが渦うず巻まいた。

　他国のレオームがアティスナス王を絶対守ると言っているのに、自分たちは王を守るかと聞かれて守ると即そく答とう出来なかった事への、後ろめたさと恥はずかしさ。

　アティスナス王はイアンマッドが守るからお前らは必要ないと言われた事への、悔くやしさと情けなさ。

　そして、レオームが言ったように、昼間アティスナス王ははっきりと敵軍に対して戦う意志を見せたというのに、一いつ緒しよに戦おうという気き概がいを失っていた弱い自分たちへの不ふ甲が斐いなさと怒いかり。

　沈ちん黙もくが続いた。

　篝かがり火びの爆はぜる音だけが辺りに響ひびく。

　やがて、騎き士しの一人が我が慢まん出来なくなったように立ち上がった。

「何を言う！　アティスナス王を守るのは我々だ！」

　それに触しよく発はつされて、他の騎き士したちも一いつ斉せいに大声を上げ始める。

「アティスナス王はインガーティの王だ！　それを守るのは俺おれたちインガーティの人間の務めだ！」

「自分たちの王くらい、自分たちの手で守ってみせる！」

「そうだ！　アティスナス王がアンタに臣従したかどうかは関係ない！　イアンマッドの人間はすっこんでてくれ！」

「そもそもアンタはたった一人じゃないか！　俺おれたち無しでどうやってアティスナス王を守るってんだ！」

　それを見たレオームは、嬉うれしそうにニヤリと笑った。

「何だ？　まだまだ元気余ってんじゃねえか」

　そして腕うでを突つき出だすと、指を二本立てる。

　どういう意味かと黙だまり込こむインガーティの騎き士したち。

　レオームは皆みなが鎮しずまるのを待って言った。

「あと二日だ。明日、明後日あさつての二日だけ凌しのげばいい。俺おれの援えん軍ぐんが明後日あさつて中に到とう着ちやくする。この俺おれ直属のハイアッドの騎き士しどもも来るし、ルスタットの兄貴に従ってアルキラン軍を散々蹴け散ちらした長なが腕うでのイライオルも来るし、何があっても決して退かねえ事で有名な鉄てつ壁ぺきのエタトラットも来るし、最近ここインガーティと一いつ緒しよに仲間になった国の王たちもみんな来る」

　その言葉に、人々は驚おどろいたように息を吞のんだ。

　援えん軍ぐんの報しらせ。

　誰だれもが待ちわびていたその言葉に、皆みなは喜びに目を見開き、だが素す直なおにそれを信じて良いのかと、戸と惑まどいがちに顔を見合わせた。

　その内の一人が、尚なおも疑わしげに尋たずねる。

「何な故ぜレオーム様だけがお一人で来られたのです？　本当に救きゆう援えんが来るのなら、その救きゆう援えん部隊と一いつ緒しよに駆かけつければよいではないですか！　たった一人で来られても、何が出来るというのです？」

　レオームはその当然の問いを聞くと、ニヤリと笑った。

「俺おれは先のアルキランとの戦争で二十七回の籠ろう城じよう戦をやった。普ふ通つうの騎き士しが一生かけても、なかなか経験出来る回数じゃねえ。自分で言うのもなんだが、俺おれは籠ろう城じよう戦の経験じゃあディアスフェルドでも一、二を争う男だぜ？」

　それを聞いて、奥おくから野次が飛ぶ。

「だが、全部落とされたんだろう？」

「おっと、なかなか詳くわしい奴やつがいるな。そんな事まで知られてるとは、有名人は辛つらいねまったく」

　レオームは苦く笑しようしてから、野次の飛んできた方を見た。そして、自信満々に答える。

「まあ確かに、俺おれの守った砦とりでは生あい憎にく全部落とされたが、俺おれはそれだけの敗戦を全て生き残った。俺おれと一いつ緒しよに戦った騎き士しや保護した村人たちも、ほとんどが生き延びた。俺おれはアルキラン相手に一度も勝てなかった連戦連敗の腰こし抜ぬけレオームだが、仲間を死なせねえ事にかけちゃ、誰だれにも負けねえぜ」

　そして、改めてアティスナス王の肩かたを叩たたいた。

「俺おれが一足先に駆かけつけたのは、さっきも言ったように、大事な家臣となったアティスナス王を死なせねえためだ。そして、王ってのは家臣と領民のお陰かげで生きてられるんだ」

　そこでレオームは、目の前の騎き士しや民衆を指さした。

「つまり俺おれは、お前らの事も死なせるわけにはいかねえって事さ。だから、アティスナス王を連れ出すんじゃなく、俺おれも籠ろう城じように参加するんだ。安心しろ。ユーステス軍の城攻ぜめなんて、アルキランの奴やつらに比べりゃ子供だましもいいとこだ。俺おれの言う通りにしてりゃ、援えん軍ぐんが来るまで耐たえるなんて屁へでもねえぜ」

　レオームの強気の笑え顔がおに、インガーティの人々は思わず黙だまった。

　レオームが無傷で今こうして生きているという事実が、その言葉に何よりの説得力を与あたえた。

　レオームが単身ここに来たという事実が、レオームが本気である事をこの上なく証明した。

　援えん軍ぐんは間ま違ちがいなく来る。

　それまでこの城で耐たえ抜ぬく事は出来る。

　その確信が、人々の胸中に芽生え始めた。

　静かになった騎き士しや村人を、レオームは見回した。

「もう一度言うぜ。投降したい奴やつは今すぐ門を出て投降しろ。ユーステスの連中はインガーティを味方に付けたいんだから、投降して仲間になるなら殺されはしねえ。そして俺おれはさっきも言ったように、お前らの事も死なせるつもりはねえから、投降したって何も咎とがめやしねえ。その上で、改めてお前らに聞く」

　静かにそう言うと、アティスナス王の肩かたに手を置いて、息を吸すい込こんだ。そして、大声で問いかける。

「このまま城内に残って、俺おれと一いつ緒しよにアティスナス王を守ろうって思う奴やつはいるか[image: !!!]」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そして、堰せきを切ったように、皆みなの口から次々と声が上がった。

「俺おれは戦うぞ！」

「俺おれもだ！」

「聞かれるまでもない事！」

「自じ分ぶんたちの王を見捨てて投降なんか出来るものか！」

「そうだ！　我らは騎き士しぞ！」

「騎き士しじゃなくても戦うわい！」

　城内は怒ど濤とうのような声で溢あふれ返った。

　さっきまでしょぼくれていたのと同じ人々とは思えぬほど、士気が高まり、その表情に活気が漲みなぎる。

　レオームはそれを見て満足げにうなずくと、アティスナス王の肩かたをポンと叩たたいた。

「大した人望じゃねぇか。お陰かげでみんなをまとめるのも簡単で助かったぜ」

　そう言ってニッと笑うと、皆みなに向かって明るく呼びかける。

「よーし。それじゃ、味方が来るまでみんなで生いき抜ぬくための作戦会議と行くか！」

　意い気き揚よう々ようと話し合いを始めるレオーム。

　アティスナス王はそれを後ろから眺ながめ、感服したように溜ため息いきを漏もらした。

　……あれだけ悄気しよげ返っていた我わが軍の士気が、見み違ちがえるように甦よみがえった。さっきまで人々を覆おおっていた恐おそれも疲つかれも迷いも、レオーム様の笑え顔がおが全て吹ふき飛とばしてしまわれた。

　元気を取とり戻もどした皆みなの顔を眺ながめるアティスナス王。

　……しかもレオーム様は、その事を誇ほこるでもなく、この私の人望のお陰かげだなどと礼まで述べられた。この方にとって、この程度は何でもない事なのだ。これが真の王たる器。王の上に立つ王の器うつわ。この方に仕えると決めた私の判断は、やはり間ま違ちがいではなかった……！

　惚ほれ込こんだら誰だれより一いち途ずなアティスナス王は、力強く両の拳こぶしを握にぎりしめ、感動に打ち震ふるえながら、レオームの背中を見つめて一層の忠誠を心に誓ちかうのだった。










　第十三章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その三




　レオームがアティスナス王救きゆう援えんのため、単身インガーティ城に乗のり込こんだ次の日の朝。

　城を包囲していたユーステス軍は、夜明けと共に攻こう撃げきを再開した。

　喊かん声せいが嵐あらしの如ごとく四方を覆おおい、雨あられと放たれる矢が容よう赦しやなく城じよう壁へきの上の兵を襲おそう。

　籠ろう城じようしているインガーティ側は、まるで射返す気配がない。

　レオームはインガーティの城じよう壁へきの上で、味方に向かって叫さけんだ。

「昨日言った通り、矢は受けるだけでいいからな！　無理に射返すな！」

　そう言いながら、自らも急ごしらえの木の盾たてで矢を受ける。

　そのレオームの左右には、他の騎き士しや村人たちが同じく木の板で出来た盾たてを構え、互たがいに密着して盾たての壁かべを作った。後ろには替かえの盾たてを持った者が並び、盾たてに敵の矢がたっぷり突つき立たったところで素す早ばやく入いれ替かわる。後方に退いた兵は新たな予備の盾たてに替かえ、盾たてに刺ささった矢は引ひき抜ぬかれて矢箱に納められた。

「よーし。一気に数百本は取れたな。大量大量」

　後方に下がったレオームは、矢箱の中を覗のぞき込こんで満足げに笑った。

　外に打って出られない状じよう況きようで、矢の備び蓄ちくも足りない以上、まずはこうして矢を集める事に集中する作戦だ。

「無む駄だな矢を射るんじゃねえぞ！　必要な時のために取っとくんだ！」

　改めて念を押おすレオーム。

　城外のユーステス軍は、射返してこないインガーティ側の動きにしばし首を傾かしげた。

「奴やつらめ。こちらの矢を集めておるのか」

　ユーステス王サミロイは、籠ろう城じよう側の狙ねらいに気付くと、少し考えてから指示を出した。

「火矢を放て」

　それを聞いた側近の騎き士しが首を傾かしげる。

「火矢ですか？　しかし見たところ、奴やつらは城じよう壁へきの上に櫓やぐらを組んでいるわけでもなく、燃えそうな物は見当たりませぬ。余り効果は……」

　火矢は、矢の先に油に浸ひたした布を巻くので重くなり、当然射程は短くなる。そのため、射手は城へ近づかねばならない。しかも、延えん焼しようさせられる物がなければ火矢を放つ意味はない。無む駄だに危険が増すだけだ。

　だがサミロイ王は落ち着いた様子で言う。

「奴やつらは射返しては来ぬ。恐おそらく、昨日の攻こう防ぼうで射尽つくしたのだ。だから今、必死になってこちらの矢を集めておる。それに、あの盾たては木で出来ておる。火矢を放てば盾たてが燃える。たとえ盾たてが燃えずとも、たっぷり油を拭ふくんだ火矢が足元に転がれば動どう揺ようし、火消しに追われる。その隙すきに梯はし子ごを掛かけるのだ」

　そして、ジロリと騎き士しを見た。

「分かったらやれ」

「ははっ！」

　慌あわてて飛んでいく騎き士し。

　包囲しているユーステス軍はインガーティ城に向けてじりっと前進し、そして一いつ斉せいに火矢を放った。

「火矢だ！」

　籠ろう城じようしているインガーティ側で、声が上がった。

　木の盾たてに次々と火の点ついた矢が刺ささり、炎ほのおが盾たてに燃え移る。

「革かわの盾たてに持もち替かえろ！」

　レオームの声が響ひびいた。

　そして、表に革かわを張った盾たてを持った騎き士したちが前に出る。革かわは木と比べると段だん違ちがいに燃えにくく、火ひ攻ぜめに強い。騎き士しの盾たては割れ難にくいよう革かわを張るのがディアスフェルドの常識なので、革かわの盾たては元からそれなりの数がある。

　革かわの盾たてを構えた騎き士したちの背後で、砂を詰つめた木箱に火の点ついた盾たてを埋うめて消火する村人たち。油をたっぷり含ふくんだ火矢に水を掛かけると、火の点ついた油が水に弾はじかれ延えん焼しようする危険もあるが、砂を被かぶせれば安全かつ確実に消える。この砂箱も、昨夜の晩の内にたっぷりと準備してある。

「砂を被かぶせたら、念のため上から小便掛かけとけ！」

　レオームが指示した。

　尿にようを使うのは、水を節約するためだけではない。激しく油の燃えさかったところへ水を掛かけても消せないどころか油が飛び散り逆効果だが、尿にようは油を乳化するので弾はじかれにくい。油の燃ねん焼しようには水より尿にようのほうが効果が高いのである。レオームはその事を、アルキランとの戦いから経験的に知っていた。

　一部の矢は城じよう壁へきを飛とび越こえて中庭へと落ちたが、小屋の屋根など燃えそうな物は昨日の晩から何度も水を掛かけて湿しめらせてあり、更さらにはすぐに土を被かぶせられるよう予あらかじめ地面を掘ほり返かえして柔やわらかくしてある。地面に落ちた火矢の炎ほのおは、たちどころに消し止められる。子供たちも、火矢に小便を掛かけては面おも白しろがってはしゃいだ。

　騎き士しも兵士も農民も、男も女も大人も子供も、全てが一いつ致ち協力しながら総動員で消火に当たるインガーティ城内。

「こんなもん、昨日だって散々やられたが守りきったんだ！」

「それに今日は昨日と違ちがって夜の内にたっぷり準備してあるからな！」

「いくらでも来いってんだ！」

　全員がせわしなく立ち働きながら、顔には強気の笑えみが浮うかぶ。

　だが、火の点ついた盾たてを処理する際に、多少の隙すきが生まれたのを、攻こう撃げき側のユーステス王サミロイは見み逃のがさない。

「梯はし子ごをかけろ！」

　号令が響ひびき、梯はし子ごを担かついだ兵士が一いつ斉せいに城じよう壁へきへ向かって走った。

　壁かべのあちらこちらに長い梯はし子ごがかけられ、鎧よろいに身を包んだ騎き士しが次々と登り始める。

　戦場で武勇を示す事のみが、騎き士しの地位と立場を保証する時代である。一番乗りの功名を求めて、立派な鎧よろいに身を包んだ騎き士したちが、凄すさまじい勢いで梯はし子ごを登っていく。

「来たぞ！」

　レオームは叫さけぶと、昨夜の内に作っておいた鉤かぎを取り出した。鉤かぎには綱つなが結んであり、その綱つなの先は屈くつ強きような男たち数人が握にぎっている。

　レオームは、一番端はしにかけられた梯はし子ごに鉤かぎを引っかけた。綱つなを握にぎる男たちは、梯はし子ごから一番離はなれた端はしに陣じん取どる。レオームは、梯はし子ごを登る敵の数が充じゆう分ぶん増えるまで待ってから、合図を出した。

「押おせ！」

「おうっ！」

　城じよう壁へきの騎き士しが数名、力を合わせて梯はし子ごを城じよう壁へきから突つき放はなす。

　すかさずレオームの次の合図が飛んだ。

「引っ張れ！」

「おおっ！」

　今度は、綱つなを持った男たちが一いつ斉せいに引っ張った。

　城じよう壁へきから突つき放はなされた所を横に引っ張られた梯はし子ごは大きくぐらつき、隣となりに並んだ梯はし子ごを次々と巻まき込こみながら横よこ倒だおしに倒たおれる。悲鳴と共に大きな音を立てて梯はし子ごは折れ、登っている最中だった騎き士したちは軒のき並なみ大怪け我がを負った。ユーステス軍の被ひ害がいは甚じん大だいだ。

「やったぞ！」

　ドッと歓かん声せいが上がるインガーティ城内。

　一人一人の表情に士気が漲みなぎり、活気が溢あふれた。絶望的な顔でひたすら耐たえていただけの昨日とは違ちがい、今日は完全に勝かち戦いくさの空気である。まるで負ける気がしない。

　……レオーム様が一人加わっただけで、こうも見み違ちがえるものか！

　アティスナス王は、自らも勇気が沸わき立たってくるのを感じながら、改めてレオームの背中を見た。

　この時代のディアスフェルドでは攻こう城じよう技術は停てい滞たいしていて、本来なら城を守る方が圧あつ倒とう的てきに有利だった。城内の士気さえ下がらなければ、十倍の兵力を相手にしても数ヶ月くらい余よ裕ゆうで持もち堪こたえられるのが普ふ通つうであった。今、インガーティ城を取り巻く敵の勢力は十倍以上だが、イアンマッドからの援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで、わずか三日我が慢まんすればよいだけ。インガーティの騎き士しや領民には、最も早はや恐おそれも迷いもない。

　……いける！

　アティスナス王は、確信と共に力強く拳こぶしを握にぎりしめた。

　一方、包囲しているユーステス王サミロイは、驚おどろいたようにインガーティ城を見上げた。

「この戦い振ぶり！　昨日とはまるで違ちがうではないか！　一体何があったというのだ！」

「サミロイ王！　今ので用意した梯はし子ごの大半が壊こわれてしまいました！　城に籠こもられたままでは打つ手がありません！」

　前線から戻もどってきた騎き士しがそう報告に来る。

「ええい！　壊こわれたならすぐ直せ！」

　サミロイ王は苛いら立だったように命じると、城じよう壁へきの上のアティスナス王を睨にらんだ。

「……だが確かに、城に籠こもられたままでは打つ手がない」

　忌いま々いましげに舌打ちする。

　そして、馬に跨またがると一人前に出た。城じよう壁へきの上のアティスナス王に向かって、大声で呼びかける。

「どうしたアティスナス王！　昨日は随ずい分ぶんと威い勢せいのいい事を吠ほえておったが、今日はすっかり大人しいではないか！　矢の一本も射返して来ぬとは、レオーム王の腰こし抜ぬけがうつったか！」

　そして、背後の騎き士したちに合図をする。

　一いつ斉せいに大声を上げ始めるユーステスの騎き士したち。

「アティスナス王の腰こし抜ぬけめ！」

「こんな臆おく病びよう者ものが王だなどと、聞いて呆あきれる！」

「ディアスフェルドの騎き士しの面つら汚よごししめ！」

　挑ちよう発はつだ。アティスナス王を馬ば鹿かにし、怒おこらせて、城外に誘おびき出だそうという肚はらである。

　しかしアティスナス王はまるで取り合わない。

「ユーステスの奴やつらめ、我らを誘おびき出だそうと焦あせっておるわ」

　城じよう壁へきの上からユーステス軍を見下ろして、愉ゆ快かいそうに笑うアティスナス王。

　昨夜、レオームの口からその勇気を称たたえられたアティスナス王にとって、今いま更さらユーステスの連中が何を言おうがまるで気にならない。己おのれの勇気は主君レオームが知っていてくれる。ならばそれだけで騎き士しの誇ほこりは守られるのだ。

　そして、それはインガーティの騎き士したちも同じ。アティスナス王を腰こし抜ぬけと罵ののしる奴やつらは、自分たちの王様の勇気を知らない馬ば鹿かどもだ。ユーステスの連中に何を言われようが、我らがアティスナス王は勇気ある王であり、レオームがそれを認めているという現実は変わらない。下らない罵ば詈り雑言など、言えば言うだけ恥はじを搔かくというものである。相手にするまでもない。

　一向に挑ちよう発はつに反応しないインガーティの様子に、ユーステス王サミロイは業ごうを煮にやした。

「よかろう！　今から我らは近きん隣りんの村に糧りよう秣まつを徴ちよう発はつしに行く！　貴様らインガーティの腰こし抜ぬけどもは、その壁かべの中で震ふるえて縮こまっているがいい！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、アティスナス王から余よ裕ゆうの表情が消えた。

　ユーステス軍は糧りよう秣まつ徴ちよう発はつと言うが、実際には略りやく奪だつだ。食べ物や家か畜ちく、布や鉄製品などを奪うばい、家々を焼き、畑を荒あらして来るのである。放っておけば、辺りはどんどん荒こう廃はいしていくばかり。しかしそれをやめさせようと城を出れば、それこそ相手の思おもう壺つぼである。向こうの狙ねらいはあくまでインガーティ軍を城の外へ誘おびき出だす事なのだ。

「サミロイ王め……！　汚きたない手を……！」

　グッと歯は軋ぎしりをしながら、離はなれていくユーステス軍の一部隊を睨にらみ付つけるアティスナス王。その全身が、わなわなと震ふるえる。

　レオームはその悲痛な表情を見て、ハッとした。蹂じゆう躙りんされる領民たちを救えない自分の無力さへの怒いかり。親友である黒くろ髭ひげのオークナグがタガン村の領民が殺された時の、悲しみと怒いかりに満ちた表情が、アティスナス王と重なった。

　……ああ。

　レオームは、胸の内で嘆たん息そくした。

　……コイツは本当に領民思いの王なんだな。

　レオームはぐしゃぐしゃと髪かみを搔かくと、小さく舌打ちした。

「ちっ。仕方ねえ……！」

　そして、くるりと向きを変えると城じよう壁へきを下りる階段へ向かう。

「アティスナス王！　十じゆつ騎きばかり借りるぜ！」

「レオーム様!?　何を!?」

　驚おどろいて振ふり返かえるアティスナス王。

「ちょっと、奴やつらの邪じや魔まをしてくる！　裏門開けてくれ！」

　レオームはそう言って、何な故ぜか鎧よろいを脱ぬぎ始める。

「なっ!?　お待ち下さいレオーム様！　たった十じゆつ騎きで外へ出るなど自殺行こう為い！　それに、何な故ぜ鎧よろいを脱ぬがれるのです！」

「そりゃあ死にたくねえからさ！」

　レオームは弓と矢を持ち、中庭へと駆かけ下りた。

「馬に自信のある奴やつはいるか!?」

　下にいた騎き士したちに問いかける。

　そして名乗りを上げた騎き士しを十名選ぶと、指示を出した。

「よーしお前ら！　弓とありったけの矢を持ってついてこい！　それから縄なわを一束だ！　鎧よろいは脱ぬいどけ！　ただし盾たては背中に背し負よっとけよ！」

　そして自らも馬に跨またがり、開門を促うながすようにアティスナス王を見上げる。

　アティスナス王は迷ったが、何しろ主君レオームの命令だ。逆らうわけにはいかない。

「ええい、やむを得ん！　各員、敵てき陣じんに矢を浴びせよ！」

　城じよう壁へきの上から指示を出した。

　集めた矢が一いつ斉せいに放たれる。

　敵は慌あわてて後退し、盾たてを構えた。

「今だ！　裏門、開け！」

　アティスナス王が叫さけび、レオームと志願した騎き士し十じゆつ騎きは、開いた裏門から素す早ばやく駆かけ出だした。

　飛び出すと同時にすぐさま門は固く閉じられ、レオームたちは一気に敵の包囲網もうを突とつ破ぱすると、村を荒あらしに向かった敵の分隊を追った。










　第十四章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その四




　インガーティ城を飛び出したレオームは、ユーステス軍の徴ちよう発はつ部隊を追いかけて、広い平原に出た。辺りは良く開かい墾こんされ、どこまでも畑が広がっている。

　レオームに付いてきた十じゆつ騎きの内の一いつ騎き、イアンマッドへ使者として遣つかわされた騎き士しでもあるカイクネックが、レオームと併へい走そうしながら尋たずねた。

「ところでレオーム様。何な故ぜ鎧よろいを脱ぬぐようご命令なされたのか、お尋たずねしてもよろしいですか？」

「今はちょいと急がなきゃならねえから、説明は後だ。なに、俺おれの指示通りにやってりゃ、すぐに意味は分かるさ」

　そう言って笑うレオーム。

　やがて馬を走らせる内に、敵の徴ちよう発はつ部隊が見えてきた。

　カイクネックが叫さけんだ。

「いました！　突とつ撃げきしますか？」

　だがレオームは首を横に振ふる。

「いや、突とつ撃げきはしねえ。うんと遠回りしながら、奴やつらの右横まで回り込こむぞ」

　そう言って馬の向きを変えるレオーム。

「真横に？　突とつ撃げきはしないのですか？」

　驚おどろくカイクネック。

「槍やりも持たず、鎧よろいも無しに突とつ撃げきなんて自殺行こう為いだぜ？　ま、言う通りにやってみろって」

　レオームはニヤリと笑うと、馬の速度を上げた。慌あわててその後を追いかける十じゆつ騎きの騎き士したち。

　やがてレオームたちは、敵の部隊の右に、百歩ほどの距きよ離りを開けて並んだ。ディアスフェルドでも「一歩クーラ」は左右の足を一回ずつ進めた長さだが、地方によって一五〇センチメートル程度から一七〇センチメートル程度までばらつきがある。だが「百歩」は「矢の刺ささる距きよ離り」という意味で使われ、ディアスフェルドの弓矢の平均的な有効射程はどの地方でも大体百五十メートルほどであった。

　レオームは敵をやや追おい越こしたところで止まった。

「よし！　馬を止めろ！　そして弓を構えるんだ！　下馬はするなよ！　馬上でだ」

「馬上で？」

　驚おどろくカイクネックおよびインガーティの騎き士したち。

「心配ねえ！　止まった馬の背で左向きに射るだけなら、誰だれにだってすぐ出来る。ウチの騎き士しの中で一番不器用な黒くろ髭ひげのオークナグですら出来るんだからな！」

　レオームは笑うと、手本を示すように矢を番つがえる。慌あわててそれに倣ならう騎き士したち。

「よし！　放て！」

　立て続けに矢を放つと、レオームは再び手た綱づなを握にぎった。

「よし！　逃にげるぞ！　全速力だ！」

「えっ!?」

　再び驚おどろくインガーティの騎き士したち。敵を目の前にして剣けんも交えずに逃にげるなどという発想は、ディアスフェルドの騎き士しにはない。

　だがレオームは、全速力で馬を走らせた。

「アイツらの弓矢の射程から出るんだよ！　急げ！」

「おっ、お待ちを！」

　戸と惑まどいながら、慌あわててその後ろを追いかけるインガーティ騎き士したち。

　その背後からユーステス軍の矢が飛んできた。距きよ離りが離はなれているので威い力りよくはなく、背中に背負った盾たてに簡単に防がれる。馬の尻しりに当たった矢も、掛かけてあった尻しり革かわに当たって、刺ささることなく弾はじかれた。

　ユーステス軍は、レオームたちが少数だと見て取るとすぐさま追いかけ始めた。

「奴やつら、追ってきます！」

　カイクネックが後ろを振ふり向むいて叫さけんだ。

　レオームはいたずらっ子のようにニヤリと笑う。

「それでいい！　少し馬の足を緩ゆるめろ！　今の距きよ離りを保ったまま走るんだ！」

「足を緩ゆるめる？」

　困こん惑わくしたまま指示に従うカイクネック以下十名の騎き士したち。

　しばらく走る内に、追いかけてくるユーステスの騎き士したちは段々とバラバラになってきた。体力のある馬に乗った者はレオームたちに食らいついてくるが、そうでない馬は徐じよ々じよに疲つかれて遅おくれ出す。

　一方、鎧よろいを着ていない軽装のレオームたちが乗る馬は、まだまだ元気一いつ杯ぱいだ。皆みな足並みを揃そろえ、一丸となって逃にげ続ける。

　やがて、ユーステスの先頭を走る馬も、レオームたちに遅おくれ始めた。

　それを見たレオームは、頃ころ合いを見て馬を止めた。

「よし！　全員止まれ！　馬の向きを変えて、左側を敵に向けるんだ！　射程に入ったらもっかい弓で射るぞ！」

　その指示に従って全員馬を止めると、矢を番つがえ弓を構える。

　そこへ、追ってきたユーステス軍の先頭の騎き士しが姿を現した。

　途中に生えていた木を目印に、そこから走った馬の歩数で「百歩の距きよ離り」を測っていたレオームは、目印の木にユーステス騎き士しの先頭が並んだところで大声で号令した。

「放て！」

　掛かけ声ごえと同時に、十人の騎き士しが一いつ斉せいに矢を放つ。

　その内の一本が兜かぶとの隙すき間まに突つき刺ささり、ユーステスの騎き士しは馬から落ちた。

　そこへ、後続のユーステス騎き士したちが追いついてくる。

　落馬した騎き士しを見て驚おどろき、レオームたちの姿を見て再び馬の足を速めるユーステスの騎き士したち。

「よし！　んじゃまた逃にげるか！」

　レオームはそう言って、またしても逃にげる。

　ユーステスの騎き士したちは仲間を倒たおされて、怒いかり心頭で追いかけてくるが、相変わらず距きよ離りは縮まらない。それどころか、重装備の騎き士しを乗せたユーステスの馬だけが一方的に疲つかれて遅おくれていく。

　レオームは、充じゆう分ぶんに距きよ離りが開き、矢を構える余よ裕ゆうが出来るたびに、馬を止めてユーステスの騎き士したちを射させた。その度に、ユーステスの騎き士しは一人ずつ削けずられていく。

　そんな事を繰くり返かえす内に、最初は二百騎き近くいたユーステス軍の騎き士しは半数ほどに減り、馬も疲つかれて走れなくなる。その上、速い馬と遅おそい馬の差が開きすぎて、完全にバラバラにされてしまった。

　一方、軽装のレオームたちの馬はまだまだ元気である。

「それじゃ、そろそろお前らお待ちかねの突とつ撃げきと行くか」

　レオームはそう言って共の騎き士したちに笑いかけると、馬の向きを変えた。

「しかし、突とつ撃げきといっても槍やりがないのでは……？」

　カイクネックが困こん惑わくした顔で尋たずねる。

　レオームはニヤリと笑った。

「代わりにこれがある」

　そう言って、縄なわを取り出す。

「縄なわ？　こんな物をどうするというのです？」

「よーく見ろ。ユーステスの奴やつらはもう完全に一人一人バラバラだ。しかも馬は疲つかれて走れねえ。一方、俺おれたちは十人が一箇か所しよにまとまってる。しかも馬はまだまだ元気だ。って事はだな」

　レオームは、縄なわの先せん端たんをカイクネックに投げて渡わたした。

「俺おれの真横について走れ！　その縄なわはしっかり握にぎって離はなすなよ！」

　そう言うと走り出す。

「は？　はい！」

　わけも分からぬまま縄なわを握にぎり、片手で手た綱づなを操あやつってレオームの右に付くカイクネック。

　やがて、ユーステスの騎き士しに接近すると、レオームが指示を出した。

「アイツを真ん中に挟はさむようにして、左右に分かれろ！　縄なわをピンと張るんだ！」

「はい！」

　言われるままにレオームから離はなれるカイクネック。

　二人の間に縄なわが張られる。

　ユーステスの騎き士しはこちらに気付いて槍やりを構えたが、馬が疲つかれていて動けない。

　レオームが叫さけんだ。

「馬の首に引っかけねえよう気を付けろ！　上に乗ってる奴やつだけ引っかけるんだ！」

　そのまま一気に相手の両りよう脇わきを走はしり抜ぬけるレオームとカイクネック。

　二人の間に張られた縄なわがユーステスの騎き士しの槍やりの下したに入った。そのまま腋わきの下したに引っかかり、騎き士しの体は引っ張られて鞍くらから浮いた。次の瞬しゆん間かん、。激しく地上に叩たたきつけられ、そのまま引きずられる騎き士し。落馬の衝しよう撃げきと、地面を引き回される衝しよう撃げきとで、騎き士しは完全に気を失った。

　レオームはひらりと馬を下り、ユーステスの騎き士しを縛しばり上あげる。

「よし、いっちょあがり。んじゃ次いくか」

　縛しばり上あげたユーステスの騎き士しを置いたまま、レオームは涼すずしい顔で次の標的へと向かった。

　その手て際ぎわの良さに、思わず顔を見合わせるカイクネックと十じゆつ騎きの騎き士したち。

　レオームは同じ要領で何十騎きもの騎き士しを縛しばり上あげ、また矢で倒たおして、二百人はいたユーステスの徴ちよう発はつ部隊を散々翻ほん弄ろうすると、夜になって引き上げた。










　第十五章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その五




　日が暮れて、ユーステス軍本体の攻こう城じようの手も止まり、インガーティ王城の中では一休みしながら夜の食事である。大おお鍋なべが中庭で火に掛かけられ、人々は並んでパンとシチューの配給に与あずかる。明日中には救きゆう援えんが来るとの事で、出だし惜おしみせずたっぷりと出される食事に、城内は和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きで満たされた。

　アティスナス王は無事に戻もどってきたレオームの姿を見て、感激して駆かけ寄よった。

「よくぞご無事で！」

　レオームは平然とした様子で笑うと尋たずねる。

「俺おれが出てた間、何か変わった事はあったか？」

「いえ、何も。あの後もレオーム様のご指示通りに守まもり抜ぬき、万ばん事じ順調でございます」

「そうか。ならいい。一応、見張りは絶やすなよ」

　レオームはそう言うと、自らも列に並んでパンとシチューをもらってきた。

「ああ、腹減ったぜ」

　腰こしを下ろしてパンに齧かぶり付つくレオーム。

　そこへ、遊ゆう撃げきに付き従ったカイクネックや他の騎き士したちがやってきた。

「ご一いつ緒しよによろしいですか？」

「ああ、いいぜ。飯は大勢の方が美う味まい」

　口いっぱいにパンを頰ほお張ばりながら、気さくに笑うレオーム。

　カイクネックたちは遠えん慮りよがちにレオームを囲んで座すわる。

　そのまましばらく無言で行ぎよう儀ぎ良く食べていたカイクネックたちだが、やがてそわそわと我が慢まんしきれなくなったように尋たずねた。

「……それにしてもレオーム様は、あのような戦い方をどこで学ばれたのですか？」

「わざと鎧よろいを脱ぬいで戦うなど、初めて見ました」

「それに、完全武装した騎き士しを相手に縄なわだけで戦う方法など……」

「いくら剣けん聖せいマッキムード殿どのに師事なされたとはいえ……」

　口々に言うカイクネックたち。

　レオームはシチューを啜すすりながら答えた。

「アルキランからだよ」

「えっ？」

　驚おどろく一同。

　レオームは蕪かぶの塊かたまりを口の中に放ほうり込こむ。

「アルキランに散々やられた時に、奴やつらがどういう戦い方をするのか観察した。その内の一つを真ま似ねしてみたんだ」

「アルキランにも騎き士しがいるのですか？」

「歩兵が主だと聞いていたのですが」

　興味深そうに尋たずねる騎き士したち。

　レオームは筋張った蕪かぶを吐はき出だすと、騎き士したちを見た。

「奴やつらは歩兵でも全員馬を持ってるし、馬に乗ったまま戦う奴やつらもかなりの数がいるぜ。言っとくが、アルキランの騎き兵へい連中は走ってる馬の上からでも平気で弓を使う。それも前後左右、どんな方向にでも射る事が出来るんだ。それと比べりゃ俺おれたちが今日やった事なんて、ほんのお遊びだぜ」

　それを聞いたカイクネックが信じられないといった顔をする。

「走っている馬の上で弓を？　アルキラン兵は、全員が手た綱づなを持たずに馬を御ぎよせるのですか？」

「ああ、そうみてぇだ。馬上で両手で槍やりを持つ奴やつもいた。俺おれたちはディアスフェルドを統一した後、そういう連中と戦わなきゃならねえ。ディアスフェルド統一の戦いは全部、アルキランとの戦争に備えるために過ぎねえんだからな」

　淡たん々たんと言うレオーム。

　カイクネックらインガーティ騎き士したちは、その話にゴクリと唾つばを吞のむ。

　レオームはその空気を察すると、緊きん張ちようをほぐすようにニヤリと笑った。

「だから今回、アルキランの戦法をちょっとだけだが真ま似ねしてみたんだ。実際にやってみる事で、その戦法の利点も分かるし、逆に弱点も見えてくる。お前たちも戦ってみて、こりゃ戦いやすいと思ったとこもあれば、こうなったらヤバいなって感じたものもあっただろ？」

　カイクネックたちは互たがいに顔を見合わせてから、うなずいた。そして次々に感想を述べる。

「ええ、。こちらのほうがずっと身軽なので、敵の攻こう撃げきが絶対に届かない距きよ離りを保てるのは戦いやすかったですが、もし逃にげ場ばのないところへ入はいり込こんでしまったら、鎧よろいを着ていないので絶体絶命だと思いました」

「敵を誘おびき出だしてバラバラにする事が出来たので、一人ずつ縄なわに掛かける事が出来ましたが、もし奴やつらがこちらを追ってこなかったら、遠くから矢を放つだけではなかなか埒らちが開かなかったのではないかという気がします」

「確かに。こちらの矢を無視して略りやく奪だつを続けられたら困りますな。何しろ、こちらからは距きよ離りを縮めたくないわけですから、追ってきてくれないと何も出来ない」

「だが、追ってきてくれればこちらの物だ。こちらは軽装だから、馬は速いし疲つかれにくい」

　レオームはそれを聞きながら、満足そうにうなずいた。

「そういう事だ。つまりアルキラン軍が軽装の弓騎き兵へいを寄よ越こしても、挑ちよう発はつに乗って追いかけたりしないほうがいい。重装備で追いかければ、先にこっちの馬の足が止まるだけ。動けなくなったら、軽装の騎き兵へいにも良いいようにやられちまう。それより、ほっときゃいいんだ。守りを固めて相手にしなければ、向こうとしても手出しのしようがねえんだからな」

「なるほど」

「確かに」

　感心してうなずく騎き士したち。

　レオームはそこで、隣となりでずっと黙だまって聞いていたアティスナス王に話しかけた。

「ところでアティスナス王。話は変わるが、一つ気にならねえか？」

「はい？　何で御ご座ざいましょう？」

　キョトンとして聞き返すアティスナス王。

　レオームは城じよう壁へきの向こうの夜空へと目をやった。

「敵のユーステス軍に、増ぞう援えんがまだ来ねえって事にさ」

　それを聞いたアティスナス王は、目をぱちくりさせる。

「増ぞう援えん？　しかしこの軍勢を見るに、ユーステスはほぼ国中の兵力を集めております。これ以上の増ぞう援えんはしようがないのでは？」

　レオームは呆あきれ顔になる。

「おいおい。アイツらが昨日なんて言ってたかもう忘れたのか？　ガーシキア王国を盟主って言ったんだぞ。盟主って事は、二国間だけの同盟じゃねえ。何カ国もが手を組んでるはずだ。大勢で同盟を組んで戦いくさを仕し掛かけて来やがったのに、その同盟国が姿を見せねえ。変だろう？　そいつらは、どこで何をやってんだ」

　アティスナス王はそれを聞いてハッとした。

「そういえば……！」

　カイクネックが口を挟はさんだ。

「それは、我らに抵てい抗こうを諦あきらめさせるための虚きよ言げんだったのでは……？」

　レオームは即そく座ざに首を振ふる。

「いいや、それはねえ。奴やつらは、ガーシキア王国がウチのフィーリを捕つかまえた事を昨日すでに知ってた。この情報が俺おれに届いたのは昨日の朝。フィーリのお供に付けた奴やつが馬をすっ飛ばして、通常七日の道のりを二日で走はしり抜ぬけて持ち帰ったばかりの最新情報だ。噂うわさとして出回ったものが耳に入るにしちゃあ早すぎる。ユーステスのサミロイ王は、ガーシキアから直接教えてもらったに違ちがいねえ」

「では、フィーリ殿どのは本当にガーシキアに……？」

　驚おどろいた顔でレオームを見るアティスナス王。

「ああ」

　レオームは厳しい表情でうなずく。そして続けた。

「……とにかく、ユーステスがガーシキアと同盟を組んだのは確実。国境の守りも放ほう棄きして全軍をここに集めてるって事は多分、ユーステスと国境を接してる国々とも手を組んでるんだろう。そりゃそうだ。俺おれたちイアンマッドやインガーティは今、六カ国の連合だ。それに喧けん嘩かを売るってんだから、最低でも五、六カ国。下手したら、ガーシキアと国境を接してる国全部が手を結んでるかも知れねえ」

「確かに……！」

　アティスナス王と騎き士したちは思わず顔を見合わせた。

　レオームはズイと身を乗り出す。

「で、だ。そいつらは恐おそらく、フィーリを抑おさえたら行動を開始するって手て筈はずになってたんじゃねえかと思うんだ。俺おれんとこの騎き士しで、現在ディアスフェルド中に恐おそれられてるのっていったら、フィーリくらいしかいねえからな。長なが腕うでのイライオルや鉄てつ壁ぺきのエタトラットも名前は売れてるが、あの辺は怖こわがられると言うよりも、討うち取とって名を挙げたいと狙ねらわれるような立場だ。むしろ戦いたい相手。それに、普ふ通つうに考えりゃ、連戦連敗の腰こし抜ぬけレオームに誇ほこり高たかいハイアッド騎き士しが従うとは思わねえから、フィーリを抑おさえておけば手て強ごわいハイアッド騎き士しは動かないだろうって読みもあるだろう」

「なるほど。レオーム様の事を世間の噂うわさでしか知らぬ者なら、そう考えてもおかしくはありませぬ」

　我わが身みを省かえりみながらうなずくアティスナス王。

「直接会えば、尚なお更さらそう思うさ。お前さんはどっちかっていや例外だぜ、アティスナス王」

　レオームはそう苦く笑しようしてから話をまとめる。

「要するに、今回の襲しゆう撃げきは完全に計画的なもんだ。そして、敵はもっと大勢の兵力があるはず。なのに他国の増ぞう援えん部隊がやってこねえのが変だ。昼間、敵の徴ちよう発はつ部隊を攪かく乱らんしに外へ出た時も、ついでに辺りを偵てい察さつしてきたが、援えん軍ぐんが迫せまってる気配はどこにもなかった」

　アティスナス王が首を傾かしげる。

「軍の招集に遅おくれが生じたのでは？」

「いや、それもねぇな。ユーステス王国は怪あやしまれないよう五月祭に紛まぎれて軍を招集した。ユーステスと手を組んだガーシキア王国がフィーリを呼び寄せたのも五月祭。そこまでちゃんと計画済みの作戦だ。前々から時期を定めて計画を練ってたのに、みんな揃そろって遅おくれるなんて事があり得るか？　一国だけ遅おくれるくらいならともかく、全員で遅おくれるなんて、いくらなんでもそんな事はあり得ねえし、万が一揃そろわなかったらユーステスだって軍を動かすのはやめるだろう。一国だけで行動を起こすってのは不可解だ」

「確かに不自然ですな。他が遅おくれたのなら、揃そろうまで待つのが当然ですが。功を焦あせったとか……？」

　アティスナス王は考かんがえ込こむように腕うでを組んだ。

　この時代のディアスフェルドの戦争では、全軍協調しての作戦行動などよりも、個々の武勇を競きそい合あう事を重要視する傾けい向こうが強かった。戦場で一いち番ばん槍やりの栄えい誉よを求めて一いつ騎き駆がけをするように、一部隊が他に抜ぬけ駆がけをして攻せめ込こむ事も、決して珍めずらしくない。

　だがレオームは、その言葉にも首を振ふった。

「いや、多分違ちがうな。ユーステスが国を挙げての大軍で派手に攻こう城じよう戦をやり、それを救きゆう援えんしに俺おれたちイアンマッドが動く。その隙すきを狙ねらって、別の経路からガーシキアを中心とした連合部隊の主力が進軍する……。そういう狙ねらいだろう」

　アティスナス王が顔を上げてレオームを見る。

「つまり、陽動と？」

「そうだ」

　うなずくレオーム。

「では、奴やつらの本当の狙ねらいはイアンマッド？」

「ああ。多分な。イアンマッドの主力をインガーティに誘おびき出だしておいて、その隙すきに別の経路からイアンマッドを制圧しようってんだ。イアンマッドを押おさえちまえば、ここで戦う俺おれたちを北と南から挟はさみ撃うちに出来る。これだけの数で包囲していながら、使者として出したカイクネックがイアンマッドまで無事に着いたのも、わざと見み逃のがした可能性がある」

　レオームはそう言いながら、地面に簡単な地図を描いた。ガーシキアから北に向かって流れるオニソイ川の西岸に、今攻せめてきているユーステス王国があり、インガーティ王国はその北。こちらに戦力が集中すれば、川の東岸ががら空きになる。

「つまり、敵の本隊は東のイィーク王国に向かうと……？」

　アティスナス王は、レオームの描いた地図を見ながら尋たずねた。

「だろうな」

　うなずくレオーム。

　イィーク王国はインガーティの東に位置し、最近イアンマッドに降った四カ国の一つ。ディアスフェルドの北半分を南北に流れるオニソイ川と、そこに流ながれ込こむオーニック川の合流点に王城を構え、国土は全て平野。大軍勢をうんと広く展開して充じゆう分ぶんに力を発揮する事が出来るし、水も食料も現地で調達出来る。大軍を進めるには都合のいい場所だ。

「……それで、どうなさるおつもりです？」

　アティスナス王はレオームの顔を窺うかがった。

　だがレオームはそこで、困ったように頭を搔かいた。

「実は城を出る時、イィークのカター王にも参戦するよう指示を出しちまった。小規模の手勢でいいとは言っておいたが、王が不在ってのはデカい。イィークは、まさか自分が攻せめられるとは思ってねえしな。このままだと、イィーク城をみすみす敵の手に渡わたしちまう事になる」

　アティスナス王は、レオームの困った様子を見て力強く申し出た。

「気力を取とり戻もどした今のインガーティ軍であれば、兵ひよう糧ろうの続く限り籠ろう城じよう戦を戦たたかい抜ぬく事は出来ますぞ。レオーム様は援えん軍ぐんを引き連れて、まずはイィーク王国を救きゆう援えんに向かわれるという手も……」

　しかし、レオームはそれを遮さえぎった。

「いや。明日、援えん軍ぐんが到とう着ちやくしたら、なるべく最短でユーステス軍を降くだして、すぐイィークに駆かけつける」

「しかし、いくら援えん軍ぐんが来たからといって、そんな簡単に勝負が着くものでもございますまい」

「一いつ瞬しゆんで勝負を着ける方法はある。正直、こんな時間のない状じよう況きようじゃなきゃ、絶対やりたかねぇけどな。まあ、そこは俺おれがやるしかねえから、任せとけ」

　レオームは気が重そうにそう言うと、パンの最後の一片ぺんを口に放ほうり込こみ、ゴクリと吞のみ込こんだ。

「分かりました。何なに卒とぞお願い致いたします」

　恭うやうやしく頭を下げるアティスナス王。

「やれやれ、明日は忙いそがしい一日になりそうだぜ」

　レオームは憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやいて夜空を見上げた。その口から、長い欠伸あくびが漏もれた。星は、静かに瞬またたいていた。










　第十六章　インガーティ城の攻こう防ぼう　その六




　翌日、レオームがインガーティ城に来て二度目の朝。イアンマッドからの援えん軍ぐんが来る予定の日である。

　夜空が白み始めると同時に、いつものようにユーステス軍は城に向かって一いつ斉せいに矢を放ち始めた。

　また、先せん端たんに鉄を被かぶせた丸太を数人の兵が抱かかえて門に突とつ撃げきし、打ち破ろうと試みる。

　籠ろう城じようしているインガーティ側は、昨日と同じように統とう率そつの取れた体制で防衛に当たった。昨日集めた矢を放って、門を破ろうとするユーステス軍を追おい払はらい、鉤かぎを引っかけて梯はし子ごを引ひき倒たおす。今日一日耐たえればいいという思いが各人のやる気を押おし上あげ、ユーステス軍の攻こう撃げきは悉ことごとく跳はね返かえされた。

　ユーステス王サミロイは、攻せめあぐねて苛いら立だたしげにインガーティ城を見上げた。

　その時。

　まだ朝あさ靄もやの残る北の方から土つち煙けむりが近づいてきた。

　やがて旗が見え、馬の蹄ひづめの音が大地を揺ゆるがして迫せまってくる。

　それを見て、インガーティ城内に一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

「援えん軍ぐんだ！」

「イアンマッドの旗だ！」

「アグィ王国とイィーク王国、タワック王国の同盟軍も一いつ緒しよだ！」

　現れたのは、騎き士し八千と騎き士し見習いの従者八千、更さらに徒歩の盾たて持ちや農民兵が加わって、総勢二万を超こえる大軍。

「もう着いたか。やるじゃねえかアイツら」

　城じよう壁へきの上に立ったレオームは腰こしに手を当て、満足げに笑えみを浮うかべた。

　一方、慌あわてたのはユーステス軍である。

「援えん軍ぐんだと！　馬ば鹿かな！　早すぎる！　あれだけの軍勢、集めるだけで三日、イアンマッドからここまで進軍するのにも二日はかかる！　救きゆう援えんを呼びに行ってから最低五日は必要なはずだ！　我らがここにきてからまだ三日目ではないか！」

　サミロイ王は狼ろう狽ばいして立ち上がった。

　慌あわてたように後ろを見ると、いつの間に迂う回かいしたのか、南からもインガーティの援えん軍ぐんが迫っている。それも、掲かかげているのはディアスフェルド最強と名高いハイアッドの旗だ。逃にげ場ばはない。

　取り乱した騎き士しが、サミロイ王を見た。

「サミロイ王！　ご命令を！」

「待て！　待て！　待て！」

　頭を抱かかえ、必死で考えを巡めぐらせるユーステスのサミロイ王。

「後ろのハイアッド勢と戦おうとすれば城に背を向ける事になり、城のインガーティ軍は矢を浴びせ放題。しかし今のまま城の方を向いていても、背後から潰つぶされる上、南下してくるイアンマッド勢にいずれは囲まれてしまう。東に逃にげてもオニソイ川に阻はばまれ、西へ逃にげてもレオーム傘さん下かのアグィ王国だ。ならば降こう伏ふくするか？　我らはまだイアンマッドに直接刃はを向けてはおらぬ。インガーティを攻せめただけだ。だがその理り屈くつは通じるか？　インガーティは、レオームに降くだったレオーム傘さん下かの国。そこを攻せめたなら、レオームに牙きばを剝むいたと同じと見られるのではないか？　そうなったらお終しまいだ。フィーリにヤーカスの港町を焼かせたのはレオーム王の命令。見よ。フィーリがおらずとも、レオーム王はハイアッド騎き士しを我わが物として扱あつかっておる。ならば、自分に楯たて突ついた者を生かしてはおくまい。我らはこの場で全員殺され、国は荒あらされて民たみは殺し尽つくされる。どうせ死ぬならばいっそ、ここで敵を斬きって斬きって斬きりまくり、華はな々ばなしく散るほうがよいのでは……」

　サミロイ王は完全に追おい詰つめられた。いっそ討うち死じにして玉ぎよく砕さいしようとまで覚かく悟ごを決める。

　その時、突とつ然ぜんインガーティ城の城門が開いた。

　雪崩なだれを打って飛び出してくる騎き士したち。小こ脇わきに槍やりを構え、全速力で一いつ斉せいに突つっ込こんでくる。

　その先頭を突つっ走ぱしるのはアティスナス王だ。

　武勇を誇ほこりとし、武勇を崇あがめる騎き士したちの中にあって、尊敬と信しん頼らいを勝ち取り、己おのれの威い厳げんを示し続けるためには、王たる者こそが全軍の先頭に立って戦わねばならない。それがディアスフェルドの習い。騎き士しが王に求める最大の資質は、内政や外交といった政治的能力でもなければ戦場における作戦指揮能力でもなく、配下の者を引き連れて真っ先に敵てき陣じんに駆かけ込こむ武勇。王が先せん陣じんを切るのはディアスフェルドではごく普ふ通つうの事であり、年代記作者ネグィオスに将としては凡ぼん百ぴやくと評されたアティスナス王も、凡ぼん百ぴやくであればこそ、その資質だけはしっかりと備えていた。

「しまった……！」

　サミロイ王は凍こおり付ついた。

　城を攻せめようとしていたユーステス軍は騎き士しを含ふくめて全員が徒歩。手にしているのは弓矢ばかりだが、この近きん距きよ離りで矢を放っても、一いち騎き倒たおす間に全員が踏ふみにじられる。インガーティ軍の馬を止めるにはユーステス側も馬に乗った騎き士しを出すか、盾たてと槍やりを構えて壁かべを作るかしかないが、インガーティは完全に籠ろう城じようを決きめ込こんだと思っていたため、こちらには突とつ撃げきに対する備えがない。

　狼ろう狽ばいするユーステス軍。修理した梯はし子ごで城じよう壁へきを越こえようと準備をしていた騎き士したち数人が咄とつ嗟さに梯はし子ごを盾たての代わりにして壁かべを作ったが、インガーティの軍勢は梯はし子ごの隙すき間まから槍やりを突つき入いれ、倒たおれた騎き士したちを踏ふみにじって先へ進む。

　インガーティの軍勢は怒ど濤とうの勢いでユーステス軍を切きり裂さき、一気にサミロイ王のところまで到とう達たつした。

「来るなら来い！　ただでは死なぬ！」

　サミロイ王は腰こしの剣けんを抜ぬいた。

　年代記作者のネグィオスによれば、サミロイ王は武技に秀ひいでており、中でも剣けんは名手として広くディアスフェルドにその名を知られていたという。サミロイ王自身、剣けんの腕うで前まえには絶大な自信と誇ほこりを持っていた。

　サミロイ王が剣を構えたその時、インガーティの軍勢の中なか程ほどにいた騎き士しが一人、ヒラリと馬から飛び降りた。

　サミロイ王は、その顔を見て驚おどろきの叫さけびを上げる。

「レオーム王！　何な故ぜインガーティ城の中から！」

　飛び降りたのはイアンマッド王レオーム。

「アティスナス王から招待されたもんでね。中で一いつ緒しよに酒盛りしてたのさ」

　レオームは笑いながら剣けんを抜ぬき放つ。

「抜ぬかせ！」

　サミロイ王は怒ど声せいと共に斬きりかかった。

　イアンマッド王ならば、相手にとって不足はない。たとえ相あい討うちになろうとも、騎き士しとしての誇ほこりは保たれる。

　捨て身の覚かく悟ごで猛もう然ぜんと剣けんを振ふるうサミロイ王。

　自じ慢まんの刃やいばが唸うなりを上げて空気を切きり裂さき、兜かぶとごと真っ二つに斬きり落とさんと、レオームの頭上へ襲おそいかかる。

　だがレオームの剣けんは、サミロイ王の渾こん身しんの一いち撃げきを紙かみ一ひと重えで受け止めた。次の瞬しゆん間かん、そのまま剣けんを絡からめて巻き上げる。

　甲かん高だかい金属音と共に、サミロイ王の手元から剣けんが離はなれた。高々と空中に跳はね上あげられる剣。そして剣は、サミロイ王のはるか後方に落ちて、地面に突つき刺ささった。

「……っ！」

　武器を失い、その場に硬こう直ちよくするサミロイ王。

　そのサミロイ王の目の前、睫毛まつげに触ふれそうなほどの近さに、レオームの剣けんの切っ先がピタリと突つきつけられていた。

　サミロイ王は動けない。

　息すら出来ずに固まるサミロイ王の額を、冷たい汗あせが伝った。

　その様子を取り巻きながら、息を吞のんで見守る周囲の騎き士し。

　インガーティ軍はユーステス側の騎き士しが不ふ審しんな動きをしないよう見張り、ユーステス軍の騎き士したちは声も出せず身じろぎ一つ出来ないまま、絶体絶命のサミロイ王を見つめる。

　凍こおり付つくような緊きん張ちよう感の中、レオームは剣けんを突つきつけたまま、場ば違ちがいなほど気さくな調子でサミロイ王に話しかけた。

「ところでサミロイ王、一つ提案だ。お前さんも折角この城の近くまで来たんだから、ついでに俺おれたちと一いつ緒しよに酒盛りしてこうって気はないか？　歓かん迎げいするぜ」

　その言葉に、ユーステスの騎き士したちの間で小さなざわめきが起きた。

　しかしサミロイ王は、目の先に迫せまる鋭するどい剣けんの先を見み据すえながら、断固として拒きよ絶ぜつした。

「我らに、イアンマッドに降くだれと言うか！　馬ば鹿かな！　貴様は己おのれに逆らった者は全て皆みな殺ごろしにする暴ぼう虐ぎやくの王であろう！　我らユーステスの騎き士しは、たとえ殺されようともそのような非道の王に降くだるような真ま似ねはせぬ！」

　レオームはちょっと困った顔をすると、宥なだめるように言う。

「心配すんなって。俺おれの最終的な狙ねらいはアルキランと戦って奴やつらをディアスフェルドから追い出す事だ。ディアスフェルドの騎き士しはみんな、その為ための貴重な戦力。それを殺すなんてもったいねえ真ま似ねはしねえよ。俺おれはガキの頃ころから倹けん約やく家なんだ」

　しかしサミロイ王は尚なおも拒きよ絶ぜつした。

「口では何とでも言える！　この私に降くだれというなら今この場で、我わが騎き士したちも我わが領民も決して殺さぬという証しよう拠こを見せよ！」

「証しよう拠こ？」

　困こん惑わくするレオーム。今この場で証しよう拠こを見せろと言われても、何を見せれば証しよう拠こになるのか思いつかない。口では何とでも言えると言われてしまった以上、誓ちかいの言葉を述べたって納なつ得とくはしないだろう。だが、信義と誇ほこりこそが至上の価値を持つディアスフェルドの騎き士しにとって、神々と祖先にかけて誓ちかう以上の保証など存在しないのだ。

　弱り切るレオームの前で、サミロイ王は尚なおも意地を張る。

「証しよう拠こがなければ我らは降くだらぬ！　どのみち敗北して皆みな殺ごろしにされるのなら、全員が剣けんを取って戦いの中に死ぬ事を選ぶ！」

「やれやれ呆あきれた頑がん固こ頭だぜ。騎き士しって奴やつらは揃そろいも揃そろってまったく……」

　レオームはどうしたものかと溜ため息いきを吐ついた。

　その時、突とつ然ぜん二人の間に割って入った者があった。

「証しよう拠こならあるぞ！　ユーステス王サミロイ殿どの！」

　レオームとサミロイ王が声のした方を振ふり向むくと、インガーティのアティスナス王である。

「アティスナス王？」

　驚おどろいてアティスナス王を見るレオーム。

「僭せん越えつではございますが、私めに一言言わせて頂きたい」

　アティスナス王はレオームにそう言って頭を下げると、サミロイ王の真正面に仁に王おう立だちになった。そして、毅き然ぜんとしてサミロイ王を見つめる。

「先のアルキランとの戦争の際、我らインガーティ王国は援えん軍ぐんと称しようしてイアンマッドの領内に軍を進め、領土を掠かすめ取とろうとした……」

　忸じく怩じたる表情で、過去の己おのれの所業を語るアティスナス王。

「だがレオーム王はそんな我らがイアンマッドに降くだる事を許され、その後も領地はそのまま安あん堵どされた。この私も我わが家臣も民たみも、何一つとして奪うばわれた物はなく、皆みなこうして無事に生きている！」

　そう言ってインガーティ城を手で示し、配下の騎き士したちを示した。

　騎き士したちはアティスナス王を見つめ、その言葉に小さくうなずく。

　アティスナス王は、続いてレオームを示した。

「そしてこの度たび、我らがそなたらに攻せめられた窮きゆう地ちを、イアンマッド王たるレオーム様が直々に助けに来て下さった！　それもご自身を危険に晒さらし、夜や陰いんに紛まぎれて単身城内に乗のり込こんでまでだ！　レオーム様が城内から出てきたのはそなたも見たであろう。その全てが証しよう拠こだ！　そなたの目の前にいるこの私と、インガーティの騎き士しと、民たみと、城と、そしてレオーム様！　その全てが、レオーム様は降こう伏ふくした者を殺し尽つくすような非道な真ま似ねなどなさらぬという、何よりの証しよう拠こだ！　配下となった者を命いのち懸がけでお守り下さるという、何よりの証しよう拠こだ！　これでもまだ足りぬと申すか？　ここまでの証しよう拠こがあって、尚なおも怯おびえると申すか！　豪ごう胆たんで知られたユーステスのサミロイ王ともあろう者が、そこまで臆おく病びよう者ものだと申すか！」

「ぬぅ……！」

　サミロイ王は言葉に詰つまってアティスナス王を睨にらんだ。

　アティスナス王はその視線を真っ向から受け止め、静かに続ける。

「イアンマッドに恐おそれをなし、戦わずして降くだったこの私と違ちがい、サミロイ殿どのはレオーム王と刃やいばを交かわした上で、負けたのだ。堂々と戦って破れたのなら、堂々と降こう伏ふくすればよい。騎き士しとしての面めん目ぼくは少しも損そこなわれぬ。負けを認める事も騎き士しの潔いさぎよさであろう」

「……！」

　その言葉にサミロイ王は完全に沈ちん黙もくした。

　ギュッと目を瞑つぶり、歯を食いしばって、小さく体を震ふるわせる。

　黙だまって見守るアティスナス王とレオーム、そしてそれを取り囲む大勢の騎き士したち。

　長い沈ちん黙もくが続いた。

　やがてサミロイ王は、固く目を瞑つぶったまま、掠かすれた声で、吐はき出だすように言った。

「……アティスナス王。そなたの言葉に降くだろう」

　そして兜かぶとを脱ぬぐと、レオームの前に跪ひざまずく。

　それを見て、ホッとしたように笑えみを浮うかべるアティスナス王。

　レオームは大勢の騎き士したちが見守る中、大急ぎで主従の誓ちかいを交かわすと、サミロイ王を立たせた。

「それじゃ、サミロイ王は今すぐ兵を率いて国に戻もどってくれ」

「え？」

　驚おどろいてレオームの顔を見るサミロイ王。たった今まで敵だった相手を、何を疑う事もなくあっさり自国へ戻もどすというレオームの言葉に耳を疑う。

「……確かに、我らユーステス王国がイアンマッド側に付いたと知れたらガーシキアとその同盟国が襲おそってくるのは間ま違ちがいなし。それに備えねばなりませぬが……」

　半ば戸と惑まどいながらレオームを見ると、レオームはニヤリと笑った。

「それもあるけど、それより俺おれたちゃフィーリを取り返しにガーシキアへ乗のり込こむとこだったんだよ。その途と中ちゆうでユーステス王国を通る。その時、強行軍の兵士たちや馬たちに美う味まいもん食わせてやってほしいんだ。特にハイアッドの馬は大食らいだからな」

　サミロイ王はそれを聞いて口ごもった。

「承知致いたしましたが……、しかし、ガーシキア王ミスホーイは現在……」

「ああ。川の東側を北上してイィークに向かってんだろ？」

　レオームが笑うと、サミロイ王は驚おどろいてレオームを見た。

「何な故ぜご存じで……？」

「知ってた訳じゃない。ただの推論さ。ミスホーイ王はあれで結構慎しん重ちよう派だ。面めん倒どうな戦争はなるべく避さけたがる。俺おれも面めん倒どうくさがりだから、考えそうな事は良く分かるのさ」

　レオームはそう言って笑うと、馬に跨またがる。そしてサミロイ王を見下ろした。

「俺おれはこれからイィークでミスホーイ王を迎むかえ撃うつ。それが済んだらもう一度川の西岸こつちがわに戻もどって、ユおー前スんテとスこを通ってガーシキアまで向かう。城攻ぜめと違ちがって野戦は一日で終わるから、お前も急いで支し度たくにかかれ。俺おれたち全員、腹空かせて行くからな！　たっぷり用意しておけよ！」

　そう言い残すと、馬の横腹を蹴けり、土つち煙けむりを上げて駆かけていくレオーム。そのままハイアッド軍とイアンマッド軍に合流し、先頭に立って東へ向かう。その後を黒くろ髭ひげのオークナグ率いるイアンマッド軍と鉄のオステート率いるハイアッド軍が競きそうように追いかけ、二万を超こえる大軍は地じ響ひびきと砂すな煙けむりを上げながらあっという間に見えなくなった。

　サミロイ王は、半ば呆ぼう然ぜんとしたまま見送る。

　その隣となりで、アティスナス王が自じ慢まんげな笑え顔がおを浮うかべた。

「どうだ、実物のレオーム王は。世間の噂うわさとは大分違ちがうであろう」

　サミロイ王は、完敗だというように苦く笑しようする。

「いや、ハイアッド城に単身乗のり込こんでフォーンデリック王を討うち取とったという噂うわさは真まことであったと、本人と剣けんを合わせた今なら信じる事が出来る」

　そう呟つぶやいて、レオームに跳はね飛とばされた剣けんを見た。

「……あそこまで、何もさせてもらえぬとはな」

　ディアスフェルドの騎き士しは武勇第一。強い者こそが尊敬され、忠誠を得る。いくら人格が高潔でも、武ぶに劣おとる騎き士しは相手にされない。レオームは一刻も早く決着を付けてイィークへ向かうため、サミロイ王に一いつ騎き討うちを挑いどんで降くだした事で、自らの武勇を見せつける事となり、結果的に固い忠誠心を得る事に成功したのだった。










　第十七章　ラガム村の会戦　その一




　ユーステスのサミロイ王を降くだしてインガーティ城を救い、イィーク王国へ向かったレオームたちは、渡わたし場ばでオニソイ川を越こえ、縦隊を組んでゆっくりと南下した。

　そろそろ太陽が真南に位置しようという時間帯になって、後方から伝令が駆かけてくる。

「やっと最さい後こう尾びが渡わたり終えました！」

「そうか。随ずい分ぶん時間掛かかったな」

　レオームはホッと安あん堵どした。何と言っても二万の大部隊である。渡わたし場ばの舟ふねを総動員しても百回以上往復しなければ渡わたりきれない程ほどの数だ。渡と河かするだけで一仕事である。

「んじゃ、そろそろ少し足を速めるとすっか。なるべくこっちに有利な場所で待ち受けたいしな」

　レオームがそう呟つぶやいた時、今度は前方から騎き士しが走ってきた。

「レオーム様！」

　偵てい察さつに出ていたレオーム配下の若きイアンマッド騎き士し、疾しつ風ぷうのエザカットである。

「敵は川沿いの平地を北上しています！　数は正規の騎き士しだけでおおよそ二万！　全体では十万に上るかと！　確かく認にん出来た旗は、ガーシキア王国、アブナット王国、オグナット王国、ミラ王国、アバンニ王国、クオーフ王国、ウィッティーブ王国、オムズィ王国、マーウィー王国、カサミーム王国と、全部で十カ国！」

　その報告を受けたレオームは、驚おどろいて聞き返した。

「十カ国！　さっき降くだしたユーステスも入れたら、元は十一カ国の連合かよ！　なんて大所帯だ……」

　啞あ然ぜんとすると、弱り切った顔で溜ため息いきを漏もらす。

「さすがガーシキアのミスホーイ王だぜ。全部で十万とか、兵力も比べ物にならねえ。参ったなこりゃ。サミロイ王にはすぐ蹴け散ちらすからもてなしの準備をしておけとかカッコいい事言っちまったが、どうしたもんか……」

　レオームのすぐ隣となりで馬を走らせていた黒くろ髭ひげのオークナグが、血気盛さかんに励はげました。

「たかが十万、それも大半は農民の寄せ集め！　恐おそれる事は御ご座ざいませぬ！　我らはあの、無限に湧わいてくるようなアルキランの大軍とすら戦ってきたのですぞ！」

　しかしレオームは、やる気のない目でオークナグを見る。

「ああそうだ。そんで大勢死んで、領地もいっぱい失ったよな……」

　言い返す言葉をなくす黒くろ髭ひげのオークナグ。

　今度は反対隣どなりにいたハイアッド騎き士し、鉄のオステートが固い拳こぶしで自らの胸を叩たたいた。

「ご安心下さいレオーム様！　我らハイアッドの騎き士しは、一万を超こすアルキラン勢をたった五百騎きで打ち破りました！　今、我らは騎き士しだけで八千、見習いの従者や盾たて持ち、農民兵なども含ふくめれば二万の大軍！　たかが十万如ごとき、物の数では御ご座ざいませぬ！」

「でもそりゃフィーリが大将として先せん陣じん切って戦ってたからだろ。今、大将はこの腰こし抜ぬけレオーム様だぜ？」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと肩かたを竦すくめるレオーム。

　そして真面目な顔になり、前方に広がる川沿いの平野を見み渡わたした。

「……このオニソイ川沿いの平地は広い。平野部の少ないこの東岸でも、一番広いとこなら川岸から山やま裾すそまで一日行程ある。一日行程の距きよ離りといやぁ、二万の騎き士しをずらっと横一列に並べる事も出来る幅はばだ。そんなところで戦ったら、あっさり包囲されて潰つぶされちまう。それだけは避さけなきゃならねえ」

　それを聞いた疾しつ風ぷうのエザカットが進言した。

「もう少し南へ進むと、山が迫せまって森も多く、平野が少なくなっているところが御ご座ざいます。そこで待ち受けるのはどうでしょう」

「ラガム村の外れだな。あそこならギュウギュウ詰づめにしても五百人並べるのが精せい一いつ杯ぱいだ。そこでなら、数の不利は大きくねえ。少なくとも包囲されちまうって事は避さけられる。戦うとしたら、そこしかねえが……」

　レオームは爪つめを嚙かみながら呟つぶやいた。

　ラガム村の南は隘あい路ろになっていて、そこで待ち受ければ大軍相手でも充じゆう分ぶんやれる。

　だが、ラガム村自体はオニソイ川東岸でも特に広い平野に位置する。こちらが先に隘あい路ろを押おさえる事が出来ればいいが、敵が先にラガム村まで来て広い平野に布ふ陣じんすれば、圧あつ倒とう的てきに不利だ。

　とはいえ、こんなところで迷って足が鈍にぶれば、それだけ敵が北上する時間を与あたえる事になる。戦うなら、ラガム村の南の外れを押おさえるしかないのだ。だったら少しでも早く移動しなければならない。

　レオームは決断すると顔を上げた。

「とにかく、南に急ぐぞ！　敵より先にラガム村を押おさえるんだ！」

　そう指示し、先頭に立って馬を速めるレオーム。

　その後に続く二万の軍勢。十列縦隊で先を急ぐ。

　しかし、森の中の道を抜ぬけ、ようやくラガム村に着いたところで、レオームはハッとした。

　前方に無数の旗がはためき、大勢の騎き士したちが並んでいる姿が見えたのだ。旗の紋もん章しようはガーシキア王国を始め、エザカットの報告にあった国々のもの。敵はすでに狭せまい隘あい路ろを抜ぬけ、ラガム村の広い平原でレオームたちを待ち受けるべく、部隊を横に広く展開して待ち受けている。

　レオームは舌打ちをした。

「先を越こされたか。あそこで布ふ陣じんして待ってるって事は、俺おれたちが南下してくると分かってたって事。どうやら俺おれたちがユーステスを降くだした報しらせは、とっくに届いてる様子だな。川を渡わたるのに手間取りすぎたぜ……！」

　ガーシキアを中心とした十カ国同盟軍は、レオームたちの目の前から左手方向まで、村を取り囲むように広く展開している。このまま突つっ込こめば、敵の懐ふところの中だ。

　だが、ここで急停止するわけにはいかない。すでにレオームたち先頭は敵の包囲陣じんの中に突つっ込こみかけているが、後続の連中は前方の様子など知らず、急いで前に進もうとしている。この状態で立ち止まったり引き返せば、味方同士で押おし合あいになって隊列は乱れ、大混乱だ。そのままロクに戦う事も出来ず、包囲殲せん滅めつされてしまう。

「ヤベえな。どーすっか……」

　レオームは馬を止める事も出来ぬまま敵の懐ふところへ駆かけ込こみつつ、額に冷たい汗あせを浮うかべた。

　一方、十カ国の同盟軍を率いるガーシキア国王ミスホーイは、姿を現したレオームとその軍勢を見て、厳しい目つきに変わった。

「速い！　本当に僅わずか三日足らずでインガーティに駆かけつけ、ユーステスを降くだしたその日の内に、我らの進軍を阻はばみに来るとは！　これが本当にあの腰こし抜ぬけレオーム王子か！」

　ラガム村の最さい南なん端たん、オニソイ川に最も近い左さ翼よく側に陣じん取どって、見定めるようにレオームを睨にらむミスホーイ王。

　側近騎き士しエイクが、馬上で槍やりをしごいた。

「それでは、現在どの程度の騎き士しであるのか、この私めが値ね踏ぶみして参りましょう！」

　ミスホーイ王はエイクをじっと見み据すえてから、うなずいて許可を与あたえる。

「うむ」

「行って参ります！」

　エイクは馬の横っ腹を蹴けると、レオームに向かって勇ましく飛び出した。

　その姿を見た他の騎き士したちが、負けじと飛び出す。

「エイク殿どのに続け！」

「後おくれを取るな！」

　連れん携けい行動よりも個人の功名が優先されるのが、この時代のディアスフェルドの騎き士しである。エイクに手て柄がらを取られてなるものかと、広く囲むように展開していた騎き士し全てが、レオームのいる先頭部隊目め掛がけて一気に押おしかけた。

　槍やりを構えて殺さつ到とうしてきた敵の騎き士したちを見て、レオームは困った顔で呟つぶやいた。

「互たがいに名めい誉よと功を競きそって、陣じん形けいも統とう率そつもなく我先にと押おしかける……。如い何かにもディアスフェルドの騎き士しらしい戦い方だぜ。やれやれだが、矢や戦いくさを仕し掛かけてこねぇのはむしろ助かるな」

　アルキランとの戦いを思い出しながら苦く笑しようする。

　ガーシキアを始めとするディアスフェルド中部の騎き士したちには、遠えん距きよ離り戦を軽かろんじ、騎き馬ば突とつ撃げきに絶対の信しん頼らいを置く傾けい向こうがあった。鎧よろい兜かぶとで身を固めていれば、矢を浴びたところでそうそう倒たおされるものではない。ディアスフェルドの矢の有効射程は百歩の距きよ離り。その距きよ離りを馬が走はしり抜ぬける間に新たな矢を番つがえて放つ余よ裕ゆうはない。ならば相手が矢で一人二人倒たおしている間に、馬で敵てき陣じんに駆かけ込こんで全てを蹂じゆう躙りんすれば良い。距きよ離りが詰つまれば弓兵など何の役にも立たないのだ。それが彼かれらの考え方だった。

　ディアスフェルド中部の騎き士したちの突とつ撃げき戦法を前にした弓兵たちは、しばしば一本の矢も放たないまま逃にげ出だして潰かい滅めつする事さえあった。一見命知らずに見える中部騎き士しのこのやり方は、実際の戦せん闘とうにおいては極きわめて有効であり、騎き士しの理想的な戦いとしてしばしば称しよう賛さんの的となっていた。

　即そく断だん。即そつ決けつ。急きゆう襲しゆう。突とつ撃げき。

　無む鉄てつ砲ぽうと紙かみ一ひと重えの蛮ばん勇ゆうで、常に先手を打つ事こそが、中部の騎き士したちの強さだった。

　広く村を囲むように展開した敵の騎き士しが一いつ斉せいに殺さつ到とうするのを見て、レオームは後続の仲間たちに必死で叫さけんだ。

「全騎き士し、槍やりを構えろ！　少しずつ左にずれながら全速力で俺おれに付いてこい！　歩きの連中はその場で防ぼう御ぎよ陣じん形けい取って待機だ！」

　指示は口伝えに後方へ伝えられていき、縦列は少しずつ左に広がって斜しや行こう陣じんとなる。

　レオームは、真正面一番奥おくに控ひかえるガーシキア王ミスホーイ目め掛がけて急加速した。

　それと同時に、敵軍に向かって大声で叫さけぶ。

「イアンマッドのレオームはここだァァッ！　俺おれを討うち取とりたかったら大急ぎでかかってこおぉぉぉい！　でないとお仲間に手て柄がらを横取りされちまうぜ！」

　レオームは生まれつき良く通る声をしていた。戦場で指揮を執とる王たちにとって、良く通る大きな声は必ひつ須すの才能だったが、その点レオームは天てん賦ぷの才に恵めぐまれていた。更さらに、遊び好きなレオームは諸国を遍へん歴れき修しゆ行ぎよう中に各地で歌を習い覚え、良く通る声という才能は更さらに磨みがき上あげられていた。凄すさまじい蹄ひづめの音と地じ響ひびき、そして喊かん声せいによって、すぐ隣となりの者の声すら搔かき消けされそうな騒そう音おんに充みち満ちた戦場を、レオームの挑ちよう発はつの叫さけびが切きり裂さいた。戦場にいたあらゆる者の耳に、レオームの声が響ひびき渡わたった。

　その途と端たん、敵の騎き士したちは一いつ斉せいにレオームのほうへと馬の向きを変えた。

「あそこにレオーム王がいるぞ！」

「討うち取とれ！」

「他よ所その国の者に遅おくれるな！」

　全員、他の者には目もくれず、先頭のレオーム目指して殺さつ到とうする。とにかく相手の軍勢の横っ腹に突とつ撃げきすればいいと思っていた者たちも、先頭にレオームがいると知った途と端たん、そちらを目指して走り出した。

「レオーム様！　余計な挑ちよう発はつを！」

　レオームのすぐ隣となりを走っていた黒くろ髭ひげのオークナグが慌あわてた。

　だが、レオームは怒ど鳴なり返す。

「俺おれだってやりたかねぇよ、こんな危なっかしい真ま似ね！　だが今はこれしかねえんだから仕方ねえ！」

「どういう事です！」

「こっちの戦列を横っ腹からぶった切られたらお終しまいだろうが！　俺おれに引き付けるんだよ！　アイツら全員！」

「つまりご自身を囮おとりに？　危険過ぎます！」

「分かってる！　だから俺おれだってやりたくねえっつってんだろ！」

　その時、レオームの真正面からガーシキアの騎き士しが向かってきて名乗りを上げた。

「我こそはガーシキア国王ミスホーイ様の騎き士しエイク！　レオーム王の首、頂ちよう戴だいしに参った！」

　そう言って槍やりを構える。

「やれやれ、早さつ速そく来やがったぜ！　しかも初しよっ端ぱなから最強じゃねえか！」

　舌打ちをして盾たてを構えるレオーム。ガーシキアのエイクといえば、レオームの兄ルスタットとも並び称されるほどの騎き士しである。ディアスフェルド全土でも間ま違ちがいなく三本の指に入る強敵だ。剣けんならともかく、馬ば上じよう槍やりでは絶対に敵わない。ここはとにかく守りを固めてやり過ごすしかない。

　だがその時、脇わきから黒くろ髭ひげのオークナグがレオームの前に進み出た。

「我わが名はイアンマッドの騎き士し、黒くろ髭ひげのオークナグ！　私の生きている内はレオーム様に触ふれられると思うな！」

　ビリビリと空気を震ふるわせる怒ど号ごうと共に、エイクに向かっていく。

「おい！　ちょっと待てオークナグ！」

　思わずレオームは引き留めたが、オークナグはその声を無視して駆かける。

　互たがいの距きよ離りが一気に狭せばまった。

　騎き士しエイクは眉び目もく秀しゆう麗れいにして文武両道、華か麗れいな手た綱づな捌さばきと槍やり捌さばきはディアスフェルドでも並ぶもの無しと称しようされる名人。一方の黒くろ髭ひげのオークナグは愚ぐ直ちよくと武ぶ骨こつを絵に描かいたような男であり、荒あら々あらしく生えた黒くろ髭ひげと、ずんぐりした体型は、猪いのししが鎧よろいを着ているようだと評された事もあった。華か麗れいとか優ゆう美びといった言葉とはまるで縁えんのない男である。

　対照的な二人の騎き士しはすれ違ちがい様に槍やりを突つき合い、槍やりの穂ほ先さきはほとんど同時に互たがいの体に触ふれた。

　バキャッと凄すさまじい音が響ひびき、エイクの槍やりがオークナグの兜かぶとを弾はじき飛とばす。

「オークナグ！」

　レオームが思わず叫さけんだ。
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　だが次の瞬しゆん間かん、血を流して姿勢を崩くずしたのはエイクのほうだった。

「ぐぅ……っ！」

　押おし殺ころした悲鳴と共に落馬するエイク。

　エイクにとって狙ねらいはあくまでレオーム。オークナグはレオームを討うち取とるために取り除かねばならない障害に過ぎず、オークナグを相手に命を落とすなど本ほん末まつ転てん倒とう。故ゆえにエイクはオークナグの槍やりを避よける事に意識が向かい、その結果、オークナグの頭を捉とらえた槍やりの穂ほ先さきは、兜かぶとを弾はじき飛とばしただけで逸それてしまった。

　一方のオークナグにとっては、レオームを守る事こそが目的。レオームを守って死ぬなら本ほん望もうとばかりに相あい討うち覚かく悟ごの捨て身で向かっていったオークナグは、兜かぶとを弾はじき飛とばされても決して姿勢を崩くずさず、槍やりを突つく手を緩ゆるめなかった。兜かぶとを突つかれれば本能的に身を守ろうとするはずだというエイクの予想を裏切り、オークナグの突つき出だした槍やりはエイクの想像を遥はるかに超こえる勢いと射程で繰くり出だされた。その結果、オークナグの槍やりはエイクの鎧よろいを深々と抉えぐったのである。命を惜おしんだ名人エイクは、捨て身で掛かかったオークナグの愚ぐ直ちよくな槍やりに敗れたのだ。

　それを見たレオームは必死で叫さけぶ。

「全員足を止めんな！　そのまま進め！」

　そこへまた、前方から新手が向かってきた。

「次は私めが！」

　今度は長なが腕うでのイライオルが飛び出す。そして、自じ慢まんの長槍やりと長い腕うでを生かし、相手に名乗る暇ひますら与あたえず一方的に仕留めた。

　それを見て憤ふん慨がいするオークナグ。

「イライオル！　私の獲え物ものを横取りしおって！」

「あの名高いガーシキアのエイク殿どのを破ってもまだ足らぬとは、欲張りにも程ほどがあるぞ！」

　イライオルは笑っていなすと、オークナグの頭を見た。

「不死身のルスタット様ではあるまいに、兜かぶとをなくしたままで先頭に立つわけには行くまい！　ここは任せろ！」

　そう言っている間にも、次々と新手が向かってくる。

　だがイラオルは慌あわてず前に向き直ると、瞬またたく間まに三さん騎きを突つき落おとした。

「ヒューッ！　さすが兄貴やニノフュームと一いつ緒しよにアルキランを蹴け散ちらしてきた男だぜ！　ガーシキアの猛も者さをまるでものともしねえ！」

　思わず口笛を鳴らすレオーム。

　そこへ、横から襲おそってきていた騎き士したちがレオームたちを射程に捉とらえた。

　オークナグが気付いて叫さけぶ。

「皆みなの者！　気を付けよ！　横から来るぞ！」

　盾たてを構えて防ぼう御ぎよ態勢に入る面々。

　だが、レオームは大声で命じた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　止まんなっつってんだろ！　速度を上げろ！　横から来る奴やつらに狙ねらいを付けさせんじゃねえ！　突つっ走ぱしるんだ！」

　そう言って、更さらに馬の速度を上げる。

　慌あわててレオームを追いかける皆みな。

　横から襲おそいかかってきた敵の騎き士したちは、レオームが急加速してどんどん走り去ってしまうのを追いかけようとして手た綱づなを引き、馬の向きを変えた。

　その横っ腹へ、ハイアッドの騎き士し、鉄のオステートが突つっ込こんだ。

「ぬうりゃあっっ!!」

　オステートの太い腕うでに握にぎられた豪ごう壮そうな槍やりが、敵の騎き士しの脇わき腹ばらを突つく。

　ハイアッド騎き士し筆頭オステートの凄すさまじい剛ごう力りきで突つかれた騎き士しは、馬上から水平に吹ふっ飛とんだ。そのまま前方を走る仲間の騎き士したちにぶつかって、一度に五ご騎きが落馬する。鉄のオステートはその上を、ハイアッド産の巨きよ馬に跨またがったまま速度を落とさず踏ふみ越こえてレオームを追った。

　オステートに続いて、レオーム配下の騎き士したちが次々と敵に突とつ撃げきした。左へ広がりながら走っていたレオームの後続部隊は、先頭を走るレオームを追いかけようとしていた敵の騎き士したちの側面へぶつかる形となり、敵はたちまち総そう崩くずれとなる。

　チラリと後ろを振ふり返かえったレオームは、狙ねらい通りに事が運んだのを見て快かい哉さいを叫さけんだ。

「よーし！　それでこそ囮おとりになった甲か斐いもあるってもんだ！　俺おれたちはこのまま一気に敵の親玉を叩たたくぞ！」

　レオームたちはそのまま真まっ直すぐ、目の前に陣じん取どるガーシキア本隊のミスホーイ王目め掛がけて殺さつ到とうした。










　第十八章　ラガム村の会戦　その二




　ミスホーイ王は、近づいてくるレオームの顔をその目ではっきりと捉とらえるや否いなや、断固とした口調で言った。

「今日は戦うべき日ではない！」

　そして馬の向きを変える。

「急ぎ全員に伝えよ！　今日は退く！」

　同盟軍の仲間たちに伝令を走らせると、ミスホーイ王自身は自ら率いる直属の騎き士し三千ぜん騎きを率いて退たい却きやくを始めた。隘あい路ろを抜ぬけたところで一いつ旦たん止まり、イアンマッド軍が追ってくるなら迎むかえ撃うつ態勢を作りつつ、味方の合流を待つ。

　年代記作者のネグィオスによれば、ミスホーイ王は人の死期を見る事の出来る異能の目を持っており、それにより勝かち戦いくさと負まけ戦いくさを事前に知る事が出来た。出しゆつ陣じんに当たり、各部隊を率いる諸将に死相が見えなければ、どんなに苦しい戦いくさになろうとも決して退かず、逆に敵将に死相が見えない時には、どれだけ有利に思えても断固として撤てつ退たいする。それによりミスホーイ王は、無類の戦いくさ上手として名を馳はせていた。この時もミスホーイ王は、味方の諸王に死相の見えない事を確認して出しゆつ陣じんしていたが、レオームに死相が見えなかったため、即そく座ざに退たい却きやくを決定したのだという。

　ミスホーイ王の軍が退くのを見た黒くろ髭ひげのオークナグが、レオームに向かって声を上げた。

「ミスホーイ王が逃にげますぞ！」

　そして、逃にがすまじと馬を急がせる。

　だが、レオームはミスホーイ王の軍がすでに隘あい路ろを越こえたのを見ると、咄とつ嗟さの判断で引き留めた。

「追うな！　左に曲がるぞ！」

　そう言って、戦場をぐるりと左に大きく旋せん回かいする。

　レオームに従って渋しぶ々しぶ向きを変えながら尋たずねる黒くろ髭ひげのオークナグ。

「何な故ぜ追わぬのです！　背後を突つけば敵は容易たやすく崩くずれる！　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機ですぞ！」

「狭せまくなってる所じゃ待ちかまえてるほうが有利だ！　下手に追えば反はん撃げきを食う！　それよりこの場は、ミスホーイ王を逃にがしてでも、他の国の部隊を降くだしておくほうがいい！」

　レオームはそう答えると、そのまま東側へと回まわり込こみ、更さらに左折して北上すると、休まず一気に平野を駆かけ抜ぬけて、後方で切きり離はなされて待機していた後続の歩兵部隊の下に戻もどった。

　そこで足を止めるレオーム。その後を追った騎き士したちもそれぞれに停止し、レオームの軍勢は平野部を取り囲むように東側面に広く展開する形となった。

　一方、最初に平野部を包囲していたはずの中部十カ国同盟軍は、レオームに釣つられて飛び出した挙げ句、今や川を背に平野の中央に固まってしまっている。

　ちょうど、レオームたちの軍勢と中部十カ国同盟軍が互たがいの位置を入いれ替かえたような形。

　形勢逆転だ。

　中部十カ国同盟の騎き士したちは、自分たちの置かれた状じよう況きように気付いて青ざめた。

　だがレオームたちも、すぐには動きが取れない。

「このまま一気に押おし潰つぶしたかったが、さすがに馬が保たねえな……」

　ゼエゼエと息を乱す馬を見ながら呟つぶやくレオーム。ここまでずっと休まず移動してきた上に、今の全力疾しつ走そうだ。一息入れないと潰つぶれてしまう。

　そう判断すると、レオームはすぐさま指示を出した。

「中央のエタトラット隊は下馬して盾たてで壁かべを作れ。農民兵はその後ろで槍やりを持たせろ。ハイアッドの騎き士しは左さ翼よくを固めると同時に、ミスホーイ王の軍勢が戻もどって来これねえよう道を塞ふさいでおけ。残りは馬に乗ったまま左右両りよう翼よく。エタトラットたちと歩調を合わせてゆっくり進め。エザカットの部隊は鎧よろいを脱ぬいで軽くして、馬が息を整え次し第だい、押おされ気味の味方を見つけて後ろから矢で援えん護ごしろ」

　伝令が後方部隊に残っていた馬に跨またがって命令を伝えに走る。

　命令を聞いた各部隊は、即そく座ざに言われた通りの隊形を作りにかかった。

　槍やりを担かついだ農民歩兵も、徒歩で走ってエタトラットたちのいる場所を目指す。

　しかし、広い戦場だ。槍やりを担かついだ歩兵がエタトラットたちの盾たての壁かべの後ろまで行くのにも、時間が掛かかる。

　レオーム側の陣じん形けいが整わないうちに、敵が動いた。

　馬から下りたエタトラットたちの軍勢が最も蹴け散ちらしやすいと見て、先せん鋒ぽう部隊が一いつ斉せいに襲おそいかかる。

「あそこを狙ねらえ！」

「臆おくするな！　数では我らの方が上回っている！」

　口々に声を上げ、馬に乗って得意の集団突とつ撃げきに出る中部十カ国同盟軍の先せん鋒ぽう。

　それを見たイアンマッドの三忠臣最後の一人、鉄てつ壁ぺきのエタトラットは、日ひ頃ごろの温おん厚こうな顔を一変させ、カッと目を見開いて野や獣じゆうの如ごとき形相を浮うかべた。

「この儂わしが鉄てつ壁ぺきのエタトラットと呼ばれる由ゆ縁えんを、とくと見るがよい！」

　声を張り上げ、ドンと地面を踏ふみしめると、盾たてを構える。そして盾たての間から、槍やりを突つき出だして構えた。左右の下馬した騎き士したちも、一いつ斉せいにそれに倣ならう。

　たった一列しかない脆ぜい弱じやくな盾たての壁かべ。人の数倍の体重がある馬が全力で駆かけ込こんでくれば、簡単に蹴け散ちらされてしまうはずの貧ひん弱じやくな壁かべ。だが、エタトラット率いる騎き士したちは微み塵じんの恐おそれも見せない。

「さあ来い！」

　土つち煙けむりを上げ、蹄ひづめの音を轟とどろかせながら迫せまり来る敵の騎き士したちの突とつ撃げきを、燃え立つような気き迫はくと共に真っ向から待ち受けるエタトラットたち。

　それを見た中部十カ国同盟側の馬が、突とつ然ぜんその勢いを緩ゆるめた。走り寄っても微み塵じんも動どう揺ようしない盾たての壁かべと槍やりを見て、これは蹴け散ちらせないと思い、怯ひるんだのだ。馬は生き物だ。恐おそれれば、いくら命令しようと走らない。

「ええい、どうした！」

「走らぬか！」

　盾たての壁かべの前で竦すくんでしまった馬の上で、中部十カ国同盟の騎き士したちは必死に叱しつ咤たしたが、どうにも走る気配がない。

　前列の馬が止まった事で後ろに続く馬も次々に立ち往生し、そこかしこで仲間同士が衝しよう突とつし、落馬した。

「ええい！　とにかく突つき崩くずせ！」

　中部十カ国同盟の騎き士したちが叫さけび、幾いく人にんかが馬をゆっくり歩かせてエタトラットたちの目の前までやってきた。そして馬上からエタトラットたちを突つく。

　馬の走る勢いを利用出来ない槍やりでは威い力りよくは落ちるが、それでも上から突つき下ろせる分だけ下馬したエタトラットたちより有利だ。

　それを見て、すぐさまそれに続く十カ国同盟軍。

　エタトラットの部隊は頭上から突つき下ろされる槍やりに襲おそわれて、たちまち血だらけになる。

「堪こらえよ！」

　エタトラットは不動の姿勢で叫さけんだ。迂う闊かつに突つき返かえせば隙すきが出来て壁かべが破れるため、必死で盾たてをかざして身を守り、兜かぶとの下を血で濡ぬらしながら、ひたすら援えん軍ぐんの到とう着ちやくを待つ。

　中部十カ国同盟軍側は、槍やりを突つき込こみ、馬で蹴けらせて、エタトラットたちの盾たての壁かべを崩くずそうと執しつ拗ように攻こう撃げきを続けた。

　傷と出血と疲ひ労ろうとで、エタトラットの部隊の騎き士したちは次し第だいに盾たてを構えるのも辛つらくなってくる。中央で踏ふん張ばる最高こう齢れいのエタトラットは、すでに肌はだが見えぬほどに血ち塗まみれだ。

　それでもエタトラットは微み塵じんも動かない。

　槍やりで突つかれ、馬に蹴けられ、立っているのもやっとのはずなのに、それでも地面に根を生やしたかのように、微び動どうだにしない。まさに鉄てつ壁ぺきである。

　だが、エタトラットの隣となりにいた若い騎き士しが、ついに限界に来た。その盾たてが下がり、足元がふらつく。

　エタトラットはそれに気付くと、すかさず腕うでを伸のばして若い騎き士しを抱だき留とめた。

「エタトラットの家臣としての誇ほこりがあるならば、死ぬ時は立って死ね！」

　その言葉に、折れかけた心を再び奮い立たせる若い騎き士し。尽つきかけた力を振ふり絞しぼり、再び盾たてを構える。

　そこへ、容よう赦しやなく襲おそいかかる敵の槍やり。

　だがその時、突とつ然ぜん若き騎き士しの背後から、大きな喊かん声せいと共に長い槍やりが伸のびた。そして敵の騎き士しを馬上から突つき落おとす。

　槍やりを抱かかえた歩兵たちが、やっとの事で到とう着ちやくしたのだ。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットの盾たての壁かべの後ろに、ずらりと並ぶ歩兵たち。その手に握にぎられているのは、長なが腕うでのイライオルが工く夫ふうした、大の大人の身長の三倍ほどもある長槍やりだ。

　祭りの日にそれを見て感心したレオームが、出兵の支し度たくと並へい行こうして作らせたもので、柄えの後ろに付ける重りを鉄ではなく、木で代用する事で、材料調達と製造を簡単にしてあった。

　祭りが終わってから数日という僅わずかな時間、それも出しゆつ陣じん準備と並へい行こうしながらという形で用意出来た数は一千本。全軍に行ゆき渡わたるには全然足りないが、エタトラットの部隊に加勢するだけなら何とかなる数である。

　様々な地方から集めてきた農民兵を、それぞれの地域領主の抱かかえる騎き士しが取りまとめ、鉄てつ壁ぺきのエタトラット率いる騎き士しが作った盾たての壁かべの後ろから、見た事もないほど長い槍やりがずらりと穂ほ先さきを並べて突つき出だされた。

「突つけぇーいっ！」

　号令と共に、馬上の中部同盟の騎き士し目め掛がけて突つき出だされる長い槍やり。イライオルが工く夫ふうした長い槍やりを、エタトラットが祭りで見せた時のように両手でしっかり握にぎって突つき出だす。その槍やりは、恐おそるべき長さと力強さで敵に襲おそいかかった。

　中部十カ国同盟の騎き士したちは、自分たちより遥はるかに長い槍やりを相手に反はん撃げき出来ず、突つかれるがままだ。馬に乗ったままでは小回りも利きかず、次々と突つき落おとされる。

　エタトラットが叫さけんだ。

「我らの槍やりが来たぞ！　騎き士したちは武器を持もち替かえよ！」

　そして自らも槍やりを捨てると、腰こしに下げた戦せん斧ぷに持もち替かえた。五月祭の槍やり突つき合戦で見せた時同様、前列の騎き士しは徒歩の近接戦に備える。

「エタトラット隊、前進！」

　号令をかけると、エタトラットは壁かべを率いてゆっくりと前進を始めた。

　落馬した敵の騎き士しを盾たてで殴なぐって押おしのけ、押おし倒たおし、手持ちの武器で仕留める。エタトラットたちが進んだ分だけ、背後の槍やり歩兵も前進し、新たに馬上の騎き士しを突つき落おとす。落ちた騎き士しをまた前列のエタトラットたちが仕留める。それを繰くり返かえしながら、敵の死体を踏ふみ越こえ、じわじわ進んでいくエタトラットたち。敵の騎き士したちは抵てい抗こうする術もなく長い槍やりに突つき落おとされ、武器を持もち替かえる暇ひまもなくエタトラットたちに頭を割られた。

「下がれ！」

「一いつ旦たん退け！」

　中部十カ国同盟軍の前線は大混乱に陥おちいった。下がりたくても後ろがギュウギュウに混雑していて下がる余よ裕ゆうがない。味方に逃にげ道みちを塞ふさがれた形で、ジリジリとエタトラットたちに削けずられていく中部十カ国同盟軍の先せん鋒ぽう部隊。

　前線の状じよう況きようが伝わった十カ国同盟の後方では、エタトラットたちの所以外に逃にげ場ばを求め始めた。だが、右から突とつ破ぱしようとした者たちは南に陣じん取どるハイアッド騎き士しに散々に蹴け散ちらされ、左から逃にげようとした者たちはオークナグとイライオルの部隊に阻はばまれて、中央へと押おし返かえされる。

「やはり、徒歩で迫せまってくる中央を突とつ破ぱする以外に助かる道はない！」

　誰だれかがそう叫さけび、後方に残った中部十カ国同盟軍の本隊は隊列を整え直して一いつ斉せい突とつ撃げきの準備に入った。先せん鋒ぽう部隊の仲間が後退して道が空くのを待ち、前方に充じゆう分ぶんな空間が出来ると見るや、味方の死体を踏ふみつけながら猛もう然ぜんと突とつ進しんする。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットはそれに気付くと大声で命じた。

「我わが部隊はその場に停止！　一歩も動くな！」

　最初と同じように、盾たてを構えてその場に並べ、不動の壁かべを作るエタトラット隊。

　その後ろからは、寄せ集めの農民による歩兵たちが長い槍やりを構える。

　中部連合の騎き士したちは、馬の勢いで怯ひるませ陣じん形けいを崩くずそうと全力で駆かけ込こんだ。

「蹴け散ちらせ！」

　大声を上げて殺さつ到とうするが、エタトラットと配下の騎き士しは今回もやはり微び動どうだにしない。

　そして背後の歩兵たちを指揮する各地の騎き士しが、大声で鼓こ舞ぶした。

「エタトラット殿どのの壁かべは鉄てつ壁ぺき！　絶対に崩くずれる事はない！　お前たちは安心して槍やりを構えておけ！」

　農民兵たちは恐おそれに目を瞑つぶりながらも、長い槍やりを必死で構える。

　中部十カ国同盟の騎き士したちは、たとえ馬が怯ひるんだとしても止まりきれないだけの勢いを付けて、怒ど濤とうのように襲おそいかかった。

　だが。

「突つけぇい!!」

　エタトラットの号令が響ひびき、恐おそるべき長い槍やりが中部十カ国同盟軍を迎むかえ撃うつ。

　中部十カ国同盟軍の槍やりはエタトラットたちの盾たてに届かず、雪崩なだれを打つように落馬した。落ちた騎き士したちや倒たおれた馬を、後続の味方の馬が踏ふみつけ、足を滑すべらせて転てん倒とうする。それに更さらに躓つまずく後続。悲鳴と怒ど号ごうと血ち飛沫しぶきと土つち煙けむりで、戦場はさながら嵐あらしの真まっ只ただ中なかのようだ。血に煙けむる嵐あらしの中、次々に倒たおれていく中部十カ国同盟の騎き士したち。

　だがそれでも、勇ゆう猛もうで知られる中部の騎き士したちである。落馬しても息のある者は、すかさず剣けんを抜ぬいて立ち上がり、エタトラットたちの壁かべに襲おそいかかった。

「馬では抜ぬけられぬ！　皆みな、馬から下りよ！」

　誰だれかがそう叫さけぶ声が響ひびいた。それを聞いた後続の騎き士したちは、自ら下馬して剣けんを抜ぬき、前線に駆かけ寄よる。

「馬でさえ抜ぬけられぬ者が、徒歩でこの壁かべを抜ぬけられると思うたかあッ[image: !!!!]」

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットの凄すさまじい怒ど号ごうが空気を揺ゆるがした。

　そして、一いつ斉せいに盾たてを構えると、敵にぶつかる。

　双そう方ほうの盾たてがガッチリと押おし合あい、互たがいの武器が相手の頭を、肩かたを、腕うでを、手て当あたり次し第だいに打ちまくる。

　騎き馬ばの突とつ撃げきでさえ食い止めたエタトラットたちの部隊は、その鉄てつ壁ぺきの守りと、後方からの槍やりの援えん護ごで、敵を圧あつ倒とうした。

　しかし、先さき程ほどとは数が違ちがう。今回は十カ国同盟軍の騎き士し全てがここに押おし寄よせてきているのだ。

　さすがのエタトラットたちも、人数の違ちがいに次し第だいに圧おされ始めた。ただでさえ満身創そう痍いで、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのだ。元気一いつ杯ぱいの十カ国同盟本隊を相手に、そういつまでも体力は続かない。

　背後の槍やり部隊も必死に槍やりを繰くり出だして加勢するが、一列しかない槍やり部隊では攻こう撃げきの厚みが足りない。

　とうとう十カ国同盟が盾たての壁かべを押おし破りそうになった。

「ぬうぅ！　皆みなの者！　粘ねばらんか！」

　エタトラットが叱しつ咤たするが、そのエタトラットもすでに息絶え絶えだ。

　そこへ、蹄ひづめの音も高らかに騎き馬ばの一団が駆かけつけた。

「叔お父じ上！　加勢に参りました！」

　声を張り上げたのは、疾しつ風ぷうのエザカット。鎧よろいも着ていない軽装で馬上に弓を構え、エタトラットたちの背後を駆かけめぐりながら、その頭上越ごしに敵に矢を射い込こんでいく。

　思わず一いつ斉せいに盾たてを構えて身を守る中部十カ国同盟。

　攻こう撃げきの手が一いつ瞬しゆん止まり、エタトラットたちはその隙すきに体勢を立て直す。

　そこへ今度は、左さ翼よくに陣じん取どったハイアッド騎き士したちが突とつ撃げきを開始した。馬の呼吸が整い、また、隘あい路ろを抜ぬけて南下したミスホーイ王の軍勢が完全に退たい却きやくしたのを見て、満まんを持しての突とつ撃げきである。

「ハイアッドのオステートが、レオーム様の騎き士しとして最初の手て柄がらを漁あさりに参ったぞ！」

「同じくハイアッドのグルーティック！　我わが剣けんにかかって死ねた事をあの世で自じ慢まんするがよい！」

　二人の騎き士しを先頭に雪な崩だれ込こむハイアッドの軍勢。ハイアッド産の巨きよ馬ばと圧あつ倒とう的てきな腕わん力りよくで、中部十カ国同盟の騎き士したちを蹂じゆう躙りんする。

　右う翼よくに陣じん取どったイアンマッドの騎き士したちも、負けじと飛び出した。

「ハイアッドの騎き士しに後おくれを取るな！　レオーム様第一の騎き士しは、このイアンマッドの黒くろ髭ひげのオークナグじゃあっ！」

「この長なが腕うでのイライオルも忘れて貰もらっては困るぞ！」

　敵てき陣じんを切きり裂さいていくイアンマッドの騎き士したち。

「我らも続け！　レオーム様の前で武勇を示すのだ！」

　イアンマッドに降くだった国々の王たちも、遅おくれまいと一いつ斉せいに飛び出す。

　中央のエタトラットたちだけに全力を傾けい注ちゆうしていた中部十カ国連合側は、両りよう脇わきから一度に攻せめられて、完全に混乱した。

　その混乱に乗じるように、エタトラット隊も更さらに前進する。

　左右両りよう翼よくから削けずられ、中央のエタトラットたちに押おし込こまれた中部十カ国同盟軍は、ズルズルと後退していき、とうとうオニソイ川の川岸に押おし出だされた。

　この季節のオニソイ川は、アボロアム山脈に降り積もった雪が溶とけ始め、その雪解け水で水みず嵩かさが増している。その中に鎧よろいを着たまま落とされた騎き士しは泳ぐ事も出来ずに沈しずみ、諸将は敗勢を悟さとって降こう伏ふくした。

　イアンマッド陣じん営えいはエタトラットの率いた部隊を中心に大勢の負傷者を出したが、奇き跡せき的に一人の死者も出さず、結果を見れば完勝だった。










　第十九章　ラガム村の会戦　その三




「終わったか。ふぅ……」

　敵軍に加わっていた王が全て降こう伏ふくしたとの知らせを聞いて、レオームは大きく安あん堵どした。

　その隣となりで黒くろ髭ひげのオークナグが残念そうな顔をする。

「ガーシキア王ミスホーイには逃にげられましたが」

「仕方ねえ。あそこで追いかけてたら、狭せまい場所で逆ぎやく襲しゆうされた上に後ろから大軍に潰つぶされて、俺おれたちが全ぜん滅めつさせられてた」

　レオームはそう言って笑うと、鎧よろいを脱ぬいで川へ向かった。

「とりあえず、川に落ちた奴やつを助けろ！　勝負が着いた今、敵味方はもう関係ねえ！　一人でも多く救え！」

　大声で指示を出しながら、自らも川に飛とび込こんで救出作業に加わろうとするレオーム。

　ちょうどそこへ、鉄のオステートに連れられて、敵軍の諸王がやってきた。それを見て足を止めるレオーム。

　降こう伏ふくした王の一人、アブナット王国のナタフ王が、レオームの今の言葉を聞いて驚おどろいたように言った。

「おお、レオーム王。まさかそなたが敵の騎き士しを救えなどとという慈じ悲ひ心を見せるとは……」

　レオームはそれを聞くと苦く笑しようする。

「そんないいもんじゃねえよ。今は敵でも、ディアスフェルドを統一した暁あかつきにはアルキランと戦うための大事な仲間だ。戦力は少しでも減らしたくねえだけさ。俺おれは腰こし抜ぬけだからな」

　そして、改めて目の前のナタフ王を見て、顔を輝かがやかせた。

「アブナット王国のナタフ王か。こりゃ助かった。王が降くだってくれたとなりゃ、国の中も通らせてくれるだろう。このまま進んで、アブナット王国からユーステスに向かえるぜ。わざわざイィーク王国の渡わたし場ばまで引き返すとなると遠回りだからな」

　アブナット王国は、ここよりずっと南に行ったところにある、オニソイ川沿いの国。ユーステス王国へ渡わたるための大きな渡わたし場ばがある。そこを通過出来るとなると、ガーシキアまで向かうのもずっと楽になる。

　レオームはすっかり機き嫌げんを良くすると、囚とらわれの王たちを笑え顔がおで誘さそった。

「さあ、お前らもこんなとこでじっとしてねえで、動ける奴やつは川に落ちた連中を救いに行こうぜ。自分たちの家臣だろう？」

　そう言いながら、脱ぬぎかけていた肌はだ着ぎを完全に脱ぬぎ去るレオーム。

　その態度に、諸王は啞あ然ぜんとして顔を見合わせた。

　ナタフ王が尋たずねる。

「レオーム王よ。我らの処しよ遇ぐうはどうするつもりなのだ……？」

　レオームは振ふり返かえると焦じれたように言った。

「だから、川に落ちた奴やつらを助けろっつっただろ。とりあえずその働きを見て処しよ遇ぐうを考える」

　そして、改めて家臣一同に向かい、声を張り上げる。

「さっきまでは敵でも、降こう伏ふくした以上は俺おれの騎き士しだからな！　一人でも多く救え！」

　そう言うと、降こう伏ふくした諸王には目もくれず、縄なわを持ってさっさと川に飛とび込こんでいくレオーム。

「レオーム様に後おくれを取るな！」

　黒くろ髭ひげのオークナグが、レオームに張り合うように後を追った。

　長なが腕うでのイライオル、疾しつ風ぷうのエザカットといったイアンマッドの騎き士したちもそれに続き、ハイアッドの騎き士したちも負けじと救出を手伝う。

　次々に引き上げられる中部十カ国同盟の騎き士したち。

　レオームたちはその鎧よろいを脱ぬがし、水を吐はかせて火に当たらせ、必死に介かい抱ほうする。

　敗れた悔くやしさに項うな垂だれて地面に座すわり込こんでいた中部連合の騎き士したちは、しばし呆ぼう然ぜんとしたままそれを眺ながめていたが、やがて我に返ると、一人、また一人と救出作業に加わり出した。

「俺おれたちの仲間じゃないか！　ぼさっと見てないで、動ける奴やつは助けに行け！」

「負けた上に、敵に仲間を助けられるなんて、恥はじの上うわ塗ぬりだぞ！」

　口々に言い合いながら、必死で仲間を引き上げる中部十カ国同盟の騎き士したち。

　その様子を見て諸王もようやく立ち上がり、鎧よろいを脱ぬぎ捨すてると仲間を助けに向かった。

　縄なわを持って川に飛とび込こむ者。縄なわを引いて溺おぼれた騎き士しを引き上げる者。引き上げた者の水を吐はかせ、介かい抱ほうする者。温めたお湯を持ってきてやる者。

　さっきまで敵同士だった者たちが、いつの間にか一いつ致ち団結して救助活動に当たり始める。何とか全員引き上げた頃ころには、互たがいの間に奇き妙みような連帯感すら生まれていた。

「うぇ～、疲つかれたぜ。寒い寒い……」

　レオームが濡ぬれた体を拭ふいて焚たき火びに当たっていると、諸王が改めてレオームの前にやってきた。上半身裸はだかのレオームの前に、同じく上半身素すっ裸ぱだかでずぶ濡ぬれのまま、膝ひざを突つく。

　レオームはチラリとそれを見ると、面めん倒どう臭くさそうに言った。

「ちょっと待て。お前らが助けに動いたのは一番最後だろ。アイツらの褒ほう美びが先だ」

　そう言って指を差す。その指の先には、イアンマッド側の騎き士しや兵士、あるいは十カ国連合の一いつ般ぱんの騎き士しや農民兵たちの姿。今もまだ、忙せわしなく立ち働いて介かい抱ほうに当たっている。

　諸王を代表して、アブナット王国のナタフ王が口を開いた。

「あ、いや、褒ほう美びではなく……」

「ん？　じゃあ何だ？」

　怪け訝げんそうに尋たずねるレオーム。

　ナタフ王は、困こん惑わくして口ごもる。

「いや、だからその、我々はレオーム王に手向かって敗れたのだから、その処しよ遇ぐうをどうするのかと……」

　レオームはそれを聞いて、一いつ瞬しゆんキョトンとしてからハッとした。

「そういやそうだ！　危ねえ！　川に落ちた連中を助けるのに夢中になって、うっかりするとこだった！」

　本気で焦あせるレオームに、ナタフ王他一同は呆あつ気けに取とられる。

　レオームは少し決まりの悪そうな表情でナタフ王たちを見た。

「……っていうか、お前らだってどさくさに紛まぎれて逃にげりゃ良かったじゃねえか。いくらでも機会はあっただろ？」

　そっちだってうっかりしてたんだからおあいこだ、とでも言いたげな視線を送るレオーム。

　だがナタフ王は、生き真ま面じ目めな顔でレオームを見上げた。

「レオーム王やイアンマッドの騎き士しが我らの家臣を助けているというのに、それを見捨てて逃にげる事など出来ましょうか。あの者たちは、我らの仲間であり友なのです」

　それを聞いたレオームは一いつ瞬しゆん目をぱちくりさせる。その顔が、スッと真面目になった。

「そりゃそうだな。悪い。おかしな事を言った。忘れてくれ」

　一言謝あやまると、改めて目の前に跪ひざまずく諸王の顔を眺ながめる。

「じゃあつまり、わざわざ自分から俺おれの前に来たのも一いつ緒しよか。自じ分ぶんたちが王であり将なんだから、アイツらの処しよ罰ばつも全部自分らが引き受けると」

「左様。レオーム王に刃やいばを向けたのは我らの判断。家臣たちは騎き士しとしての義と忠誠により、主君たる我われらに従って戦ったまで。国くに許もとに残った彼かれらの家族たちも同様。どうか、我々の首だけで事を収めてはくれまいか」

　ナタフ王がそう願い出て、一同は深々と頭を下げる。

　それを聞いたレオームは、小さく笑えみを浮うかべた。

「さすが、ディアスフェルドの騎き士しだねぇ……」

　そして、からかうようにナタフ王の顔を覗のぞき込こむ。

「つーかだな。殺す気だったらわざわざ川から助けたりしねえよ。それとも、俺おれ自じ身しんの手で殺したいから助けたとでも思ってんのか？」

「いや、そういうわけでは……」

　ナタフ王はレオームを見上げ、言葉に詰つまった。

　その隣となりで、オグナット国王ナーヴィーシャットが怖おず怖おずと口を挟はさむ。

「しかしレオーム王は、自分に弓引く者は老ろう若にやく男なん女によの別なく殺すと……」

「現にヤーカスでは忠臣ニノフューム殿どのが……」

　更さらに隣となり、ミラ王国のスターマック王が困こん惑わく顔で呟つぶやいた。

「そういやそうだった。外向きにはそういう事になってんだよな……」

　レオームは困ったように、頭をボリボリ搔かいた。

　そして立ち上がる。

「……まあいい。お前らの命を俺おれに差し出すってんなら、ありがたく頂ちよう戴だいしておこう」

　それを聞いて諸王は覚かく悟ごを決め、前まえ屈かがみになって首を差し出した。

　しかしレオームは剣けんを抜ぬかず、彼かれらの頭にそっと自分の手を置いた。

「今日からお前らは俺おれの家臣だ。その命は今後、俺おれのために使ってくれ。いいな」

「……！」

　殺されると思っていた諸王は、驚おどろいてハッと顔を上げる。

　レオームはその顔を見下ろして微笑ほほえんだ。

「俺おれの目的は、ディアスフェルドの統一。そして、一つにまとまったディアスフェルドの力で、アルキランの脅きよう威いを打うち払はらう事だ。お前たちはこれから、その手伝いをしてくれ」

「ディアスフェルドを統一……？」

「アルキランの脅きよう威いを打うち払はらう……？」

　耳を疑う諸王。

　レオームはうなずいた。

「そうだ。だからお前たちも生きて、その力を俺おれに貸してくれ。腰こし抜ぬけの俺おれ一人で出来る事じゃねえからな。協力してくれる心強い仲間が一人でも多く必要だ」

　レオームは、笑え顔がおで諸王を見下ろした。その力強くも優やさしい表情は、とても噂うわさに聞くような冷れい酷こく非情の王とは思えなかった。

　諸王は戸と惑まどい、互たがいに顔を見合わせ、再びレオームを見上げると、改めて深々と頭こうべを垂れた。




　この日、この戦場に来ていた王は中部同盟十カ国中三カ国。レオームに降くだった王はオグナット国王ナーヴィーシャット、アブナット国王ナタフ、ミラ国王スターマックの三人であった。他に、軍を任されて率いてきた諸国の有力な騎き士したちも、悉ことごとくレオームの配下に加わった。




　レオームは、イィーク城に戦せん闘とうが終わった知らせの使者を走らせ、また、戦場になって荒あれた村の弁べん償しようと復興には今日降くだったばかりの四カ国が共同で責任を持つよう指示すると、自らは自軍を率いて南へと向かった。

「さあ、今日中にユーステスに入るぞ！　サミロイ王がお前らのためにご馳ち走そう用意して待っててくれるからな！」

　そう言って疲つかれた仲間を励はげまし、ガーシキア王国に捕つかまっているフィーリを助けるために先を急ぐレオーム。

　日がとっぷり暮れた頃ころ、レオームたちはユーステス城に到とう着ちやくし、たっぷりの食事で歓かん待たいされた。その夜はまだ月も細く、夜道は暗いため、レオームたちはユーステス城に一泊ぱくして翌朝早くにガーシキア目指して出発した。










　第二十章　ガーシキア城と攻こう城じよう櫓やぐら




　ラガム村から兵を引いたガーシキアのミスホーイ王は、城に戻もどると不ふ機き嫌げんそうに玉座に腰こしを下ろした。

　その隣となりには、黒くろ髭ひげのオークナグに馬から突つき落おとされて負傷しながらも、何とか逃にげおおせた騎き士しエイクが、包帯姿で近きん侍じする。

　ミスホーイ王は、眉み間けんに深い皺しわをきざみながら尋たずねた。

「戻もどってきたのは何名だ」

「はっ。騎き士し五七二八騎き、その従者五五三三人、農民からの徴ちよう発はつ兵が一万余りです。全体の九割が我わがガーシキア軍となっております。同盟国の王の姿も見当たりません」

　暗い顔で報告するエイク。

「結局、退たい却きやく出来たのは我わが軍のみか。口では同盟の盟主などと言っておきながら、戦場では己おのれの功ばかりを焦あせり、この儂わしの命令など誰だれも聞かぬ。今いま頃ごろ、残った者たちはイアンマッド軍によって壊かい滅めつさせられておるのだろう」

　ミスホーイ王は頰ほお杖づえを突つくと、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「……それにしても恐おそるべきはレオームよ。あの場で儂わしを追わず、己おのれに有利な陣じん形けいを確保する事を優先しおった。さすがは賢けん王おうニルナスの息子むすこ。軽けい薄はくな腰こし抜ぬけ王子の姿は見せかけだったか」

　あの時、逃にげたミスホーイ王をレオームが追いかけていれば、ミスホーイ王は狭せまくなっている隘あい路ろを抜ぬけたところですぐさま反転して迎むかえ撃うつつもりだった。そうすればレオームの軍は隘あい路ろに閉じこめられて動きが取れず、為なす術すべもなく討うち取とられていたはずだった。レオームが自らを囮おとりとして部隊の分断を防いだように、ミスホーイ王も自らを囮おとりとしてレオームを仕留めるつもりだったのだ。

　しかしレオームはミスホーイ王を追わず、家臣にも追わせずに、冷静に立ち回った。あの咄とつ嗟さの判断力、そして追つい撃げきしたがる家臣を抑おさえて従わせた統とう率そつ力は、歴戦の王のものと比べても遜そん色しよくない。

「やはり、世間の噂うわさなど当てにならぬものよ……」

　皮肉な笑えみを浮うかべるミスホーイ王。そして、再び眉み間けんに深い皺しわを寄せる。

「……ともあれ、これで我らは、イアンマッド本国を制圧するどころではなくなった。恐おそらくこのまま攻せめ寄よせて来るであろうレオーム王に、どう応じるかだ」

　エイクがすぐさま言上した。

「ガーシキア城は難なん攻こう不ふ落らく。その上、港もあり、同盟国中半分以上の王たちが健在です。何十年でも籠ろう城じようする事は出来ましょう。イアンマッドも収しゆう穫かくの時期には農民兵を帰さざるを得ませんから、攻こう囲いするとしても八月まで。三ヶ月程度の籠ろう城じようなど余よ裕ゆうです。王が懸け念ねんなさっている通り、イアンマッドがアルキランと組んでいるとしたら、そんな連中と講和するという選せん択たくだけはあり得ません」

　徹てつ底てい抗こう戦せんを訴うつたえるエイク。

　ミスホーイ王はその言葉にうなずきつつ、険しい表情を崩くずさない。

「うむ。そなたの言葉は正しい。だが……」

「何か気がかりな事でも……？」

「いや……今日の戦い、イアンマッドは全軍を率いておらなんだ」

「国の守りを残す必要があったからでは？」

　エイクが首を傾かしげると、ミスホーイ王は大きくうなずいた。

「その通りだ。もしアルキランと組んでいるのであれば、背後を気にする必要はなかろう。レオーム王は、インガーティ攻ぜめが陽動である事も読んでおった。それほどの者が、我ら十万の大軍に立ち向かうのに、軍の半分を置いてくる様な事があるであろうか」

「では、イアンマッドがアルキランと組んだというのは間ま違ちがいかもしれぬと？」

「分からぬ。だが……」

　深々と玉座に身を沈しずませ、考かんがえ込こむミスホーイ王。

「……もしイアンマッドがアルキランと結んでいないのであれば、レオーム王と講和する道もあり得るのではないか」

　それを聞いた騎き士しエイクは、声を荒あららげ強きよう硬こうに反対した。

「仮にそうだとしても、レオーム王とフィーリは自じ分ぶんたちの父王を殺した悪逆の徒！　その上ヤーカスの町では、剣けんも握にぎれぬ女や乳ち飲のみ子ごまで全て構わず殺して焼き滅ほろぼすという、騎き士しの風上にも置けぬ行いに及およんでおります！　あのような者どもを野放しにするわけにはいきませぬ！　かの暴ぼう虐ぎやく非道のイアンマッドを誅ちゆうするのは、聖なる鏡の盾たてを持ち、七百年続く王家の血を誇ほこり、ディアスフェルド随ずい一いちの力を持ってこの広大なガーシキアを治めるミスホーイ王を措おいて他にはおりませぬ！」

　騎き士しの華はなと謳うたわれたエイクは、その心根も真まっ直すぐで公明正大、悪を見み逃のがすような真ま似ねは断固として受け入れられない性格だった。そんなエイクにとって、噂うわさに聞くレオームとフィーリの暴ぼう虐ぎやくは到とう底てい許し難がたく、和解するなど考えられない事だった。

　ミスホーイ王は、エイクの怒いかりの声にも眉まゆ一つ動かさず、しばし無言で考かんがえ込こんでいたが、やがて尋たずねた。

「……フィーリは目を覚ましたか？」

「はっ？　いえ、まだそのような報告は受けておりませぬ。とはいえ、フィーリ殿どのの身み柄がらはニファンナ妃ひが預かっておられます故ゆえ、私も正確な情報を把は握あくしているわけではありませぬが」

「そうか、ニファンナが……。では、仕方あるまい……」

　ミスホーイ王は呟つぶやき、意を決したように立ち上がる。

「何にせよ、我らはイアンマッドと事を構えたのだ！　ならば最後まで戦たたかい抜ぬくまで！　籠ろう城じようの準備を致いたせ！」

　それを聞いたエイクはホッとしたように顔を輝かがやかせた。

「すでに手配して御ご座ざいます」

　そう言ってエイクは深々と頭を下げた。




　それから二日後。

　レオームの軍勢は、ユーステスのサミロイ王に案内されながら、ガーシキア城のすぐ近くの丘おかに到とう着ちやくした。ユーステス城からガーシキア城まで、通常四日かかると言われている道みち程のりを、大軍を率いながらわずか二日で駆かけ抜ぬけた事になる。

「相変わらずでっけえ城だなぁ、おい」

　ガーシキア城を見上げながら、修しゆ業ぎよう時代を思い出して懐なつかしそうに感かん嘆たんするレオーム。

　黒くろ髭ひげのオークナグが、ただでさえ高い城じよう壁へきの上に一層高く聳そびえる木製の櫓やぐらを見ながら言った。

「どうやら籠ろう城じようの準備は出来ておるようですな。徹てつ底てい抗こう戦せんの構えです」

「だな。こりゃ、大人しくフィーリを返してくれそうにはねえぜ」

　弱った顔で頭を搔かくレオーム。

　長なが腕うでのイライオルが尋たずねた。

「どうなさいます？　門を閉ざし、橋を上げたガーシキア城は、まさしく難なん攻こう不ふ落らくですぞ」

　ハイアッド騎き士しオステートが悔くやしがる。

「だから我らを予あらかじめ十人ほど内部に潜ひそませておいてくださいとお願いしたものを……！」

　しかしレオームは、落おち着つき払はらって笑え顔がおを浮うかべた。

「なに、心配する事ぁないさ」

　そう言って、鉄のオステートの肩かたを叩たたく。

「オステート。俺おれは以前、お前に約束したな。戦場での一番の功績は、常にお前らハイアッドの騎き士しにくれてやると。覚えてるか？」

「はっ……」

「この数ヶ月、その為ための訓練をずっと積んできたはずだ。特にお前の率いる部隊は、五月祭の競技すらほっぽって、ひたすら木を伐きり組み上げるための技術と道具の改良に打うち込こんできた。そうだろう？」

「左様でございますが」

「だったらそれを信じろ。中から城門を開けるなんて事をしなくても、壁かべを乗のり越こえるための足場を今ここで作っちまえばいい。梯はし子ごなんてちゃちなものじゃなく、もっと大勢が一気に乗のり込こめるような物をな」

「……！」

　鉄のオステートは、ハッとしてレオームを見つめた。

　レオームはニヤリと笑う。

「今のお前たちの前じゃ、ガーシキアの城門なんて開いてても閉じてても同じ事だぜ。アルキランとの戦いで何十もの砦とりでを落とされた、この腰こし抜ぬけレオーム様が保証してやる。お前らの攻こう城じよう技術はすでにアルキラン軍以上だ」

　そう言って、オステートの肩かたをもう一度ポンと叩たたく。

「これから先どんな城を攻せめる時だろうと、最初に城じよう壁へきを越こえて乗のり込こむのは、常にお前たちだ。何な故ぜならお前たちハイアッド騎き士しは、この俺おれの初めての騎き士しで、一番の親衛部隊だからだ。分かったら、今すぐあの城じよう壁へきを乗のり越こえるための足場作りにかかれ！」

　鉄のオステートはこの時初めて、ずっと木こりや大工の真ま似ね事ごとばかりさせられてきた理由を悟さとった。

「レオーム様！　そこまでお考えの上でございましたか！　このオステート、感服致いたしました！」

　感激するオステートに逆に驚おどろくレオーム。

「え？　ちょっと待て！　マジで分かってなかったのかよ？」

「はっ！　このオステート、恥はずかしながら今初めて王のお言葉の真意を知り、感激至し極ごくで御ご座ざいます！」

「じゃあ、何のためにやらされてるのか分かってないまま、この数ヶ月ずっと土木作業の訓練繰くり返かえしてたのか!?」

「正直に申せば、騎き士したる我われらへの辱はずかしめにも思え、反旗を翻ひるがえそうとする空気もないわけではありませんでしたが、それでもやはり王のご命令とあらば従うのが騎き士しの務めにございますれば」

「やれやれ、ハイアッド気質というか何というか、そういう生き真ま面じ目めさはフィーリそっくりだな。叛はん乱らんとか起こされなくて良かったぜ。怖こええ怖こええ……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐうレオーム。

　そのレオームを尻しり目めに、オステートは城を乗のり越こえるための足場を作るため、部隊を率いて早さつ速そく木を伐きる作業に入った。

　それを見た黒くろ髭ひげのオークナグが、歯は軋ぎしりしながらレオームの前に進み出る。

「レオーム様！　レオーム様の一番の親衛部隊はこの私ですぞ！」

　そして、自分の家臣たちに命じた。

「ええい、オークナグ麾き下かの者どもよ！　ハイアッドの連中に後おくれを取るでない！　ガーシキア城の壁かべを一番に乗のり越こえる栄えい誉よは、我らのものぞ！」

　そう言うと、オステートの部隊と競きそうように木を伐きり始める。

「オークナグには作業中の安全を守ってて欲ほしかったんだがな……」

　レオームは当てが外れた顔で頭を搔かいてから、まだあちこち包帯まみれの鉄てつ壁ぺきのエタトラットを見る。

「まあ仕方ねえ。エタトラット！　ハイアッドの騎き士しとオークナグの部隊が作業してる間、敵が襲おそってこねえように陣じんを構えて防ぼう御ぎよしてやってくれ！　それからエザカット！　周囲の偵てい察さつを頼たのむ！」

「ははっ！」

「かしこまりました！」

　すぐさま鉄てつ壁ぺきのエタトラットは作業場の周囲を固め、疾しつ風ぷうのエザカットは軽装備の部隊を率いて周囲の哨しよう戒かいに出る。

　ここまで案内してきたサミロイ王が、レオームの顔を窺うかがった。

「私は何を致いたしましょう」

「そうだな。土木作業は腹が減る。みんなのために美う味まいもん用意してやってくれ。アンタんとこで食った飯、最高だったぜ」

「それでは、支し度たくにかからせて頂きます」

　そう言って家臣たちに食事の用意を指示するサミロイ王。

　レオームは最後に、インガーティのアティスナス王と同時期にフィーリに脅おどされてイアンマッドに降くだった四カ国中、ここまで一いつ緒しよに付いてきたアグィ国王ロッターヴとタワック国王マイエカターヴの両軍には、休息を取るよう命じた。

「お前たちは今はしっかり休んでてくれ。ユーステスからここまで、ほとんど休まず強行軍だ。寝ねておかないと、いざって時に体が保たねえ」

　その言葉に戸と惑まどって顔を見合わせるロッターヴ王とマイエカターヴ王。

「しかし、皆みなが働いている中、我らだけが休むわけには……」

「そんな事言ってて、みんな一いつ斉せいに仕事をしたら、休む時もみんな同時になる。みんなで休んでるとこを攻せめられたら、イチコロで全ぜん滅めつしちまうぜ？　休みは順番に取るもんだ」

　そう言って笑うレオーム。

　ロッターヴ王とマイエカターヴ王はそう言われてもまだ気き兼がねする様子で、木を伐きっている連中や守りを固めるエタトラットらをちらちらと見る。

「心配しなくても、アイツらが休む時には精せい一いつ杯ぱい働いて貰もらうさ。だから今はその時のためにしっかり体力回復させといてくれ」

　レオームは重ねてそう言うと、自分もゴロリと横になった。

「俺おれも少し寝ねるからな。起きた時にお前らが寝ねてなかったら承知しねえぞ」

　そのまま日差しを遮さえぎるように目の上に布を掛かけ、いびきをかき始める。

　ロッターヴ王とマイエカターヴ王は顔を見合わせてから、仕方なさそうに各おの々おのの部隊に触ふれて回まわった。

「レオーム王のご命令だ！　我らの軍は眠ねむって体力を回復させよ！」

　かくしてそれぞれの部隊はそれぞれに、命じられた任務を全うすべく、精せい一いつ杯ぱい励はげんだ。




　やがて日が西の海に沈しずもうかという頃ころ。

　ガーシキア城のミスホーイ王は、城じよう壁へきの上を回って守備体制を再確かく認にんしていた。

　すでに、昼頃ごろからレオームたちの軍勢が城のすぐ外に迫せまっている事は知っている。だが、未いまだに攻せめかかろうという動きを見せない。

「……レオーム王め、何を企たくらんでおる？　それとも単に、この城じよう壁へきを前にして攻せめあぐねておるだけか？」

　落ち着かない気持ちで歩き回るミスホーイ王。

　夕日に照らされた城じよう壁へきの上には、梯はし子ごで登ってきた敵に掛かけるための熱湯を沸わかしている大おお鍋なべ、城じよう壁へきの下に転がすための石、矢を防ぐために板で作った仮設の屋根と壁かべ、それらを火矢から守るための革かわの覆おおいと消火用の水みず桶おけ。

　壁かべの隅すみに作られた塔とうには壁へき面めんを登る兵士を弓で狙ねらうための射手が配備され、それでも壁かべを登られた場合に備えて、城じよう壁へきの上には選えりすぐりの屈くつ強きような騎き士しが盾たてと剣けんを持って待ち受けている。そして濠ほりと城門を繫つなぐ跳はね橋ばしは引き上げられて、城門は固く閉ざされている。

　敵の攻こう撃げきを迎むかえ撃うつ準備は全て万ばん端たんだ。

　だが、それでもやはり不安が消えない。城じよう壁へきを守る者たちに浮うかぶ死相が多すぎるのだ。

　ミスホーイ王は眉み間けんに深い皺しわを寄せ、城じよう壁へきの外へ目をやった。

　その途と端たん、ミスホーイ王はギョッとしてその場に凍こおり付ついた。

「何だあれは……？　奴やつらは何をしておるのだ……？」

　戸と惑まどった顔に冷ひや汗あせが浮うかぶ。

　濠ほりの外側では、丸太を組んだ大きな四角い骨組みに、斧おので断たち割わっただけの荒あら削けずりの板を打ち付けた巨きよ大だいな箱がいくつも組み上げられている。中に何人もの人が入れる大きさで、箱と言うよりも屋根の平らな小屋といった方が近い大きさだ。足元には丸太を輪切りにして作った車輪も付いている。

「あの中に隠かくれて城じよう壁へきへ取り付こうというのか？　だが、あれでは濠ほりは渡わたれまい」

　ミスホーイ王はそう思ったが、とにかくこの城を攻せめるための物である事は間ま違ちがいない。

　ミスホーイ王は城じよう壁へきの上の兵士に命じた。

「あの者らに矢を放て！」

　箱を押おしてくる騎き士したちに向けて、城じよう壁へきの上から矢を降らすガーシキア軍。だが作業中の騎き士したちは、その巨きよ大だいな箱の陰かげに身を隠かくした。

「上に向けて射るのだ！」

　ミスホーイ王は改めて命令する。それを聞いた兵は矢を空に向けて放った。飛んだ矢は重力に引かれ、山なりの軌き道どうを描えがいて落ちてくる。それが箱を飛とび越こえて、後ろに隠かくれている騎き士したちの頭上に真上から降り注いだ。しかし、それもすでに想定済みのようで、作業中の騎き士したちは箱の中に入って矢を避さける。

　その内、巨きよ大だいな箱が動き出した。中に入ったままでも押おせるらしい。前面と上部に板が張られていて、矢は通らない。生木なので火矢でも燃えない。やがて箱は濠ほりまで来ると、そのまま落ちた。

「……？」

　一いつ瞬しゆんポカンとするミスホーイ王。

「何をやっておる……？」

　その目の前で、騎き士したちが長い板を持ってきて箱の上に渡わたし始める。それを見て、ミスホーイ王はハッとした。

「あの箱はわざと落としたのだ！　その上に橋を架かけるために！」

　そう気付いてから、しかし尚なおも怪け訝げんそうに下を見つめるミスホーイ王。

「だが、濠ほりを越こえるためだけなら、梯はし子ごを渡わたす程度でも充じゆう分ぶんのはず。何な故ぜあのような物を落として土台とする必要がある……？」

　その時、別の箱が動き出した。こちらは先さき程ほどの箱よりも長い。その分、中には大勢入れそうだ。

「そういう事か！　あの箱を被かぶったまま渡わたれる丈じよう夫ぶな橋を造るために……」

　だが次の瞬しゆん間かん、ミスホーイ王は目を疑った。

　長方形の巨きよ大だいな箱が、たくさんの綱つなに引っ張られて起き上がったのだ。

　その高さは城じよう壁へきよりも高い。足元にはちゃんと、丸太を輪切りにして作った車輪が付いている。

　巨きよ大だいな移動式の櫓やぐら。

　アルキランに城を攻せめられた事のある者しか知らない、移動式攻こう城じよう櫓やぐらである。

　初めて見る攻こう城じよう櫓やぐらを目まの当たりにしたミスホーイ王は、その威い力りよくをたちどころに悟さとった。

　あの櫓やぐらの中なら、城じよう壁へきから降り注ぐ矢を気にせずに、城じよう壁へきと同じ高さまで上がれる。そこまで上がったら、櫓やぐらから城じよう壁へきに渡わたした短い橋を一気に渡わたって、城じよう壁へきの上に雪な崩だれ込こめる。その速さは梯はし子ごを登るのとは比ひ較かくにならないし、城じよう壁へきへ渡わたる時には盾たてを構えて走ってこれるのだから、最も早はや矢を恐おそれる事はない。

　ミスホーイ王は一いつ瞬しゆんにして事態を悟さとると、大声で命令を下した。

「全ての騎き士しを城じよう壁へきの上に集めよ！　今すぐにだ！」

　俄にわかに、城じよう壁へきの上は慌あわただしさを増した。

　外に聳そびえる高い櫓やぐらは、静かに、不気味に、じわじわと城じよう壁へきへ迫せまった。










　第二十一章　囚とらわれのフィーリ




　昼ひる寝ねを終えて目を覚ましたレオームは、手慣れた調子で攻こう城じよう櫓やぐらを造っているハイアッドの鉄のオステートと、見よう見まねで張り合っている黒くろ髭ひげのオークナグを見比べながら、楽しげに呟つぶやいた。

「さぁて、どっちが先に乗のり込こめるかな」

　軽く伸のびをして体をほぐすと、レオームは守りを固めている鉄てつ壁ぺきのエタトラットに声を掛かけた。

「ちょっと外す。何かあったらお前が指揮を執とってくれ」

「どちらへ行かれるので？」

　エタトラットが尋たずねると、レオームはニヤッと笑った。

「なに、ちょっと未来の花はな嫁よめを助けにな」

「フィーリ殿どのを？　まさかお一人で……？」

　驚おどろいて引き留めようと手を伸のばすエタトラット。

　レオームは冗じよう談だんめかしてその手を払はらう。

「馬ば鹿か野や郎ろう。昔からお姫ひめ様を助け出す勇者ってのは、一人で救いに行くものと決まってんだぜ。そうじゃなきゃ、救った者同士で取り合いになっちまうだろ」

　そう言って笑うと、レオームは密ひそかに陣じん中ちゆうから姿を消した。

　向かった先は、城の近くの小さな丘おかにある祠ほこら。

　ガーシキア城の内部にある祠ほこらからこの丘おかにある祠ほこらまで、秘密の抜ぬけ穴あなが掘ほってあるのだ。修しゆ業ぎよう時代に訪おとずれた時、見つけたものである。

「みんなに教えたら、絶対一いつ緒しよに来るって言うに決まってっからな。けど、中ちゆう途と半はん端ぱに人数が増えても、敵に見つかりやすくなるだけだ」

　そう言いながら火打ち石で火ほ口くちに火を起こすと、蠟ろう燭そくに炎ほのおを移して、細い抜ぬけ穴あなの中に潜もぐり込こむレオーム。

　一度に一人しか通れない細い抜ぬけ穴あなから、城を落とすのに充じゆう分ぶんな人数を送おくり込こむのは不可能。少人数を送おくり込こんで中から門を開けるというのも、ガーシキア城の場合は危険が多い。だったら城攻ぜめ自体は正面から正せい攻こう法ほうでやったほうがいい。そして、そちらに敵の注意が引き付けられている間に、さっさとフィーリを救出するのだ。

　小さな蠟ろう燭そくの明かり一つを頼たよりに、湿しめった石造りの通路をしばらく進むと、城内の片かた隅すみにある祠ほこらの裏に出る。

「潜せん入にゆう成功っと……」

　祠ほこらの陰かげに身を隠かくしながら様子を窺うかがうと、城の中は攻こう城じよう櫓やぐらの脅きよう威いを前に大混乱の最中だ。あちらこちらで叫さけび声ごえが上がり、誰だれも彼かれも、城じよう壁へきの外からの攻こう撃げきに注意が向いている。

「さ～て、今の内今の内」

　レオームはそっとほくそ笑えみ、物もの陰かげに身を潜ひそめながら建物の中へ忍しのび込こむと、敵に見つからないよう気を付けながらフィーリの居場所を探した。




　レオームがガーシキア城内への潜せん入にゆうに成功した頃ころ。

　何日も気を失っていたフィーリは、ようやく目を覚ました。

「ここは……？」

　呟つぶやきながら周囲を見回す。石で囲まれた部屋。手首に鎖くさりが繫つながれていて、立ったまま眠ねむっていたようだ。

　……そうか。私は毒を盛られて……。

　ニファンナに淹いれてもらった飲み物を飲んだ途と端たんに意識を失った事を思い出す。

　室内は薄うす暗ぐらい。窓は見当たらず、小さな灯あかりが灯ともしてあるだけ。どこを見ても石の壁かべだが、床ゆかの上にはニファンナと面会した部屋と同じように豪ごう華かな絨じゆう毯たんが敷しいてある。

　フィーリの両手の太い鎖くさりは、石の壁かべに繫つながれていた。

　……囚とらわれの身という事か。

　フィーリは鎖くさりを引きちぎろうと引っ張ってみたが、太い鉄の鎖くさりはフィーリの怪かい力りきでもびくともしない。壁かべから引ひき抜ぬく事も出来ないようだ。

　フィーリは、何か使える物はないかともう一度室内を見回した。

　向かいの壁かべに盾たてと剣けんが飾かざられているのが目に入る。

　……あれに手が届けば、手首を切り落として自由になる事も出来ようが。

　そう思ったが、向かいの壁かべではどうやっても届きそうにない。

　フィーリは脱だつ出しゆつする方法を考えるのは一いつ旦たん後回しにして、現状を把は握あくしようと努めた。

　……私を生かしたままにしているという事は、人ひと質じちとして利用するつもりなのか？　だとすると拙まずい。レオーム様の性格では、この私ごときの命ですら見殺しには出来まい……。

　歯は軋ぎしりをするフィーリ。

　……こちらの勝手でレオーム様に強ごう引いんにディアスフェルド統一を押おしつけたこの私には、命を捨ててでもレオーム様の手助けをせねばならぬ責務があるというのに。それがこんな形でレオーム様の足を引っ張るような事になるとは……。

　フィーリは、あっさり毒を盛られた自分の不注意を悔くやんだ。

　……今はまだ毒を盛られた日なのか？　それとも、あれからすでに数日経たっているのだろうか。

　腹の減り具合などから経過した時間を推測していると、不意に戸が開いて叔お母ばのニファンナが姿を現した。

「あら、やっと目が覚めたのね」

　相変わらずおっとりとした笑えみを浮うかべるニファンナ。

　フィーリは厳しい目で睨にらみ付つけた。

「叔お母ば上！　これは一体どういうつもりです！」

　ニファンナはその視線に怖おじる事もなく、また一向に悪びれた様子も見せず、無む邪じや気きにニコニコと笑う。

「あなたに結けつ婚こん相手を紹しよう介かいしようと思ったのだけど、臆おく病びような子だから怯おびえさせないようにしないといけなくて。あなたは騎き士しとして育てられましたから、どうしても普ふ通つうの女の子と比べると、威い圧あつ的に見えるところがありますからね」

「結けつ婚こん相手……？」

　そう言えば気を失う前もそのような事を言っていたような憶おぼえがある。確か、ママーゴウと連つれ添そわせるつもりだったようだが、果たして本当にママーゴウは生きているのか。

　訝いぶかしむフィーリの目の前で、醜みにくく太った巨きよ大だいな男が入ってきた。

　だらしなく開いた口からは涎よだれが垂れ、目は濁にごって虚うつろで知性の欠片かけらもない。着ている服も乱れて汚よごれ、巨きよ大だいな赤あかん坊ぼうのよう。

　その異様な雰ふん囲い気きに、フィーリは思わずたじろぐ。

　ニファンナは相変わらずニコニコと上じよう機き嫌げんに微笑ほほえんだまま、その異様な男をフィーリに紹しよう介かいした。

「小さい頃ころに会ったきりだけれど、それほど変わっていないから憶おぼえているわよね。この子があなたと結けつ婚こんしてハイアッドの王となる、ママーゴウです」

「ママーゴウ!?　これが!?」

　フィーリは思わず声を上げた。

　数年前に熱病で死んだと噂うわさされたが、その後葬そう式しきも行われず、かといって公おおやけの場に姿を現す事もなかった、消息不明のガーシキア王子。ニファンナの息子むすこ。

「ご存命だったのですか……？」

　フィーリはそう尋たずねながら、改めて目の前の男を眺ながめた。

　……これが本当にママーゴウ殿でん下かなのか？

　記き憶おくにある、幼いながら気品があり、はつらつとした知性の輝かがやきを目に宿したママーゴウとは、似ても似つかない。

　ニファンナはフィーリの言葉に可お笑かしそうに笑った。

「もちろん生きていますとも。見れば分かるでしょう。さ、ママーゴウ。ご挨あい拶さつなさい。この子がお前の妃きさきとなるフィーリですよ」

　ママーゴウと呼ばれた怪かい人じんはフィーリを見ると、興奮したように奇き妙みような叫さけび声ごえを上げながら息を荒あららげる。

　フィーリはママーゴウから逃のがれようと身をよじりながら、ニファンナに尋たずねた。

「お待ち下さい叔お母ば上！　私がママーゴウ殿どのと結けつ婚こんとは、どういう事です！」

「当然でしょう？　ハイアッドの王は死に、跡あと継つぎがいなくなった。最も血筋の近い男子は、先王の妹である私が生んだ、このママーゴウです。ですがあなたも先王の娘むすめですから、王族としてしかるべき地位に就つくべきです。となれば、ママーゴウとあなたが結けつ婚こんするというのが一番分かりやすいではありませんか。ママーゴウはハイアッドの王となり、あなたはハイアッドの王おう妃ひとなる。これ以上に筋の通った話はありません。そうでしょう？」

　そう言って微笑ほほえむニファンナ。

　フィーリは必死で言い返す。

「馬ば鹿かな！　ハイアッドはイアンマッドに降くだり、今はレオーム様がハイアッドの王！　それは先王フォーンデリック自らの決定です！　ママーゴウ殿でん下かがハイアッド王になるなどあり得ません！」

　ニファンナは表情一つ変えずにフィーリの言葉を否定した。

「それは噓うそです。誇ほこり高たかきハイアッドが他国に降くだる事の方があり得ませんもの。世間は欺あざむけても、ハイアッドで生まれ育った私は騙だまされません」

「私が証人です！　父上はこの私にはっきりと言ったのです！　ハイアッドの国ごとレオーム様に降くだれと！　そしてレオーム様の下もとにディアスフェルドを統一せよと！」

　そう訴うつたえるフィーリ。

　ニファンナは、そんなフィーリを憐あわれむような目で見つめた。

「可か哀わい想そうに。自分でもそう信しんじ込こんでしまっているのね。きっとあなたは父を殺された悲しみで、気がおかしくなってしまったのでしょう。でも大だい丈じよう夫ぶ。私の可愛かわいいママーゴウと結けつ婚こんすれば、やがてあなたの心の傷も癒いやされますから」

　そして、優やさしい顔になってママーゴウに言う。

「さ、ママーゴウ。夫ふう婦ふの誓ちかいの口づけをなさい」

　ママーゴウは獣じゆう欲よくに満ちた下げ卑びた笑えみを浮うかべ、鼻息を荒あらくしながら近づくと、すえた匂においのする涎よだれをダラダラと垂らしながら犬か何かのようにフィーリの顔を舐なめ始めた。

「よせ！　触ふれるな！」

　身を捩よじるフィーリだが、両手が鎖くさりに繫つながれて逃にげる事も押おしのける事もままならない。

　それを眺ながめながらニファンナは幸せそうに微笑ほほえむ。

「ママーゴウはその大きな体の上、ハイアッド王家の血を引いているから、どうしても力が強すぎて、普ふ通つうの女ではついうっかり骨を折ったり殺してしまったりするの。でも、二十人力のあなたならそういう心配は無用でしょう？　これ以上の結けつ婚こん相手は世界中探しても望めないでしょうね」

　ママーゴウの汚よごれた舌がフィーリの唇くちびるを這はい、口を吸おうとする。

　その瞬しゆん間かん、フィーリはママーゴウの唇くちびるを嚙かみちぎった。

「っ[image: !!!!]」

　突とつ然ぜんの痛みに、獣けもののような叫さけび声ごえを上げて仰のけ反ぞるママーゴウ。その口元から、真っ赤な血がボタボタと滴したたった。

　ニファンナが悲鳴を上げる。

「ママーゴウ！　フィーリあなた何て事を！」

　フィーリは嚙かみちぎったママーゴウの下した唇くちびるをペッと吐はき捨すてると、怒いかりの籠こもった目でママーゴウを睨にらみ付つける。

「ハイアッドのフィーリをここまで侮ぶ辱じよくするからには、死ぬ覚かく悟ごは出来ているのであろうな……！」

　ママーゴウは嚙かみちぎられた下した唇くちびるに手をやり、やがて獣けもののように吼ほえた。

　だがフィーリは微み塵じんも怯ひるまない。

「もう一度やってみろ！　次は貴様の喉のど元もとを食いちぎる！」

　ママーゴウは再び野や獣じゆうのように叫さけぶと、左手でフィーリの首を締しめ上あげるように摑つかみ、右の拳こぶしを振ふりかぶった。そのまま怒いかりに任せてフィーリを殴なぐろうとする。

　その拳こぶしを真正面からキッと見み据すえて身じろぎもしないフィーリ。殴なぐりかかる瞬しゆん間かんに手首を食いちぎってやろうと、血に塗まみれた歯を剝むいた。

　ママーゴウの巨きよ大だいな拳こぶしが振ふり下ろされる。

　だが、その巨きよ大だいな拳こぶしがフィーリの美しい顔を打うち砕くだくかと思ったその瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、何者かが風のように飛とび込こんできた。

　それと同時に、鋭するどい刃はが稲いな妻ずまのように閃ひらめく。

　ママーゴウの両りよう腕うでが、斬きり飛ばされて宙を舞まった。血ち飛沫しぶきが、石の壁かべに真っ赤な帯を描えがいた。

「汚きたねえ手で触ふれんじゃねえぜ。コイツは将来俺おれの子を産む大事な体なんだ」

　謎なぞの侵しん入にゆう者は血に濡ぬれた剣けんを構え、からかうような笑えみを浮うかべてママーゴウの前に立ちはだかった。

　その声を聞いたフィーリは、驚おどろいて目を見開いた。

「レオーム様！」

　剣けんを片手に入ってきたのは、間ま違ちがいなくイアンマッド国王レオームその人だった。

　その体は、フォーンデリック王を討うった時のように激しく熱を発し、狭せまい室内はまるで火を入れた窯かまの中のように暑くなる。

「お前は……」

　驚おどろいて言葉を失うニファンナ。

　レオームは、口元だけでニヤリと笑う。

「よう。久ひさし振ぶりだなお妃きさきさん。随ずい分ぶんと老ふけたじゃねえか」

　ニファンナは顔を引きつらせて後ずさった。

「レオーム王子！　どうしてここに！」

「未来の嫁よめが化け物に陵りよう辱じよくされようとしてんのに、助けに来ねえ男がいると思うか？」

　そう言って、フィーリの鎖くさりに剣けんで斬きりつけるレオーム。レオームの熱で柔やわらかくなったのか、鎖くさりはまるでチーズか何かのように簡単に切きり裂さかれる。

「後な、レオーム王子じゃねえよ。今の俺おれはイアンマッド国王レオーム様だ。そこんとこ、間ま違ちがえねえでくれ」

　レオームは笑ったままそう言うと、グッと目に力を込こめてニファンナを睨にらんだ。

「その国王たる俺おれが正式な使者として遣つかわした人間に、それも自分と血の繫つながった姪めいっ子を相手に、随ずい分ぶんとご丁てい寧ねいなもてなしじゃねえか。ええ、お妃きさきさんよ？」

　レオームの体から発する熱が、その温度を増す。

「ひっ」

　気け圧おされて息を吞のむニファンナ。

　その時。腕うでを切られたママーゴウが、恐きよう怖ふに耐たえきれなくなったように大声で吼ほえた。

　そのまま、大きな口を開けてレオームに嚙かみつこうとする。

「まだやるか？」

　剣けんを構えるレオーム。

　しかし、そのママーゴウの後ろから白く細い腕うでが伸のびた。細ほそ腕うでからは想像も付かぬ怪かい力りきで、ママーゴウの首を鷲わし摑づかみにして動きを止める。

　捕つかまえたのは、自由の身になったフィーリだ。

「貴様は獣けものだ！　獣けもの相手に剣けんは要いらぬ！」

　怒いかりの籠こもった声でそう言うと、フィーリは右の手首に嵌はまったままの鉄枷かせを、ママーゴウの脳天に叩たたきつけた。

　グチャッと音を立てて弾はじけ飛ぶママーゴウの頭。血ち飛沫しぶきが辺り一面に飛び散り、ニファンナの顔を汚よごした。

「ママーゴウ！」

　悲鳴を上げるニファンナ。

　それを聞いたレオームは驚おどろいて、頭を失った怪かい人じんの巨きよ体たいを見る。

「ママーゴウ？　コイツがママーゴウだって？」

　ニファンナは怒いかりと憎にくしみに満ちた目でレオームとフィーリを睨にらんだ。

「よくも私の可愛かわいいママーゴウをひどい目に遭あわせたね！　このまま無事には帰さないよ！」

　そう言うと、壁かべに掛かけてあった剣けんを手に取る。

　レオームが構えた。

「お妃きさきさんよ。悪いがそれはこっちの台詞せりふだぜ。俺おれのフィーリを酷ひでえ目に遭あわせやがって。修しゆ行ぎよう時代に宿を借りた恩義はあるが、容よう赦しやはしねえぞ」

　だが、フィーリがレオームの前に立った。

「レオーム様。この者たちから屈くつ辱じよくを受けたのはこの私です。ここは私にお譲ゆずり下さい」

「何？　だけどお前、ずっと繫つながれっぱなしだったんだろ。無理すんな。それに相手は一応お前の叔お母ば……」

　レオームはそう言いかけたが、フィーリの厳しい表情を見て黙だまった。

「……分かった。使え」

　手に持った剣けんをフィーリに渡わたす。フィーリは酷ひどい目に遭あわされた張本人だ。復ふく讐しゆうする権利はフィーリにある。誇ほこりというものは、自らの手で復ふく讐しゆうを果たす事でのみ、取り戻せるものなのだ。

　逆上したニファンナは、ママーゴウを殺したフィーリを睨にらむと、怒いかりに我を忘れて叫さけんだ。

「この私は兄フォーンデリックと同じ三十人力！　そして最後の兄弟であるフォーンデリックが死んだ今、フォーンデリックの力も受うけ継ついで六十人力となったのよ！　その私に、たかだか二十人力の小こ娘むすめが敵かなうとお思いかしら！」

　フィーリは冷たい眼差まなざしでニファンナを見み据すえる。

「確かに、私は腕わん力りよくで一度も父に勝てなかった。だが剣けん技ぎで叔お母ば上に破れた事は一度もない」

「そりゃそうでしょうとも！　剣けんの勝負をした事など一度もないものね！　これがお前の初めてにして最後の敗北よ！」

　ニファンナは大声で勝かち誇ほこると同時に、力任せに剣けんを振ふり下ろした。

　恐おそろしい一いち撃げき。

　フォーンデリック王の倍の六十人力で振ふり下ろされた剣けんは、轟ごうと音を立ててフィーリの脳天に迫せまった。鎧よろい兜かぶとで完全武装した騎き士しが相手でも、全身真っ二つにしてしまうだろうと思える凄すさまじさ。あまりの迫はく力りよくに、まるで剣けんの大きさが倍にも見えた。

　その剣けんの切っ先が、絨じゆう毯たんを切きり裂さき、石造りの床ゆかに深々と斬きり込こんだ。

　ギャリッと激しい音がして、火花が辺りに飛び散った。

　だが、それと同時に斬きり飛ばされたのは、ニファンナの首だった。

　フィーリはニファンナの一いち撃げきを紙かみ一ひと重えで躱かわすと同時に、喉のど元もとに横薙なぎの一いつ閃せんを放っていたのだ。

　ニファンナの首は血ち飛沫しぶきを上げて宙を舞まい、ドンと音を立てて床ゆかに落ちた。

　その首は、胴どう体たいから切きり離はなされた事すら気付いていないように、勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべたままだった。

　絶命したニファンナの首を見下ろすフィーリ。

「……叔お母ば上とは違ちがい、私は生まれてから今日まで、ずっと剣けんを握にぎってきたのです」

　己おのれの強さは、王家に伝わる怪かい力りきなどに頼たよったものではない。幼少期から女としての人生を捨て、ひたすら積み重ねてきた鍛たん錬れんと戦いの日々こそが、騎き士しとしての自分を作り上げたのだ。たとえ父王の更さらに倍もの力を持つ相手であろうとも、初めて剣けんを握にぎる者に後おくれを取るような自分ではない。胸の内に秘めた誇ほこりを確かめるようにフィーリは呟つぶやき、剣けんを見つめて血ち糊のりを拭ぬぐった。

　そして、固い表情のままレオームに剣けんを返す。

「ありがとうございました」

　レオームは黙だまったまま厳げん粛しゆくな表情で受け取り、鞘さやに収めた。

　そしてフィーリの頭を撫なでると、緊きん張ちようをほぐすようにニヤリとおどけるような笑えみを浮うかべた。

「んじゃ、脱だつ出しゆつするか」

　そう言うが早いか、ひょいとフィーリを抱だきかかえるレオーム。

「えっ？　ちょっ、ちょっと、レオーム様!?　下ろしてください！　自分で走れます！」

　いきなり抱だき上あげられたフィーリは、真っ赤になってもがいた。

　レオームは笑いながらフィーリを抱だいて部屋を出る。

「何日もずっとこんなとこに囚とらわれっぱなしだったんだ。体も弱ってるだろ。無理すんなって。囚とらわれのお姫ひめ様ってのは、こういう時は黙だまって王子様に身を委ねるもんだぜ」

「……！」

　フィーリはその言葉に一層赤くなり、言葉を失ってうつむくと、少し躊躇ためらってからギュッとレオームにしがみついた。レオームは、そんなフィーリを満足げに眺ながめる。

　階段を下りながら、フィーリはふと尋たずねた。

「ところでレオーム様。何な故ぜここが……」

　レオームは笑って答える。

「俺おれは修しゆ行ぎよう時代に師し匠しようと一いつ緒しよに世界中旅して回ってて、この城にも泊とめてもらった事があるって言っただろ。その時に、内部の作りやら秘密の抜ぬけ穴あなやら城じよう壁へきの強いところやら弱いところやら侍じ女じよの簞たん笥すの中身まで、全部頭に入れてある。フィーリみたいな馬ば鹿か力ぢからを閉じ込こめておけそうな部屋なんて、さすがのこの城でもそれほど多くはないさ」

「なるほど……」

「それより、帰ったら急いで体を洗わなくっちゃな。あの化け物の涎よだれと返り血でベトベトだぜ」

　フィーリの顔を眺ながめながら苦く笑しようするレオーム。

　それを聞いたフィーリは今いま更さらのように自分の汚よごれに気付き、改めて恥はずかしさで真っ赤になった。

「やっ、やっぱり下ろしてください！　レオーム様まで汚よごれてしまいます！」

「もう汚よごれちまってるし、今いま更さら気にすんなって。一いつ緒しよに洗いっこしようじゃねえか」

「いっ、一いつ緒しよに!?」

「ついでにあの化け物に何もされてねえか、ちゃんと調べてやろう」

　レオームは、下品極きわまりない冗じよう談だんを言いながら、下げ卑びた笑えみを浮うかべた。

「はっ？　はい？」

　目を白黒させるフィーリ。

「安心しろ。もし何かされてたとしても、俺おれの子種の方が百倍強え。今すぐ契ちぎれば、生まれてくるのは間ま違ちがいなく俺おれの子だぜ」

「いっ、いい加減にしてくださいっ！　何もされてませんから！　それより、本当に自分で走れますから！　下ろしてください！」

「はっはっは。いいじゃねえか。助けに来てやったお礼に、もう少し抱だかせろよ。普ふ段だんは手も握にぎらせてくれねえんだからさ」

　日ひ頃ごろの堅かた苦くるしさとは打って変わって普ふ通つうの少女のように恥はずかしがるフィーリを見て、愉ゆ快かいそうに笑うレオーム。

　フィーリは真っ赤な顔をして、完全に黙だまり込こんだ。

　そのまましばらく、沈ちん黙もくが続いた。階段を駆かけ下おりるレオームの足音だけが、石の壁かべに反はん響きようする。

　やがてレオームはふと、思い出したように呟つぶやいた。

「……そういやお妃きさきさん、あの化け物の事ママーゴウって呼んでたか？」

　それを聞いたフィーリも真面目な顔になる。

「はい。叔お母ばの息子むすこ、ママーゴウ王子だと」

「俺おれが知ってるママーゴウはもっと上品で賢かしこくて、可愛かわいいガキだったんだがな……」

「私もです。恐おそらく数年前、熱病にかかった際に、頭をやられてしまったのでしょう。命は取り留めたものの、人前に出せる状態ではなくなってしまったのです。そしてそれを憐あわれんだ叔お母ばは、何でもママーゴウの好きなようにさせてきたのでしょう。食べたいだけ食べさせ、暴れたいだけ暴れさせ、好きなだけ女をあてがった。その結果、あのような化け物に育ててしまったのです」

　それを聞いたレオームは、やりきれない気持ちで溜ため息いきを漏もらした。

「あの立派な体だ。きちんと躾しつけてさえいりゃ、いくらでも人の役に立てる道はあっただろうにな。下手に憐あわれみを掛かけた結果、一番哀あわれな状態にしちまった」

「叔お母ばも、心を病やんでしまっていたのでしょう。たった一人の息子むすこでしたから……」

　そう言って目を伏ふせるフィーリ。

「そうか。自じ慢まんの息子むすこだったもんな……」

　レオームも、昔の利発そうなママーゴウの姿を思い出しながら、しんみりと呟つぶやいた。

　そのまま二人は言葉少なく階段を下り、建物の外に出た。










　第二十二章　ミスホーイ王の戒いましめ




　レオームがフィーリを助け出して塔とうの外に出ると、すでに日は沈しずんで空は暗くなっていた。

　だがそこかしこに炎ほのおが上がり、足元は明るく照らされている。

　レオームたちは外に出ると同時に、味方の歓かん声せいに囲まれた。

「おお！　レオーム様！」

「フィーリ殿どのもご無事で！」

　フィーリが驚おどろいて周囲を見ると、城の中はイアンマッドやハイアッドの騎き士しで溢あふれている。

　レオームがびっくりしたように笑えみを浮うかべた。

「もう城じよう壁へきを乗のり越こえたのか！　いくら何でも早すぎるぜお前ら！」

「レオーム様がどこかへ行ってしまわれたので、これは単身城内に忍しのび込こんだに違ちがいないと思いまして！」

　黒くろ髭ひげのオークナグが身を乗り出し、得意気に笑う。

「普ふ段だんの倍の力を出して作業を進めたのです。主君を敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかで一人にしておくわけには参りませんからな」

　鉄のオステートが続け、そしてレオームとフィーリの前に片かた膝ひざを突つく。

「よくぞご無事で……」

　フィーリはレオームの腕うでから下りると、オステートの前に立った。

「心配を掛かけた」

　一言ねぎらい、すぐ状じよう況きようを理解して尋たずねる。

「して、戦せん況きようは？」

「はっ。すでに城内は我々が制圧し、現在ガーシキア王ミスホーイの居場所を捜そう索さくしているところです」

　そこへ、疾しつ風ぷうのエザカットが駆かけ込こんできた。

「ミスホーイ王を見つけたぞ！　側近の騎き士しエイクと一いつ緒しよだ！　急げ！　エイクが暴れて手が付けられん！」

　そしてレオームに気付き、慌あわてて足を止めると膝ひざを突つく。

「レオーム様！　よくぞご無事で！　たった今、同盟国アグィの国王ロッターヴ殿どのがミスホーイ王を発見致いたしました！」

　レオームは表情を引ひき締しめるとうなずいた。

「よし。案内してくれ」

　皆みなを引き連れて、ミスホーイ王のいる場所へと向かう。

　場所は港と城内を隔へだてる門の手前。アグィ王国の騎き士したちが、ミスホーイ王とエイクの二人を遠巻きに囲んでいる。アグィ王国の人間は昔から目が鋭するどく、夜目遠目が利きく事で知られていた。

　レオームはアグィ国王ロッターヴを見つけて尋たずねる。

「どんな様子だ？」

「はっ！　相手はたったの二人とはいえ、さすがに名の知れたミスホーイ王と騎き士しエイク。なかなか近寄れませぬ。矢を持ってくるよう家臣に命じたところでありますが」

　身軽そうな小こ柄がらな体を屈かがめて頭を下げる、初老のロッターヴ王。

　それを聞いた黒くろ髭ひげのオークナグが剣けんを抜ぬいた。

「なるほど！　それではここは私めが！」

　そう言うなり、アグィの騎き士したちを搔かき分わけて飛とび込こんでいく。

「レオーム様の騎き士し、黒くろ髭ひげのオークナグが、ミスホーイ王とその子分めを討うち取とりに来たぞ！」

　大声を上げて剣けんを頭上に振ふりかぶるオークナグ。

　血だらけで息を乱しながら奮ふん闘とうしていたエイクはそれに気付くと、アグィの騎き士しの一いち撃げきを躱かわしながらオークナグに向かって剣けんを構える。

「ラガム村では世話になった！　お返しだ！」

　そう言うなりエイクは剣けんを一いつ閃せんした。

　手負いの上、背後に主君を守りながら戦うエイクには、最も早はや前回のような隙すきはない。勝ちを急いだオークナグは、鎧よろいの上から横薙なぎに胸を切られてあっさりと倒たおれる。

「オークナグ！」

　駆かけ寄よるレオーム。

「申もうし訳わけ御ご座ざいませんレオーム様。みっともないところを……！」

　仰あお向むけに倒たおれて情けなさに顔を歪ゆがめるオークナグ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。傷は浅い」

　レオームはオークナグの傷を確かく認にんして励はげますと、自ら剣けんを取って立ち上がった。

「レオーム様！」

「お待ちを！」

　背後からフィーリや鉄のオステートが引き留める。

　ミスホーイ王とエイクを取り囲んでいたアグィ王国の騎き士したちは、レオームが来たのを見て一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように動きを止めた。

　レオームはフィーリやアグィの騎き士したちに向かって笑う。

「お前らは下がってろ。こっからは王と王の話だ」

　ロッターヴ王がうなずき、家臣たちに指示を出す。それを見てさっと後ろに下がるアグィの騎き士したち。

　レオームの前に、傷だらけのエイクが立ちはだかった。

「我わが王と話がしたければ、この私を通してもらおう！」

　全身血に塗まみれ、肩かたで息をしながら、それでも闘とう志しは微み塵じんも衰おとろえない。

　レオームは肩かたを竦すくめて笑った。

「いいのか？　俺おれは腰こし抜ぬけレオームだ。相手が疲つかれてるからって手加減はしねえ。むしろ、こりゃツイてるぞって喜んじまうような男なんだぜ」

「手加減してもらおうなどとは思っておらぬ！　全力で来い！」

　高らかに叫さけんで斬きりかかるエイク。

　レオームはとぼけた顔でその剣けんを躱かわす。

「嫌やだね。全力出さずに済むから、疲つかれてる奴やつとやり合うのは楽なんじゃねえか。それに俺おれは、殺し合いは怖こわくて苦手なんだ」

「戯ざれ言ごとを！」

　エイクは、その美しい顔立ちにはそぐわぬ凄すさまじい怒ど号ごうと共に、再び斬きりかかった。

　だがまたしてもスルリと躱かわすレオーム。すれ違ちがい様その剣けんが、エイクの胸きよう甲こうを止めている革かわ帯おびを斬きり飛ばした。

「!?」

　ずり落ちた胸きよう甲こうが、エイクの足の間に落ちる。一いつ瞬しゆん足がもつれ、動きを止めるエイク。

　レオームはその隙すきを逃のがさず、素早く間合いを詰つめた。そしてエイクの上半身を抱かかえ込こんで屈かがめさせ、鎖くさり鎧よろいを一気に引っぺがす。めくれ上がった鎖くさり鎧よろいがエイクの視界を遮さえぎり、腕うでを拘こう束そくした。

「男を脱ぬがす趣しゆ味みはないんだがな」

　レオームは苦く笑しようしながら、動きの取れないエイクの剣けんを悠ゆう々ゆうともぎ取った。

「ほい、勝負有りだ」

　エイクは動きの取れぬまま叫さけぶ。

「騎き士しを愚ぐ弄ろうするか！　殺せ！」

「やだよ。殺し合いは嫌きらいだっつってんじゃねえか」

　レオームは気のない声で言うと、エイクの身み柄がらを鉄のオステートに預けた。

　そして、改めてミスホーイ王の前に立つ。

　ミスホーイ王は、血ち塗まみれ汗あせ塗まみれの顔を上げて、篝かがり火びに照らされたレオームを見つめた。

　レオームは剣けんを納め、ミスホーイ王を見下ろして笑いかける。

「覚えてるかい？　修しゆ業ぎよう時代にこの城に寄らせてもらって剣けん技ぎを披ひ露ろうした時、鎧よろい斬きりも兜かぶと割りも失敗だったが、鎧よろいを脱ぬがすこの技わざだけは成功したんだよな」

　ミスホーイ王は、呆あきれたような苦く笑しようを浮うかべた。

「覚えておるわ。女の尻しりを追いかけ回すしか能のないそなたらしく、着ている物を脱ぬがすのだけは巧たくみだった」

　二人は互たがいを見て、昔を懐なつかしむように小さく笑う。

　少し沈ちん黙もくがあった。

　波の音が響ひびき、篝かがり火びが爆はぜる。

　やがて、レオームが静かに口を開いた。

「降こう伏ふくしてくれ。勝負はもう着いた。これ以上戦ったって、無む駄だ死じにだ」

　ミスホーイ王は落ち着いた声で答える。

「降こう伏ふくしたところで、どのみち皆みな殺ごろしにするのであろうが。ならば戦いの中で死ぬ事を選ぶ。この儂わしも、我わが騎き士したちも」

　レオームはじっと真正面からミスホーイ王の目を見つめた。

「それは誤解だ。俺おれがディアスフェルドを統一しようとしてるのは、アルキランと戦うため。その為ためにはディアスフェルドの騎き士し全員が一体となって力を合わせる必要がある。だから統一が必要なんだ。そのディアスフェルドの騎き士しを減らすような真ま似ねは、アルキランと戦う時の貴重な戦力を削けずる事。俺おれはそれを避さけたいんだ。知ってのとおり俺おれは腰こし抜ぬけだからな。少しでも味方が減るのは不安なのさ」

「アルキランと戦うためにディアスフェルドを統一と……？」

　ミスホーイ王は、驚おどろいて目を見開いた。噂うわさに聞いていた話、これまで信じていた話とはまるで違ちがうレオームの言葉。驚おどろくのは当然だ。

　だが、ミスホーイ王はレオームの言葉を疑わなかった。

　レオームはすでにガーシキア王国を完全に打ち負かし、勝利を手にしている。最も早はやガーシキアの騎き士しや民たみを生かすも殺すも、レオームの胸むな先さき三寸。それなのに、わざわざそんな噓うそを吐つく理由などない事を、ミスホーイ王は理解していた。

　じっとレオームの目を見つめて呟つぶやくミスホーイ王。

「まさかあのうつけ王子が、この儂わしと同じ事を考えておったとはな……。成長したものよ……」

　その口元に、苦く笑しようとも自じ嘲ちようともつかぬ笑えみが浮うかんだ。

　レオームは、真しん剣けんな顔で頼たのみ込こんだ。

「ミスホーイ王。アンタの国は力もあるし格も高い。それにアンタの方が俺おれよりずっと年上で経験もある。だから、俺おれの下に付くのは嫌いやだってんなら、それはそれで構わねえ。俺おれと対等な立場で、一いつ緒しよにディアスフェルド統一に協力してくれねえか？　そして一いつ緒しよにアルキランと戦ってくれねえか？」

　そう言ってミスホーイ王に屈かがみ込こむように片かた膝ひざを突つくレオーム。

　その途と端たん、それまで落ち着いた表情だったミスホーイ王は、険しい眼差まなざしで睨にらみ付つけた。

「馬ば鹿か者！　それが、勝者が敗者に言う言葉か！」

　レオームを一いつ喝かつするミスホーイ王。

　驚おどろいて言葉を切るレオーム。

　ミスホーイ王は厳しい声で続ける。

「年ねん齢れい？　国力？　そんなものがどうした！　そなたはこの儂わしに打ち勝ったのだ！　ならば正々堂々と、そなたの下に付けと命じよ！　何な故ぜ躊躇ためらう！　何な故ぜ遠えん慮りよする！　何な故ぜ敗者に膝ひざを突つく！　そのような事でディアスフェルド統一が果たせると思うか！」

　レオームはその剣けん幕まくに、思わずしどろもどろになった。

「いや、だけど、アンタはすでに十一カ国をまとめ上げた同盟の盟主だ。その内四つはこの数日の間に俺おれの傘さん下かに入ったが、それでも俺おれの仲間はまだ十カ国で、アンタの下には七カ国残ってる。対等に扱あつかわねえ方がおかしいだろ」

　それを聞いたミスホーイ王はますます声を荒あららげた。

「ふざけた事を抜ぬかすでない！　我らが対等な立場という事は、統一されたディアスフェルドに二人の王が並び立つという事！　王すら一人に決められぬ国がどうして一つにまとまれようか！　一つにまとまれぬディアスフェルドが、どうして巨きよ大だいなアルキランに太た刀ち打うち出来ようか！」

「……！」

　ハッとして言葉に詰つまるレオーム。確かに、ミスホーイ王の言う通りだった。レオームは、そこまで考えの回らなかった己おのれの軽けい率そつな言葉を羞はじた。

　ミスホーイ王は言葉を切ると、傷が痛むのか、しばし大きく肩かたで息をした。それから不意に声を落とす。

「……時に、我わが妻と息子むすこはどうした？」

「それは……」

　レオームは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてから、正直に答えた。

「殺した。フィーリを助け出す時に」

　ミスホーイ王はそれを聞くと寂さびしそうな、しかしどこかホッとした様子でうなずいた。

「そうか。死んだか……」

　それから、大きく息を吐はき、まるで肩かたの荷にが下りたかのような清すが々すがしい表情になると、真正面からレオームを見た。

「ならば良かろう。この国がそなたに降くだったからといって、文句を言う者は最も早はやおるまい」

「じゃあ……！」

　顔を輝かがやかせるレオーム。

　ミスホーイ王は小さくうなずき、声高らかに言い放った。

「今ここにガーシキア王国はイアンマッド王レオームに降こう伏ふくし、その支配下に入る事を宣言する！　エイクよ！　貴様が証人だ！」

　レオームの背後でどっと歓かん声せいが上がり、エイクは無念そうに唇くちびるを嚙かんで神しん妙みように項うな垂だれた。

　レオームはミスホーイ王の言葉に安あん堵どした。固かった表情が、ホッと緩ゆるむ。

　だが、ミスホーイ王は続けて叫さけんだ。

「ただし！　それを治めるのはレオーム王ただ一人！　何なん人ぴとたりともレオーム王と対等な立場に立つ事は認めぬ！　それが条件だ！」

　そう言うが早いか、腰こしの短たん剣けんを抜ぬくミスホーイ王。レオームにすら反応する間を与あたえず、自分の胸に突つき立たてる。

　取り囲んでいた一同は一いつ斉せいに驚おどろき、息を吞のんだ。

「ミスホーイ王!?」

　慌あわてて抱だき起おこすレオーム。

「ちょっと待て！　どういうつもりだ！」

　慌あわててミスホーイ王の胸を見るが、短たん剣けんは鎖くさり鎧よろいを貫つらぬき通とおし、鍔つば元まで深々と突つき刺ささっている。

　……こりゃ助からねえ！

　レオームは思わず絶句した。

　そして、戸と惑まどった顔でミスホーイ王に向かって叫さけぶ。

「何な故ぜだミスホーイ王！　アンタたった今、俺おれに降くだるって言ったじゃねえか！」

「儂わしがおっては……そなたの統一にヒビが入るであろう……」

　ミスホーイ王は掠かすれた声で囁ささやいた。

　ハッとするレオーム。

「俺おれが、アンタに対等な立場で協力してくれなんて言ったから……！」

「王は常に一人……。忘れるな……」

　ミスホーイ王は口元に微び笑しようを浮うかべ、その言葉を最さい期ごに息絶えた。

　真っ暗な海に、波の音が響ひびいた。

　冷たい海風がミスホーイ王の顔を撫なで、白い髭ひげを揺ゆらす。

「最さい期ごまで、アンタには叱しかられっぱなしだったな……」

　レオームは、ミスホーイ王の亡骸なきがらを抱だきかかえ、寂さびしげに呟つぶやいた。

　ディアスフェルドの暦こよみで九二三年の五ご月がつの中ちゆう旬じゆん。

　中部地方最強の王として君臨したミスホーイ王は死に、七百年の長きに亘わたって続いたガーシキア王家の血筋は絶えた。










　第二十三章　アルキラン占せん領りよう地




　ガーシキア城での戦いから二ヶ月ほどが経たち、もうそろそろディアスフェルドにも夏が訪おとずれようかという頃ころ。

　レオームは、配下となった諸王、諸しよ侯こうをイアンマッド城に呼び集め、皆で旅に行こうと言い出した。

　参加したのはまず、呼びかけ人のレオームと、従者であるフィーリ、レオームの行くところならどこへでも付いてくる黒くろ髭ひげのオークナグ、レオームの護衛とお目付役として剣けん聖せいマッキムード、フィーリの護衛に鉄のオステートの五名。

　そして、呼び集められた諸国の王すなわち、インガーティ王国のアティスナス王、ユーステス王国サミロイ王、イィーク王国カター王、タワック王国マイエカターヴ王、アグィ王国ロッターヴ王、アブナット王国ナタフ王、オグナット王国ナーヴィーシャット王、ミラ王国のスターマック王の八名。

　そしてミスホーイ王の領土の管理を任されガーシキア伯はくに任命された騎き士しエイクを加え、総勢十四名である。

　参加者全員、貧しい商人のような格好をして、自ら荷車を押おしてのお忍しのび旅行。

「こんな格好をして、一体どちらへ行かれるのですか？」

　インガーティのアティスナス王が、汗あせを拭ふきながら尋たずねた。

　レオームは自ら荷車を引きながら、吞のん気きな調子で空を見上げた。

「そろそろ夏だ。夏の祭りに備えて、祖そ霊れいの木の枝を切り取りに行こうと思ってな」

　夏祭りの期間中、ディアスフェルドでは祖そ霊れいの木から枝を切り取って竈かまどの前に飾かざり、祖そ霊れいと共に過ごすのである。

　オークナグが驚おどろいて口を出した。

「それでは道が違ちがいますぞ。イアンマッド王家の墓所は向こうでは？」

　西を指さすオークナグ。

　だがレオームは北への道を進みながら笑った。

「俺おれのじゃねえよ」

　不思議そうに顔を見合わせる一行。

　やがてレオームたちは、イアンマッド北部に儲もうけられたアルキランの関所前にやってきた。この関所の向こうはもう、アルキランの占せん領りよう地である。

「ここは……」

　フィーリが驚おどろき、思わず足を止めてレオームを見た。

　レオームはニヤリと笑う。

「行くぜ」

　そう言うと、率そつ先せんして関所へ向かった。慌あわててその後を追いかける一行。

　レオームは関所でアルキランの役人に対し、流りゆう暢ちようなアルキラン語で商人の一行だと名乗った。最年長の剣けん聖せいマッキムードを主人だと言い、自分たちはその下働きだと説明する。そして、関税として荷物の十分の一を納めると、無事に関所を抜ぬけた。

　無事にアルキラン占せん領りよう地内に入ったところで、一同ホッと息を吐はく。

　黒くろ髭ひげのオークナグが感心したように言った。

「レオーム様はアルキランの言葉も話せるのですか？」

「修しゆ業ぎよう時代にちょこっと寄った事があるからな。あの頃ころはまさか、アルキランがディアスフェルドに攻せめてくるなんて思ってもなかったが」

　涼すずしい顔で答えるレオーム。

　ユーステスのサミロイ王が、レオームに迫せまった。

「それより、一体これはどういう事なのかご説明ください！」

　レオームは相変わらず笑って答える。

「だから言ったろ。祖そ霊れいの木の枝を取りに来たって」

　その言葉に、一同は再び首を傾かしげた。

　レオームは説明を続ける。

「八月になれば夏祭りがある。その時には家の中に祖そ霊れいの枝を飾かざり、取れたての小麦で焼いたパンを祖そ霊れいの木に供えなきゃならねえ。だが、アルキランに土地を追われた奴やつらは祖そ霊れいの木も村に残して、着の身着のまま逃にげ出だした奴やつらばっかりだ」

　フィーリがハッとした。

「だからレオーム様は彼かれらのために祖そ霊れいの木の枝を持ち帰ろうと……？」

　レオームはうなずく。

「そういう事さ。木そのものは無理でも、祖そ霊れいの木から切り取った枝があれば形だけでも祭りは出来る。木の種類によっちゃ挿さし木きや接つぎ木きも出来るしな」

「それならば何もレオーム様ご自身で来ずとも、アルキラン側と商あきないをしている者に命じれば済む事ではありませんか」

　アグィのロッターヴ王が不思議そうに言った。

　レオームは困った顔で頭を搔かく。

「それがなぁ。アルキランでは、外国人には枝の一本も勝手に切らせてくれねえんだと。切ってるとこを見つかれば衛兵が飛んで来て捕つかまっちまうそうだ」

「そんな！　それじゃどうやって持って帰るおつもりです？」

　驚おどろいて声を上げるイィークのカター王。

　レオームの代わりにフィーリが冷たい声で言った。

「見つかったところで、斬きり伏ふせてしまえばよいだけです」

「その通りだな」

「うむ」

　うなずき合うユーステスのサミロイ王とアブナットのナタフ王。

　レオームは慌あわてて止める。

「待て待て。今ここはアルキランの占せん領りよう下だ。そこでディアスフェルドの人間がアルキランの衛兵を斬きり殺ころしたら、大問題だ。停戦の合意なんて消し飛んじまう。そりゃ、いずれアルキランとはもう一度戦わなきゃならねえが、今はまだこっちの準備が出来てねえ。斬きり伏ふせるのはなしだ。っていうか、何があろうと絶対に問題を起こすんじゃねえぞ」

　フィーリたちを指さして、きつく念を押おすレオーム。

　ハイアッド騎き士しの鉄のオステートが難しい顔をした。

「しかし問題を起こしてはならぬとなると、ますます枝を切って帰るのは難しいのでは？」

　レオームは振ふり返かえると、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑った。

「切ってるとこを見つかったら捕つかまっちまう。だったら、見つからねえように切ればいいんだよ」

「そんな無茶な！」

　今度は黒くろ髭ひげのオークナグが慌あわてたが、剣けん聖せいマッキムードが落ち着いた様子でうなずいた。

「まあ、祖そ霊れいの木は墓所の森にあるわけですから、それほど人目に付く事もありますまい」

「確かに、植うえ替かえをしようと言うのではなく、供え物をして祀まつるための細枝が折り取れれば充じゆう分ぶんなのですから、何とかなるでしょう」

　インガーティ王アティスナスも楽観的な顔で同意した。

　そんなわけで、一行は最初の墓地を目指した。砦とりでのあるアクサ村である。

「それにしても、この辺りは随ずい分ぶんと拓ひらけてますな。見み渡わたす限りの平原ではないですか」

　道中、タワック王国のマイエカターヴ王が羨うらやましそうに辺りを見回した。タワックはその半分がアボロアムの険しい山地の中にあり、畑を作れる土地は少ない。人々は主に牧ぼく畜ちくで暮らしている。

　しかしレオームは表情を曇くもらせて、首を横に振ふった。

「いや。この辺りは元々ずっと森だった。アボロアムの聖地で鉄を作る時、炭を供給するための木を伐きる神領地だったんだ」

「何と？」

　驚おどろいてレオームの顔を見返すマイエカターヴ王。

　同じく山中の国ミラのスターマック王が、改めて地面を見つめた。

「しかし、切り株すら残っておりませんぞ？　畑として開かい墾こんしたわけでもないのに切り株ごと掘ほり返かえすわけは……」

「そこがアルキランと俺おれたちの風習の違ちがいだ。アルキランでは根こそぎ掘ほり返かえして根っこまで薪まきにする。そのほうが木を無む駄だなく利用出来ると思ってるんだ」

　レオームがそう説明すると、アルキランと接せつ触しよくした事のない諸王は啞あ然ぜんとした。

「馬ば鹿かな！　それでは一度切られた木は二度と戻もどらぬではないですか！」

「切り株を残しておけば蘖ひこばえの芽が出て、いずれ再び立派な木に育つものを！」

「せめて、掘ほり返かえした後には若木を植えれば良いのに！」

「奴やつらは森を殺す気なのですか？」

　口々に言いながら青ざめる。

　レオームは眉まゆを寄せ、広い平野を眺ながめた。

「殺す気なのかもな。アルキランは元々草原の民たみだ。奴やつらにとって森は暗く不気味な異界。馴な染じみのない森を殺して草原に作つくり替かえたいと考えてても不思議はねえ」

「なるほど……。木に対する敬意の感じられぬこのやり口では、祖そ霊れいの木もどんな扱あつかいを受けているか分かりませんな……」

　アティスナス王が戦せん々せん恐きよう々きようとした顔で呟つぶやく。

　レオームはうなずいた。

「ああ。だから一刻でも早く枝を切って挿さし木きしてやらねえと。土地を奪うばわれた上に祖そ霊れいの木までなくしちまったら、生きるための根っこが全て消えちまうからな」

　ディアスフェルドの人々にとっては、土地も祖そ霊れいの木も、祖先から代々伝えられてきたもので、人々はそれとの繫つながりを確かく認にんする事で、この世界に根を下ろして生きていた。自分は何者なのか、何のためにここにいるのか、何をして生きるべきなのか。それらを全て支えてくれるのが、祖そ霊れいの木であった。祖そ霊れいの木こそは祖先全ての象しよう徴ちようであり、一族の結束の証あかしであり、自分が今ここに存在する理由を直接教えてくれるものだった。ディアスフェルドの人々は、祖そ霊れいの木を一族の命そのものに見立て、自分たちの命はその枝葉であると考えていた。祖そ霊れいの木を伐きり倒たおす事は、その一族を皆みな殺ごろしにするのに匹ひつ敵てきする大罪だった。レオームがアルキラン領内に潜せん入にゆうする危険を冒おかしてまで祖そ霊れいの木の枝を持ち帰ろうとしているのも、それだけ人々にとって祖そ霊れいの木が大切だからだった。

　だが、最初の墓地に到とう着ちやくした一同は、そこでしばし言葉を失った。

　嫌いやな予感は的中した。

　墓地の木々は全て根こそぎ掘ほり返かえされ、根元の石の墓標と一いつ緒しよに全て持ち去られていた。

　黒くろ髭ひげのオークナグが怒いかりに体を震ふるわせ、ギリギリと歯は軋ぎしりをした。

「墓石だけならともかく、祖そ霊れいの木を根こそぎ掘ほり返かえすとは……！」

　一同、呆ぼう然ぜんとして言葉をなくす。

　彼かれらにとってこの光景は、どんな大だい虐ぎやく殺さつにも劣おとらぬほど惨むごたらしいものだった。

「これはさすがにどうしようもねえな……」

　レオームも墓地だった草原を見み渡わたして諦あきらめると、次の墓地へと向かった。

　だが、次の墓地でも事情は同じ。

　その次の墓地でも、更さらにその次の墓地でも、目にする光景は同じだった。

　レオームたちは回れる限りあちこちの墓地を回ったが、どこへ行っても木々は跡あと形かたもなく根こそぎ掘ほり返かえされ、何の収しゆう穫かくもなかった。

　やがて日も傾かたむき、この日最後の墓地に来たレオームたちは、ここでもやはり木々は掘ほり返かえされているのを見て、ガックリと肩かたを落とした。

「ま、覚かく悟ごしてた事だ。仕方ねえ……」

　そう言って引き上げようとするレオーム。

　だがその時、フィーリが進み出た。

「お待ち下さいレオーム様。これを」

　地面から芽め吹ぶいた弱々しい若芽を見つけて、しゃがみ込こむと根元の周囲の土ごとそっと掘ほり出だす。

　剣けん聖せいマッキムードがその葉を確かめた。

「楢ならですな。去年落ちた実が芽め吹ぶいたものでしょうか」

「生き残ってる奴やつがいたか……」

　強こわ張ばっていた表情が和やわらぐレオーム。

　黒くろ髭ひげのオークナグが涙なみだぐんだ。

「こんな有あり様さまで、踏ふみつぶされもせずよく芽を出してくれたものです」

　感激屋のアティスナス王が釣つられて涙なみだを零こぼす。

「全くですな。有あり難がたい」

　フィーリが若芽を小さな鉢はちに入れ、両手で包むように持つ。

　最後の最後に僅わずかながらも回収出来た木があって、一同の間にようやくホッとした空気が流れた。

　今日はこれで終しゆう了りようという事となり、アティスナス王が夕暮れの空を見上げて言った。

「さてと。日が暮れる前に、どこかで宿を頼たのまねばなりませんな」

　レオームがうなずく。

「よし。宿屋を探そう」

　フィーリがそれを聞いて首を傾かしげた。

「宿屋？　しかし港町でもないのに宿を専門に商あきないをしているところなど御ご座ざいましょうか？」

「それに我々の持ってきた荷物も、そこらの農民が行商に来た程度のもの。そのような場所へ行っても追い返されるだけでは？」

　黒くろ髭ひげのオークナグもフィーリに同意した。

　商業がまだ未発達なディアスフェルドでは、宿しゆく泊はく専門の業者というものは大きな港町に僅わずかに存在する程度。相手にするのも王おう侯こう貴族を相手に商あきないに来たような大商船団のみである。貧しい平民が旅をする時は、基本は野宿だ。真冬など、野宿出来ない時に旅をせざるを得ない場合は、各地の神しん殿でんにある巡じゆん礼れい者用の施し設せつに泊とめてもらうか、その辺の民家の納な屋やなどを借りる事もあるが、宿屋などは使わないし使えない。

　だがレオームは安心させるように笑って地面を指さした。

「心配すんな。道が舗ほ装そうされてるだろ？　これは街かい道どうだ。こいつを辿たどっていけば、いずれ町に着く。アルキランの町には必ず常設の酒場と宿屋がある。そこでは金を払はらえば飯も出てくるし寝ね床どこも貸してくれる」

「そういえばアルキランの占せん領りよう地に入ってから、町でもないのに道には石が敷しかれていますな」

　今いま更さらのように気付いて驚おどろくガーシキア伯はくエイク。

「こうやっておけば雨の続いた後でも地面がぬかるむ事がない。荷車の車輪が泥どろに埋うまって動けないなんて心配がいらねえのさ」

　レオームはそう言って、自分の手て押おし車を道の上で前後させる。

　鉄のオステートがしゃがみ込こみ、しげしげと石いし畳だたみの道を撫なでた。

「しかしこれだけの石を一体どこから運んでくるのやら。平らにするのも簡単な仕事ではありませんぞ」

「そうだ。とんでもねえ数の人間が働かなきゃこんな事は出来ねえ。この道は、アルキランに奪うばわれる前はただの踏ふみ固かためられた土でしかなかった。アルキラン領になってから一年と経たたないうちに、奴やつらはこんな道を整備したんだ。この道を作るためだけでも一体どれだけの人間が働いたのか、想像しただけでクラクラしてくるだろ？」

　レオームがそう言うと、一行は互たがいに顔を見合わせた。

「全くです……」

「俄にわかには想像しがたい話ですな……」

「しかも道だけではなく、木を伐きり、町を作りながらですからな……」

　レオームは、真しん剣けんな表情になって続ける。

「そんな大量の人間を抱かかえた国だ。当然兵士の数だって想像出来ないくらい多い。アルキランと戦うって事は、短期間にこれだけの道を軽々と整備出来る国を相手にするって事だ。そしてアルキランはディアスフェルド全土を侵しん略りやくする野望を、決して捨てちゃいねえ。よく肝きもに銘めいじておいてくれ」

　その言葉に、イアンマッドとハイアッド以外の、未いまだアルキランと直接戦った事のない諸王は、ゾッとして青ざめた。










　第二十四章　ルスタットの噂うわさ




　アルキラン占せん領りよう地の街かい道どうに沿って歩いていったレオームたち一行は、やがて町に着いた。

　周囲は城じよう壁へきで囲まれ、中の建物は全て焼いた煉れん瓦がで作られていて、その豪ごう華かさに再び驚おどろく一行。

「町一つが丸ごと焼き煉れん瓦が造りとは……」

「しかも周囲が全て城じよう壁へきに囲まれている……」

「まるで要よう塞さいだな……」

「ガーシキアの城でもここまでの広さはないのではないか……？」

　諸王は皆みな、啞あ然ぜんとして道と建物の壁かべを見回す。

　レオームは、宿屋の看板を見つけるとそこに入った。修しゆ行ぎよう時代に剣けん聖せいマッキムードと共にディアスフェルド外の国々もあちこち回った経験のあるレオームにとって、アルキランの言葉で書かれた看板を読むのも、宿屋で宿しゆく泊はくのための寝しん台だいを取るのも、慣れたものである。呆ぼう然ぜんとしっぱなしの一行を横目に、マッキムードと二人でさっさと全員分の寝しん台だいを確保して荷物を置き、一階に下りて食事を注文した。

　一階の食堂には長い卓たくが置かれ、レオームたちの隣となりにはアルキランの商人らしき男が座すわっている。

　レオームはそれを見ると、流りゆう暢ちようなアルキラン語で話しかけた。

「お前さん、どっから来たんだい」

　商人らしき男は、見るからにディアスフェルド人のレオームからアルキラン語で話しかけられて、ちょっと驚おどろいた顔をする。

「俺おれは材木商で、リュトポックの都からはるばるやってきたんだ。ここじゃ素す晴ばらしい木材が手に入るからな。お前たちは地元の人間か？　見たところディアスフェルド人のようだが」

「ああ。畑で取れた作物を行商に来たんだ」

　適当に話を作るレオーム。

　材木商の男は疑いもせずうなずいた。

「そうか。ここの土地はアルキラン領になったばっかりで、しかも元いたディアスフェルドの連中には逃にげられてしまって、畑を耕す人間は不足してるからな。食い物は高く売れるだろ？　俺おれも本業は材木屋だが、ここへ来る前に最も寄よりの町で小麦やら何やらたくさん仕入れて来たんだ。案の定、良いい稼かせぎになった」

「だがそのお陰かげで酒場の飯は高い癖くせに不ま味ずい」

　レオームがそう言うと、材木商の男も一いつ緒しよになって笑った。

「ははっ、違ちげえねえ」

　それから材木商の男はふと思い出したように、興味深げな眼差まなざしで尋たずねてきた。

「そういやお前さんたち、ディアスフェルドの人間って事は、ルスタットって王子の事も知ってるか？」

「ルスタット!?」

　思わずレオームは大声を出す。

　材木商の男は目を輝かがやかせた。

「おお、その様子じゃやっぱり地元でも有名なんだな。今その王子様がアルキランに来てて、蛮ばん夷い皇こうディローク様お抱かかえの客きやく将しようになってるんだが、これがまたもの凄すごい英えい雄ゆうだと評判でよ。剣けんも槍やりも通じねえ不死身の体に、盾たても鎧よろいも切きり裂さくディアスフェルドの剣けん、そして何者をも恐おそれぬ鋼はがねの勇気をもって、悪い役人やら村人を苦しめる怪かい物ぶつやら蛮ばん族ぞくの女王やら、何でもかんでも退治して人々を救って回ってるってんで、エラい人気なんだ。吟ぎん遊ゆう詩し人じんどもはルスタット王子の歌ばっかり何百曲と作るし、劇場じゃルスタット王子の劇ばかり、ルスタット王子の物語の写本を作れば高くても飛ぶように売れる。今じゃアルキランで知らぬ者はいないって程ほどの有名人だ。俺おれは残念ながらまだ一度も会った事はねえんだが、お前さんたち地元の人間なら直接見た事はあるんじゃないか？　どんな人だい？」

「兄貴……ああ、いや、ルスタット王子はディアスフェルドでも一、二を争うほどの騎き士しとして高名だったよ。残念ながら俺おれらのような平民には直接話をする機会はなかったけどな」

　そう言って誤ご魔ま化かすレオーム。

「そうか。ま、そりゃそうだよな」

　材木商も肩かたを竦すくめ、葡ぶ萄どうから作ったアルキランの酒を吞のむ。

　レオームは努めて何でもない表情を作りながら、胸の内に嬉うれしい気持ちが込こみ上あげるのを抑おさえられなかった。

　……兄貴の奴やつ、人ひと質じちに行った先のアルキランでも英えい雄ゆうになってるとは、恐おそれ入いったぜ。

　やっぱりルスタットは凄すごいと、改めて実感する。

　その晩レオームは、その材木商からルスタットの噂うわさを根掘ほり葉掘ほり聞きながら、意気投合して明け方近くまで飲み明かした。




　その後、レオームたちは数日掛かけて二十三カ所の墓地を回った。何とか祭り用の枝を回収出来た墓地は五箇か所しよ。内訳は、枝が百五本、幼木が十七本。細い枝を手た折おってきただけなのでそれほどかさばりはせず、レオームが引いてきた荷車では大きすぎるほどだった。

「結局、これだけしか回収出来なかったな」

　イアンマッドへ帰る道を歩きながら、レオームはがっかりした声で呟つぶやいた。

「むしろ、これだけ回収出来て幸運だったと思うべきかも知れません」

　フィーリがやはり厳しい表情で荷車を見る。

「確かに。まさかこれほどまでやられているとは」

　鉄のオステートが驚おどろいた顔でうなずく。

　剣けん聖せいマッキムードが溜ため息いきを漏もらした。

「墓地に植えられた祖そ霊れいの木は、代々受うけ継つがれてきたものが多く、大きく太い。そういう木はアルキランでは貴重で高い値ねが付く故ゆえ、真っ先に伐きられていったのでしょうな」

　ガーシキアのエイク伯はくが、暗い声でぼそりと呟つぶやいた。

「もしディアスフェルド全土がアルキランに侵しん略りやくされれば、我々の故郷もこうなってしまうという事か……」

「……！」

　その言葉に、諸王は思わず立ち止まった。その顔が揃そろって青ざめる。

　インガーティのアティスナス王が、うつむいたまま固く拳こぶしを握にぎった。

「私はこれまで、ディアスフェルドを統一するというレオーム様の壮そう大だいな志と、王としての器うつわに惹ひかれて従っていただけだった。しかし、アルキランに占せん領りようされたこの地の有あり様さまを見て考えが変わった。我らは何としても一いつ致ち団結して、これ以上のアルキランの侵しん略りやくを阻そ止しせねばならん。その思いを強く致いたしました」

　半ば自分に言い聞かせるように、低い声でそう呟つぶやく。

　ユーステスのサミロイ王がうなずいた。

「私も、今まではレオーム様に負けたから降くだっただけだった。だがアルキランの恐おそろしさを知った今、何としてもアルキランと戦うために力を尽つくさねばという気持ちで一杯ぱいだ。これまでの自分の危機感のなさが恥はずかしい」

「私もだ」

「儂わしも同じだ」

　口々に同意する諸国の王。

　レオームはそれを見て、少し元気を取とり戻もどす。

「そうか。みんながそう思ってくれたってだけでも、来た甲か斐いはあったな」

　そして気持ちを切きり替かえるように明るい声で言った。

「それじゃ、帰るか。アルキランの宿屋の高くて不ま味ずい飯はもうこりごりだ」

「まったくですな」

　黒くろ髭ひげのオークナグが同意し、一同笑って帰路を急ぐ。

　回収出来た祖そ霊れいの木は、決して多いとは言えなかった。

　だが、それを上回る貴重な収しゆう穫かくを得て、レオームたちはアルキラン占せん領りよう地を後にした。










　第二十五章　英えい雄ゆうティーンゼイ王




　ディアスフェルドは八月になった。

　去年の秋に撒まいた小麦の収しゆう穫かくも終わり、「ミアスナップ」と呼ばれる夏祭りの時期である。

　レオームはガーシキアのエイク伯はくの下もとを訪おとずれて、城のすぐ外に広がる畑で一いつ緒しよに祭りを楽しんでいた。

　お供はフィーリと剣けん聖せいマッキムードの二人だけ。最小限しか連れていないが、これ以上ない無敵のお供でもある。いつもレオームに付き従っている黒くろ髭ひげのオークナグは、自分の領地での祭りがあるので今回は来ていない。他の名のある騎き士したちも、同様の理由で今回は不在である。

　エイク伯はくはレオームの隣となりに立って祭りの行われる畑を眺ながめながら、嬉うれしさ半分恐きよう縮しゆく半分と言った様子で言った。

「わざわざ遠く離はなれたガーシキアへお越こしいただけるとは思っておりませんでした」

「新しく降くだった国はどこも寄らなきゃいけねえから、どこに顔出すか迷ったんだけどな。でも、他の国は王がそのまま残ってるが、ここは違ちがう。いくらアンタがディアスフェルド有数の高名な騎き士しで、ミスホーイ王の信任も厚かったとはいえ、あくまで家臣の一人だったに過ぎねえ。アンタがガーシキア伯はくになった事に不満のある騎き士しもいるはずだ。ここは俺おれが直々に仲なか良いいとこを見せつけといたほうが、不満分子を抑よく制せい出来るだろ」

　レオームはそう言ってエイク伯はくを見ると笑った。

「お気き遣づかい忝かたじけない」

「イアンマッドも、兄貴が国を継つぐはずのとこを俺おれが王になっちまったってんで、不満に思ってる奴やつらがまだまだいるからな。その辺の苦労は分かるのさ」

　そんな話をしている内に、畑に大勢の若い男が集まってきた。これから、ディアスフェルドの夏祭りで一番大事な催もよおしが始まるのだ。

　畑の真ん中には、収しゆう穫かくした後の麦わらを積み上げて大きな山を作ってある。そして、祭りに参加する未み婚こんの若い男たちは、取れたての小麦を挽ひいて焼いたパンを持っている。

　この麦わらの山は一種の祭さい壇だんで、畑の神を祀まつっている。その頂上に、収しゆう穫かくしたばかりの小麦で焼いたパンを供えて、作物の神に感謝を捧ささげるのである。一番最初にお供えした若者は、畑の神から一番の祝福を受け、彼かれのいる村は翌年の豊作が約束されると信じられている。若者たちが手にしているパンは、その為ためのお供えだ。

　開始の鐘かねと共に、若者たちが高々と積み上げられた麦わらの山へ殺さつ到とうした。我先にと登る若者たち。同じ村同士で協力して一人を肩かたに乗せて担かつぎ上あげたり、他の村の若者と争って互たがいに蹴け落おとそうとしたりと、激しく競きそい合あう。折角登ったのに足元の藁わらが崩くずれて落ちる若者もいる。若者たちの競争で麦わらの山がたくさん崩くずれれば崩くずれるほど、来年は豊作になるとも言われていて、わざと崩くずす者の姿も見える。

　乙おと女めたちは髪かみを花で飾かざり、自分の村の若者たちに必死で声せい援えんを送る。

　やがて一人が登りきってパンを置くと、そこで勝負は終しゆう了りよう。観戦していた乙おと女めたちが集まって彼かれに花輪を掛かけ、順番に彼かれの頰ほほに口づけをして祝福する。彼かれに口づけをした乙おと女めは畑の神の祝福のお裾すそ分わけがもらえて、一年以内に結けつ婚こん相手が見つかると言われているのだ。

　その後、競技に参加した若者全員が、自分の持っていたパンを麦わらの山の周りにお供えした。それが済むと、花輪で飾かざられた若者を皆みなで担かつぎ上あげ、川まで運んで水の中に放ほうり込こむ。それを見て見物者は一いつ斉せいに笑い声を上げた。その笑い声が邪じや気きを払はらって凶きよう作さくから畑を守ると信じられている。

　一通りの事が済むと、村人たちは麦わらの山に供えられたパンを一つまみ千切り、また麦わらを一ひと摑つかみほど取った。持ち帰った麦わらで畑の神を象かたどった人形を作り、祭りで取ってきたパンと一いつ緒しよにして祖そ霊れいの木に供えるのである。

　そして最後に宴えん会かいとなり、賑にぎやかな喧けん噪そうの内に祭りは終わった。




　日が暮れて城に戻もどると、レオームは椅い子すに腰こしを下ろし、大きく息を吐ついた。

「さすがガーシキアは人が多いな。賑にぎやかな祭りだった」

「ミスホーイ王の治世の賜たま物ものです。私も、この国の豊かさを守り継ついでゆかねば。アルキランに征せい服ふくされてしまえば、このように祭りを行う事さえ出来なくなるのですから……」

　真しん剣けんな表情で語るエイク。先日、アルキラン領となったイアンマッド北部の占せん領りよう地へ行った際に受けた衝しよう撃げきは、エイクの心に強い危機意識を植え付けていた。

「そのためにも、レオーム様のディアスフェルド統一を速すみやかに推おし進すすめねばなりません。私も、以前ガーシキアと連合を組んでいた国々に、レオーム様の下もとで再び力を合わせようと呼びかけているのですが……」

　エイクはそこで少し表情を曇くもらせる。

「……私は所しよ詮せんミスホーイ王に仕える騎き士しであったに過ぎず、今もレオーム様に仕える騎き士しの一人です。今は伯はくとしてこのガーシキアを任される身とはいえ、仮にも王を名乗る者たちには、なかなか相手にされず……」

　レオームはそれを聞いてうなずいた。

「まあ、相手にも王としての意地とか矜きよう持じってモンがあるからな。かといって、俺おれが手伝おうにも、恐きよう怖ふの侵しん略りやく者だと思われてる人間が直々に使者を送ったところでなぁ……」

　そう言って頰ほお杖づえを突つく。

「……ミスホーイ王が生きててくれりゃ、上う手まくまとめてくれたんだろうに……」

　思わずそんなぼやきが漏もれた。

　エイクはレオームに余計な心配を掛かけまいと、慌あわてて言った。

「元同盟の仲間で今はレオーム様に降くだったユーステスのサミロイ王、アブナットのナタフ王、オグナットのナーヴィーシャット王、ミラのスターマック王の四名にも、協力して呼びかけてもらおうと考えております。彼かれらなら元同盟仲間というだけでなく、同じ王として同格ですから、少しは聞いてもらえるのではないかと」

　それを聞いたレオームは大きくうなずく。

「ああ、確かにそれはいいかもな。俺おれからもそいつらに頼たのんでおこう」

「ありがとうございます。そうして頂けると助かります」

「礼を言うのはこっちのほうだぜ。お前は俺おれのディアスフェルド統一に力を貸してくれてる側なんだから、そんなに恐きよう縮しゆくする事ぁねえよ」

　レオームはそう言って空気をほぐすように笑ったが、エイクはますます真面目な顔で言った。

「いえ。レオーム様がディアスフェルドを統一しようとなさっているのは、アルキランの手からディアスフェルドを守らんがため。つまりは我々のためです。ディアスフェルドの人間一人一人が全て当事者なのです。私もその一人として、レオーム様のディアスフェルド統一を成功させる務めがございます」

「そうか。まぁその、なんだ、期待してるぜ」

　レオームはエイク伯はくの堅かた苦くるしい真面目さに少々気け圧おされつつ、適当に相あい槌づちを打つ。

　……フィーリといいコイツといい、どうにも俺おれの周囲の奴やつらはクソ真面目すぎていけねぇぜ。

　胸の内でそんな事を思いながら、疲つかれて欠伸あくびをするレオーム。

　そこへ、フィーリが脇わきから口を挟はさんだ。

「ところでエイク殿どの。南部の情勢は今どうなっているか、ご存じでしょうか？　今後の方針を決めるためにも、何か情報があれば助かるのですが」

　ディアスフェルドの南部はナニス川とオドイ川という二つの大きな川によって三分され、その潤じゆん沢たくな水と温暖な気候により、実り豊かな土地が広がっていた。豊かな土地は豊かな人口を育はぐくみ、充じゆう分ぶんな人と収しゆう穫かくがあれば小さな領土でも独立出来た。結果、南部には四十を超こえる小国がひしめき合い、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよしていた。今後ディアスフェルドを統一するに当たって、諸国入り乱れる南部諸地域をどう攻こう略りやくすべきかは、頭を悩なやませる問題であった。

　エイク伯はくは地図を取ってくると、難しい顔をしながら広げた。

「南東部のほうはあまり情報がありませんが、アミスフォッグ王国はダミフス王が即そく位いしてから急速に勢力を拡大しており、南東部と南央部に跨またがる一帯に支配権を打ち立てそうな勢いだと聞きます。また、オグニューブのモット王がアルキランの宗教にかぶれたとか、アミスフォッグのダミフス王自身もアルキランの作物を育てているとか、そういった話も漏もれ伝わっておりますが」

　それを聞いてハッとするフィーリ。

「そういえば叔お母ばも、アミスフォッグがアルキランの技術者を招き、レモンを栽さい培ばいしていると言っておりました。アルキランが南からも侵しん略りやくの手を伸のばしてきているという事でしょうか」

　エイク伯はくも深刻そうな顔でうなずく。

「レモン栽さい培ばいの話は私も聞いております。それがアルキランの企たくらみだとすると、ディアスフェルド統一は尚なおのこと急がねばなりません。南部は気候温暖で土地も特に肥ひ沃よく、ディアスフェルドに暮らす人間の七割が南部に暮らすといわれる程ほど。そこをアルキランの拠きよ点てんにされては大問題です」

　フィーリは地図上に描えがかれたアミスフォッグ王国をじっと睨にらんだ。

「心配なのは、南東部および南央部に支配領域を拡大しているアミスフォッグのダミフス王が、アルキランの技術者を招いているという事です。我わがハイアッドにも、そしてレオーム様のイアンマッドにも、アルキランの手の者が入はいり込こんで陰いん謀ぼうを働いていました」

「ダミフス王は野心家です。その野心を利用される心配は大いにありますね……」

　表情を曇くもらせて溜ため息いきを漏もらすエイク伯はく。

　それから少し話題を切きり替かえて、南西部を指さした。

「一方、ナニス川西岸の南西部では、以前より勢力を拡大していたウーズィのティーンゼイ王が、その武力でもって南西十一カ国をほぼ制圧したという話です。更さらに勢力を拡大し続けており、中部地区で我らと同盟していたウッティーヴのアトキュー王も、最近ティーンゼイ王に降ったと聞きました。ガーシキアから南央、南東へ大軍を率いて向かうには、ナニス川沿いに南下するのが一番早いのですが、そうするとウッティーヴを通らざるを得ず、ティーンゼイ王の支配地域を通る事になります。なので、順序からすればまずティーンゼイ王を従えるか同盟を結ぶかして、その後、南央、南東へと向かってダミフス王と戦うという事になりますが、果たしてティーンゼイ王が大人しく言う事を聞いてくれるかどうか……」

　エイク伯はくはそう言って頭かぶりを振ふる。

「南西部十一カ国……。ここもずっと小こ競ぜり合あいが続いていたのは知っていますが、ティーンゼイ王が制圧したのですか……。侮あなどれぬ戦力ですね……」

　フィーリも眉み間けんに皺しわを寄せた。

　そこへレオームが、吞のん気きな顔で割って入る。

「まあ、ティーンゼイ王がすでに南西部をまとめといてくれたってんなら、話が早くなっていいんじゃねえか？　ティーンゼイ王一人が俺おれに降くだってくれりゃ、十一カ国全部まとめて降くだってくるって事だろう？」

　その気楽な発言に、フィーリとエイク伯はくは驚おどろいて振ふり返かえった。

「何をお気楽な事を！」

「レオーム様はティーンゼイ王の事をご存じないのですか！」

　レオームは笑え顔がおを浮うかべて胸を張る。

「馬ば鹿かにすんな。これでも師し匠しようと一いつ緒しよに世界中旅した男だ。ディアスフェルドの中なんて隅すみ々ずみまで見て回ったさ。ディアスフェルドの事で俺おれの知らねえ事はねえよ」

　そう言って師し匠しようのマッキムードをチラリと見ると、得々と講こう釈しやくを垂れだした。

「ティーンゼイ王はディアスフェルドきっての強つよ弓ゆみの使い手で、鎧よろいを着てる相手だろうがお構いなしに土手っ腹をぶち抜ぬく上に、アルキランの騎き馬ば弓兵みてえに、走ってる馬の上から自在に矢を放つ。噂うわさに拠よれば、北の果ての魔ま法ほうの国アニスよりも更さらに果て、妖よう精せいの国ノフィンから流れ着いたって話だな。武器も鎧よろいもディアスフェルドのものとは随ずい分ぶん違ちがうって聞く。妖よう精せいの魔ま法ほうがかかってるから、あんなに強えんだとか。兄貴のルスタットが何度か槍やり試合でぶつかった事があるらしいが、いつも互ご角かくで勝負が着かなかったって言ってたから、槍やりや馬の扱あつかいも相当だ」

「そこまでご存じで、何な故ぜそのように吞のん気きな顔を？」

　呆あきれてレオームを見つめるエイク伯はく。

　レオームはニヤリと笑った。

「ティーンゼイ王は兄貴の親友だからさ」

「ルスタット王子とティーンゼイ王が？」

　驚おどろくフィーリ。

「そう言えば確かに！」

　エイク伯はくはハッとして手を打った。

　レオームは手の平を上に向けながら、ゆったりと椅い子すの背に凭もたれる。

「あのルスタットが認めた男だ。信しん頼らい出来る騎き士しに決まってる。ちゃんと話せば絶対に分かり合えるさ」

「成なる程ほど……」

　エイク伯はくは納なつ得とくした顔でうなずく。

「そう上う手まくいけば良いですが……」

　フィーリはなおも心配そうな表情を浮うかべる。

　その時、不意に外が慌あわただしくなり、ボロボロになった騎き士しが使者としてやってきた。

　その旗はガーシキアのすぐ南に位置するクオーフ王国のものだ。以前、ミスホーイ王を盟主とした同盟にも名を連ねていた、中部地域の国である。

　ボロボロの使者は、息も絶え絶えにエイク伯はくの前に片かた膝ひざを突つくと、必死の形相で訴うつたえた。

「エイク殿どの！　お助けください！　我らの国へティーンゼイ王が攻せめ込こんで参りました！」

「何だって？」

　レオームたちは思わず一いつ斉せいに立ち上がり、互たがいに顔を見合わせた。










　第二十六章　ティーンゼイ王の進しん撃げき




　その頃ころ、南部十一カ国を支配するティーンゼイ王は、三さん百びやつ騎きばかりの手勢を率い、クオーフ王国内を北に向かって走っていた。

　ほとんど統一のなった南西部十一カ国のうち、最後まで抵てい抗こうを続けていたナニス川沿いのヤック王国を撃げき破はして、北に逃とう亡ぼうした国王デカットを追いかけてきたのである。

「気に入らねえ！　気に入らねえぜ！　王ともあろう者が家臣も妃きさきもほっぽり出して、自分一人だけ逃にげようなんて！　それでも騎き士しか！　テメエはよ！」

　煌こう々こうと照る月明かりの下、怒いかりを顕あらわにしながら、三さん百びやつ騎きばかりの手勢を率いて猛もう然ぜんと追いかけるティーンゼイ王。

　ふくよかな体つきをした若きヤック国王デカットは、僅わずかな手勢に守られて必死に逃にげながら悲鳴を上げる。

「クオーフのウォジュナン王に送った使者はまだ戻もどらんのか！」

「まだです！」

　先頭を走っている騎き士しが叫さけび返す。

「我らを受け入れる気がないのでは？」

　別の騎き士しが不安そうに言った。

　デカット王は泣きそうな顔で否定した。

「そんなことはない！　ウォジュナン王は我わが母の弟！　我わが叔お父じだ！　城まで辿たどり着つけば必ず匿かくまってくれる！」

　そこへ、前方から土つち煙けむりが近づいてきた。

　旗を掲かかげた騎き士しが百ひやつ騎きほど、真まっ直すぐ南下してくる。

「おお！　あれはウォジュナン王の旗！　救きゆう援えんに来てくれたか！」

　顔を輝かがやかせるデカット王。

　しかしその時、すぐ隣となりを走っていた騎き士しが突とつ然ぜん悲鳴を上げた。

「ぎゃあっ！」

　ハッとしてデカット王が振ふり返かえると、背中から胸まで鎧よろいごと矢に貫つらぬかれている。

　そのままゴロリと落馬する騎き士し。

　更さらに空気を切きり裂さく矢の音が続き、デカット王の周囲を守っていた騎き士したちが次々に射い抜ぬかれて馬から落ちた。

「まさか……！」

　青ざめて後ろを見るデカット王。

　その視界に、弓を構えたティーンゼイ王の一行が一気に追いすがってくる姿が見えた。距きよ離りはどんどん縮まってくる。もうすでに、お互たがいの表情がはっきり分かるほどの近さだ。

「残りはお前だけだぜ！　デカット王！」

　ティーンゼイ王が叫さけんだ。

　雷かみなりのようなその声を聞いて、縮み上がるデカット王。

「待ってくれ！　話せば分かる！」

　必死で叫さけぶが、それを聞いたティーンゼイ王は不ふ愉ゆ快かいそうに弓を構えた。

「そうか！　なら死ね！」

　言うなり矢を放つティーンゼイ王。

　風を切る音が響ひびき、固い金属音とドッと鈍にぶい音の混じった響ひびきが続いた。

　背中から腹まで矢に貫つらぬかれて、声もなく馬から落ちるデカット王。

　ティーンゼイ王はその側に馬を止めると、顔をしかめて吐はき捨すてた。

「分かりたくねぇんだよ。テメエみてえな卑ひ怯きよう者の事なんざ」

　そう言いながら馬を下り、短たん剣けんを抜ぬくと、自らの手でデカット王の首を落とす。

　そこへ、南下してきたクオーフ王国のウォジュナン王が到とう着ちやくした。ティーンゼイ王たちの少し手前に馬を止めると、呼びかける。

「ティーンゼイ王とお見受けするが！」

「いかにも、俺おれがティーンゼイだが。何か御ご用ようか、ウォジュナン王」

　楽しげな笑えみを浮うかべて答えるティーンゼイ王。

　ウォジュナン王は怒いかりに拳こぶしを震ふるわせて怒ど鳴なった。

「人の領地に勝手に軍を進め、戦いくさをしておいて、何か用かとは何たる物言いか！　しかも貴公が首を手にしているそのヤック国王デカットは、我わが姉の生んだ子！　私にとっては甥おいだ！　救きゆう援えんを求めて私の下もとへやってきた甥おいに手を掛かけた以上、黙だまって返すわけにはいかぬ！」

「いかなきゃどうする？」

　不敵に笑うティーンゼイ王。

「知れた事！　甥おいの仇かたきを討うたせてもらう！」

　ウォジュナン王は連れてきた騎き士したちを下がらせ、自ら槍やりを構えた。

　それを見たティーンゼイ王の顔がパッと輝かがやく。

「なるほど！　卑ひ怯きよう者の甥おいと違ちがって、叔お父じ上うえ殿どのは勇気がある！　いいだろう！　一いつ騎き討うちだ！」

　嬉うれしそうに応じると、デカット王の首を放り投げ、短たん剣けんを納めて長い剣けんを抜ぬくティーンゼイ王。

　鞘さやから抜ぬき放はなたれたのは、ディアスフェルドではあまり見られない片かた刃はの剣けんで、その刃はは緩ゆるやかに湾わん曲きよくしながら、月の明かりに照らされて水に濡ぬれたように冷たく輝かがやく。

　ウォジュナン王は、その輝かがやきに息を吞のんだ。

「噂うわさに聞くノフィンの剣けんか……！」

「参る！」

　ティーンゼイ王は一声叫さけぶと、自らの足で一気にウォジュナン王に駆かけ寄よった。

「ぬう！」

　距きよ離りを詰つめられたウォジュナン王は馬を駆かけさせる余よ裕ゆうもなく、止まった馬の上からティーンゼイ王の胸を目め掛がけて槍やりを繰くり出だす。

　ティーンゼイ王は最小限の動きで槍やりを躱かわしながら、尚なおも前に出た。

　ウォジュナン王は、躱かわされたと見るや迷わず槍やりを捨て、すかさず腰こしの剣けんを抜ぬく。

　だが、その手が柄つかに掛かかった瞬しゆん間かんにはもう、ウォジュナン王の首は体から切きり離はなされて宙を舞まった。

　ティーンゼイ王は落ちた首を拾い上げ、敬意を込こめて丁てい寧ねいに土を払はらうと、息一つ乱さず涼すずしい顔で笑った。

「デカット王よりは随ずい分ぶん値打ちが上の首だな」

　そこへ、ティーンゼイ王の側近のウォイスルークという名の老臣が進み出た。

「ティーンゼイ王よ。デカット王を討うち取とるという目的は果たしました。早めに引き上げましょう」

　ティーンゼイ王は不思議そうにウォイスルークを振ふり返かえる。

「何な故ぜだ？　ウォジュナン王も討うち取とった今、ここクオーフは最も早はや我らのものだ。まずはここの城に入り、拠きよ点てんを固める事が先だろう」

　ティーンゼイ王はそう言うと、ウォジュナン王が引き連れてきたクオーフ王国の騎き士したちに恐おそろしい声で尋たずねた。

「なあ！　お前らはどう思う！」

　ビリビリと空気を震ふるわせる大だい音おん声じように気け圧おされて縮こまるクオーフ王国の騎き士したち。

「はっ！　いっ、今すぐ城へご案内致いたします！」

「ほら見ろ」

　得意気に老臣ウォイスルークを見るティーンゼイ王。

　しかし心配性しようのウォイスルークは尚なおも食い下がる。

「ですが、このすぐ先はガーシキア王国でございます。クオーフ王国は以前ガーシキアと同盟を結んでおりましたし、我らの侵しん入にゆうに際してすでに援えん軍ぐんを要よう請せいしておるやもしれませぬ。北からガーシキア軍が迫せまり、クオーフの生き残りが南から帰り道を塞ふさげば、我らは包囲されてしまいます。デカット王を追つい撃げきするため僅わずか三百騎きでやってきた今の我らでは、ひとたまりも御ご座ざいませぬぞ」

「いいじゃねえか。向こうから来てくれるんなら、どんどん返かえり討うちにしてやりゃいい。これまでも、ずっとそうして勢力範はん囲いを広げてきたんだ」

　微み塵じんの恐おそれも感じていないように、ティーンゼイ王は楽しげに笑った。

　老臣ウォイスルークは必死になって諫いさめる。

「ですが、ガーシキアは今や、あのイアンマッド王国の勢力下。下手に手を出せば、ディアスフェルドの北半分を治めるレオーム王と事を構えるという事になりかねませぬ」

「何？　レオーム？」

　ティーンゼイ王はその名前にぴくりと反応した。

　それを見たウォイスルークは、ここぞとばかりに訴うつたえる。

「そうです！　父王ニルナスを殺し、忠臣ニノフュームとその町の住民を一人残らず焼いたという、あの暴ぼう虐ぎやくの王です！」

「そうか。そうと知ったら、じっとしてるわけにはいかねえな……」

「でしょう！　今すぐ引き上げを……！」

　老臣ウォイスルークがホッとしかけたその時。

　ティーンゼイ王はさっと馬に跨またがり、剣けんを抜ぬいて北を指した。

「全軍！　北に向かうぞ！　ガーシキアを攻せめ落おとす！　クオーフの連中も一いつ緒しよに来い！」

「なっ？　何を!?」

　あんぐりと口を開け、顎あごが外れそうになる老臣ウォイスルーク。

　ティーンゼイ王は全身に怒いかりを漲みなぎらせて手た綱づなを握にぎりしめた。

「俺おれは前々からレオームの野や郎ろうが気に入らねえんだ！　あんな奴やつがイアンマッドの王に収まってるって事がな！」

　そう言うなり走り出す。

「はっ!?　おっ、お待ちくだされ！」

　慌あわててその後を追う老臣ウォイスルーク及およびティーンゼイ王配下の騎き士したち。クオーフ王国の騎き士したちも、ティーンゼイ王の勢いに吞のまれて、わけも分からぬまま一いつ緒しよにガーシキアへ向かった。










　第二十七章　レオームとティーンゼイ王




　一方、再びガーシキア城。救きゆう援えんを求めに来たクオーフの使者の話を聞いて、レオームたちは話し合っていた。

「まさかティーンゼイ王が、すぐそこのクオーフまで来ているとは……」

　予想外の事態にエイク伯はくが頭を抱かかえる。

　一方フィーリは、これを好機と見てレオームに勧すすめた。

「ダミフス王に会う前に、ティーンゼイ王と一対一で話をする良よい機会です。今すぐ集められるだけの騎き士しを率いて向かいましょうレオーム様」

　レオームはそれを聞いて渋しぶった。

「いや、けど向こうは戦う気満々なんだろ？　そこへ俺おれたちが騎き士しを引き連れて出向いたら、話す前に戦いになっちまうんじゃねえか？」

「なったらなったでその時です。こちらが勝てば、いくらでも話し合いの場を持つ事は可能です。それに、助けを求められて応じなければ、王としての威い信しんに響ひびきます。それは今後の統一のためにもよろしくありません」

「簡単に言ってくれるぜ。相手はティーンゼイ王だぞ？　お前らだって散々ビビってたじゃねえか」

　それを聞いて、剣けん聖せいマッキムードがからかった。

「レオーム様も、会えば簡単に話は付くと散々楽観視しておいでだったではありませぬか。会いに行くくらい良よいのでは？」

「う……」

　レオームは困った顔で頭を搔かく。

　フィーリが重ねて出しゆつ陣じんを勧すすめた。

「こちらにはレオーム様がいて、剣けん聖せいマッキムード殿どのがいて、騎き士しの華はなと呼ばれたエイク殿どのがいて、この私も控ひかえております。いかにティーンゼイ王といえど、恐おそれる事はありません。それにティーンゼイ王の手勢は、デカット王を追いかけ強行軍で疲ひ労ろうした騎き士しが僅わずかに三さん百びやつ騎き。物の数ではございません」

　しかしレオームも頑がん固こに拒きよ絶ぜつする。

「駄だ目めだ。気が乗らねえ。そもそも南部の連中はティーンゼイ王以外にも強つよ弓ゆみの使い手が多い。奴やつらの矢は百歩以上先からでも簡単に鎧よろいを貫つらぬく。こっちの声が向こうに届く前に、何百って仲間が命を落とす事になる。フィーリみてえにクソ分厚い胸きよう甲こうを着けてるなら大だい丈じよう夫ぶかも知れねえが、普ふ通つうの騎き士しじゃひとたまりもねえ。下手すりゃ、こっちが姿を見せた途と端たんに弓矢でボロボロにされちまう。俺おれは死にたくねえし、俺おれの騎き士しを無む駄だに死なせるつもりもねえ」

「ではレオーム様。助けを求めてきたクオーフを見捨てるのですか？」

　ずいと身を乗り出して迫せまるフィーリ。

「それは……」

　困ったように口ごもるレオーム。

　その時、城詰づめの騎き士しが部屋の中へ慌あわてて駆かけ込こんできた。

「申し上げます！　いずこの軍かは分かりませんが、数百騎きの騎き士しの一団が城門前に押おしかけて、矢を放ってまいりました！」

「何!?」

　立ち上がるレオームたち。

「取り急ぎ城門を閉へい鎖さし、濠ほりの橋は上げましたが、いかがいたしましょう！」

　駆かけ込こんできた騎き士しはそう言って指示を待つ。

「それでいい！　とにかく俺おれたちも外の様子を見に行く！」

　レオームはフィーリ、剣けん聖せいマッキムード、エイク伯はくらと連れ立ち、慌あわてて外に出ると城じよう壁へきに上がった。

　壁かべの上から見下ろしたエイク伯はくが言う。

「あの旗と鎧よろいはティーンゼイ王です……！　一気にここまで攻せめてきました……！」

「クオーフのウォジュナン王はすでにやられたって事か。それにしたって早過ぎんだろ……」

　親指の爪つめを嚙かむレオーム。

　そこへ城じよう壁へきの下から大声が響ひびいた。

「聞こえるかテメエら！　俺おれは南西部一帯を支配するウーズィの王ティーンゼイだ！　テメエらガーシキアの奴やつらがレオームに降くだったと聞いてやってきた！」

　一体何を言うのかと固かた唾ずを吞のんで耳をそばだてるレオームたち。

　ティーンゼイは一層声を張り上げた。

「俺おれはレオームが気に入らねえ！　そこで今からレオームのとこまで攻せめ込こむつもりだが、レオームに降くだったテメエらも気に入らねえ！　だからまずは、この国の騎き士しどもをぶっ殺す！　それが嫌いやなら今すぐレオームを呼びに走れ！　レオームが来れば、テメエらの事は見み逃のがしてやってもいい！　ただし急げ！　レオームが来るまで、暇ひまつぶしにガーシキアの騎き士しども相手に遊んでてやるからな！」

　それを聞いたレオームは青い顔で震ふるえ上あがった。

「おいおい、どういう事だ？　何でティーンゼイ王はあんなに俺おれを目の敵かたきにしてんだ？　冗じよう談だんじゃねえぜ」

　一方エイク伯はくは憤ふん慨がいした。

「騎き士しに向かって何たる侮ぶ辱じよく！　我々が、あのような脅おどしに怯おびえて主君を差し出すような卑ひ怯きよう者とでもいうのか！　レオーム様のお手を煩わずらわす事もない！　この私が討うち取とってくれる！」

　そう言うなり、剣けんを握にぎって城じよう壁へきを駆かけ下おりようとする。

　慌あわてて後ろからしがみつくレオーム。

「待て待て！　落ち着けって！」

「何な故ぜお止めになるのです！　この私がティーンゼイ王に負けるとでも？」

「思わねえよ。騎き士しの華はなと呼ばれたお前なら、疲ひ労ろうや怪け我がさえなけりゃ俺おれよりずっと強え。ティーンゼイ王と比べたって五分五分だろう」

「なら何な故ぜ！」

「まあ、いいじゃねえか。向こうの要求は俺おれと会う事。丁度都合良く今俺おれはここにいるんだ。だったらティーンゼイ王の勢力とガーシキアが戦う必要はねえ。俺おれが行きゃ、それで済む」

　さっきまでティーンゼイ王と会う事を渋しぶっていたレオームだが、自分一人で話が済むとなると急に肚はらが据すわる。

「ですがティーンゼイ王はレオーム様に明白な敵意を示しております！　そんな者の前に姿を現せば、レオーム様の身が危険です！」

　大声で反対するエイク伯はく。

　だがレオームは落ち着いた顔で笑った。

「俺おれも正直怖こええけどな。どうやらあっちは俺おれに不満があるようだから、その不満をぶちまけるまでは殺さねえだろう」

「ですが不満を吐はき出だし終えたら……！」

「人間ってのは、不満を全部吐はき出しちまえば、その後は不思議と冷静になるもんだ。何とかなるさ」

　肩かたを竦すくめると、鎧よろいを脱ぬぎ始めるレオーム。

「何な故ぜ鎧よろいを？」

　フィーリが驚おどろいて尋たずねた。

「戦いに行くわけじゃねえからな。話をするのにこんなもん着てたら重くて邪じや魔まだ」

　レオームはそう笑うと、剣けんも鎧よろいも全て置いて城じよう壁へきを下りた。

　城門を開かせ、跳はね橋ばしを下げさせると、完全に無防備な姿で堂々とティーンゼイ王の前に姿を現す。

「何だお前は？」

　胡う散さん臭くさそうにレオームを眺ながめるティーンゼイ王。

　レオームは両りよう腕うでを広げて笑った。

「俺おれがお探しのレオームさ。俺おれに用があんだろ？　その俺おれが出てきた以上、お前らがガーシキアと喧けん嘩かする必要はねえ。剣けんを収めて、取りあえず馬下りて座すわれよ」

　だがティーンゼイ王は、手に持った剣けんをレオームに突つきつけた。

「駄だ目めだな。俺おれはお前が気に入らねえ。だから斬きり捨すてに来た。俺おれが剣けんを収めるのはお前を斬きって捨てた後だ」

「おいおい。丸まる腰ごしの人間を斬きり捨すてようってのか？　自分だけそんな完全装備で、たった一人を相手に大勢の騎き士しまで引き連れて？　そりゃみっともねえ話だぜ。末代までの恥はじだ」

　そう言って肩かたを竦すくめるレオーム。

　ティーンゼイ王はそれを聞くと、軽けい蔑べつしたように笑った。

「なるほど。そうやって戦いを避さけるために鎧よろいも着けず剣けんも持たずに出てきたってわけか。いかにも卑ひ怯きよう者らしい小細工だ」

　そして馬を下り、鎧よろいを脱ぬぐ。

　更さらに腰こしの剣けんを外すと、いきなりそれをレオームに向かって投げて寄よ越こした。

「……？」

　戸と惑まどいながら受け取るレオーム。

　ティーンゼイ王はニヤリと笑った。

「貸してやる。遠えん慮りよするな」

　そして後ろの家臣たちを振ふり返かえる。

「誰だれか、代わりの剣けんを寄こせ」

　老臣ウォイスルークが進み出た。

「王！　無茶はおやめくだされ！」

　そう言って諫いさめようとするが、その脇わきから兵士の一人が進み出て剣けんを差し出す。

「余計な事をするでない！」

　一いつ喝かつするウォイスルーク。

　だがティーンゼイ王は笑え顔がおで剣けんを受け取った。

「後で褒ほう美びをくれてやる。下がってろ」

　そう言って、レオームの前に立つ。

「これでお互たがい馬もなければ鎧よろいも着ず、武器は互たがいに一ひと振ふりの剣けん。対等だ。戦わない理由はなくなったな」

　ニヤリと笑うと、剣けんを抜ぬくティーンゼイ王。
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　完全に目もく論ろ見みを外されて、レオームは慌あわてた。

「ちょっと待て！　戦わない理由はなくなったかもしれねえが、そもそも戦う理由が俺おれにはねえよ！」

「腰こし抜ぬけのテメエが戦う理由なんざ、己おのれの命を守るためだけで充じゆう分ぶんだ！」

　そう怒ど鳴なりつけるなり、ティーンゼイ王は斬きりかかった。

　咄とつ嗟さに剣けんを抜ぬき、ティーンゼイ王の一いち撃げきを受けるレオーム。

　受け止めてから、自分の手に握にぎられた見慣れない片かた刃はの剣けんの凍こおるような輝かがやきに驚おどろいて目を見張る。

「何だこの剣けんは？」

「我わが故郷ノフィンの剣けんだ！　ディアスフェルドの剣けんに劣おとるところは何もねえ！　安心して使え！」

　ティーンゼイ王はそう言いながら、素す早ばやく剣けんを回して横に薙なぐ。

「ノフィンの剣けん？　ってことは噂うわさ通り、本当に妖よう精せいの国の人間なのか？」

　レオームは体を沈しずめながらティーンゼイ王の剣けんを上に受け流し、脇わきの下したをかいくぐって背後に回ると距きよ離りを取った。

「とにかくちょっと待ってくれ。そもそも俺おれの何がそんなに気に入らねえ？」

　レオームがそう尋たずねると、ティーンゼイ王はカッと目を見開いた。

「気に入るわけがねえだろう！　兄貴が不在の隙すきを突ついて、国を簒さん奪だつしたような野や郎ろうをよ！　言っとくが、テメエの兄貴ルスタットは俺おれの親友だ！　俺おれが生きてる内は、テメエみてえなクソ野や郎ろうにイアンマッドを渡わたすわけにはいかねえ！　ニルナス王が死んだなら、イアンマッドの王はルスタットだ！　分かったら死ね！」

　雷らい鳴めいのような怒ど声せいを轟とどろかせると、もの凄すごい勢いでレオームに斬きりかかるティーンゼイ王。

　レオームはその捨て身の勢いに圧おされて、受けながら後ろに退がる。その額に、汗あせが浮うかんだ。

　……ヤベえ。こりゃ、相あい討うちになっても構わねえって覚かく悟ごが出来てる奴やつの剣けんだ。しかもこの、とんでもない剣けん速そく。ぶれのない剣けん筋。鎧よろいを着てても、鎧よろいごとぶった切られるだろう。とんでもねえ達人だ。無傷で勝とうなんて思ってたらやられる。ましてや無傷で取とり押おさえて勝とうなんて、夢のまた夢だぜ……。

　冷ひや汗あせを浮うかべながら、それでも何とかティーンゼイ王の攻こう撃げきを凌しのぎ続けるレオーム。やがてレオームは真っ向から斬きりつけるティーンゼイ王の剣けんを受け止め、両者鍔つば迫ぜり合あいの形になった。

「今の連れん撃げきを受け止めても折れねえとこを見ると、確かにディアスフェルドの剣けんと比べても遜そん色しよくねえな。アンタの言葉は信しん頼らい出来そうだ」

　レオームは強がって笑うと、素す早ばやく柄つかを相手の鍔つば元に引っかけてティーンゼイ王の剣けんを奪うばおうとした。だがティーンゼイ王は咄とつ嗟さに剣けんを下げて躱かわすと、そのままレオームの足を狙ねらって斬きり上げる。間かん一いつ髪ぱつ、後ろに跳とんで避よけるレオーム。

　距きよ離りを取ると、レオームはもう一度話し合いを試みた。

「アンタが戦う理由が俺おれに対する不満のみって事なら、まずは話を聞いてくれ。誤解が解けりゃ、戦う理由だってなくなるかもしれねえだろ」

「いいや聞かねえ！　聞きたくねえ！　口は噓うそを吐つく！　特に卑ひ怯きよう者の口はな！」

　即そく座ざに一いつ蹴しゆうすると、鋭するどい突つきを放つティーンゼイ王。

　レオームは右頰ほおの皮を切られながら、紙一重で左に躱かわす。

　ティーンゼイ王はその場で素す早ばやく体を左に回転させ、横薙なぎに斬きりつけた。

「くっ！」

　読みを外されたレオームは、何とかその場で受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　足を止めたレオームの頭上に、ティーンゼイ王がもの凄すごい勢いで剣けんを振ふり下ろした。

「だが、命いのち懸がけの戦いでは誤ご魔ま化かしは出来ねえ！　極限ギリギリでの戦い振ぶりが、そいつの全てを物語る！　どうしても話を聞かせたかったら、堂々と俺おれに勝ってテメエが男だって事を証明してみせろ！」

　受け止めるだけで必死のレオーム。だんだんと防戦一方になっていく。致ち命めい的な一いち撃げきは避さけているが、細かな手傷は増えていく。

　城じよう壁へきの上で決けつ闘とうの様子を見ていたフィーリがハラハラした顔で拳こぶしを握にぎりしめた。

「レオーム様……！」

　エイク伯はくも息を吞のむ。

「あのレオーム様を相手に……。ティーンゼイ王はそれほどまでに強いのか……」

　剣けん聖せいマッキムードが難しい顔で唸うなった。

「腕うで前まえだけなら両者ほぼ互ご角かく。ただティーンゼイ王は、相手を殺す覚かく悟ごも自分が命を落とす覚かく悟ごも出来ておる。一方のレオーム様は、そのどちらの覚かく悟ごも決まっておらぬ。自分も無傷のまま、何とか相手を殺さずに負かそうと考えておる。それではティーンゼイ王には勝てぬ」

　その間にも、レオームの手傷は着実に増えていき、顔も服も血で赤く染まり出す。

　ティーンゼイ王は猛もう獣じゆうのような形相で笑った。

「どうした腰こし抜ぬけレオーム！　俺おれに話を聞かせたいんじゃなかったのか！　そんな調子で、どうやって男を証明するつもりだ！」

　レオームは言い返す余よ裕ゆうもないまま、必死でティーンゼイ王の攻こう撃げきを受け止める。

　……とにかく動きが速え上に読めねえ！　予備動作ってもんがまるでねえし、剣けんの軌き道どうもまるで見えねえ！　構えた位置から斬きり込こんだ位置まで、空間を飛とび越こえて一いつ瞬しゆんの内に移動してるみてえな動きだ！　こんな動き、師し匠しようが本気出した時以外にゃ見た事ねえぞ！　さすが妖よう精せいの国ノフィンの出身！　人間じゃねえぜ！

　胸の内で泣き言を零こぼしながら、ジリジリと濠ほりの際きわまで追おい詰つめられていくレオーム。

　ティーンゼイ王は休まず剣けんを振ふり続けながら、レオームに見切りを付けたように吼ほえた。

「所しよ詮せんこんなものか！　やっぱりテメエは噂うわさ通りの腰こし抜ぬけレオームだ！　だからヤーカスの民を皆みな殺ごろしにするような真ま似ねをする！　あれは弱いモンのやり口だ！　報復を恐おそれる臆おく病びよう者もののやる事だ！　一人でも生かしておけば復ふく讐しゆうされると恐おそれる、肝きもっ玉たまの小せえ小物の行動だ！　断じて王者の振ふるまいじゃねえ！　ルスタットならあんな真ま似ねは絶対にしねえ！　臆おく病びよう者ものだからルスタットがいねえ間にさっさと王座を攫さらいやがった！　ハイアッド国王を討うった時もそうだ！　王を討うたれたのなら正面から戦いくさを仕し掛かけるのに何の問題もねえのに、テメエは一人で潜せん入にゆうしてコソコソ忍しのび込こんで暗殺する事を選びやがった！　そんな臆おく病びよう者ものがルスタットの座すわるべき王座にあぐらをかいてるってのが気に入らねえ！　気に入らねえぜ！」

　剣けんの威い力りよくが更さらに増した。

「取りあえずレオーム、てめえは死ね！　他の国の事ならいざ知らず、イアンマッドはルスタットの国だ！　そこを臆おく病びよう者ものに治めさせるわけにゃあいかねえ！」

　大上段に振ふりかぶると、これがとどめとばかりに激しい勢いで斬きりかかる。

　たとえ受け止めようとも、受け止めた剣けんごと相手の体を叩たたき割わりそうな、凄すさまじい一いち撃げき。

　城じよう壁へきの上で見ていたフィーリやエイク伯はくは思わず目を瞑つぶる。

　だがレオームは僅わずかに額に斬きり込こまれながらも、何とかギリギリでティーンゼイ王の剣けんを食い止めた。

「！」

　驚おどろいて目を見張るティーンゼイ王。

　レオームは、ティーンゼイ王の顔を睨にらみ上げた。

「テメエに気に入られるためにやってんじゃねえんだよ……！」

　その体から突とつ然ぜん、激しい熱が噴ふき出だす。

「……っ？」

　ティーンゼイ王は異変を感じて反射的に後ろへ下がった。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず一気に攻こう勢せいに回るレオーム。

「俺おれだって兄貴が戻もどってきてくれるなら、兄貴に王を継ついでもらいてえさ！　俺おれは元々王様みてえな面めん倒どうで責任重大な立場はまっぴらなんだ！　だが兄貴が不在の今、他に誰だれが継つぐってんだ！　俺おれが継つがなきゃしょうがねえだろうが！　兄貴がアルキランから戻もどってくる日まで、俺おれはイアンマッドを守らなくちゃならねえんだ！」

　叫さけびながら激しく斬きりつけるレオーム。今度はティーンゼイ王が防戦一方になる。

「だから俺おれはディアスフェルドを統一する決心をした！　未いまだにディアスフェルド侵しん攻こうの野心を捨ててねえアルキランに対たい抗こうするために！　アルキランが再び攻せめてきた時に押おし返かえせるように！　奪うばわれたイアンマッドの領土を取とり戻もどせるように！　そしてディアスフェルド全土と聖地アボロアムをアルキランの手から守るために！　代々受うけ継ついできた俺おれたちの祖そ霊れいの森を、奴やつらの薪たきぎなんかにさせねえために！」

　そう叫さけぶ内に、レオームの体から発する熱の量が増してきた。そして、熱量が増すにつれて、剣けんの鋭するどさも増していく。一太た刀ちごとに、剣けんから迷いが消えていく。

　ティーンゼイ王は強さを増していくレオームの剣けんに驚おどろきながら、それでも隙すきを見て受け流すと反はん撃げきに出た。

「だったら何な故ぜ、フィーリがニノフュームを殺し、ヤーカスの町を焼やき払はらうのを止めなかった！　アルキランと戦うつもりなら、あんな貴重な戦力をむざむざと失うわけには行かねえだろうが！　まるで納なつ得とくいかねえぜ！」

　ティーンゼイ王の反はん撃げきをすばやく弾はじき、尚なおも攻せめ手を休めないレオーム。

「それは全て、俺おれが王になるのを躊躇ためらってたせいだ！　そのせいで、誰だれよりも俺おれの事を心配してくれてた忠臣ニノフュームは、敢あえて叛はん臣しんの汚お名めいを被かぶってまで反旗を翻ひるがえさざるを得なくなった！　そのせいで、本当は心優やさしい乙おと女めのフィーリは、自分の心を押おし殺ころし、騎き士しとしての名めい誉よを捨て、狂きよう人じんの謗そしりを受けてまで、ニノフュームとヤーカスの町を焼き滅ほろぼさなきゃならなかった！　そのせいで、何の罪もない町の住民全てが命を落とさなきゃならなかった！　だから俺おれは決めたんだ！　王になると！　何があろうと王の座は降おりねえと！　これから先、そういう事は全部俺おれが背負ってくと！」

　レオームの体から発する熱が最高潮に達した。城じよう壁へきの上から見ているフィーリやエイクや剣けん聖せいマッキムードでさえ、顔に火ほ照てりを感じるほどになる。

　そしてレオームは、大上段に振ふりかぶった剣けんを思い切り振ふり下ろした。

　咄とつ嗟さに受け止めるティーンゼイ王。

　キィンと高い金属音が響ひびいた。

　レオームの剣けんは、ティーンゼイ王の握にぎる剣けんを、まるで腸ちよう詰づめ肉でも切るかのように易やす々やすと両断し、そのまま一気にティーンゼイ王の右手首まで斬きり落とした。

「……！」

　剣けんを折られたティーンゼイ王は、動きを止めた。

　レオームも動きを止めて、ティーンゼイ王を見み据すえる。

　ティーンゼイ王は斬きり落とされた剣けんと自分の右手首を見下ろすと、汗あせまみれの顔にニヤリと笑えみを浮うかべた。

「……やるじゃねえか。見直したぜ」

　嬉うれしそうな顔でレオームを見ると、その場に胡座あぐらをかいて座すわり込こむティーンゼイ王。

　そして、すっきりした声で言う。

「テメエの勝ちだレオーム。殺せ」

　しかしレオームは剣けんの血ち糊のりを拭ぬぐうと、黙だまって鞘さやに納めた。

　それを見たティーンゼイ王は、不服そうにレオームを睨にらむ。

「何な故ぜ殺さねえ？」

　レオームはじっとティーンゼイ王を見下ろした。

「この戦いは、俺おれが男かどうかを見み極きわめるためだったんだろ。そしてアンタは俺おれを見直したと言った。なら、これ以上やる意味はねえ。俺おれは腰こし抜ぬけだからな。殺したり殺されたりは苦手なんだ」

　そう言ってニヤリと笑うレオーム。

　それを聞いたティーンゼイ王は一いつ瞬しゆんキョトンとしてレオームを見つめた。

　次の瞬しゆん間かん、その口から大きな笑い声が響ひびき渡わたった。

「気に入ったぜ！　いいだろう！　テメエをイアンマッドの王として認めよう！　そして、協力するぜ！　ディアスフェルドを統一してアルキランと喧けん嘩かするっていう、テメエの計画によ！」

　腹の底から愉ゆ快かいそうに笑うと、そう申し出るティーンゼイ王。

「え？」

　あまりの態度の豹ひよう変へん振ぶりに、今度はレオームが呆あつ気けに取とられる。

　ティーンゼイ王はそんなレオームにはお構いなしに、ズイと進み出て膝ひざを突つき、頭こうべを垂れた。

「この俺おれが支配する南西部十一カ国、それとここへ来る途と中ちゆうに降くだしたウッティーブとクオーフを加えて全部で十三カ国！　今よりテメエの傘さん下かに降くだろう！」

　レオームは、急すぎるティーンゼイ王の話について行けない。

「い、いや、ちょっと待ってくれよ！　いきなり十三カ国率いて降くだるって……！」

「何がいきなりだ？　　俺おれはお前に王座を降おりて死ねと要求して戦いを挑いどんだ。そして負けた。なら負けた俺おれが王座を降おりるのが筋じゃねえか。そもそもお前はディアスフェルド全部を統一するつもりなんだろ？」

「いや、そりゃそうだが……」

　ティーンゼイ王は、戸と惑まどうレオームを笑い飛ばした。

「気にすんな！　話は早いに越こした事ぁねえ！　たった今から、俺おれの命はお前の物、俺おれの国もお前の物！　それより酒だ！　テメエが俺おれに勝った祝いに酒盛りだ！」

「分かった。分かったからちょっと待ってろ」

　レオームは成り行きのままにティーンゼイ王と主従の誓ちかいを交かわすと、大急ぎで宴えん会かいの準備を命じた。










　第二十八章　妖よう剣けんザローアンナ




　レオームとティーンゼイ王の決けつ闘とうに決着が着いた後。

　城の外にはたくさんの卓たくが並べられ、月明かりの下もと賑にぎやかに酒盛りが始まった。

「ともあれ、レオーム様がご無事でなによりでした」

　ホッとした表情でレオームの体中に包帯を巻くフィーリ。

「まあ、あのティーンゼイ王相手にこの程度の怪け我がで済んで助かったぜ。いてて……」

　全身に負った傷に顔をしかめながらも、ホッとして笑うレオーム。

　そこへ、酔よっぱらった顔のティーンゼイ王がやってきた。

「おう、吞のんでるかレオーム」

　レオームはその真っ赤な顔を見て呆あきれる。

「おいおい、あんまり吞のむと血が止まらなくなるぞ。手首斬きり落とされてんだから自重しろよ」

　すると、ティーンゼイ王の隣となりにいた老臣ウォイスルークが大きくうなずいた。

「その通りですぞティーンゼイ王。レオーム様、もっと言ってやって下され。何しろティーンゼイ王と来たら私の忠言など何一つ聞いたためしはなく……」

　呂ろ律れつの回らない声で愚ぐ痴ちをこぼし出す老臣ウォイスルーク。こちらもかなり酔よっぱらっている。

　ティーンゼイ王は二人の心配を笑い飛ばした。

「馬ば鹿か野や郎ろう。こんな傷、焼いたコテでも当てときゃ出血なんてすぐ止まんだよ。それに俺おれの国じゃ、一いつ緒しよに酒を酌くみ交かわすまでは本当に主従になったとは認めねえんだ。分かったらテメエも吞のめ。吞のまねえと承知しねえからな」

　そう言ってレオームの目の前に座すわると杯さかずきを押おしつけてくる。

「俺おれも結構あちこち出血してんだけどな……」

　困った顔で苦く笑しようしながら杯さかずきを受け取るレオーム。

　形だけ口を付けると、話を変えるようにどうでもいい事を尋たずねた。

「ところでティーンゼイ王。アンタの故郷のノフィンってのは妖よう精せいの国だと聞いてるが、アンタも人間じゃなく妖よう精せいなのか？」

「ん？　そう言われてもディアスフェルドの妖よう精せいって言葉がどういうモンを指すのか良く分からねえから何とも言えねえ」

　そう言って顎あごの下を搔かくティーンゼイ王。

　レオームは、酒を吞のんでいない事に気付かれないよう重ねて尋たずねる。

「ノフィンの人間はみんな歳としを取らなくていつまでも少年少女のように若いまんまだって聞くが」

「ああ、言われて見りゃディアスフェルドの人間よりは老ふけるの遅おそいかもな。それに、大人になってもディアスフェルドの連中より小こ柄がらだし、顔付きも幼く見えるのが多い。髭ひげも生えん」

「だがアンタは俺おれと比べてもそんなに子供っぽくは見えねえが。背だって俺おれより高え」

「俺おれは武人だからな。武人は背も伸のびるし腕わん力りよくも強くなるし髭ひげも濃こくなる。だがその代わり、寿じゆ命みようが短い。生きられるのは精々で二百歳さいまでだ」

「二百歳さいって、そりゃディアスフェルドの感覚で言やぁ充じゆう分ぶんに人間超こえてるぜ」

　レオームは驚おどろいてから、改めてティーンゼイ王の腰こしの剣けんに目をやった。

「だが、長生きだって事は、それだけ職人たちが技術を磨みがく時間も長いんだろうな。アンタに借りたあの剣けんも、素す晴ばらしい名めい剣けんだった。ディアスフェルドの剣けんを斬きり落としちまうんだからな」

「確かにノフィンの剣けんは世界一だが、剣けんを斬きり落としたのはお前の腕うでだろ。ディアスフェルドの剣けんだって捨てたもんじゃねえよ」

　ティーンゼイ王はそう言って、家臣たちを見ると大声で命じる。

「おい！　誰だれでも良いいから剣けんを二本持ってこい！」

　若い騎き士しが二人、慌あわてて自分の剣けんを差し出した。

　ティーンゼイ王はそれを受け取ると、一本を空中に放り投げ、残りの一本を左手に握にぎって、放り投げた剣けんが落ちてくるところを薙なぎ払はらう。キンと音がして、落ちてきた剣けんは真っ二つになった。

「ほら、ディアスフェルドの剣けんでもこれくらい出来る。これだけ斬きれりゃ充じゆう分ぶんだぜ。ノフィンを出てからディアスフェルドに来るまであちこちの国を見てきたが、ここの刀かたな鍛か冶じは大したもんだ」

　酒の席の余興、といった調子で笑う。

「片手であっさりと……」

　驚おどろく一同。

　レオームも呆あきれ顔で呟つぶやいた。

「こりゃ、ノフィンの剣けんを借りてなかったら、受けた剣けんごと斬きられてたのは俺おれの方だったな……」

「もっとも、骨を切るのにゃノフィンの剣けんのほうが上だがな。最初ディアスフェルドの剣けんで斬きろうとしたら痛えのなんのって、泣きそうになっちまった。その点ノフィンの剣けんならさっくりだ」

　そう言って斬きり落とされた右手を見せて笑うティーンゼイ王。腕うでが切断されると筋肉が収縮して骨が飛び出してしまう。そのため、傷口を縫ぬい合あわせるために骨を切って長さを詰つめる必要がある。

　レオームは驚おどろいた。

「その手首の骨、自分で詰つめたのかよ？」

「そりゃそうだ。ここの奴やつらに任せてたら、鋸のこぎりで切ろうとしやがったんだぜ。とんでもねえ拷ごう問もんだ」

「そりゃそうかもしれねえが、しかし自分で斬きるとはよくやるぜ……」

　想像して青い顔になるレオーム。

　ティーンゼイ王はそんな話には興味なさそうに、片手で酒さか樽だるを抱だき上あげる。

「そんな事より吞のもうぜ！」

　そう言って樽たるごと飲み干すティーンゼイ王。

　周囲の騎き士したちもそれに負けじと杯さかずきを傾かたむけ、賑にぎやかな宴えん会かいは夜よる遅おそくまで続いた。レオームもなるべく酒は吞のまないようにしようとしたが、強ごう引いんなティーンゼイ王の勧すすめを断り切れず、かなりの数の杯さかずきを乾ほす羽目になった。




　次の日。

　ガーシキア城の寝しん台だいで寝ねていたレオームは、異変に気付いて目が覚めた。

　何だかやけに湿しめっぽいと思ったら、シーツが血で真っ赤になっていたのだ。

「げっ！　何だこりゃ？」

　慌あわてて起き上がり、自分の体を見ると、全身血だらけだ。全く傷が塞ふさがっていない。

「こりゃマズい」

　レオームは慌あわててフィーリを呼ぶと、包帯を取とり替かえさせた。

　古い包帯を取ったフィーリが、傷を見て怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「あれから一晩たったというのに、まるで血が止まっておりません。今も新たな血が次々と傷口から溢あふれております」

　驚おどろきと不安の入り交じった声で報告するフィーリ。

「傷が塞ふさがってねえ？　やっぱり吞のみ過ぎたせいか……？」

　レオームは、やっちまったなぁという顔で頭を搔かいた。

　そこへ、話を聞いたティーンゼイ王がやってくる。

「どうした？　血が止まってねえとか聞いたが」

「ああ。多分酒を吞のみすぎたのが悪いんだと思う。熱はねえようだし、明日には止まってると思うが」

「そうか。俺おれのほうはさっさと焼きゴテで血は止めちまったんだがな。お前もそうしたらどうだ？」

　レオームは苦く笑しようした。

「体中傷だらけなのにそんな事したら全身大やけどで死んじまうぜ。なに、どれもかすり傷だ。そこまでする必要はねえよ」

　そう言ってみんなを安心させると、レオームは服を着き替がえた。

　その日は出血を補うためとして豚ぶたの血の腸ちよう詰づめを多めに食べ、酒は我が慢まんして、飲み物は水だけ、それもなるべく控ひかえめにして過ごした。

　また、エイク伯はくが領民に命じて血止めに効くという薬草などを色々持って来させたり、エシー神しん殿でんから神官を呼んで回復祈き願がんをしてもらったり、傷口を縫ぬい合あわせたりと、ディアスフェルドの知識で出来る事を一通りやって、明日まで様子を見る事になった。




　しかし翌日になっても血は止まらず、レオームはまたもや血だらけの寝しん台だいで朝を迎むかえた。

「寝ね相ぞうが悪くて寝ねてる間に傷口が開いてんじゃねえか？」

　ティーンゼイ王が首を傾かしげる。

「そうなのかなぁ。まあ仕方ねえ。こうなったら焼くか……」

　レオームは溜ため息いきを吐つくと、フィーリに命じて焼けた火ひ箸ばしを持ってこさせる。

「これだけ体中に傷があります。一度に全部焼くと、火傷やけどで余計拙まずい事になりましょう。まずは腕うでの傷で様子を見ましょう」

　フィーリはそう言って、レオームの左ひだり腕うでの袖そでをまくった。

「失礼致いたします」

　焼けた火ひ箸ばしをジュッとレオームの二にの腕うでの傷に押おし当あてるフィーリ。

「くううぅぅぅ……っ！」

　目を逸そらして歯を食いしばるレオーム。血と肉の焦こげる匂においが部屋に充じゆう満まんして、血は黒く固まった。

「……どうだ？　止まったか？」

　汗あせだくになって息を乱しながら尋たずねるレオーム。

「どうやら、傷口は固まったようです」

　フィーリは一いつ瞬しゆん安心した声を出してから、ハッとして息を吞のむ。

　レオームがその気配に気付いた。

「どうした？」

「固まった血が裂さけて、そこからまた新たな血が……」

　フィーリは、我わが目を疑うような表情で傷口を凝ぎよう視しした。

　レオームも焼いた傷を見て呟つぶやく。

「何てこった。あんな熱い思いをしたってのに効果なしかよ……」

　見ていたエイク伯はくが、不安そうに首を傾かしげた。

「しかし奇き妙みようです。せいぜいで皮を斬きられた程度、決して肉まで届く深い傷ではないし、大きな脈が切られたわけでもないのに、何な故ぜ血が止まる気配がないのでしょう？　一昨日は飲み過ぎた所せ為いもあったかもしれませんが、昨日は酒も吞のまず、水も控ひかえめにしていたというのに……」

　フィーリもエイクの言葉にうなずく。

「確かに変です。矢傷や槍やり傷のような、ぐちゃぐちゃに潰つぶれた傷きず痕あとならともかく、切れ味鋭するどい剣けんで斬きった真まっ直すぐな切り口。斬きられた後に動いて傷口が潰つぶれたとはいえ、この程度ならたかが知れています。しっかりと傷口を合わせておけば、一日もすれば薄うす皮かわ程度は張るもの。毒が入って傷口が腐くさったわけでもないのに、ここまで血が止まらないという事は考えにくいのですが……」

　その時。皆みなの見ている前で、傷口を縫ぬい合あわせてある糸が、まるで皮ひ膚ふを通とおり抜ぬけたかのようにスルリと抜ぬけ落おちた。

「……！」

　ハッとするフィーリ。

「どうした？」

　レオームが尋たずねる。

　フィーリは血に染まった糸を摘つまみ上げた。

「今、見ている前で、昨日傷を縫ぬい合あわせた糸がスルリと……」

　そう報告する間にも、他の傷からも次々と糸が抜ぬけていく。

「これは……？」

「何だこりゃ？」

　エイク伯はくとティーンゼイ王も、驚おどろいて目を見張った。

　そのままみんなの見ている前で、全身の傷口から、全ての糸が抜ぬけてしまった。そして開いた傷口からは、再び新しん鮮せんな血が溢あふれ出だす。

　レオームも、目の前で糸が抜ぬけるのを見て、さすがに顔色を変えた。

「どういう事だ、おい……」

「まるで何かの呪のろいのような……」

　フィーリが、まだ信じられないといった表情で、抜ぬけた糸を見る。

　その時、呪のろいという言葉に剣けん聖せいマッキムードがハッとした。

「もしやこれは……」

「何か気付いたのか師し匠しよう？」

　レオームがマッキムードの顔を見上げる。

　マッキムードはティーンゼイ王に尋たずねた。

「ティーンゼイ殿どの。レオーム様との決けつ闘とうで使った剣けんを、どこで手に入れられましたかな？」

「ん？　兵の一人から借りたモンだ。元々の由来は、そいつに聞かなきゃ分からねえ」

　そう答えるティーンゼイ王。

　レオームが怪け訝げんそうに聞く。

「あの剣けんがどうかしたってのか？」

「レオーム様の傷の様子を見るに、恐おそらくこれはザローアンナの呪のろいではないかと……」

「ザローアンナの呪のろい？　じゃあ俺おれが叩たたき折ったあの剣けんが、あの有名な呪のろいの剣けん……？」

　レオームは思わず声を上げた。

　妖よう剣けんザローアンナ。その伝説は、ディアスフェルドの人間なら誰だれもが知る有名な話である。

　昔、ディアスフェルド南東にあるアミスフォッグ王国の森に、鉄の爪つめと牙きばを持つザローアンナという名の魔ま女じよがいた。彼かの女じよは森の中を通る人を捕とらえては、その生き血を啜すすり、生肉を食べていた。アミスフォッグの王はその魔ま女じよを退治し、二度と生き返らぬよう遺体を灰になるまで焼いたが、魔ま女じよの爪つめと牙きば、そして骨は、全て鉄で出来ていて焼け残った。そこで王は、魔ま女じよを退治した記念にと思い、その焼け残った鉄を集めて一ひと振ふりの剣けんを打たせた。

　やがて見事な剣けんが出来上がり、王に献けん上じようされた。王がその剣けんを鞘さやから抜ぬいた時、うっかり手を傷付けた。決して深い傷ではなかったが、何な故ぜかその傷はいつまでも治らず、王の左手は血を流したままだった。そして王は、絶えず血を流し続けていた事により衰すい弱じやくしたためか、少しずつ生気を失い、数年後に世を去った。

　その後、剣けんはアミスフォッグ王家に代々受うけ継つがれたが、後の王たちも皆みな、同じように剣けんによって自分の体を傷付けた。その傷口からの血は何な故ぜか絶対に止まらず、どの王も老年に達する前に死んだ。これは鉄の爪つめと牙きばを持つ魔ま女じよの呪のろいだと囁ささやかれるようになり、剣けんは魔ま女じよの名を取ってザローアンナと呼ばれるようになった。

　アミスフォッグ王家では魔ま剣けんザローアンナを不ふ吉きつな剣けんとして叩たたき折ろうとしたが、誰だれにも折る事は出来ず、むしろ弾はずみで怪け我がをする者が続出した。怪け我がをした者たちの傷も治らなかった。結局アミスフォッグの王は、ザローアンナを折るのは諦あきらめて城の地下深くに封ふう印いんし、持ち出しを固く禁じたという。

　フィーリが剣けん聖せいマッキムードに確かく認にんした。

「確かにザローアンナなのですか？」

「儂わしがザローアンナを見たのは、レオーム様を弟で子しに取るよりもずっと前の話。それに先日の決けつ闘とうも遠目に見ておっただけ故ゆえ、断言は出来かねまする。ただ、この傷を見る限り、それ以外には考えようが……」

　マッキムードは顎あごに手を当て眉まゆ根ねを寄せて、レオームの全身の傷を眺ながめる。

　レオームが首を傾かしげた。

「だが師し匠しよう、あの剣けんが本当にザローアンナだったとして、何でそんなモンを一兵卒如ごときが持ってたんだ？　それもティーンゼイ王の配下が」

「それも分かりかねまする。その兵がアミスフォッグと何らかの繫つながりがあったのか、それとも密ひそかに盗ぬすみ出だされた物を何らかの偶ぐう然ぜんで手に入れたのか……」

　腕うでを組むマッキムード。

　ティーンゼイ王が不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちをした。

「あのガキ、くだらねえ剣けん渡わたしやがって……！」

　そして、気持ちを切きり替かえるように一つ息を吐ついた。

「まあ、その辺は後であの兵士を捜さがし出だして問とい詰つめりゃいい。それより剣けん聖せい殿どの。そのザローアンナとやらで付けられた傷は、どうやっても塞ふさがらねえのかよ？」

「魔ま女じよの呪のろいでございます故ゆえ、人の力にては恐おそらくどうにもなりますまい……」

　目を伏ふせて首を振ふるマッキムード。

　レオームは自分の体を見ながら情けない声を出した。

「どうすりゃいいんだ？　片手に一つ傷が付いただけでも早死にしちまうってのに、俺おれは全身傷だらけなんだぜ？」

　マッキムードは考かんがえ込こみながら、半ば独り言のように続ける。

「聖なる森コニーニ・ロムにて、命の木の若葉を手に入れる事が出来れば、あるいは治す事も出来るかもしれぬがしかし……」

　フィーリが振ふり向むいた。

「命の木とは？」

　縋すがるような目で尋たずねるフィーリ。

　マッキムードは考え事が声に出ていた事に気付いてハッとしてから、フィーリの方を向いて答える。

「このディアスフェルドの全ての命の大元と言われる木でございます。その枝から萌もえ出いずる若葉は、あらゆる傷、あらゆる病を癒いやし、死者ですら甦よみがえらせる力を持つと伝えられておりまする」

「それはどこにあるのです？」

　フィーリは焦あせった様子でマッキムードの腕うでを摑つかむ。

「西の大海の果て、夕日が沈しずむ場所に浮うかぶ島と言い伝えられておりますが、何なに分ぶんにもこの世のものではござらぬゆえ、常に同じ場所にあるわけではないのです。木に招かれた者のみが、その島を見つけ、森に入る事が出来ると言われておりまする」

「とにかく、そこへ行けばレオーム様は助かるのですね？」

　そう言うや否いなや、レオームを連れ出そうとするフィーリ。

　その腕うでをエイク伯はくが摑つかんで止めた。

「お待ちくださいフィーリ殿どの。聖なる森コニーニ・ロムに生える命の木の話は、私も存じ上げております。先のガーシキア国王ミスホーイの一人息子むすこ、ママーゴウ王子が高熱に苦しめられていた折、ガーシキアの選えりすぐりの騎き士し三十名を集めて、コニーニ・ロムを探す旅に派は遣けんした事があるのです。ですが、誰だれ一人ひとり戻もどってきませんでした。選ばれた騎き士したちは皆みな、この私など足元にも及およばぬ立派な騎き士しばかりで、およそ考え得るありとあらゆる冒ぼう険けんをくぐり抜ぬけてきた強つわ者もの揃ぞろい。いかなる自然の猛もう威いもいかなる強敵も、彼かれらの行く手を阻はばむ事は出来ぬと信じられておりました。その猛も者さたちが、誰だれ一人ひとりとして戻もどってこなかったのです。そんなところへ大切なレオーム様をお連れするわけにはいきません」

「確かに、ただでさえ全身傷だらけの上、血を垂れ流しっぱなしの状態じゃあ、旅に出るどころじゃねえな」

　ティーンゼイ王がうなずく。

　エイク伯はくは真しん剣けんな目で続けた。

「それに聖なる森コニーニ・ロムは、先さき程ほど剣けん聖せい殿どのも仰おつしやった通り、命の木に招かれた者しか踏ふみ入いる事が出来ません。レオーム様を救う手立てとしては、余りに不確実。もっと別の手段を探すしかありませぬ」

「ですが、確実な別の手段といっても一体何があるのです？」

　フィーリがそう問い返すと、エイク伯はくは返事に詰つまった。

　フィーリは重ねて訴うつたえる。

「すでに、我々に出来る事は全てやっているのです！　これ以上、手の施ほどこしようはない！　このままでは何も出来ないまま、レオーム様の血が失われていくのを手をこまねいて見ているだけです！　それならば、万に一つの可能性にかけて命の木を探しに出た方がよいのではないですか！」

　しかし、皆みなは黙だまったまま。

　フィーリの言う事にも一理ある。しかし、どこにあるかも分からない命の木を探して西の海へ漕こぎ出す事など、自殺行こう為いだ。そもそも、それが本当にあるのかどうかすら分からないのである。

　結局、良よい考えは何も浮うかばなかった。

　レオームは昨日と同様、少しでも血を補うために血の腸ちよう詰づめを食べ、酒は控ひかえるようにして過ごした。傷は、焼いても縫ぬっても効果がないので、酢すで練った小麦粉を塗ぬった布を貼はりつけて少しでも血が漏もれないよう傷を塞ふさぎ、その上から包帯で押おさえつけた。そして、エシー神しん殿でんの神官たちに命じて、ザローアンナの呪のろいを解く方法を記した書物がないかどうか探させ、同時にザローアンナの呪のろいを祓はらうための祈き禱とうを命じた。しかし、書物は見つからず、祈き禱とうの効果もなかった。










　第二十九章　南部の覇は者しやダミフス王




　翌日もレオームは血だらけの寝しん台だいで朝を迎むかえた。出血は止まらず、昨日まではまだ比ひ較かく的てき平気な顔をしていたレオームも、顔色は蒼そう白はくになり、貧ひん血けつ症しよう状じようで起き上がるだけでふらつくようになってきた。

「コイツは洒しや落れにならねえな……」

　クラクラする頭を抱かかえて自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいたところへ、剣けん聖せいマッキムードが様子を見にやって来る。

「やはり、傷の具合に変わりはありませぬか……」

　表情を曇くもらせるマッキムード。

　ティーンゼイ王もやってきて、貝かい殻がらに入れた膏こう薬やくを投げて渡わたした。

「昨日の夜の間にひとっ走りウーズィまで戻もどって、俺おれの故郷ノフィンで使われてる血止め薬を残ってるだけ持ってきた。気休めにしかならねえかもしれねえが、試ためしてみてくれ」

「ここからウーズィまでって、ひとっ走りで行ける距きよ離りじゃねえだろ？　ここからイアンマッドまでと同じくらいの距きよ離りだぞ？」

　レオームはびっくりして思わず声を上げてから、目眩めまいを感じて頭を押おさえる。

　そして、力ない声で礼を述べた。

「すまねえ。恩に着る」

「いいから、早く服脱ぬいで試ためしてみろ」

「ああ。フィーリ、ちょっと脱ぬがせてくれ」

　レオームはそう言ってから、返事がないのに気付いて部屋を見回した。

「あれ？　フィーリはいねえのか？」

「フィーリ殿どのは、今朝はまだ見み掛かけませぬな」

　剣けん聖せいマッキムードが、同じく部屋を見回しながら言った。

「いつもレオームの側にぴったりくっついてる癖くせに、どこ行ったんだ？　まだ寝ねてんのか？」

　ティーンゼイ王も不思議そうに辺りを見る。

　そこへ、エイク伯はくが駆かけ込こんできた。

「レオーム様！　フィーリ殿どのの部屋にこんなものがあったと、城の者が！」

　その手に握にぎられていたのは書き置きの手紙。

　レオームは一いつ旦たん受け取ったが、頭が朦もう朧ろうとして字を読む気になれない。

「悪いが、誰だれか字の読める奴やつ、代わりに読んでくれ」

　すでに中身を読んでいたエイク伯はくが説明した。。

「聖なる森コニーニ・ロムを探しに行くと書いてあります。留守中、レオーム様の事をよろしく頼たのむと」

「何と？」

「たった一人でか？」

　剣けん聖せいマッキムードとティーンゼイ王は驚おどろいて手紙を見つめた。

　レオームは寝しん台だいに横たわりながら、掠かすれた声で苦く笑しようした。

「どうせそんなこったろうと思ったぜ……。俺おれの子を産む大事な体だっつってんのに、相変わらずのお転てん婆ば娘むすめだな……」

「昨日、余計な事を言ったか……」

　剣けん聖せいマッキムードが聖なる森の話をした事を後こう悔かいして床ゆかに目を落とした。

　エイク伯はくが焦あせったように尋たずねる。

「追いかけますか？　今ならまだ連れ戻もどせる可能性も……」

　だがレオームは力なく止めた。

「やめとけ」

「しかしフィーリ殿どのはレオーム様の婚こん約やく者だと伺うかがっております！　そのお方に万一の事があったら……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ……。アイツは俺おれがディアスフェルドを統一するまで絶対に死なねえよ……。そして俺おれも、それまでは絶対に死んだりしねえ……。だから、アイツの好きにさせてやってくれ……」

　レオームは切れ切れに言葉を吐はき出だすと、弱々しい微び笑しようを浮うかべた。

　剣けん聖せいマッキムード、エイク伯はく、ティーンゼイ王の三人は、互たがいに顔を見合わせた。

　結局、レオームの言葉とフィーリの意思を尊重し、誰だれも連れ戻もどしには行かなかった。




　昨晩の内に密ひそかに船を手配して出航したフィーリは、その頃ころすでにガーシキアの港から遥はるか西の洋上にいた。

　帆ほを畳たたみ、持ち前の怪かい力りきを生かして巨きよ大だいな櫂かいを漕こいで、波を切きり裂さき進んでいくフィーリ。

「レオーム様を連れて行くのが無理ならば、私一人で命の木の若葉を持ち帰ってみせよう。どのみちあの場にいたところで、私は何のお役にも立てぬ。ならば、何もせずじっとしているより、僅わずかな希望であっても挑ちよう戦せんしてみるほうがよい」

　陸地はとっくに見えず、四方八方全てが海。

　上空には青空が広がり、海鳥が盛さかんに舞まう。

「命の木に呼ばれた者しか聖なる森を見つける事は出来ないという。だが、我わが名『フィーリ』はハイアッド王国の美び称しようにして『海に沈しずむ夕日』を意味する古いにしえの言葉。聖なる森が日の沈しずむところにあるというのなら、きっとこの私にも見つけられよう」

　そう言って遥はるか西の水平線を見つめるフィーリ。

　そして胸に手を当て、密ひそやかに祈いのる。

　……レオーム様。必ず命の木の若葉を持って帰ります。どうかそれまで、ご無事でいてください。

　風一つない静かな洋上。

　フィーリを乗せた小こ舟ぶねは、ひたすら西を目指して進んでいった。




　その頃ころ。

　ディアスフェルド南東部、アミスフォッグ王国のダミフス王は、ゴツゴツと四し角かく張ばった巨きよ大だいな体を玉座に預けて眠ねむったように目を瞑つぶっていたが、突とつ然ぜんその目を開くと愉ゆ快かいそうに笑い声を上げた。

「これは予想以上の出来だ！」

「何か良よい事でも御ご座ざいましたか？」

　恭うやうやしく尋たずねたのはウトゥム王国を治める隻せき眼がんの若きエタード王。早くからダミフス王に降くだり、ダミフス王の右みぎ腕うでとして、その覇は業ぎように力を貸していた。

　ダミフス王はニヤリと笑えみを浮うかべた。

「ティーンゼイ王は右手を斬きり落とされ、レオームは最も早はや永くない。そしてフィーリも西の海へ無む謀ぼうな航海に出た。本来はティーンゼイを殺すために持たせた妖よう剣けんザローアンナだったが、思いがけぬ幸運が舞まい込こんだものよ」

　アミスフォッグ王国といえば、レオームに治らぬ傷を付けた妖よう剣けんザローアンナが封ふう印いんされていた国。ザローアンナをティーンゼイ王に渡わたした兵は、ダミフス王の手の者だった。

　ダミフス王は、ガーシキアで起きた事件の一いつ切さいを、この時点ですでに知っていた。年代記作者のネグィオスによれば、古い王家の血筋に連なるダミフス王は、他人の目と耳を通じて物を見聞きする不思議な異能を持っており、その力で遠く離はなれたところの出来事も瞬しゆん時じに知る事が出来たという。また、大神官ラウデュッフの記述によると、誰だれの目でもいいというわけではなく、ダミフス王と主従関係を結び、体のどこかにダミフス王の血で特別の印を描かき込こまれた者だけが、ダミフス王の『目』となる事が出来たという。

　ダミフス王はそのような『目』をディアスフェルド中に張はり巡めぐらせていた。また、『目』となった人間に自分から指示を伝える事まで可能であったと言われている。

　ダミフス王が手下の者に妖よう剣けんザローアンナを持たせてティーンゼイ王の配下に忍しのび込こませていたのは、元々ティーンゼイ王を弱らせるのが狙ねらいだった。南部で覇はを競きそい合あうティーンゼイ王はダミフス王にとっても強敵であり、何としても排はい除じよしなければならなかったのである。

　だが、ティーンゼイ王がレオームと決けつ闘とうをする事になった際、ダミフス王は咄とつ嗟さに予定を変へん更こうし、ティーンゼイ王にザローアンナを持たせた。ティーンゼイ王よりも、レオームを確実に殺す事を優先させたのである。その結果、ティーンゼイ王は右手首を失う大怪け我がをし、レオームは死ぬ寸前、その上フィーリまでが洋上へ無む謀ぼうな旅に出たのだから、幸運という他はない。

「レオームが死ぬまで、一ヶ月といったところか。出しゆつ陣じんの支し度たくはゆっくりで良さそうだな」

　そこへ、ディアスフェルドの神官とは装よそおいの違ちがう、異国風の衣い装しように身を包んだ僧そうが入ってきた。

「ダミフス王。ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　彼かれらは貿易船に乗って商人と共にアルキランからやってきた者たち。ディアスフェルドでは教祖の名を取って「モルフェス宗しゆう」と呼ばれているアルキランの神を祀まつる信しん仰こうを、この地でも広めようとやってきたのである。

　神は一人だけと信じるアルキランでは、他の神を滅ほろぼす事を重要な使命の一つとしていた。その為ための手段はほとんどの場合、戦争と侵しん略りやく、そして破は壊かいであったが、一部の「平和的」な者たちは、宣教によって己おのれの神を広め、他の神を廃はいする事を目指して、異国の地へと渡わたっていた。

　血を流さず布教しようとする彼かれらはアルキラン国内では奇き異いの目で見られていたが、少人数で蛮ばん族ぞくの地へ渡わたる勇気は一定の評価を得ており、またしばしば他国侵しん略りやくの橋きよう頭とう堡ほともなったため、アルキラン本国は彼かれらを異い端たん視しつつも優ゆう遇ぐうしていた。

　ダミフス王はそれらの事情に通じていたが、アルキランの技術を学び、作物を得るため、彼かれらを重用した。支配下にあるオグニューブ王国のモット王がモルフェス宗しゆうに改宗するのを認め、オグニューブ内での布教も許可し、そこで様々な知識を学ばせていた。すでに、それまでディアスフェルドには存在しなかった柑かん橘きつ類るいやサトウキビの栽さい培ばいに成功し、それらはディアスフェルドの中部、北部へと流通して、貴重な鉄や銅と交こう換かんされていた。

　ダミフス王はモルフェス宗しゆうの僧そうたちを見て、面めん倒どう臭くさそうに尋たずねた。

「何の用だ？」

　モルフェス僧そうたちは恭うやうやしく頭を下げた。

「本日は、何としても王にお聞き届け頂きたい事がございまして参りました」

　その首の後ろには、ダミフス王の血で描えがかれた紋もん章しようが覗のぞく。ダミフス王の『目』となった証あかしである。その紋もん章しようを描えがく事を条件に、彼かれらはダミフス王支配下の土地で自由な行動を許されていた。

「だから聞かせたい事は何かと聞いている。勿もつ体たいぶるな。俺おれは忙いそがしい」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔をしてモルフェス僧そうたちに迫せまるダミフス王。

　モルフェス僧そうの中で最年長の老人が顔を上げ、ダミフス王を見た。

「それでは単刀直入に申し上げます。民衆共が墓地で木に祈いのりを捧ささげるのをやめさせてはいただけませぬか」

　ダミフス王はジロリと目だけを動かして、老ろう僧そうを睨にらんだ。

「それに何の問題がある？」

「あれはただの木であり神ではないのに、それを拝むのは愚おろかで間ま違ちがった行こう為いでございます。あれを神と見なすのは、本当の神の怒いかりを買う行いでございます。アルキランの作物は、このような不信心者の住む国では育ちませぬ。この未開のディアスフェルドをアルキランの如ごとく繁はん栄えいさせたくば、一刻も早くあのような迷めい信しんは禁じて頂きたい」

　神は一人と考えるアルキランのモルフェス僧そうの目には、ディアスフェルドの人々が祖そ霊れいの木に祈いのりを捧ささげる行こう為いは罰ばち当あたりで背徳的な行こう為いだと映っていた。

　それを聞いたダミフス王は苦く笑しようする。

「だが、あれは先祖代々の祖そ霊れいが宿る神聖な木だ。それを拝んで何な故ぜいかん？　もしそれを拝むのが神の怒いかりに触ふれるのであれば、神はとっくにあの木を枯からしていたのではないか」

　そう言って、嘲あざけるようにモルフェス僧そうたちを見下ろした。

「特に、墓地の中央の巨きよ木ぼくはアミスフォッグを支える最も聖なる木だ。伐きり倒たおしたり燃やしたりしようとする者には、必ずや天てん罰ばつが下ると言われている。この地で平和に布教したくば、聖なる木の怒いかりを買うような振ふる舞まいは慎つつしむほうがよかろう」

　それを聞いたモルフェス僧そうは、不本意そうな顔でダミフス王を見つめ返した。

「お言葉ですが、我らは正しい神の信しん仰こうを広めるためなら命は惜おしみませぬ。神も、正しき教えを広めるためなら命を捨てる事をお望みになります」

　そう言い捨てて、苛いら立だたしげに退出するモルフェス僧そうたち。

　ダミフス王は、僧そうが退出するとゆっくり瞼まぶたを閉じた。

　その目にモルフェス僧そうたちの見ている景色が映り、聞いている音が耳に響ひびく。

　──イアンマッド北部の占せん領りよう地では、墓地の木を全て伐きり倒たおしたそうだが、神しん罰ばつが下った者などおらぬ。ダミフス王はそんな事も知らぬのか。

　──まずはあの木がただの木であり天てん罰ばつなど下らぬという事を証明せねば、ダミフス王の迷めい妄もうも晴れぬ。王が迷めい妄もうに取り憑つかれている限り、民たみも迷めい妄もうから覚めぬ。

　──そうだ。まずは王の迷めい妄もうを晴らさねばならぬ。

　小声で言い合うモルフェス僧そうたち。

　ダミフス王は異能の力によってそれを聞くと、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべた。

「モルフェス宗しゆうに改宗したモット王のオグニューブでも、改宗せず昔ながらに祖そ霊れいの木を祀まつる我わがアミスフォッグでも、アルキランの作物は同じように育っておる。製鉄やガラス作りや彫ちよう金きん鍍金めつきその他の技術も、モルフェス宗しゆうに改宗したかどうかとは何の関係もない。つまり、アルキランの豊かさとモルフェス宗しゆうとは何の関係もないのだ。そんな事も分からぬとは、所しよ詮せんはアルキランの蛮ばん族ぞくどもよ」

　ダミフス王にとってモルフェス宗しゆうの宣教師たちは、あくまで利用する対象でしかなかった。彼かれらの奉ほうじるアルキランの神に帰き依えするつもりなど、これっぽっちもなかった。珍めずらしい作物や、新しい技術さえ聞き出せれば、他に用などなかった。そして、モルフェス僧そうたちが教えられる程度の事は、すでにあらかた聞き出し終えていた。ダミフス王にとってモルフェス僧そうは、すでにその利用価値を失っていた。

　だが、モルフェス僧そうたちはそんな事は知らなかった。ダミフス王は自分たちを重用し、必要としているのだと信じ切っていた。自分たちの存在が必要とされている以上、多少乱暴な事をしてもダミフス王は黙もく認にんするだろうとも信じていた。そして、自分たちの行いは常に神の意志に沿った正しい行いだとも信じていた。

　モルフェス僧そうたちはその夜、密ひそかに墓地へ集まった。そして、薪たきぎを大量に積み上げ、大量の油を撒まいて、墓地の中央に生えていた最も大きな神木を燃やした。

　異能の力でそれを見たダミフス王は、思わず大きな笑い声を上げた。

「これは大それた事をしおったわ！」

　そして、神木が程ほどよく燃えた頃ころを見計らって部下を派は遣けんし、モルフェス僧そうたち捕とらえさせた。

　ディアスフェルドでは、神木を切る事は人を殺す以上の大罪である。

　翌日、ダミフス王は早さつ速そく四つ辻つじに火か刑けい台を設け、モルフェス僧そうたちを生きたまま火ひ炙あぶりにする事を決定した。すでに利用価値を失ったモルフェス僧そうを処分するのに、神木への放火は渡わたりに船だった。

「祖そ霊れいの木が生きたまま燃やされた！　罪人たちも生きたまま燃やされねばならぬ！」

　集まった民衆の前で高らかに宣告するダミフス王。

　モルフェス僧そうの長は柱に縛しばり付つけられたまま叫さけんだ。

「愚おろかな王に教えておこう！　私が火を点つけてもあの木は燃やされるがままで、私には何も起こらなかった！　あれが神木ならば、人の手で裁かれるまでもなく私に神しん罰ばつが下っていたはず！　あれが神木などというのは、とんだ迷めい信しんだ！　私を殺すのは天てん罰ばつではなく、兵士たち！　私は神の力ではなく、ただの人の手で殺されるのだ！」

　縛しばり付つけられたまま、ダミフス王の「迷めい信しん」を何とか解こうと最後まで足あ搔がくモルフェス僧そう。

　だが、それを聞いたダミフス王は雷かみなりのような声で笑った。

「語るに落ちたわ！　人の手を使えば神の力ではないというなら、我らの神木に火を点つけたのもお前の神ではなく、お前自身の手であろう。神が怒おこったなら、神木に雷かみなりでも落とせば良いのだ！　人たるお前らの手で火を点つけるしか手段を持たぬような無力な神が、どうして本当の神であるものか！」

　モルフェス僧そうは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、それでも言い返した。

「神には我らがいる！　神ご自身の手を煩わずらわすまでもないのだ！」

「なるほど。そしてアミスフォッグの神木にはこのダミフス王がいる、というわけだ」

　ダミフス王はモルフェス僧そうを嘲ちよう弄ろうするように笑うと、冷たい目で言った。

「人である貴様らが罪を犯おかした。だから人の王たるこの俺おれが裁く。ただそれだけの事だ」

　民衆は一人残らずダミフス王を支持して歓かん声せいを上げた。祖そ霊れいの木を焼やき払はらうという鬼き畜ちくの所業に及およんだモルフェス僧そうたちに掛かける慈じ悲ひなど、あろうはずもなかった。

　ダミフス王の手がさっと挙げられ、モルフェス僧そうたちは焼かれて死んだ。神木が焼かれてもディアスフェルドの神々による奇き跡せきが起こらなかったように、この時もアルキランの神による奇き跡せきはなかった。




　この日を境に、ダミフス王は自分の支配地域でモルフェス宗しゆうを信じる事を禁じた。オグニューブ王国のモット王を筆頭にモルフェス宗徒になっていた諸しよ侯こうの土地と財産も全て差さし押おさえ、どさくさに紛まぎれて、反はん抗こう的だった諸しよ侯こうにもモルフェス宗徒の嫌けん疑ぎを掛かけて取りつぶした。

　ダミフス王は一連の仕事を終えると、満足げに玉座に腰こしを下ろして杯さかずきを傾かたむけた。

「あの焼かれた神木は、妃きさきの父の祖そ霊れいの木だった。結束が強くて厄やつ介かいな連中だったが、奴やつらを束ねていた祖そ霊れいの木が焼けてしまった以上、その結束は崩くずれる。あのモルフェス宗徒ども、最後の最後まで良よい仕事をしてくれたものだ」

　月を眺ながめながら、一人満まん悦えつな表情を浮うかべるダミフス王。

　ダミフス王は本来最も正統な王位継けい承しよう者だったが、ダミフス王の父が若くして没ぼつした後の権力争いによって、血筋では遥はるかに遠い家に王の座を奪われていた。ダミフス王は本来自分の物である玉座に帰り着くため、有力な騎士の娘である今の妃きさきを娶めとり、その父の力を利用したが、そのため妃きさきの実家は強い権勢を持ち、邪じや魔まな存在となっていた。モルフェス僧そうたちが焼いたのは、その妃きさきの祖そ霊れいの木だったのだから、ダミフス王としては笑いが止まらない。

「強国ひしめく北半分をまとめるという厄やつ介かいな仕事はレオーム王がしてくれた。後はレオーム王が死ぬのを待つだけで、北半分も我わが手に落ちる。そうなれば残るは聖地アボロアムを獲とる事のみだ」

　満足そうに目を閉じるダミフス王。

　その瞼まぶたの裏には、相変わらず血を流してぐったりしているレオームの衰すい弱じやくした顔が、はっきりと映っていた。










　第三十章　聖なる森の命の木




　フィーリが命の木を探しに海へ出てから、そろそろ月の満ち欠けが一周しようかというほどの時が過ぎた。

　船に積んであった食べ物も水もすでに底を突つき、残りはほとんどない。

　時折襲おそいかかる嵐あらしに翻ほん弄ろうされながらも、フィーリは貴重な雨水を必死に溜ためては舐なめるように少しずつ飲み、乾ひ涸かららびそうな思いでただただ風任せ波任せに海を行く。

　すでに櫂かいを漕こぐ力はなくなり、ガーシキアの港を出てからどれくらいの月日が経たったのかも分からない。

　……レオーム様はまだご無事だろうか。

　朦もう朧ろうとした意識で空を見上げながら、遠くガーシキア城へと思いを馳はせるフィーリ。飢うえと渇かわきで死にそうになっても、考えるのはレオームの事だけだ。

　……まだ聖なる森は見えぬ。どうして命の木は私を呼んではくれぬのか……。レオーム様の命が尽つきようとしているというのに……。至し聖せい皇こうの騎き士しが、ディアスフェルド全土を治め救うべき王が、その道半ばで命を終えるかも知れないというのに……。

　フィーリは甲かん板ぱんの上に大の字になって動く事も出来ないまま、焦しよう燥そう感で胸が焼けそうになった。

　あのまま残っていても何も出来なかった以上、僅わずかな可能性を求めて飛び出してきた事に後こう悔かいはない。だが、結局何の役にも立てずに死ぬかと思うと悔くやしかった。胸を搔かきむしりたくなった。いても立ってもいられない気持ちになった。

　……せめて、この私の命をレオーム様に差し上げて死ねたら。

　そんな事を思いながら天を仰あおぐ。

　だが、命を交こう換かんする術すべなどない。抱いだくだけ空むなしい願いだ。

　その時、不意に船の揺ゆれが止まった。

「……？」

　奇き妙みように思って、重い体を何とか起こすフィーリ。

　そして、フィーリは我わが目を疑った。

　いつの間にか、船は砂すな浜はまに乗り上げていた。

　ついさっき横になるまで、陸地などどこにも見当たらなかったはず。どこを向いても、見み渡わたす限りの大海うな原ばらだったはず。

　なのに今、フィーリはこんもりと木々の生おい茂しげる島の砂すな浜はまにいた。

　……幻まぼろしでも見ているのだろうか。

　フィーリはそんな事を考えながら、恐おそる恐おそる船から下りた。

　砂すな浜はまは、ちゃんとあった。

　フィーリは砂の上に二本の足で確かに立つと、綱つなを持って船を木に結びつける。

　そして、改めて森を見た。

　いずれも樹じゆ齢れい数百年は下らない巨きよ木ぼくがひしめく、鬱うつ蒼そうとした森。

　よく見ると、踏ふみならされた細い小道が森の奥おくへと続いている。

　道があるなら人もいるだろう。聖なる森について知っている人がいるかも知れない。それが駄だ目めでも、せめて水や食べ物くらいは分けてもらえるかも知れない。

　フィーリは、覚おぼ束つかない足取りで小道に足を踏ふみ入いれた。

　すると、一人の老人が道みち端ばたの切り株に座すわっているのが見えた。

　フィーリは近づいて声をかける。

「あの、つかぬ事をお伺うかがいしますが」

「はい、何でしょう？」

　老人は顔を上げてフィーリを見た。

　フィーリは失礼にならぬよう、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「私はレオーム王に仕える者で、ハイアッドのフィーリと申します。聖なる森コニーニ・ロムに生えるという命の木を探しているのですが、何かご存じではありますまいか」

　老人はそれを聞くと、目を伏ふせて大きく頭かぶりを振ふった。

「命の木ですか。それはやめた方がよろしいです」

　その言葉に、フィーリはガバッと顔を上げた。

「知っているのですね？　是ぜ非ひとも教えて頂きたい！　私には、どうしてもやめるわけには行かぬ理由があるのです！」

「そうですか」

　老人は仕方なさそうにうなずくと、ゆっくりと切り株から立ち上がった。

「この島の森こそが聖なる森コニーニ・ロムで御ご座ざいます。そしてこの道は命の木に続く唯ゆい一いつの道」

「では、この道を行けば命の木に辿たどり着つくのですね？」

「左様。ですが、辿たどり着つく事は出来ぬでしょう」

「何なに故ゆえ？」

「命の木に辿たどり着つくには三つの命が必要だからです」

「三つの命？」

　フィーリが驚おどろいて声を上げると、老人は大きく嘆たん息そくした。

「左様。三つの命です。ですが、誰だれだって命は一つしかない。有り余る財宝を持った偉えらい王様であろうと、自分の体以外何一つ持たぬ野の獣けものであろうと、自分の命は一つだけ。この世で最も平等なのが命です。ですから、命の木には決して辿たどり着つく事は出来ませぬ」

　そう首を振ふる老人。

　だがフィーリは躊ちゆう躇ちよすることなく言った。

「ご老人よ。私の身を案じて忠告してくれた事に感謝します。その忠告を敢あえて無視する私を、どうか許していただきたい。たとえ何を言われようとも、私には行かねばならぬ理由があるのです」

　フィーリは老人に軽く一礼すると、森の奥おくへと細い小道を進んでいった。

　ついさっきまで飢うえと渇かわきで死にそうだったのに、ここが目指す聖なる森だと知った途と端たんに、噓うそのように元気が湧わいてきた。

　……それにしても、三つの命が必要とはいかなる危険が待ち受けているのだろうか。

　腰こしの剣けんをいつでも抜ぬけるように心の準備をして、用心深く進んでいくフィーリ。如い何かなる野や獣じゆうや魔ま物ものが出てこようとも決して退かぬと覚かく悟ごを決め、ひたすら前へ前へと歩いていく。

　鬱うつ蒼そうとした森の暗い小道をひたすら進んでいくと、やがて前方に白い森が見えてきた。

「ガーシキアを出たのは夏の盛さかりだったというのに、ここではもう雪が降っているのか」

　驚おどろくフィーリ。

　だが、白い森に近づいたフィーリは、更さらに驚おどろいた。

「これは……！」

　啞あ然ぜんとして思わず足を止める。

　雪を被かぶって白くなっているのではない。木々それ自体が氷と雪で出来ているのだ。

　森の中は酷こつ寒かんの世界。吐はいた息も白くなり、たちどころに凍こおり付つく。

「ここは早く抜ぬけた方が良さそうだ」

　フィーリは骨まで染しみ通る寒さに身み震ぶるいし、慌あわててマントを頭から被かぶった。

　歩いていれば体も温まってくるだろうと、早足で先を急ぐ。

　だが、全てが凍こおり付ついたこの森の寒さは、その程度の事で防げる代しろ物ものではない。冷たい空気は肺の奥おくまで凍こおり付つかせ、涙なみだも凍こおって瞬まばたきするたびにパリンと小さな音を立てる。冷え切った地面に靴くつ底ぞこが触ふれるたびに凍こおり付ついて足が止まり、一歩進むのにも多大な労力がいる。足の爪つま先さきも手の指先もかじかんで感覚は失うせ、血の気まで失うせて紫むらさき色いろに変色する。そしてこの酷こつ寒かんの森はどこまでも続いて、いつまで経たっても終わりがない。

　激しく吹きつける冷たい風の中を延々と歩き続ける内に、騎き士しとは思えぬほど白くほっそりとしたフィーリの美しい指は、いつしか全て真っ黒に壊え死ししてしまった。

「この手では、命の木の若芽を摘つむのにも苦労するな……」

　そう言って、強がるように苦く笑しようするフィーリ。

　ふと道の左右を見ると、ところどころ道みち端ばたに倒たおれた人の姿があるのに気が付いた。フィーリが来るより以前に、命の木を目指して死んだ者たちの骸むくろだ。余りの寒さに死体は凍こおり付つき、腐くさる事もなくその姿を留とどめている。改めて目を凝こらしてよく見れば、道みち端ばたには行き倒だおれて凍こおった死体が山のように続いていた。一体どれほど前からの死体なのか想像も付かない。

「なるほど……。命の木に辿たどり着つくには三つの命がいる、か……」

　改めてその言葉を思い出すフィーリ。

　その時、騎き士しの姿をして倒たおれている者の姿が見えた。盾たてに付いているのはガーシキアの紋もん章しようだ。

「ママーゴウ殿どのを救うために派は遣けんされたガーシキアの騎き士しか……」

　エイク伯はくが言っていた騎き士しの一人に違ちがいない。

「出来るなら葬ほうむってやりたいが、私は先を急がねばならぬ。許せ」

　フィーリはそっと小さく祈いのりを捧ささげ、再び前を向いた。

　凍こおり付つく足を懸けん命めいに運び、一歩を進む苦しさに息を乱し、吸すい込こむ空気の冷たさに肺を凍いて付かせながら、何日も何日も苦痛と疲ひ労ろうに耐たえて進むうちに、やがて前方に異なる景色が見えてきた。

「赤い木の葉……？」

　目に映ったのは真っ赤に輝かがやく木々。雪と氷しかないここと違ちがって、奥おくには木々の葉が赤く色づいて輝かがやいているのが見える。

「まるで炎ほのおが燃えているようだ」

　フィーリは見事な紅こう葉ように目を見張った。

　ともかく、紅葉している木々があるのなら、ここのような酷こつ寒かんの地ではない。勇気づけられて足取りが軽くなるフィーリ。

　だが、赤い森へ近づくに連れ、フィーリは奇き妙みような事に気付いた。

「妙みように暑い。どうしたことだ」

　額からダラダラと汗あせを垂らしながら呟つぶやくフィーリ。

　骨の髄ずいまで凍こおらせるようなさっきまでの寒さ、寒さというより最も早はや痛みに感じるあの冷たさが噓うそのように、今や真夏でもここまでは暑くないと思うほどの熱気が立ち込こめている。最初は冷え切った体が温まって有あり難がたいと思っていたが、それにしても少々暑すぎる。

　やがて、赤い森に着いたフィーリはまたしても驚おどろいて立ち止まった。

「これは……！」

　紅あかく色づいた葉だと思ったのは実は炎ほのお。ここから先に生えている木々は、全てが炎ほのおで出来ている。木が燃えているのではなく、炎ほのおが木を形作っているのだ。高くそびえ立つ木だけではなく、下草も灌かん木ぼくも全て炎ほのお。そして道はここまでと同じく、まるで獣けもの道みちのように細い。炎ほのおは道まで大きく張り出し、避さけて通る事は出来ない。

「要するに、ここで二つ目の命を落とすというわけか……」

　顔中汗あせだくになって呟つぶやく。

「だが、道はこの先へ続いている。ならば行かねばなるまい」

　フィーリは心を決めると、思い切って炎ほのおの森に足を踏ふみ入いれた。

　舞まい落ちる葉の代わりに降り注ぐ火の粉。足元から伸のびてくる下草のような火。道に張り出した小枝のように行く手を阻はばむ炎ほのお。

　それらを搔かき分わけながらフィーリはひたすら前に進む。

　美しい髪かみはあっという間に焼やけ焦こげて縮れ、白く美しい顔はたちまち焼けて爛ただれ落ちた。息を吸うたびに熱い熱気が肺を焼き、体は内側からも焼け爛ただれていく。熱さと痛みの区別は最も早はやない。さすがのフィーリも朦もう朧ろうとして思わずよろけ、倒たおれ込こんだ。その体を、下草の炎ほのおが容よう赦しやなく焼く。

　ここには先さき程ほどの酷こつ寒かんの森のような行き倒だおれた死体は転がっていない。ここで倒たおれた者は全てを焼やき尽つくされて何も残らないからだ。

　フィーリは何とか力を振ふり絞しぼって立ち上がると、歯を食いしばって前へ進んだ。全身焦こげて醜みにくく焼けただれ、美しかったフィーリの姿は今や怪かい物ぶつのよう。それでも、這はうように先へ進むフィーリ。

　一体何日の間、炎ほのおの中を彷徨さまよい続けただろうか。

　やがて、永遠に続くかと思われた炎ほのおの森が突とつ然ぜん途と切ぎれ、目の前に銀色に輝かがやく森が現れた。

　近づいてみるとそれは剣けんで出来た森。両りよう脇わきに鬱うつ蒼そうと茂しげる剣けんの葉が完全に道に張り出して、行く手を塞ふさいでいる。進みたければ、それを搔かき分わけながら進まなくてはならないという事だ。

「これが三つ目の命を落とすという場所か……」

　フィーリはそう呟つぶやいたつもりだったが、最も早はや声を発する力さえなく、虚むなしく息が漏もれるだけ。それでも、とにかくこれで最後だ。フィーリは、唇くちびるが焼け落ちて歯がむき出しになった骸がい骨こつのような顔に笑えみを浮うかべ、鋭するどい刃やいばで塞ふさがれた道へと足を踏ふみ入いれた。

　剣けんで出来た葉は、手で押おすと思ったよりも簡単に押おしのける事が出来る。だが、手を離はなれた途と端たん、すぐ戻もどってきて、容よう赦しやなくフィーリの体に斬きりつけた。その切れ味は恐おそろしく、フィーリが着ていた鎧よろいも盾たても、あっという間に切り刻まれてボロボロになってしまった。避よけようとすれば別の葉を揺ゆらしてしまい、今度はそれが焦こげた体を切り刻む。躱かわす事は出来ず、防ぐ事も出来ない。あっという間にフィーリは全身血ち塗まみれになってしまった。

　それでもかまわず前に進むフィーリ。剣けんの茂しげみは絶えることなくフィーリの肉を切きり裂さき続け、やがて腕うでも胴どうも肉が削そがれて骨が剝むき出だしになった。そして、流れ続ける夥おびただしい血。最も早はや、生きていられるのが不思議なほどだ。

　それでもフィーリは足を止めず、ひたすら前に進んだ。

「たかがこれしき、私が切り刻み焼き滅ほろぼしたヤーカスの民たみが味わった苦痛の何分の一にもならぬ……。ならばどうしてここで倒たおれる事が許されようか……」

　そう己おのれを叱しつ咤たし、奮い立たせて、一歩また一歩と細い道を歩むフィーリ。この先にレオームを救う命の木がある以上、立ち止まる理由はフィーリにはない。

　来る日も来る日も、フィーリは自らの体を傷付けながら剣けんの森を進んだ。

　そして、幾日が過ぎた頃ころだろうか。さすがのフィーリも、疲労と怪我と出血で足元がふらついた。その拍子に足元の剣けんの葉が大きく揺ゆれ、フィーリの足の腱けんを切った。

「っ！」

　体重を支えられなくなり、どっと倒たおれるフィーリ。

　血を失いすぎて頭は朦もう朧ろうとし、手足の肉は切り刻まれている。立ち上がる体力さえ残っていない。

　一いつ瞬しゆん、意識が遠のいた。

　暗くて底のない穴にどこまでも落ちていくように、フィーリの視界は闇やみに閉ざされ、体から力が抜ぬけていく。

　……私は、ここで死ぬのか。

　そんな諦あきらめに近い予感が、フィーリの胸をよぎった。

　心臓の鼓こ動どうは消えそうなほど小さくなり、体中が冷たくなっていくのが分かった。

　……レオーム様。

　薄うすれ行く意識の中で、フィーリは呼びかけた。

　レオームと出会ってからの思い出が、逆巻く流れとなって脳のう裏りに渦うず巻まいた。

　夜中にハイアッド城に単身乗のり込こんできた時の、燃える炎ほのおような怒いかりを纏まとったレオームの姿。

　中庭で突とつ然ぜん求きゆう婚こんしてきた時の屈くつ託たくのない顔と、フィーリをまるで子こ供ども扱あつかいした素す晴ばらしい身のこなし。

　ヤーカスを焼き滅ほろぼしたフィーリを許し、全て受け入れてくれた時の、包容力に溢あふれた笑え顔がお。

　ニファンナに捕とらえられていたところへ助けに来てくれたレオームの勇ましい姿。

　その後、まるで普ふ通つうの乙おと女めのように抱だきかかえて連れ出してくれた時の、意外なほどの力強さ。

　生まれて初めて乙おと女めとして扱あつかわれた驚おどろき。

　生まれて初めて乙おと女めとして感じた憧あこがれ。

　それらの記き憶おくが甦よみがえると同時に、止まりかけていたフィーリの心臓がときめくように激しく高鳴った。

　心臓が動き出すと共に、閉じかけていたフィーリの瞼まぶたが再び開いた。

　折れかけていた心が、もう一度奮い立った。

　……ここで死んでなるものか！

　最後の力を振ふり絞しぼり、指一本すら動かせなかった体に鞭むち打うって、這はうように先へと進み始めるフィーリ。

　……レオーム様はこの私を、「俺おれの子を産む大事な体」と仰おおせになったのだ！　ならば私は、レオーム様の子を身み籠ごもり産み落とすまで、死ぬ事は許されぬ！　その前にレオーム様を死なせる事も当然許されぬ！　私は、このようなところで倒たおれるわけにはゆかぬのだ……！

　必死で自分に言い聞かせ、歯を食いしばり、体を引きずりながら進んでいくフィーリ。下草のように生えた刃はが容よう赦しやなくフィーリの体を切り刻むが、それでもお構いなしだ。自分で自分を切り刻もうとしているかのように、ただただ前に向かって行く。

　その時、突とつ然ぜんどこからか声がした。頭上からのような、地下深くからのような、はたまたフィーリの頭の中からのような、不思議な響ひびきの声。

　──何な故ぜそなたはそこまでして進もうとするのか。

「誰だれだ……？」

　掠かすれきった、声にならない声で尋たずねるフィーリ。

　不思議な声はそれには答えず、更さらに尋たずねた。

　──己おのれの姿を見よ。すでに死人も同然ではないか。なのに何な故ぜそなたは這はってまで進もうとする？

「私は、レオーム様にこの命を捧ささげると誓ちかった。そして私の命はまだある。ならば前に進まぬ理由がない……！」

　フィーリはそう言うと、歯を食いしばり、更さらに大きく前に進んだ。

　──その体で、命の木まで辿たどり着つけると思うのか。

「知らぬ……！　だが、進まねば辿たどり着つけぬ事だけは知っている……！」

　そう答えてまた少し前進する。

　──たとえ辿たどり着つけたとして、そのボロボロの体で、どうやって葉を持ち帰るのだ。

「手に入れなければ、持ち帰る心配をする意味もない……！」

　また一つ前進。

　──たとえ持って帰れたとして、その化け物のような姿のそなたをレオームが娶めとると思うのか。

「娶めとる娶めとらぬはレオーム様のご意志次し第だい……！　私が忖そん度たくする事ではない……！」

　歯を食いしばって更さらに前に出る。

　──たとえ娶めとったとして、その体で子を産む事が出来ると思うのか。

「レオーム様が助からなければ、そのような心配をする事さえ出来ぬ……！　全ては、レオーム様をお救いした後だ……！」

　地面を摑つかみ、尚なおも体を前に引きずっていくフィーリ。

　その時。

　突とつ然ぜん空が明るくなった。

　前方に視界が開け、地面には剣けんで出来た草ではなく、本物の柔やわらかい草が生えている。

「……これは？」

　フィーリは血で霞かすんだ目を擦すり、力を振ふり絞しぼって顔を上げた。

　そして、思わず息を吞のむ。

　目の前には、天まで届きそうな、巨きよ大だいな樹きが生えていた。

　そしてその木の前に、少年のような、老人のような、不思議な人物が座すわっている。

「あなたは……」

　以前、どこかで会った気がした。森の入り口にいた老人のように思った。以前一度だけ見た聖地アボロアムの至し聖せい皇こうのようにも思った。

　不思議な男はフィーリを見下ろして優やさしく笑うと、巨きよ大だいな樹きから枝を一つ手た折おった。

　枝には瑞みず々みずしい若葉が三枚付いていた。

　男が、口を開いた。

「本来ならここへ来るまでに三度命を落とさねばならぬ。だがそなたは一つも落とさずに来た。だからそなたには命が三つ余っている。受け取るが良よい。これはそなたの物だ」

　天上から聞こえるような、地下深くから響ひびいてくるような、不思議な声。

　フィーリは地面に横たわったまま、指のない両手でそれを受け取った。

　枝についた若葉は瑞みず々みずしく輝かがやき、何とも抗こうしがたい香かおりを漂ただよわせていた。

　朦もう朧ろうとしたまま、フィーリは思わずその一枚を口に運んだ。

　甘あまく、優やさしく、力強い、不思議な味がした。

　体の中で、新たな命が芽め吹ぶき、根を張り、体中に枝を伸ばしていくような、そんな感じがした。

　瑞みず々みずしい活力が体中に充みち満ちていくのが分かった。

　息をする事さえやっとだったフィーリの体を、新しん鮮せんな命が満たした。

　フィーリは体を起こし、改めて目の前の男と樹きを見ようとした。

　だが、男の姿はどこにもなかった。

　巨きよ大だいな樹きも、跡あと形かたもなく消えていた。

　ハッとして見回すと、フィーリがいたのは、草しか生えていない岩がん礁しようのような小さな島。木など一本も生えていない。氷の森も炎ほのおの森も剣つるぎの森も、どこにもない。そして、フィーリの負った凍とう傷しようも火傷やけども骨まで見える深い傷も、全てなくなっていた。

「夢……？」

　思わず呟つぶやくフィーリ。もしかしたら、島に着いてからの一連の出来事は全て夢で、飢うえと渇かわきで倒たおれ込こんでしまっただけなのではないかと不安になる。

　だがフィーリの手には、木の枝がしっかりと握にぎられていた。葉は、まだ二枚残っていた。一本も木の生えていないこの島で、フィーリの握にぎる枝は折り取ったばかりのように新しく、瑞みず々みずしかった。

　夢ではない。

　フィーリは確信した。

　自分は今ここで、聖なる森に呼ばれたのだ。そして、命の木に辿たどり着ついたのだ。レオームを救う唯ゆい一いつの手段を、手に入れたのだ。

　フィーリは大急ぎで船に乗ると、東へ向けて漕こぎ出した。

「レオーム様、待っていてください！」

　風は船を後あと押おしするように西から吹ふき続け、来る時とはまるで見み違ちがえるように順調に海の上を走った。













　第三十一章　エタード王の襲しゆう来らい




　フィーリが命の木の葉を手に入れてガーシキアへ向かっていたその頃ころ、アミスフォッグ王国では南部の覇は者しやダミフス王が、自分に付き従う三十人の王たちを一堂に集めていた。

「いよいよ出るぞ」

　そう言って玉座から立ち上がるダミフス王。

「どちらへ？」

　尋たずねたのはダミフス王の右みぎ腕うで、若き隻せき眼がんのエタード王。

　ダミフス王はニヤリと笑う。

「レオームの命はあと数日。今から出発すれば丁度良よい時期に着くだろう」

「では、ガーシキアへ？」

「そうだ。俺おれはエシー神しん殿でんで神しん宝ぽうの一つ、鏡の盾たてを奪うばったら、そのままの足で聖地アボロアムへ向かう。そなたはガーシキア城を落とせ。軍の半分を預ける。レオームの持つ聖なる指輪ナックセイ・アウィービーを回収すると同時に、葬そう儀ぎに集まった諸王を一いち網もう打だ尽じんにするのだ」

「お任せあれ」

　若きエタード王はニヤリと好戦的な笑えみを浮うかべた。

　その夜、ディアスフェルド南東のアミスフォッグ王国から大規模な軍勢が北に向けて出発した。年代記作者ネグィオスによれば、三十カ国より集めた騎き士し五万、騎き乗じようした従士七万、徴ちよう発はつした雑ぞう兵ひよう十万、合計二十二万の大軍であったという。




　南部の覇は者しやダミフス王が大軍を引き連れてアミスフォッグを発たってから数日後の夜。

　ディアスフェルド中部、ガーシキア城には、レオームの主立った家臣がイアンマッドから駆かけつけていた。それぞれが自分の見つけた医師や呪まじない師しを連れてきてレオームの治ち癒ゆを試みさせたが、どれも効果はなし。

　レオームは数日前から衰すい弱じやくしきって目を開ける事も辛つらくなり、声を発する事もほとんど出来ない状態になっていた。

　駆かけつけた家臣たちの間にも、いよいよ駄だ目めかと諦あきらめの空気が漂ただよい始める。

　家臣たちの集まった広間で、イアンマッドの騎き士し、長なが腕うでのイライオルが、言い辛づらそうな顔で切り出した。

「レオーム様が亡なくなった後のイアンマッドを誰だれが継つぐのか、今から考えておかねばなるまい」

　それを聞いた黒くろ髭ひげのオークナグが、血相を変えて立ち上がる。

「何を言うのだイライオル！　レオーム様はまだ生きておられるというのに！」

　年長の老臣、鉄てつ壁ぺきのエタトラットがオークナグの肩かたを両手で押おさえた。

「落ち着かぬかオークナグ。そなたの気持ちは分かるが、イライオルの言う事も尤もつともだ。後こう継けい者を決めておかねば、後こう継けい者争いで国が割れる。そうなっては、折角レオーム様がディアスフェルドの半分以上を統一した成果までもが失われるのだぞ」

　だが、エタトラットの甥おい、疾しつ風ぷうのエザカットが、不安な面おも持もちでエタトラットを見た。

「しかし叔お父じ上、レオーム様の跡あと継つぎと言っても一体誰だれがいるというのです。ニルナス王の直系ルスタット様はアルキランに囚とらわれている身。そしてニルナス王のご兄弟は軒のき並なみ先のアルキランとの戦いくさで命を落としており、その子供たちは女性ばかり。歳としも、最年長の方でようやく十五になったかどうかというところです」

　そこへ、ハイアッドの騎き士し、鉄のオステートが口を挟はさんだ。

「エザカット殿どの。女だから国が継つげぬという事はあるまい。我らの主君フィーリ様とて女だが、立派に我らを率いておられるぞ」

　長なが腕うでのイライオルが首を横に振ふる。

「待ってくれオステート殿どの。フィーリ殿どのは特別過ぎる。二十人力の力に加え、フォーンデリック王は最初からフィーリ殿どのを騎き士しとしてお育てになった。だがニルナス王の姪めい御ごたちは、皆みなごく普ふ通つうの姫ひめだ。先頭に立って戦いくさを指導する事など出来ぬ」

「そういえばそのフィーリ殿どのは……」

　そう言って今いま更さらのように周囲を見回す鉄てつ壁ぺきのエタトラット。

　黒くろ髭ひげのオークナグが、暗い表情で答えた。

「命の木の葉を取りに行くと言って姿を消したきりだそうだ。すでに四十日以上音おと沙さ汰たがない。恐おそらくはもう……」

　その言葉に、ハイアッドの騎き士したちも言葉をなくしてうつむく。

　そこへ、ガーシキアを預かるエイク伯はくが姿を現した。

　話をやめてエイク伯はくを見る一同。レオームの容態を尋たずねようとしたが、その深刻そうな表情を見て、皆みな口くちを噤つぐんでしまう。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが代表して尋たずねた。

「どうしたエイク殿どの。何かあったのか」

　エイク伯はくは、床ゆかに視線を落としたまま答えた。

「悪い知らせだ。たった今、レオーム様が息を引き取られた」

「……！」

　一同は、言葉を失った。

　黒くろ髭ひげのオークナグが床ゆかに崩くずれ落おち、涙なみだに肩かたを震ふるわせる。

「おお、レオーム様……！　何な故ぜこの私を置いて一人で逝いってしまわれた……！　この先私は一体何のために生きてゆけば良いのだ……！　私はレオーム様とは乳ち飲のみ子ごの頃ころから共に育ってきたのだ！　同じ乳を飲み、同じ飯を食い、同じ景色を眺ながめ、同じ悪戯いたずらをし、共に叱しかられ、共に笑い、共に泣き、そうして共に育ってきたのだ！　そして今、レオーム様は誰だれもが認めるご立派な王となられ、ディアスフェルドの半分以上を平定し、そしてこの私はその片かた腕うでとしてこれからますますレオーム様をお助けせねばと心新たに思っておったばかりなのだ！　それなのに何な故ぜ、こんなところでレオーム様が一人だけ逝いってしまわねばならんのだ！　どうせ死ぬならこの私が死ねば良かったものを……！」

　嘆なげきながら何度も何度も床ゆかに拳こぶしを打ち付けるオークナグ。たちどころに拳こぶしは血だらけになったが、オークナグはそんな事にも気付かず床ゆかを打ち続ける。

　その痛ましい姿に、その場の全員が思わず貰もらい涙なみだを浮うかべた。

　黒くろ髭ひげのオークナグの親友でもある長なが腕うでのイライオルが、そっとオークナグの肩かたを抱だいた。

「友よ、まだ泣くな。我らは家臣として、レオーム様を無事故郷のイアンマッドへお連れし、きちんと埋まい葬そうする務めが残っておろう。それが済むまで、泣くんじゃない」

　静かに、だが毅き然ぜんとした声で諫いさめる。

「言われずとも分かっておるわ……！」

　黒くろ髭ひげのオークナグは涙なみだを拭ぬぐうと、イライオルの手を借りて立ち上がった。

　重苦しい雰ふん囲い気きの中、城内ではレオームの遺体をイアンマッドまで搬はん送そうする準備が整えられた。

　葬そう儀ぎの例に倣ならって城は全ての火を消し、レオームに仕える諸王、諸しよ侯こう、主立った騎き士しは皆みな、本来なら下級神官が務める棺ひつぎ運びの任に就つくべく、簡素な亜あ麻まの服を纏まとった。

　やがてガーシキア城から行列が出た。

　レオームの棺ひつぎを乗せた荷車を引き、行列はイアンマッド目指して北へと向かう。先頭には師である剣けん聖せいマッキムードと親友である黒くろ髭ひげのオークナグが立ち、そのすぐ後ろにレオームの棺ひつぎを乗せた馬、その左右には直じき臣しんたるハイアッド騎き士しを代表して鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックが侍じし、すぐ後ろには鉄てつ壁ぺきのエタトラットや長なが腕うでのイライオル、疾しつ風ぷうのエザカットといったイアンマッドの騎き士しが続いた。そして、皆みなの荷物を積んだ荷馬車が数台、最さい後こう尾びに付く。

　空には欠けた月が浮うかび、その細く冷たい光の下を、誰だれ一人ひとり声を立てず、後ろを振ふり返かえらぬように気を付けながら進んでいく。

　その時、突とつ然ぜん何者かが城から飛び出して来て叫さけんだ。

「その行列！　待たれよ！」

　行列の人々はギョッとした。

　葬そう送そうの行列を呼び止める事も、途と中ちゆうで振ふり返かえったり声を出す事も、どちらも禁きん忌きだ。死者があの世へ渡わたるのを邪じや魔ましてしまう。

　だが、先頭にいた黒くろ髭ひげのオークナグは、声を聞くや否いなやその場で振ふり向むいた。

「フィーリ殿どの！」

　禁きん忌きなど知った事かとばかりに、後ろを向いて呼びかける。

　そこへ、剣けんも鎧よろいもない身軽な姿で、全力で走ってくるフィーリ。

　それを見た行列の人々は、驚おどろいてフィーリを見つめた。

「生きておられたのか！」

「よくぞご無事で！」

「一体今までどこに？」

　口々に尋たずねる人々。

「話は後です！　レオーム様はどちらに？」

　フィーリは声をかける人々を振ふり払はらい、レオームの棺ひつぎを探した。

　長なが腕うでのイライオルがフィーリの両りよう腕うでを摑つかんで項うな垂だれる。

「フィーリ殿どの！　遅おそかった！　レオーム様はもう……！」

　しかしフィーリはイライオルの顔を見上げ、断固たる調子で言った。

「遅おそくなどない！　命の木は死者ですら甦よみがえらせるのです！　早くレオーム様を……！」

「命の木だと？」

「まさか本当に……？」

　行列はどよめいた。

　葬そう送そうの行列を引き留めたり振ふり返かえらせるのも禁きん忌きだが、一度閉めた棺ひつぎを再び開ける事はそれ以上の禁きん忌きだ。死者の安らかな眠ねむりを妨さまたげる最大級の侮ぶ辱じよくである。どうしたものかと誰だれもが戸と惑まどった。皆みな、自分では判断を下しかね、互たがいに他人の顔を窺うかがう。

　だがその時、オークナグが率そつ先せんして棺ひつぎの蓋ふたを開けた。

「レオーム様の棺ひつぎはここですぞ！　早く命の木の葉を！」

「オークナグ！　気でも違ちがったか！」

　思わず諫いさめるイライオル。

　しかしフィーリは真まっ直すぐ棺ひつぎに駆かけ寄よると、手にした小枝から葉を一枚摘つまんで、レオームの口の中に押おし込こんだ。だが、すでに息絶えたレオームは、その葉を吞のみ込こむ事も出来ない。それに気付いたフィーリは、持っていた革かわ袋ぶくろの水を口に含ふくむと、自分の唇くちびるをレオームの唇くちびるに押おし当あて、水の勢いで木の葉を喉のどの奥おくへと流ながし込こんだ。

　果たして本当にフィーリは命の木の葉を持ち帰ったのか。本当にレオームは生き返るのか。一同は固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守る。

　風が雲を押おし流ながし、細い月を隠かくした。

　暗くら闇やみの中、息いき詰づまるような沈ちん黙もくが続いた。

　しかしレオームの目はまだ開かない。

　その時。

　静せい寂じやくを破るように、遠くから蹄ひづめの音が近づいてきた。そして、馬に乗った使者が駆かけてくる。

「大変です！　急ぎエイク様にお伝えを！　エシー神しん殿でんが襲おそわれました！」

　馬上で叫さけぶ使者。暗くら闇やみで分かりにくいが、鎧よろいには何本もの矢が刺ささっている。

　途と端たんにざわめきが起こった。

「エシー神しん殿でんが？」

「神しん宝ぽうの鏡の盾たてを祀まつっているところではないか！」

「一体どこの誰だれがそんな罰ばち当あたりな真ま似ねを！」

　そこへ闇やみの中から矢が飛んできて、使者を背後から射い抜ぬいた。

　そして、高らかに響ひびく何者かの声。

「罰ばち当あたりではない！　三つの神しん宝ぽうは本来一ひと纏まとめにしてディアスフェルドを統すべる者の手に握にぎられているべきもの！　鏡の盾たては、持つべきお方の下もとに戻もどっただけだ！」

　雲が流れ、月が再び顔を出す。

　その薄うす明かりに照らし出されたのは、ディアスフェルド南東ウトゥム王国を治める隻せき眼がんの若き王エタード。

「今こ宵よい、ディアスフェルドは再び統一される！　アミスフォッグのダミフス王の下もとにな！」

　その後ろに、無数の騎き士したちがずらりと姿を現した。

　突とつ然ぜんのエタード王の出現に、呆あつ気けに取とられるイアンマッド傘さん下かの騎き士したち。

「これは……！」

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが真っ先に我に返り、叫さけんだ。

「敵てき襲しゆうだ！　武器を取れ！　そしてエイク伯はくに急ぎ伝令を！」

「承知！」

　剣けん聖せいマッキムードがいち早く城内へ知らせに駆かけ戻もどる。

　黒くろ髭ひげのオークナグも我に返って、自分の荷物を荷馬車から引き出した。

「レオーム様の葬そう列れつを狙ねらうとは卑ひ怯きような！　騎き士しの風上にも置けぬ！」

　鎧よろいも着ないままに剣けんと盾たてを手にすると、エタード王の前に出て睨にらみ付つける。皆みなも一いつ斉せいにそれに倣ならった。

「レオーム王の首と指輪をダミフス王の元に届けるのが我らの役目。葬そう列れつを狙ねらうのは当然であろう」

　隻せき眼がんのエタード王は悪びれもせずに笑うと、片手を上げた。

「全軍、矢を放て！」

　それと同時に雨のように降り注ぐ矢。

　鎧よろいも兜かぶとも着けていないイアンマッド陣じん営えいは慌あわてて馬車に身を隠かくすが、そこかしこで悲鳴が上がり、たちどころに大勢の負傷者が出た。

　エタード王は松明たいまつを掲かかげ、行列を眺ながめ渡わたした。

「レオームはあそこか」

　居場所を見つけてニヤリと笑えみを浮うかべる。

「レオームの首と指輪を貰もらいに行くぞ！　ついてこい！」

　一声掛けると先せん陣じんを切って駆かけていくエタード王。その後ろに、数十騎きが続く。夜間の混戦で同どう士し討うちをしないよう、良く見知った家臣だけを集めた精せい鋭えいの突とつ撃げき部隊だ。

　後に残った騎き士しや兵たちには、数の優勢を頼たのみにイアンマッド側を包囲した。隊列を保持したまま、距きよ離りを取って弓矢で攻せめ立たてる。

　エタード王の突とつ撃げきに気付いた鉄てつ壁ぺきのエタトラットが叫さけんだ。

「来たぞ！」

　僅わずかな手勢を連れて足止めに向かうエタトラット。

　エタード王は剣けんも抜ぬかず槍やりも構えず、嘲あざ笑わらった。

「貴様のような老いぼれに用はないわ！」

　そう言うと、馬の一蹴けりでエタトラットたちを蹴け散ちらす。鎧よろいも兜かぶともない状態では鉄てつ壁ぺきのエタトラットといえどもどうする事も出来ず、吹ふき飛とばされてあえなく意識を失った。

　エタトラットに続いて、長なが腕うでのイライオル、疾しつ風ぷうのエザカット、双そう剣けんのグルーティック、鉄のオステートといった名のある騎き士したちが次々に立ち向かうが、まともな装備もなく、葬そう儀ぎのための質素な衣ころもしか着ていないまま、しかも徒歩では、エタード王の馬の勢いを止める事は到とう底てい出来ない。根こん性じようで何なん騎きかは馬上から引きずり落としたものの、皆みな次々に撃げき破はされていく。

　エタード王は邪じや魔ま者を片付けると、棺ひつぎを乗せた荷車を引いて逃にげようとする黒くろ髭ひげのオークナグとフィーリを見つけた。

「そこか！」

　叫さけんで走り寄るエタード王。

　黒くろ髭ひげのオークナグは剣けんを抜ぬいて走りながら、フィーリに向かって叫さけんだ。

「フィーリ殿どの。レオーム様の棺ひつぎを持って逃にげてくだされ」

「オークナグ殿どの！」

「二十人力と言われるあなたの力なら、レオーム様の棺ひつぎを抱かかえて逃にげる事も出来ましょう！　私が時間を稼かせぎます！」

「しかしたった一人では……！」

「フィーリ殿どの！　あなたはレオーム様が妃きさきにと決めておられた方だ。ならば私は何としてもあなたを守らねばならん！　レオーム様に最後まで付き従うのは私だと思っておりましたが、あなたにお譲ゆずり致いたす！　どうかレオーム様のご遺体を敵の手に渡わたさぬよう頼たのみましたぞ！」

　そう言って走っていくオークナグ。

　フィーリはその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送っていたが、すぐ我に返ると、レオームの体を棺ひつぎから出して肩かたに担かついだ。そして、一いつ緒しよに棺ひつぎに入れてあった剣けんを持つと、道を逸それて草むらに隠かくれながら北を目指して走り出した。

　背後でオークナグの雄お叫たけびと剣けんを打ち合わす音がしばらく響ひびいていたが、やがて音は静かになり、フィーリを追って蹄ひづめの音が迫せまった。

　フィーリはレオームを背負ったまま、無む我が夢む中ちゆうで走った。










　第三十二章　レオーム王の復活




　レオームの遺体を背負ってエタード王の襲しゆう撃げきから逃のがれたフィーリだったが、すぐ背後に迫せまり来る蹄ひづめの音を聞いて足を止めた。

「……逃にげ切きれそうにないな」

　チラリと後ろを振ふり返かえる。

　この辺りは拓ひらけた平野だ。草むら程度では、馬の邪じや魔まにはなってくれない。身を隠かくす事も難しそうだ。

「やむをえん。こうなれば、ここで戦うしかない」

　フィーリは覚かく悟ごを決めた。

　レオームの体を地面に横たえて茂しげみに隠かくすと、その胸に剣けんを抱だかせる。

　一いつ瞬しゆん、名残なごりを惜おしむようにレオームの顔を見つめてから、フィーリは少し離はなれた場所に生えていた木の側まで走った。幹を両りよう腕うでで抱かかえると力を込こめる。

「ぬううううううううううううううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんんんんんんん[image: !!!!]」

　雄お叫たけびと共に全身の力を込こめて引ひっこ抜ぬくと、肩かたに担かついで構えるフィーリ。

　そこへ、エタード王率いる急きゆう襲しゆう部隊が追いついた。

「来るなら来い！　貴様ら全員、死出の旅路の供をさせてやろう！」

　フィーリはそう叫さけぶなり、担かついだ木を横薙なぎに振ふり回まわした。

　先頭の騎き士しが、乗った馬ごと横よこ倒だおしになって吹ふき飛とぶ。

　エタード王が馬を止めた。

「この怪かい力りき！　ハイアッドのフィーリか！　女だというのは本当だったか！」

　驚おどろいた顔で叫さけぶエタード王。

　フィーリは続けて木を一ひと振ふり。

「ふん！」

　更さらに一いつ騎きが潰つぶされる。

　エタード王は少し離はなれて笑いながらフィーリを見る。

「噂うわさに違たがわぬ恐おそろしい力よ。だが、恐おそろしいのはそれだけだ。貴様が戦場で無敗を誇ほこったのは、普ふ通つうならとても着れぬ分厚い鎧よろいを着こなし、如い何かなる武器も通用しなかったからこそ。力が強いだけなら羆ひぐまやヘラジカと何も変わらぬ。大人しく槍やりの餌え食じきとなれ」

　そういって合図をすると、配下の騎き士しがフィーリを取り囲んで槍やりを構えた。

　全方位を囲まれたフィーリは木を頭上でブンブンと振ふり回まわして威い嚇かくする。

「近づけるものなら近づいてみよ！　槍やりが私に届く前に、貴様ら全員殴なぐり殺ころしてくれる！」

　しかしエタード王はそれを無視するように、周囲を見回した。

「レオーム王の遺体が見えぬな。貴様が抱だきかかえて逃にげたはずだが。どこに隠かくした？」

　無言でエタード王を睨にらむフィーリ。

　エタード王はフィーリが飛び出してきた方へと目をやった。

「確かそっちのほうから飛び出してきたな。という事は、レオーム王の遺体はその辺か」

　そう言って笑うとフィーリの相手は家臣に任せて馬を下り、レオームの体を隠かくしてある茂しげみに真まっ直すぐ向かっていく。

「待て！」

　フィーリは血相を変えると、取り囲んでいる騎き士しを横薙なぎに振ふり払はらった。そしてエタード王の後を追いかけ、その背中目め掛がけて抱かかえた木を投げつける。

「おっと！」

　慌あわてて横に飛ぶと間かん一いつ髪ぱつで避さけるエタード王。投げた木が物もの凄すごい音を立てて地面を転がった。

　フィーリはその隙すきに、何とか先回りしてレオームの下へ駆かけつける。そして、しゃがみ込こむとレオームの体を抱かかえた。その弾はずみに、レオームに抱だかせた剣けんが地面に落ちる。慌あわてて手を伸のばすフィーリ。

　その背後に、エタード王が迫せまった。

「折角の武器を手放したのは失敗だったな！　生身で丸まる腰ごしの貴様など、ただの小こ娘むすめと変わらぬ！」

「っ！」

　ハッとして振ふり返かえるフィーリ。だが、この状態では、エタード王の剣けんを防ぐ事も反はん撃げきする事も叶かなわない。落ちた剣けんを拾っている間に、首が落とされる。

　最も早はやこれまでかと、レオームの体にしがみついて目を閉じるフィーリ。

　その頭上へ、エタード王の剣けんが振ふり下ろされた。

　しかし。

　鋭するどい金属音がして、エタード王の剣けんはフィーリの首に達する前に弾はじかれた。

「なっ!?」

　痺しびれた手を押おさえながら驚おどろくエタード王。

　エタード王の攻こう撃げきを弾はじいたのは、地面に落ちていた剣けん。そしてその柄つかを握にぎっているのは、死んだはずのレオームの右手。人差し指には神しん宝ぽうの一つ、ナックセイ・アウィービーが光っている。

　レオームのとぼけた声が響ひびいた。

「おいおいフィーリ。そんなにキツく抱だきしめられちゃ、息が詰つまって死んじまうぜ」

「レオーム様……!?」

　その声に驚おどろいて目を見開くフィーリ。

　エタード王は、信じられない顔をして後ずさった。

「馬ば鹿かな……！　レオーム王！　死んだはずでは……！」

　レオームはニヤリと笑いながら立ち上がる。

「ああ。確かに死んでたぜ。そのお陰かげで、折角フィーリが命いのち懸がけで取ってきてくれた命の木の葉も、喉のどの途と中ちゆうにつっかえちまって吞のみ込こめなかった。だが、フィーリが俺おれを抱かかえて走ってくれたお陰かげで、激しく揺ゆさぶられてようやく腹まで届いたってわけさ」

「レオーム様！」

　フィーリが歓かん喜きの声を上げた。

「ご苦労だったな。お陰かげで生き返ったぜ」

　レオームは笑って手を差さし伸のべると、フィーリを立たせて頭を撫なでる。

　フィーリはその笑え顔がおを見て思わず涙なみだぐんだ。本物だ。思い出でも死しに際ぎわの幻げん覚かくでもなく、本物の生きたレオームの笑え顔がおだ。そう思っただけで感かん極きわまり、涙なみだが零こぼれるのを隠かくすようにフィーリは深々と頭を下げた。

　エタード王は用心するように距きよ離りを取って剣けんを構え、ジリジリとレオームの側面に回り込こんだ。

「折角生き返ったのに無む駄だだったな！　貴様は今またここで死ぬのだ！」

　そう叫さけぶと、フィーリごと叩たたき斬きろうという勢いで剣けんを振ふり下ろす。

　だがレオームは、その剣けんを軽々と弾はじいた。

「と思うだろ？　そりゃそうだ。そっちは鎧よろい兜かぶとで完全防備。その上後ろにはお仲間がいっぱいだ。一方こっちはたったの二人。武器は剣けん一本だけで、着てるのはただの服。勝ち目ねえもんな」

　吞のん気きな声で笑うと、途と端たんに不敵な目になる。

「だから、勝ち目があるようにさせてもらうぜ」

　ゾッとして飛びすさるエタード王。

「ちょっと離はなれてな」

　フィーリに向かってそう言うレオーム。

　うなずいて移動するフィーリ。

　レオームは吞のん気きにフィーリを目で追いかけ、その視線がエタード王から外れる。

　その隙すきを逃のがさず、エタード王は再び斬きり込こんだ。

「勝負の最中に他よ所そ見みをするとは！」

　だがレオームは、エタード王を見もしないでその攻こう撃げきを受け止める。

「いや、フィーリの奴やつがなんか以前よりグッと女っぽくなった気がしてな。つい見み惚とれちまった」

　笑いながらエタード王の脇わきへと回り込こむレオーム。

「逃にげるのだけは上手なようだな！」

「ああ。俺おれは腰こし抜ぬけだからな。ついでにこんなもんも被かぶっとこう。防具なしじゃ怖こわいもんな」

　レオームはとぼけた顔でそう言うと、いつの間にか手にしていた兜かぶとを被かぶる。

　エタード王はそれを見て凍こおり付ついた。

「その兜かぶとは、まさか私の……」

　そう言って自分の頭に手をやる。その時、突とつ然ぜんエタード王の肩かた当てと胸当てが外れて落ちた。

「馬ば鹿かな！　これは！」

　思わず外れた胸当てを押おさえようとするエタード王。

「おっと。戦せん闘とう中に他よ所そ見みはいけねえなぁ」

　レオームがからかうように笑った。次の瞬しゆん間かん、一いつ瞬しゆんにして間合いを詰つめるとエタード王の剣けんをもぎ取る。

「フィーリ！」

　もぎ取った剣けんをフィーリに渡わたすと、レオームはエタード王の腕うでを取って関節を極きめた。

「ぐああっ！」

　苦痛に悶もだえて体を折り曲げるエタード王。

　レオームは待ってましたとばかりに、鎖くさり鎧よろいの裾すそに手を掛かけ、ぐいと一気に脱ぬがす。

「さあ、これでお互たがい鎧よろいなしだ。こっちにも大分勝ち目は出てきたんじゃないか？」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべるレオーム。

　だがそこへ、エタード王配下の騎き士したちが駆かけつけてきた。

「エタード王！」

「王を離はなせ！」

　レオームはチラリと騎き士したちを見ると、エタード王の体をフィーリに預ける。

「コイツを頼たのむ。殺すなよ」

「はっ！」

　フィーリはエタード王の右手を背中に捻ひねり上げると、首を鷲わし摑づかみにした。

　レオームは駆かけつけた騎き士しに向かって声を掛かける。

「よーし、お前ら全員、馬から下りろ。鎧よろいを脱ぬいで剣けんを置け。逆らったらエタード王の首はフィーリの怪かい力りきでぐっちゃぐちゃだぜ」

　エタード王が叫さけんだ。

「耳を貸すな！　コイツらはたったの二人！　お前たちは数十騎き！　まともに戦えばお前たちが負ける事はない！　そして、我らの主君ダミフス王がご健在なら、私が死んだところで何の問題もないのだ！」

「ダミフス王が、お前らの主君……？」

　ハッと振ふり返かえるレオーム。

「そういや南央と南東はダミフス王が支配したって……」

　エタード王は更さらに騎き士したちを鼓こ舞ぶした。

「ダミフス王は今この瞬しゆん間かんも見ておられるぞ！　ダミフス王の前でお前たちの武勇を示すのだ！」

「エタード王！」

　騎き士したちは一声叫さけぶと、一いつ斉せいに槍やりを構え、攻せめ寄よせた。

「コイツら……！」

　剣けんを構えるレオーム。

　フィーリは咄とつ嗟さの判断でエタード王の首を斬きり落とした。

「おいフィーリ！」

　思わず叫さけぶレオーム。

　フィーリは眉まゆ一つ動かさずに答える。

「彼かれらは選えりすぐりの騎き士し揃ぞろい！　人一人抱かかえたまま勝てる相手ではありません！」

　そう言ってエタード王の首を腰こしに結ぶと剣けんを構えた。

「くそっ！　仕方ねえか！」

　レオームもここは吞のみ込こむと、攻せめ寄よる騎き士しの槍やりを躱かわしながら同時に手た綱づなを切る。

　フィーリは手にした剣けんを投げつけて馬上の騎き士しを倒たおすと、空になった馬の前足を摑つかんで振ふり回まわした。そして、馬の体を武器にして後続の騎き士しを薙なぎ払はらう。

　レオームが苦く笑しようしながら声を掛かける。

「フィーリ！　戻もどる時のために一頭くらい残しとけよ！」

「ご心配なく！　エタード王の馬が残っておりますれば！」

　そう答えながら、次々に敵を薙なぎ倒たおしていくフィーリ。

　エタード王の騎き士したちは、混乱に陥おちいった。レオームを狙ねらえば脇わきからフィーリが馬を振ふり回まわして襲おそいかかる。フィーリを狙ねらえばレオームに手た綱づなを切られ、馬上から引きずり下ろされる。

　どうしたものかとまごまごしていると、フィーリが死んだ騎き士しの槍やりを手に取って投げた。その槍やりは馬の首を貫つらぬき、騎き士しの胴どう体たいを貫かん通つうして、更さらに数十歩の距きよ離りを飛ぶ。

　瞬またたく間まにエタード王配下の騎き士しは十じゆつ騎き以上が倒たおれ、残りは慌あわてて潰かい走そうした。

「それじゃガーシキア城に戻もどるぞ！」

　レオームとフィーリはエタード王の馬に二人で跨またがると、急いで城へと戻もどっていった。




　その頃ころ、ガーシキア城は激しい戦いの真っ最中である。

　無防備な葬そう列れつを襲おそわれて重傷を負ったイアンマッドとハイアッドの騎き士したちを城内に収容して、各国の王が別個に陣じん頭とう指揮を取るが、それぞれに一人の王である者たち同士で意地の張り合いもあり、なかなか一つにまとまる事が出来ない。

　それにそもそも、みんなレオームの見み舞まいに来ていただけなので、それほど多くの騎き士しを連れてきておらず、ガーシキア城にいた戦力だけでは絶対的に数が足りない。

　わずかにティーンゼイ王の軍勢三百が受け持っている箇か所しよと、エイク伯はくが自ら出向いて戦っている箇か所しよ、そして剣けん聖せいマッキムードが守っている橋だけが、部分的に何とか優勢を保っているという状じよう況きよう。

　諸王は徹てつ底てい抗こう戦せんを訴うつたえる者と降こう伏ふくを訴うつたえる者とで二分され、抵てい抗こうの意志すら一つにまとまらない。

「このままではジリ貧ひんだ！」

「いっそ降こう伏ふくしたほうがよいのでは……」

　弱気になるイィークのカター王とタワックのマイエカターヴ王。

　アブナットのナタフ王が気け色しきばむ。

「馬ば鹿かな！　何を言うか！」

「だがレオーム王が亡なくなった今、我らの中にその後を継ついでディアスフェルドを統一し、アルキランと戦える者がいるのか？　もしそれが出来るとすれば、それは最も早はやダミフス王だけではないか！　それならば無む駄だに争ってディアスフェルド内を疲ひ弊へいさせるよりも、ダミフス王の下もとにまとまる事こそが、レオーム王の遺志を継つぐ事にもなるのでは……！」

　ユーステスのサミロイ王が難しい顔で腕うで組ぐみをした。

　それに必死で反論するインガーティのアティスナス王。

「馬ば鹿かな！　そもそもダミフス王がディアスフェルド統一の意思を持っているかどうか分からぬ！　それにダミフス王はアルキランの人間を大勢優ゆう遇ぐうしていると言うではないか！　仮にディアスフェルドを統一したとして、その後アルキランに全てを売うり渡わたさぬとも限らぬ！」

　その時突とつ然ぜん、戦場の喧けん噪そうを突つき破やぶるような、良く通る大きな声が響ひびいた。

「お前ら！　今帰ったぞ！」

　その声に、我わが耳を疑うガーシキア城内の諸王。

「今の声は……」

「まさか……」

　そこへ再び響ひびくレオームの大声。

「門を開けろ！　出で迎むかえの準備だ！」

　その声に、見合わせた諸王の顔色が変わる。まだ戸と惑まどいと疑いを捨てきれないままに、それでも明るい表情が浮うかんだ。

　アティスナス王が真っ先に叫さけんだ。

「レオーム様の声だ！」

　それに続いて、夜目と遠目の利きくアグィのロッターヴ王が城じよう壁へきの下を指さした。

「あれを見よ！　間ま違ちがいない！　レオーム様とフィーリ殿どのだ！」

「フィーリ殿どのの剣けんの先に刺ささっておるのはエタード王の首ではないか!?」

　ユーステス王サミロイが叫さけぶ。

　まるでその問いに答えるように、フィーリが大だい音おん声じようを張り上げた。

「エタード王は死んだ！　今すぐ武器を捨てた者には降こう伏ふくを認めよう！　敢あえて抗あらがう者は、その首を城下に晒さらす運命を覚かく悟ごせよ！」

　ガーシキア城内は喜びに沸わき返かえった。

「レオーム様が生き返ったぞ！」

「しかもエタード王を討うち取とって帰ってきた！」

　皆みな一いつ斉せいに城じよう壁へきに駆かけ寄よると、レオームの名を連呼する。

「レオーム様！」

「レオーム様!!」

「レオーム様[image: !!!]」

「レオーム様[image: !!!!]」

　歓かん声せいが辺り一面に響ひびき渡わたり、城全体を揺ゆるがした。

　一方、エタード王の率いていたダミフス王配下の軍勢には一気に動どう揺ようが走った。

　南部の諸王は、急きゆう遽きよ幕舎に集まって軍議を開く。だが、皆みな慌あわてふためいて勝手に喚わめき合い、誰だれが何を発言したのかすら分からないほどの大混乱。

「馬ば鹿かな！　あのエタード王がやられるとは……！」

「何な故ぜレオーム王が生きている!?　ダミフス王は、レオーム王が死んだとはっきり断言したではないか！　どうなっているのだ！」

「そんな事はいい！　それよりも、敵方のレオーム王が生きており、こちらの総指揮を任されたエタード王が死んだとなれば、ここは一いつ旦たん退くべきでは？」

「何を言う！　レオーム王とフィーリが生きているというのに背中を見せたら、それこそ自殺行こう為いではないか！」

「内輪で揉もめておる時ではない！　ここは最年長たるこの私、オットガーン国王ウォトックが仕切る！」

「ふざけるな！　エタード王から城攻ぜめを任されたのは我らも同じ！　それにダミフス王の傘さん下かに加わったのは、この中ではウォトック王が一番最後ではないか」

「そもそもオットガーンは古くからガーシキアと縁えんが深い！　そんな国の王に安心して我わが軍を預けられようか！」

「この状じよう況きようについてダミフス王は何と言っているのだ!?」

「そうだ！　ダミフス王の意見を聞くべきだ！」

　ダミフス王に降くだった王は皆みな、ダミフス王から血の刻印を受けており、ダミフス王の目となる事も出来れば言葉を聞く事も出来る。だがダミフス王からの言葉はない。

「何な故ぜダミフス王は何も言わぬのだ！　この状じよう況きようを見ていれば黙だまっているはずがないではないか！」

　ダミフス王は、レオームが死んだと断言した。だがそのレオームは生きており、しかもダミフス王はこの緊きん急きゆう時にも何の言葉も寄よ越こさない。

　皆みなの胸の内で、不安とダミフス王への不信感が俄にわかに頭をもたげた。

　誰だれもが無言になり、汗あせを浮うかべた顔を互たがいに見合わせる。

　その時、軍議を開いていた幕舎の外で喊かん声せいが上がった。

「レオーム王だ！」

「ハイアッドのフィーリもいるぞ！」

「ティーンゼイ王もだ！　斬きり込こみをかけてきた！」

　たちまち辺りは飛とび交かう怒ど号ごうと悲鳴と蹄ひづめの音に包まれた。

　幕舎は倒たおれて諸王はその下した敷じきになり、天幕の上から馬の蹄ひづめに踏ふみつぶされる。

　総勢二十万を超こすダミフス王の軍勢からその半分を与あたえられ、数の上では圧あつ倒とうしていたガーシキア攻こう略りやく部隊であったが、レオームの復活と同時に全てがひっくり返った。

　勝ちを確信していた彼かれらは、その確信が揺ゆらいだ途と端たんに動どう揺ようし、戦意を失った。そうなってしまえば、いくら数がいようと烏う合ごうの衆に過ぎない。

　夜明けまでに、ガーシキア城攻こう略りやくに加わった諸王の大半は捕つかまり、何人かは馬の蹄ひづめに踏ふまれて死んだ。無数の雑ぞう兵ひようはみんな散り散りになって逃にげ去った。年代記作者のネグィオスによれば、一万の騎き士しがダミフス王の本隊の後を追って逃にげ、一万の騎き士しは故郷へと逃のがれた。それでも捕ほ虜りよとなった者が数千を数えたという。










　第三十三章　内通者




　エタード王率いる南部の軍勢を撃げき退たいした翌朝。

　レオームはガーシキア城の広間で居並ぶ諸王や騎き士しを眺ながめ回した。

「色々と礼を言わなきゃならねえ相手は多いが、まずはこのガーシキア城の城主エイク伯はくとガーシキアの騎き士したち、そして一いつ緒しよに戦った全員に感謝したい。みんなの働きがなけりゃ、俺おれの体は奴やつらの手に渡わたってた。今俺おれがこうして無事にみんなの前にいられるのも、みんなが必死で戦ってくれたお陰かげだ」

　その言葉に、一同は皆みな、誇ほこらしげな表情を浮うかべる。

　レオームは続いて、自分の家臣たちを見た。

「お前らには特に感謝をしねえとな。イアンマッドへ向かう葬そう列れつの途と中ちゆうで襲おそわれて、鎧よろいも着ないで壁かべになってくれたエタトラット、エザカット、グルーティック、オステート、そしてオークナグ。そんな大怪け我がを負いながら、よく頑がん張ばってくれた。俺おれのためにすまねえ。そしてありがとう」

　一人一人名前を呼んで礼を言う。

「勿もつ体たいないお言葉……」

　皆みな、大怪け我がをしていて、体中包帯だらけ。椅い子すに座すわる事も出来ず担たん架かで連れてこられて横になったままの者も大勢いるが、無理して体を起こすと一同揃そろって頭を下げた。

　レオームは、今回の戦いで大怪け我がを負った騎き士したちに杯さかずきを回す。

「こいつはフィーリが持ち帰った命の木の葉をすり潰つぶして煎せんじたものだ。少しは傷の治りも早くなるかも知れねえ。飲んでみてくれ。フィーリには了りよう解かいを取ってある」

「これが、レオーム様を甦よみがえらせた……」

「伝説の命の木の……」

　皆みなは恐おそる恐おそる杯さかずきを手に取ると、思い切って飲み干した。

　その途と端たん、怪け我がが噓うそのように消えた。傷きず痕あとすら残っていない。

「なんと！」

「このような不思議な事が……！」

　広間にいた一同は、そろって驚おどろきの声を上げた。

　レオームはそれを見て満足そうにうなずくと、最後に隣となりのフィーリに向き直った。

「それからフィーリ。まさか本当に伝説の聖なる森を見つけたばかりか、命の木にまで辿たどり着つくとはな。俺おれの命はお前がくれたものだ。いくら感謝してもしきれねえ。氷の森に炎ほのおの森に剣つるぎの森に、本当に大変だったが、良く死なないで帰ってきてくれた」

　そう言って微笑ほほえむ。

　フィーリは一いつ瞬しゆんそのレオームの笑え顔がおに見み惚とれるように目を釘くぎ付づけにしてから、ハッと我に返って頭を下げた。

「いえ、帰るのが遅おくれたばかりに、レオーム様は一度本当に命を落としてしまわれて、申もうし訳わけ御ご座ざいませんでした」

　生き真ま面じ目めな口調で謝罪するフィーリ。

　それからふと気付いて怪け訝げんそうに尋たずねる。

「……ところで、何な故ぜレオーム様は氷の森や炎ほのおの森や剣つるぎの森の事をご存じで……？」

　昨夜はずっと戦い通しで、聖なる森での出来事はまだ何一つレオームに報告していない。レオームがその事を知るはずがないのだ。

　レオームはフィーリの顔を覗のぞき込こんで、神しん妙みような表情になった。

「命の木を守ってる精が言ってただろ。あの若葉はフィーリの命そのものだ。それを食った俺おれは、フィーリの命を分わけ与あたえられたのと同じ。だから、フィーリの生きてきたこれまでの事全てが分かっちまったのさ。どんな気持ちでフォーンデリック王の首を落としたのかも、ヤーカスの街をどんな気持ちで焼いたのかも、どんな思いで命の木を探しに出たのかも、全部な……」

　これまで以上に優やさしく、慈いつくしみに満ちた目でフィーリを見つめるレオーム。

「レオーム様……」

　フィーリはその眼差まなざしに、思わず言葉をなくす。

　そこでレオームはいたずらっ子のようにニヤッと笑った。

「もちろん、フィーリが力ちから尽つきて倒たおれ込こんでもう駄だ目めだって時に浮うかんできたのが、俺おれとの想おもい出でだったって事も分かってるぜ」

「えっ！」

　真っ赤になるフィーリ。汗あせだくになって硬こう直ちよくし、レオームを見つめる。

　それから、ハッとしたように居並ぶ諸将を見た。大怪け我がを負ったイアンマッドとハイアッドの騎き士したちも、フィーリの持ち帰った命の木の葉を少しずつとはいえ分けて飲んだ。その彼かれらにも、レオームと同じように自分の心を全て知られてしまったのだろうか。

　そのフィーリの目に映ったのは、冷やかすようにニヤニヤしたり、微笑ほほえましげに見つめたり、気まずそうに視線を逸そらしたりしている騎き士したちの顔。

「…………っ!!」

　フィーリは恥はずかしさの余り真っ赤になって言葉を失い、しばしうつむいて凍こおり付ついた。

　レオームはしばらくその様子を愉ゆ快かいそうに眺ながめていたが、やがて真面目な話に戻もどった。

「それより、問題はダミフス王だ。エタード王は、今回の襲しゆう撃げきを指示したのはダミフス王だと言っていた。だが、ガーシキア城襲しゆう撃げきとエシー神しん殿でん襲しゆう撃げきの狙ねらいは何だ？　ダミフス王は何のために神しん殿でんを襲おそった？」

　ガーシキア伯はくエイクが口を開いた。

「エシー神しん殿でんに救きゆう援えんに向かわせた者たちの報告に拠よりますと、ダミフス王は自ら神しん殿でん内に踏ふみ入いり、抵てい抗こうする神官たちを斬きり殺ころした上で、神しん宝ぽうの一つ、鏡の盾たてを持ち去ったという事です。部下たちが神しん殿でんに着いた頃ころにはもうダミフス王は撤てつ収しゆうした後で、生き残った者たちに聞いたところでは、そのままオニソイ川東岸沿いに北へ向かったと……」

「北へ？」

　首を傾かしげるレオーム。

　ティーンゼイ王が思い出したように顎あごを搔かいた。

「そういや、昨日の戦いで逃にげた連中の中にも、北へ向かった奴やつが大勢いたぜ」

　レオームは腕うでを組んだ。

「エタード王は俺おれの指輪も狙ねらってた。鏡の盾たてと指輪を手に入れて北へ向かうとしたら……」

　その言葉にハッとするフィーリ。

「まさか、聖地アボロアムに乗のり込こんで、ディアスフェルド統一の神しん勅ちよくを得ようと……？」

「恐おそらくそんなとこだろうな。ダミフス王もディアスフェルド統一を狙ねらってるって事だ」

　指を一本立てるレオーム。

　黒くろ髭ひげのオークナグが首を傾かしげた。

「しかし、一体何のために？　レオーム様のように、アルキランを退けるために団結する必要があると考えたわけでもあるまいに」

「アルキランから外来の神を招いているとも聞いています。そんな者が、アルキランからディアスフェルドを守ろうとするとは思えませぬが」

　インガーティのアティスナス王が、オークナグの言葉に同意する。

「むしろアルキランの手先となって、ディアスフェルドをアルキランに売うり渡わたそうとしているのでは」

　アグィのロッターヴ王も疑わしげに眉まゆを顰ひそめた。

　レオームが割って入る。

「まあ待て。理由なんか本人に聞けばいい事だ。今ここであれこれ憶おく測そくしたって時間の無む駄だでしかねえ。それより今大事な事は、ダミフス王と協力出来るのか、戦うしかねえのかって事だ。だが、それを確かく認にんするためにも、どっちみちダミフス王の進軍を一いつ旦たん阻そ止しして、話し合いの席に着けなきゃならねえ」

「その為ためにゃ、結局一度は戦ってぶちのめす必要があるな」

　ティーンゼイ王が好戦的な笑えみを浮うかべた。

　うなずいて溜ため息いきを吐つくレオーム。

「まぁ、向こうはこっちを殺しに来てんだから、顔を合わせりゃ襲おそってくるだろうし、それを話し合いの席に着けようと思ったら、一発ぶん殴なぐって大人しくさせる以外の手段はねえだろうな」

　そこでフィーリが口を挟はさんだ。

「ところで一つ、気になる事があります」

「何だ？　聞かせてくれ」

「何な故ぜダミフス王は、レオーム様がお亡なくなりになった時を狙ねらいすましたかのように、エタード王を送おくり込こむ事が出来たのでしょう？」

　その言葉に、大広間の一同はハッとした。

　レオームも腕うでを組む。

「確かに妙みようだ。この城の中に、ダミフス王の手の者が紛まぎれ込こんでるのか？」

　長なが腕うでのイライオルが首を傾かしげた。

「ですが、ここからアミスフォッグまでの距きよ離りを考えれば、ダミフス王に知らせが届いてから行動を起こすまで、どんなに急いでも十日はかかりましょう。内通者を忍しのび込こませていたとしても、あのように時を見計らって襲おそってくる事は出来ぬはず」

　アティスナス王が顎あごに手を当てた。

「ダミフス王のアミスフォッグ王家はディアスフェルドでは三本の指に入る古い王家。その血筋には異能を持った王が大勢いると聞きます。ダミフス王も何かそういった力でレオーム様の容態を知る事が出来たのでは？」

　その言葉に、剣けん聖せいマッキムードがうなずいた。

「ダミフス王の力は知っております。人の体に己おのれの血で特別な印を描えがくと、その人間の目を通して物を見、耳を通じて音を聞く事が出来るのです。そのうえ、離はなれた相手に自分の言葉を伝える事も出来申す」

「そんな事が？」

　驚おどろいてマッキムードを見つめるレオーム。

　マッキムードは自分の首の後ろ辺りを手で叩たたいた。

「かつてアミスフォッグで妖よう剣けんザローアンナを見せてもらった折、儂わしもダミフス王の印を受けた事があります。王族はザローアンナに近づく事を禁じられているが、印を描えがけばこの儂わしの目を通じて伝説の妖よう剣けんを見る事が出来るからとせがまれて。それがザローアンナを見せる条件だと言われて、まだ若かったダミフス王に、首の後ろに何やら描かかれました」

　この辺りに描かかれたと、首の裏を見せるマッキムード。

「そういや昨晩捕とらえた王たちも、首の後ろに血で何か描かかれてたな」

　レオームは思い出したように呟つぶやいた。

　フィーリもうなずく。

「エタード王の首の後ろにも確かにありました」

　エイク伯はくが真しん剣けんな顔で一同を見回した。

「つまり、ダミフス王の血印を付けている者がこの城内にすでに潜せん伏ぷくしているという事ですか。ティーンゼイ王がレオーム様と決けつ闘とうをした時に、妖よう剣けんザローアンナを手て渡わたした者が、もしや……」

「ザローアンナは元々ダミフス王のアミスフォッグ王国にあった剣けん。って事は、それを持ってたそいつが確かに怪あやしいな」

　レオームもうなずく。

　ティーンゼイ王が、側近の老臣ウォイスルークに尋たずねた。

「そうだな。ウォイスルーク。あの時の兵はどうした？」

　ウォイスルークは頭を下げて報告する。

「あの者は、レオーム様とティーンゼイ王の決けつ闘とうの後ほどなく、首を吊つって死にました。自分が渡わたした剣けんが折られて王が負けた事に責任を感じての事だと思っておりましたが、今思えば妖よう剣けんザローアンナを渡わたした陰いん謀ぼうが露ろ見けんするのを恐おそれての事だったかもしれませぬ。ただ、いずれにせよ、死んだ人間が情報を流すなとどいう事は考えられませぬ」

　それを聞いてレオームは溜ため息いきを吐つく。

「となると、ダミフス王に情報を伝えてる奴やつは他にいるって事だな」

「今すぐ城内の人間全ての体を検あらためましょう」

　エイク伯はくがそう言って立ち上がる。

　アティスナス王も立った。

「我らも、連れてきた家臣たちやその家来に怪あやしい印を持つ者がいないかどうか、今すぐ調べさせまする」

　それに続いて次々に皆みな立ち上がる。

　レオームは慌あわてて言った。

「調べるのもいいが、ダミフス王を追わなきゃならねえ。出しゆつ陣じんの支し度たくと並へい行こうして行ってくれ。今日中に出発したい」

「ははっ！」

　一同はうなずき、一いつ斉せいに大広間を退出していった。




　剣けん聖せいマッキムードが自分にあてがわれていた部屋で出しゆつ陣じんの支し度たくを調ととのえていると、そこへレオームからの伝言を預かったフィーリがやってきた。

「マッキムード殿どの。レオーム様が……」

　部屋に入りながらそう言いかけて、マッキムードの後ろ姿を見たフィーリはハッとして立ち止まる。そして、その首の裏をまじまじと凝ぎよう視しした。

　マッキムードはフィーリが立ち止まったのに気付くと、背を向けたまま謝あやまった。

「ああ。すみませぬ。着き替がえておる最中でして」

「いえ、鎧よろいの着用を手伝えと申し遣つかって参りましたので」

　フィーリは何事もない様子を装よそおって咄とつ嗟さにそう言うと、マッキムードに近づいて背中に指を当てた。

「そのままお静かに」

　一言鋭するどく言って、背中に文字を書き始めるフィーリ。

　フィーリも剣けん聖せいマッキムードも、文字の読み書きは出来る。

　剣けん聖せいマッキムードは背中に文字が書かれているのに気付くと、何かあると察して大人しくそれを読み取った。

　──首に、エタード王と同じ印。

　つい先さき程ほどは何もなかったはずの首の後ろに、鮮あざやかな印が浮うかび上あがっていた。

　血の印は遥はるか昔に洗い落とされ、それから何十年も経たっているというのに、その効果は今も残ったままだったのだ。血が洗い流されているため普ふ段だんは分からないが、ダミフス王の力が働く時にはいつでも印が戻もどるのだ。

　マッキムードはハッとすると、後ろ手にフィーリの手を探さぐり、その手の平に返事を書く。

　──レオーム様に伝えよ。

　フィーリは素知らぬ顔で鎧よろいの着付けを手伝うと、部屋を出た。

「それでは失礼致いたします」

　そしてフィーリは、そのまま急ぎ足でレオームの下もとに向かった。




　昼過ぎになって、出発の支し度たくを終えた一同は城門の前に集合した。

　レオームは皆みなの顔を見回すと、何喰くわぬ顔で告げた。

「結局怪あやしい奴やつは見つからなかったが、出しゆつ陣じんの用意は出来た。怪あやしい奴やつが見つからなかったって事は、そいつはもう逃にげたか、昨夜の戦せん闘とうで巻まき込こまれて死んだんだろう。どっちにしろ、ダミフス王にはこれ以上こっちの情報は漏もれねえって事だ。気にしたって仕方ねえ。出発するぞ」

　もちろん、剣けん聖せいマッキムードに印が見つかった事はフィーリから報告を受けている。だがレオームは、敢あえてそれに気付いていない振ふりをする事に決めた。黙だまっていれば、ダミフス王はこれまで通りマッキムードの目と耳を通じて情報を得ようとするだろう。そうして油断させておいて、ここぞと言うところで偽にせの情報を摑つかませ、混乱させて隙すきを突つくのだ。

　レオームは右手に並んだアブナット国王ナタフ、オグナット国王ナーヴィーシャット、タワック国王マイエカターヴ、イィーク国王カターらに告げた。

「オニソイ川東岸に国を持つ王たちはダミフス王を追って東岸を進め。地元の騎き士しと合流して勢力を増やしながら、ダミフス王の後ろを搔かき乱みだしてやれ。数が違ちがいすぎるんだから、真正面からぶつかるな。あくまで背後を攪かく乱らんして、向こうが反はん撃げきに来たらすぐ逃にげるんだ。ティーンゼイ王とその騎き士し三百をお前らに付ける。いいな」

「ははっ！」

　頭を下げるオニソイ川東岸の王たち。

　レオームは今度はユーステス国王サミロイ、インガーティ国王アティスナス、アグィ国王ロッターヴ、そしてイアンマッドとハイアッドの騎き士しらに向かって言った。

「一方俺おれたちは西岸を行く。ダミフス王は進軍途と中ちゆうにぶつかる国々で抵てい抗こうに遭あいながら進むはずだから、速度は遅おせえ。俺おれたちは兵力を増強しながら先回りして、イアンマッドまで北上したらオニソイ川東岸を一気に南下する。ダミフス王の軍を南北から挟はさみ撃うちにするんだ」

「御ぎよ意い！」

　オニソイ川西岸の王と騎き士したちは士気高く応える。

「エイクは昨日降くだした連中をここでしっかり見張っててくれ。頼たのんだぞ」

「かしこまりました」

　うなずくエイク伯はく。

　レオームは声を張り上げた。

「秋分の祭りも近い！　戦いくさなんかやってる場合じゃねえ！　急いで決着つけるぞ！」

「おう[image: !!!!]」

　一いつ斉せいに、力強い返事が返ってくる。

　そして皆みなは馬に跨またがると、オニソイ川の両岸に別れて威い勢せい良く出発した。

　空はまだ青く晴れていた。










　第三十四章　神しん剣けんイグナスク




　レオームが軍勢を引き連れてガーシキアを出発してから五日ほど過ぎた頃ころ。聖地アボロアムの夜。

　大神官ラウデュッフがその日の日記を書き終え、そろそろ寝ねようとしたその時、表で何やら騒さわぐ声がした。

「お待ちください！」

「何を乱暴な！」

「ここは聖地ですぞ！」

　ラウデュッフは顔をしかめて立ち上がった。

「静せい寂じやくであるべき聖地で、こんな夜よ更ふけに一体何を騒さわいでおるのか」

　上着を羽織り、表に出ると、数十人の騎き士しが向かってくるのが見えた。先頭で彼かれらを引き連れているのはダミフス王だ。そして彼かれら後ろには、突つき倒たおされて地面にうずくまっている神官たちの姿。

　ダミフス王はエシー神しん殿でんで鏡の盾たてを奪うばった後、破竹の勢いでオグナット、アブナット、イィークといった国々を打ち破り、通常七日前後かかる道のりをわずか五日で走破して聖地アボロアムまで乗のり込こんだのだ。敵対する国々を通とおり抜ぬけながらこの進軍速度は異常としか言いようがないが、その理由は二つあったと年代記作者のネグィオスは伝えている。

　ダミフス王は敢あえて城を落とす事はせず素す通どおりし、後方からの追つい撃げきを防ぐため少しずつ自軍の騎き士しを残しながら先を急いだからというのが一つ。

　もう一つは、異能の力によって戦場の全ての様子を見る事が出来、適切な時に瞬しゆん時じに適切な命令を下す事が可能だったため、ただでさえ数で劣おとっていたオグナット、アブナット、イィークそれぞれの諸国は、野戦においては為なす術すべもなく打ち破られてしまったからだという。その連れん携けいはあたかも軍全体が巨きよ大だいな一つの生物になったかのようであり、ダミフス王の指揮と比べれば、あのアルキラン軍ですら鈍どん重じゆうに思えるほどだったという証言を、ネグィオスは驚きよう嘆たんと共に記している。

　ダミフス王が真まっ直すぐに至聖皇ウオーンネツトの寝しん所じよに向かうのを見て、ラウデュッフは慌あわてて呼び止めた。

「ダミフス王！　どこへ行かれるおつもりか！」

　ダミフス王は足を止め、チラリとラウデュッフを見ると、嘲あざけるように笑った。

「見ての通り、至し聖せい皇こうの下もとへだ」

「下界からやってきて身の清めもせずに至し聖せい皇こうに会うなど、許されると思うのか！」

　ラウデュッフが厳しい口調で問うと、ダミフス王は再びせせら笑った。

「下界の穢けがれ如ごときに恐おそれおののくような弱々しい者が至し聖せい皇こうの座に就ついている事が、許されると思うのか？」

「何を……！」

　その傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いに、ラウデュッフは思わず言葉を失う。

　ダミフス王はそんなラウデュッフを睨にらむと、激しい口調で叱しかりつけた。

「至し聖せい皇こうとは我らディアスフェルドの民たみ全ての祖にして、ディアスフェルドを統一した偉い大だいなる最初の王、ディムの正統なる後こう継けい者だ！　国の統治も戦争も下界に任せて自らは聖地に引ひき籠こもるなど、そのような軟なん弱じやくな者に至し聖せい皇こうたる資格はないわ！」

　そして、腰こしの剣けんをスラリと抜ぬくと、切っ先を突つきつける。

　ラウデュッフはその剣けんを見て目を見開き、息を吞のんだ。

「まさか……その剣けんは……」

「貴様ほどの者になればさすがに分かるようだな」

　ダミフス王はニヤリと笑う。

「そう！　これこそ三百年前海に沈しずんだ神しん剣けんイグナスク！　またの名をラス・オームック！　嵐あらしを呼び雷らい鳴めいを轟とどろかせる、神殺しの剣けんよ！」

　ダミフス王の手に握にぎられていたのは紛まぎれもなく、三つの神しん宝ぽうの最後の一つ。海に沈しずんで失われたはずの神しん剣けんイグナスクであった。

「馬ば鹿かな……。何な故ぜそなたが……」

　驚おどろきに震ふるえながら、ダミフス王を見上げるラウデュッフ。

　ダミフス王は高らかに笑った。

「全ては神意の為なせる業わざよ！　この俺おれがまだ十とおに満たぬガキだった頃ころ、城を追われ神しん殿でんに預けられていた時の事だ！　海に下りると、一匹ぴきの巨きよ大だいな魚が浜はまに上がってきて息絶えた！　その腹から何か光るものが飛び出しているのを見た俺おれは、腰こしの短たん剣けんで魚の腹を割さいたのだ！　その時出てきたのがこのイグナスクよ！　俺おれが探したのではない！　この剣けんが自ら俺おれの下もとにやってきたのだ！　つまり、神しん剣けんは次の至し聖せい皇こうに、この俺おれを選んだのだ！」

「何を世よ迷まい言ごとを……！」

　汗あせを浮うかべながら、ラウデュッフはなんとかそれだけ呟つぶやいた。

　ダミフス王はそんなラウデュッフを勝かち誇ほこった目で見下ろす。

「とぼけても無む駄だだ、ラウデュッフ。至し聖せい皇こうを殺した者だけが次の至し聖せい皇こうとなり、そして至し聖せい皇こうは神殺しの剣けんイグナスクで殺す以外には死なぬ。それ故ゆえ、今の至し聖せい皇こうは齢よわい三百を過ぎてなお、生き続けている。全身老いさらばえてもなお、惨みじめに生き続けているのだ。我らには何でもない下界の空気すら恐おそれ、聖地の奥おく深ふかくにひっそりと身を隠かくしてな！」

「ぐ……！」

　ラウデュッフは黙だまり込こんだ。ダミフス王の言葉は全て本当だった。高位の神官しか知らぬはずの、聖地の秘密中の秘密であった。

　ダミフス王は更さらに続ける。

「何な故ぜ先の戦いでアルキランの侵しん略りやくを止める事が出来ず、ディアスフェルドの一部をあの蛮ばん人じん共に掠かすめ取とられたか、その理由が分かるか！　レオームは、ディアスフェルドがバラバラだったからだと言うが、それは正確ではない！　真の理由は、至し聖せい皇こうが老いていたからだ！　至し聖せい皇こうこそはディアスフェルドそのもの！　至し聖せい皇こうが老いればディアスフェルドもまた老いるのだ！」

「……っ！」

　反論出来ず、目を瞑つぶるラウデュッフ。

　ダミフス王は高らかに言い放つ。

「この俺おれがディアスフェルドを若返らせる！　そして、若返ったディアスフェルドは自おのずから再び一つになる！　この俺おれの下もとにな！」

　ダミフス王は家臣に命じて鏡の盾たてを馬の背から下ろすと、ラウデュッフに持たせた。

　神しん剣けんを握にぎったダミフス王の姿が、聖なる鏡に映し出される。

　そしてダミフス王は、剣けんを掲かかげて高らかに宣言した。

「我こそは至し聖せい皇こうを継つぐべき者なり！」

　そして、自信満々にラウデュッフを見下ろすと尋たずねる。

「どうだ。鏡は異を唱えたか？」

　ラウデュッフは、無言で頭かぶりを振ふった。

　もし、至し聖せい皇こうになる資格を持たぬ者が鏡の前で宣言すれば、鏡は必ず異を唱えると言われていた。曇くもったり、謎なぞの唸うなりを発したり、突とつ然ぜん落下したり、何らかの異変が生じるのである。鏡が異を唱えなかったという事は、ダミフス王に至し聖せい皇こうを継つぐ資格があると鏡が認めたという事なのだ。

　ラウデュッフは震ふるえる声で尋たずねた。

「……継ついでどうする？」

　ダミフス王は、愚ぐ問もんだというように答える。

「最初にディアスフェルドを支配する。次にアルキランを支配し、最後にこの世の全てを手に握にぎる。至し聖せい皇こうにはその力があり、そうする務めがある」

「……指輪はどうなされた」

「本来ならそれも持参する予定だったが、ちと手て違ちがいがあってな。だが、どのみちすぐに手に入る」

　それを聞いたラウデュッフは、最後の抵てい抗こうを試みた。

「ここに持っておらねば、至し聖せい皇こうは継つげぬ。至し聖せい皇こうの魂たましいは、代々あの指輪に受うけ継つがれているのだ」

「案ずるな大神官。指輪がどこにあろうと、死んだ至し聖せい皇こうの魂たましいは指輪の下もとへ飛んでいく。そしてその指輪は、俺おれを追うレオームによって我わが下もとに届けられる。至し聖せい皇こうの正統性は断たたれぬ」

　そう言って笑うダミフス王。

　ラウデュッフは、これ以上何も言い返せず、ギュッと目を瞑つぶって顔を伏ふせた。

　ダミフス王はラウデュッフと家臣の騎き士したちを置いて、一人、至し聖せい皇こうの寝しん所じよに向かう。

　ラウデュッフは最も早はやそれを咎とがめない。

「ラウデュッフ様……」

　下位の神官たちがラウデュッフを見たが、ラウデュッフは歯を食いしばって頭かぶりを振ふった。




　ダミフス王は幾いく重えにも巡めぐらせた門を潜くぐり、至し聖せい皇こうの寝しん所じよへと押し入った。

　暗い部屋の中。御み簾すの両りよう脇わきに蠟ろう燭そくが一本ずつ灯ともされている。

　ダミフス王が踏ふみ込こむと、至し聖せい皇こうは全てを知っていたかのように、御み簾すの前に座すわって出で迎むかえた。少年のようでもあり老人のようでもある不思議な顔に、孫を見るような静かな笑えみを湛たたえて、ダミフス王を見上げる。

　ダミフス王は至し聖せい皇こうを傲ごう然ぜんと見下ろすと、剣けんを振ふりかぶった。

「貴様は充じゆう分ぶん過ぎるほど務めを果たした。今はもう眠ねむるがよい」

　静かにそう言うと、躊躇ためらいもなく振ふり下ろす。

　至し聖せい皇こうは身じろぎ一つせず、その刃やいばを首に受けた。

　ディアスフェルドで最も尊く、最も神聖な、全ての人と人ならざる者の上に立つ存在。その至し聖せい皇こうは、呆あつ気けないほど簡単にその首を刎はねられた。

　その時、一いち陣じんの風が起きて、天てん井じようを抜ぬけていった。

　ダミフス王はそれを目で追い、小さく呟つぶやく。

「指輪の下もとへ飛んだか」

　そして、至し聖せい皇こうの首を拾い上げた。その顔には、体から切きり離はなされてもなお、穏おだやかな笑えみが浮うかんでいた。




　至し聖せい皇こうの首を片手に引ひっ提さげて寝しん所じよを出たダミフス王は、その首を高々と掲かかげた。

　そして、大声で宣言する。

「今ここに新たな至し聖せい皇こうが誕生した！　ディアスフェルドの生きとし生けるものは皆みな、我を崇あがめ、祝うがよい！」

[image: ]

　ダミフス王の騎き士したちが一いつ斉せいに声を上げた。

「ダミフス至し聖せい皇こう万ばん歳ざい！」

　大神官ラウデュッフはガクリと地面に膝ひざを突つき、両手で顔を覆おおった。

「至し聖せい皇こう様……」

　ダミフス王はそんなラウデュッフの隣となりに来ると、居い丈たけ高だかに命じる。

「大神官。仕事だ。言こと祝ほげ」

「く……っ」

　ラウデュッフは顔を歪ゆがめ、ダミフス王の前に頭を下げた。

「……神々の息吹いぶきが至し聖せい皇こうダミフスの息吹いぶきとなり、神々が至し聖せい皇こうダミフスと共に微笑ほほえまんことを」

　悔くやしそうに声を絞しぼり出だし、祝福を捧ささげる。

　その時、俄にわかに空が搔かき曇くもり、分厚い雲が月を覆おおった。

　雷らい鳴めいが轟とどろき、天を揺ゆらす。

　そして、あたかもディアスフェルド全土が泣いているかのように、激しい雨が降り始めた。

　ダミフス王はそんな夜空を見上げると、雨水を口で受けて喉のどを潤うるおした。

「天も祝福の美酒を降らせておるわ！」

　愉ゆ快かいそうに笑うその声は、雷らい鳴めいすらも搔かき消けすほどの勢いで、聖地中に鳴なり響ひびいた。










　第三十五章　フィーリの騎き士し復帰




　ダミフス王が聖地アボロアムで至し聖せい皇こうの首を刎はねた頃ころ、レオームたちは昼夜を問わずに北上して、ようやくインガーティ王国の城まで辿たどり着ついていた。

　途と中ちゆうのユーステス王国でも兵を集め、今またインガーティでも増強して、騎き士しおよび騎き士し見習い合わせておよそ三さん千ぜん騎き、歩兵も三千人、総勢六千人ほどの勢力となっている。

「すげえ雷らい雨うだったな」

　幕舎から顔を出して夜空を見上げるレオーム。雨はこの辺りにも降り注ぎ、地面はぬかるんでグチャグチャだ。

「聖地アボロアムのほうでかなり激しい稲いな光びかりが見えましたが、神々が騒さわぐような事でもあったのでしょうか……」

　フィーリも顔を出すと、心配そうな表情で、夜空に黒々と浮うかぶアボロアムの山並みを見上げた。

「分からねえが、イィークからの伝令によればダミフス王の軍勢はもう聖地に入ったかもしれねえって話だ。何か胸むな騒さわぎがするな……」

　レオームも、不安げな表情で聖地の方角を見た。

　その時、不意に一いち陣じんの風が夜空から吹ふき下おろした。その風はレオームの右手の人差し指に嵌はめた神しん宝ぽうの指輪を掠かすめ、指輪に嵌はめられた宝石が一いつ瞬しゆん輝かがやく。

「ん……？」

　レオームは自分の右手を見たが、すでに指輪は普ふ段だん通りになっていて、何も異変は見られない。

「篝かがり火びが反射しただけか……」

　レオームは首を傾かしげて呟つぶやくと、フィーリと共に幕舎の中に戻もどった。

　中にはレオームとフィーリの他に、諸王や側近の騎き士したちが集まっていて、軍議の最中である。

「ダミフス王の本隊が聖地に入ったという事は、すでにイィーク王国を破り、イアンマッドへ侵しん入にゆうしているという事ですが……」

　レオームが席に戻もどると同時に、中断していた話を再開する長なが腕うでのイライオル。

「ああ。とんでもねえ進軍速度だぜ。アブナット、オグナット、イィークの三国が、足止めすら出来てねえ。普ふ通つうに行軍するより速えじゃねえか。十五カ国から集めた騎き士し三万に従者と雑ぞう兵ひよう合わせて七万。十万の軍勢がそんな速度で動けるもんなのか……」

　顎あごに手を当て困った顔で唸うなるレオーム。

「オニソイ川東岸を進んだティーンゼイ王たちの別働隊も追いつけておりませんからな……」

　信じられないといった表情で溜ため息いきを漏もらす黒くろ髭ひげのオークナグ。

　剣けん聖せいマッキムードが頭を振ふる。

「ダミフス王の異能の目を以もつてすれば、あらゆる将の視点から戦場を見る事が出来まする。そしてダミフス王の統とう率そつ力ならば、命令を無視して一いち番ばん槍やりを競きそう跳はねっ返かえりもおらぬでしょう。全ての部隊が最も良よい時に最も良よい行動を取れる。しかも数は圧あつ倒とう的てき。これでは食い止めようがございませぬ」

「圧あつ倒とう的てきな兵力と見事な統制か。アルキランを相手にするみてえな事になってきたな」

　レオームはそう言って頭を搔かく。

「……だがそれならそれで、アルキランと再戦する前のいい練習台になるな」

　すぐさま強気に笑うと、レオームはみんなの顔を見た。

「明日にはイアンマッドだ。城に着いて装備を整え直したら、一気に奇き襲しゆうを掛かける。ロクに休みも取らずに移動しっぱなしで疲つかれてるだろうが、城に着けば一息つける。もう少し頑がん張ばってくれ」

「お待ちを。奇き襲しゆうと申されましたが、ここは城内で数日待って、イアンマッド領内やハイアッドからの援えん軍ぐんを招集するのが先では？」

　黒くろ髭ひげのオークナグが疑問を挟はさむ。

　レオームはニヤリと笑った。

「援えん軍ぐんを搔かき集あつめたところで、ダミフス王の軍勢に数では勝てねえ。それよりも、こっちがイアンマッドに到とう着ちやくした事が知られる前に勝負を掛かけた方がいい。大だい丈じよう夫ぶだ。向こうは俺おれが回復した事も、俺おれたちがダミフス王を追って北上してる事も、まだ知らねえ。インガーティ城への急きゆう襲しゆうで、こっちはバラバラになってると思ってるはずだ。その隙すきを突つく。それにこっちには師し匠しようもいれば、無敗の将フィーリもいるし、お前を始め、俺おれが頼たのみにしてるイアンマッドの勇将たちも全員無事に生き残ってる。不意を突ついての短期決戦で一気に敵の頭を叩たたいちまえば、数の不利は関係ねえ」

「なるほど。確かに、闘たたかいにおいて敵の意表を突つく事は大切ですな」

　剣けん聖せいマッキムードが納なつ得とくしたようにうなずく。

　他の騎き士したちもうなずいた。

「それじゃ、これで解散だ。少し休きゆう憩けいしたら出発するから、しっかり休んでてくれ」

　レオームがそう言って、皆みなは自分の幕舎に引き上げる。

　それからしばらく経たつと、レオームは密ひそかにもう一度招集を掛かけた。集めたのはフィーリ、黒くろ髭ひげのオークナグ、長なが腕うでのイライオル、鉄てつ壁ぺきのエタトラット、疾しつ風ぷうのエザカット、鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティック、そしてインガーティ王アティスナスにユーステス王サミロイ、アグィ王ロッターヴ。つまり、剣けん聖せいマッキムードを除いた王と重臣たちである。

　今さっきの話し合いは、印を描かかれたマッキムードを通じてダミフス王に見せるための芝居。

　ここからが本当の軍議だ。

　レオームは改めて皆みなの顔を見回すと、切り出した。

「明日のイアンマッド入りだが、イアンマッド城へ向かうのは俺おれと、後数人程度にしようと思う」

「と申されますと？」

　首を傾かしげる黒くろ髭ひげのオークナグ。

「エザカットたちの偵てい察さつ隊が持ち帰った話じゃ、イアンマッド城近辺で戦せん闘とうが起きたって話は入ってねえ。そうだな？」

　うなずくエザカット。

「はい。周囲は静かで、戦せん闘とうが起こった様子はありませんでした」

　フィーリが推測する。

「ダミフス王は聖地アボロアムを目指したという話をイィークからの伝令が伝えておりますから、イアンマッド城へは向かわなかったのでしょうか」

　レオームはうなずいた。

「多分な。だからまずは拠きよ点てんとしてイアンマッド城を確保する。中には城の警備のための騎き士しが三百騎き常じよう駐ちゆうしてるから、城の守りは何とかなる数だ。ダミフス王の軍勢がアルキラン軍以上の連れん携けいをするったって、城攻ぜめなら話は別だ。アルキラン並の攻こう城じよう兵器を持ってるわけじゃねえからな。数日程度なら余よ裕ゆうで籠ろう城じようしてられる。そして城の連中と合流するわけだから、城へ向かうのは最低限の人数で足りる。俺おれ一人じゃ古参の連中からの信望に欠けるが、師し匠しようとエタトラットが一いつ緒しよに来てくれりゃ、みんな素す直なおに言う事を聞く。イアンマッドへは、この三人だけで行く」

「御ぎよ意い」

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが頭を下げた。

　レオームは続いて、諸王や騎き士したちに指示を与あたえる。

「ロッターヴ王は一いつ旦たんアグィ王国に戻もどって、配下の軍勢を連れて来て欲ほしい」

「かしこまりました」

　うなずくロッターヴ王。

「フィーリもオステートとグルーティックの二人を連れてハイアッドに向かい、援えん軍ぐんを引っ張ってこい」

「了りよう解かい致いたしました」

　フィーリが答え、鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックも頭を下げる。

「オークナグ、イライオル、エザカットも、それぞれ自分の領地へ戻もどって手勢を連れてこい」

「はっ！」

　声を揃そろえる三人。

「最後に、アティスナス王とサミロイ王は、残りの全軍を率いて南の国境を固めててくれ。無理に戦わなくていい。イィークとの国境沿いに砦とりでがあるからそこに入って、ティーンゼイ王が率いる別働隊が到とう着ちやくするのを待つんだ。ダミフス王は城や砦とりでは落とさず素す通どおりしてるから、問題なく入城出来るはずだ」

「分かりました」

　二人の王も、気合いの入った表情でうなずいた。

　レオームは改めて皆みなの顔を見回す。

「ダミフス王が師し匠しようの目と耳を通してさっきの話し合いを聞いてたなら、俺おれたち全員が一いつ旦たんイアンマッド城に集まって態勢を整えてから、不意打ちで決戦を挑いどむと思ったはずだ。その場合、向こうが取る作戦は大きく二つ。一気にこの俺おれの首を狙ねらってイアンマッド城に攻せめ込こむか、万ばん全ぜんの布ふ陣じんを敷しいて迎むかえ撃うつかだ」

　じっと聞き入る一同。

　レオームは続ける。

「もし俺おれに釣つられて城に向かってくるなら、お前らは更さらにその外側から取り囲め。そうすれば内側と外側から挟はさみ撃うちになる。ダミフス王は、外から援えん軍ぐんが来るとしてもティーンゼイ王の率いる別働隊だけだと思ってるだろうから、かなり混乱させられるはずだ」

「私がインガーティを攻せめた時に、やられましたな」

　サミロイ王がニヤリと笑う。

「そうだ」

　レオームは笑い返した。

「ああなれば一番理想の形だ。後はあの時と同じように、混乱の隙すきを突ついて一気にダミフス王の下もとまで斬きり込こんでもいいし、もっと着実に、内と外から時間をかけて攻せめ崩くずしていくのでもいい」

　一同はレオームを見つめて大きくうなずく。

　レオームはもう一度皆みなを見回した。

「だが、城攻ぜめを嫌いやがって野戦を望む可能性も高い。ダミフス王が異能の力を使って指揮する力が最大限に発揮されるのは野戦だろうしな。その場合は、援えん軍ぐんは一いつ旦たんイアンマッドの城に集まってから、ダミフス王の軍を包囲しに行く。この場合は、なるべく決戦は避さけて、相手の補給を断って兵ひよう糧ろう攻ぜめに持もち込こむんだ。こっちは自分の国だから城じよう塞さいは自由に使えるし飯だっていくらでもあるが、ダミフス王の軍は聖地と岩山しかない東とう端たんだ。現地で略りやく奪だつしようったって、十万もの兵を食わせられるほど豊かじゃねえ。城もなく、糧りよう食しよくの当てもなく、野営続きなんて状態で十万もの兵を抱かかえてりゃ、早晩干ひ上あがる。作戦としちゃ大体そんな感じだが、何か質問はあるか？」

「いえ」

「御ご座ざいません」

　皆みな、内容を吞のみ込こんで納なつ得とくする。

　そこでフィーリが手を上げた。

「ところで、質問ではないのですが、一つお願いが御ご座ざいます」

「何だ？」

　振ふり返かえるレオーム。

　フィーリは、毅き然ぜんとした表情でレオームの前に跪ひざまずいた。

「私を、再び騎き士しに叙じよしていただけませんでしょうか」

「騎き士しに？」

　レオームが問い返すと、フィーリはうなずいた。

「ハイアッドの軍勢を率いるのに、従者という立場では上下の規律が乱れます」

「それもそうか」

　腕うでを組むレオーム。

「……けどいっぱしの騎き士しに戻もどっちまうと、いくら側近でも今よりは距きよ離りが離はなれちまうぜ。そうなると俺おれは寂さびしいなぁ」

　レオームがぼやくと、フィーリはグッと身を乗り出した。

「レオーム様の従者として、お側近くにお仕えする事に何ら不満は御ご座ざいません。ダミフス王を降くだした後、再び何らかの理由を作って騎き士し身分を剝はく奪だつしていただいても構いません。しかし此こ度たびの任務にはやはり、一時的にでも騎き士しという身分が必要だろうと思うのです」

　それを聞いた黒くろ髭ひげのオークナグがうなずいた。

「確かに。フィーリ殿どのは命の木の若葉を持って帰って、レオーム様のお命を救ったという、押おしも押おされぬ功績がある。再び騎き士しに戻もどしても、誰だれも反対致いたしますまい！」

「いずれレオーム様とご結けつ婚こんなさる時にも、従者より騎き士しの身分のほうが釣つり合あいが取れるでしょうしな」

　長なが腕うでのイライオルもうなずく。

　他の面々も、誰だれ一人ひとりとして反対する者はいない。

　レオームはそれを見て頭を搔かいた。

　……従者って立場のままなら、先頭に立って敵に突つっ込こむような必要もなくなるから安全だと思ってたんだが、仕方ねえか……。

　両手で膝ひざを叩たたき、大きく一つ溜ため息いきを吐つくと、顔を上げる。

「分かった。確かにフィーリの功績はでかい。立派な功績のある奴やつを王が評価しねえようじゃ、家臣はみんなやる気が失うせちまう。フィーリを再び騎き士しに叙じよす事にしよう。ここにいるお前ら一同が立会人になれ」

　レオームの言葉を受けて、早さつ速そく新しい剣けんと酒と杯さかずきが用意された。

　幕舎の中で、フィーリを騎き士しに叙じよすための儀ぎ式しきの準備が整えられる。

　ディアスフェルドでは、騎き士しに叙じよす者を「剣親グルートウーンデイテイ」と呼び、叙じよされる者を「剣子グルートウノツク」と呼ぶ。剣つるぎ親おやは普ふ通つう、王または主君が務め、剣つるぎ子こはその家臣であるのが通例である。

　その通例に従いレオームが剣つるぎ親おやとして正面に立った。

　その前に剣つるぎ子こフィーリが跪ひざまずき、両りよう脇わきに立ち会いの諸王と騎き士したちが並ぶ。

　剣つるぎ親おやたるレオームは、剣つるぎ子こフィーリの頭に手を置いて言った。

「繰くり返かえせ。我は聖地アボロアムとディアスフェルドを守る者なり」

　フィーリが頭を下げたまま繰くり返かえす。

「我は聖地アボロアムとディアスフェルドを守る者なり」

「繰くり返かえせ。我わが剣けんは主君を守るための剣けんなり。家臣を守るための剣けんなり。民たみを守るための剣けんなり」

「我わが剣けんは主君を守るための剣けんなり。家臣を守るための剣けんなり。民たみを守るための剣けんなり」

「繰くり返かえせ。我は敵に背を向けず、戦場で仲間を見捨てず、怖おじず、怯ひるまず、死してなお戦う者なり」

「我は敵に背を向けず、戦場で仲間を見捨てず、怖おじず、怯ひるまず、死してなお戦う者なり」

「繰くり返かえせ。我は正義のためのみに剣けんを取り、私欲のためには戦わぬ者なり。強きを恐おそれず、弱きを憐あわれみ、祖先を尊び、子孫を慈いつくしむ者なり。故ゆえに我はディアスフェルドの騎き士しとなれり」

「我は正義のためのみに剣けんを取り、私欲のためには戦わぬ者なり。強きを恐おそれず、弱きを憐あわれみ、祖先を尊び、子孫を慈いつくしむ者なり。故ゆえに我はディアスフェルドの騎き士しとなれり」

　一連の誓ちかいの言葉を復唱させると、レオームは用意した真新しい剣けんを抜ぬいた。

　そしてそれを、項うな垂だれるフィーリの首に振ふり下ろす。

　剣けんは皮一枚斬きったところで止まった。

「只ただ今いまの誓ちかい、傷と共にその魂たましいに刻め」

　この擬ぎ似じ的な断首を通じて、従者としての剣つるぎ子こは死に、騎き士しとして新たに生まれ変わるのだ。そして剣つるぎ子この血を吸った剣けんは剣つるぎ子この魂たましいを分かち持ち、物理的にも霊れい的てきにも持ち主の事を守るとされる。

　フィーリは、自分の血を吸った剣けんを両手で恭うやうやしく押おし戴いただいた。

　最後に祝いの酒を酌くみ交かわして、ディアスフェルド流の騎き士しの叙じよ任にん式は終しゆう了りようする。

　儀ぎ式しきを終えて立ち上がったフィーリは、これまで以上にレオームとの絆きずなが強まったのを感じた。

　剣つるぎ親おやは剣つるぎ子こを騎き士しとして生まれ変わらせる、つまり騎き士しとしての命を授さずける霊れい的てきな親。そして剣つるぎ子こは文字通りその子供である。故ゆえに剣つるぎ親おやと剣つるぎ子こは霊れい的てきな意味で親子である。主君と家臣も象しよう徴ちよう的な擬ぎ似じ的親子関係ではあるが、そこに更さらに剣つるぎ親おや、剣つるぎ子この関係が加わった事で、フィーリはレオームとの関係をこれまで以上に固く確かな物として実感したのだ。

　その実感は、今までにない不思議な力となってフィーリの体に漲みなぎった。それは半ば恍こう惚こつにも似た神秘的な感覚であったと、フィーリは後に年代記作者ネグィオスに述じゆつ懐かいしている。

　かくして、ここにハイアッドの最強騎き士しフィーリが復活した。それは、レオーム王によって叙じよされた一番最初の騎き士しでもあった。










　第三十六章　至し聖せい皇こうダミフス




　フィーリの騎き士し叙じよ任にんが終わったところでレオームはみんなを見回した。

「よし。じゃあ今夜はこれで解散だ。ここまで、かなり無理な速さで進軍させてきた。疲つかれが溜たまってる上に、ここからまた夜の行軍だ。道を踏ふみ外はずして崖がけから落っこちたりしねえよう、充じゆう分ぶん気を付けてくれ」

　皆みなは幕舎を出ると荷造りをして、打ち合わせ通り、ハイアッドの騎き士したちはハイアッドへ、イアンマッドの騎き士したちはイアンマッド内の各自の領地へ、そしてアグィ王国のロッターヴ王は自国へ増ぞう援えんを呼びに行き、残り六千の軍勢は、アティスナス王とサミロイ王が率いてイィーク王国とイアンマッド王国の国境を封ふう鎖さしに行った。

　そしてレオームは、剣けん聖せいマッキムードと鉄てつ壁ぺきのエタトラットを連れて、三人だけでイアンマッド城へ向かった。レオームが一番先頭を走り、そのすぐ後ろにマッキムードとエタトラット。マッキムードは普ふ段だん通りを装よそおいつつも、決して後ろを振ふり返かえらないよう気を付ける。後ろに軍勢を引き連れていないのがダミフス王にばれないようにするためだ。作戦の概がい要ようは、体に文字を書く事でマッキムードにも伝えられている。

　夜の間ずっと馬を走らせた三人は、翌日の昼前にはイアンマッド城へ到とう着ちやくした。

　東の方角を見ると、遠く地平線の向こうから大きな土つち煙けむりが上がっていて、大軍が今まさにこちらへ向かってくるところ。狙ねらい通り、ダミフス王はイアンマッド城へ急きゆう襲しゆうを掛かけてきたようだ。

「危ねえ危ねえ。何とか先回り出来たぜ」

　ホッと安あん堵どするレオーム。

「ま、十万を超こえる大軍だ。早馬を走らせるって具合にはいかねえからな。同時に動き出せば、どうやったってこっちが先に着く」

　レオームは笑って正面の城門前に回った。

　見ると、濠ほりに渡わたした跳はね橋ばしは上げられ、門も固く閉ざされている。

「橋が上がってやがる。ダミフス王の軍がイアンマッド領内に入ってきてるから警けい戒かい態勢取ってんのか」

　レオームは首を傾かしげると、城じよう壁へきの上に立つ見張りに向かってよく通る声で叫さけんだ。

「おーい！　橋を下ろせ！　俺おれだ！　レオームだ！」

　ところが見張りの兵たちは互たがいに顔を見合わせて戸と惑まどう素そ振ぶりを見せるばかりで、一向に橋を下ろす気配もなければ、門を開ける様子もない。レオームに対して返事すらしない。

「妙みようだな……。何かあったのか……？」

　眉まゆを顰ひそめるレオーム。

　その時、城門の上に、何者かが姿を現した。肉付きの良よい四し角かく張ばった体にマントを羽織った、威い風ふう堂どう々どうとした四十過ぎの男。

「ダミフス王!?」

　レオームは思わず声を上げた。

　現れたのはダミフス王その人だった。

　ダミフス王はレオームを見下ろし、雷かみなりのような声で高らかに笑った。

「よく来たレオーム！　待っておったぞ！　貴様と、その指に嵌はめている神しん宝ぽうナックセイ・アウィービーをな！」

　そして、改めてレオームたち三人を見る。

「ん？　たったの三人か。全員で城に来て装備を調ととのえてから、奇き襲しゆうを掛かける作戦だったと思ったが」

　そう言って首を傾かしげ、それからはたと気付いたように再び笑った。

「そうか！　さては貴様、すでに気付いておったのだな！　俺おれが剣けん聖せいの目を通して貴様の様子を見ている事を！　その上でこの俺おれに偽にせの情報を摑つかませたか！　小こ僧ぞうめ、なかなかやりおるわ！」

　豪ごう快かいな笑い声が、城全体を揺ゆさぶった。

　レオームは事態が吞のみ込こめず、冷ひや汗あせを浮うかべる。

「……ダミフス王は、俺おれたちがイアンマッド城に一いつ旦たん集結すると思ってた。俺おれたちの計略にはちゃんと引っかかってた。なのに何で本隊から離はなれて単身イアンマッド城に乗のり込こむなんて真ま似ねをした？　しかも何で橋が上がり門が閉じられてる？　一体何がどうなってやがるんだ……？」

　一いつ緒しよにいる剣けん聖せいマッキムードと鉄てつ壁ぺきのエタトラットもさっぱり状じよう況きようが理解出来ず、黙だまって城じよう壁へきの上のダミフス王を見上げるのみ。

　ダミフス王はレオームを制するように手を伸のばした。

「ともあれ、まずは馬を下りよ。至し聖せい皇こうの前で不ふ遜そんであろう」

　レオームは驚おどろいて聞き返す。

「至し聖せい皇こうだと？　まさか聖地から至し聖せい皇こうを連れ出したのか!?　どこにいるんだ！」

　ダミフス王は不敵な顔で笑う。

「今お前の目の前に立っておろうが」

「何を言って……」

　戸と惑まどうレオーム。嫌いやな予感がした。その背中を、冷たい汗あせが伝った。

　ダミフス王は、傲ごう然ぜんとして高らかに言い放った。

「先の至し聖せい皇こうは死んだ！　そしてこの俺おれが、新しき至し聖せい皇こうである！　ディアスフェルドの全ての騎き士しはこの俺おれに忠誠を誓ちかい、この俺おれを守るために命を捧ささげるのだ！」

「……！」

　レオームは思わず凍こおり付ついた。

「なっ、何をデタラメぬかしやがる！　何でテメエが至し聖せい皇こうに……」

　そう言いかけた時、大神官ラウデュッフが城じよう壁へきの上に引き出された。

「ラウデュッフ……！」

　レオームは驚おどろいて言葉を吞のみ込こむ。

　ダミフス王がラウデュッフに命じた。

「言え！　大神官としての名めい誉よを汚けがさぬよう、真実だけをな！」

　ラウデュッフはレオームを見下ろし、如い何かにも悔くやしげな顔で叫さけぶ。

「レオーム殿どの！　ダミフス王は失われた神しん剣けんイグナスクを手に入れ、先の至し聖せい皇こう様を殺した！　神鏡の前にて誓ちかい、神しん剣けんイグナスクで至し聖せい皇こうを殺した者が、指輪を受うけ継つぎ至し聖せい皇こうとなるのだ！　それが至し聖せい皇こうの世よ継つぎの掟おきて！　ダミフス王は紛まぎれもなく新たな至し聖せい皇こう！　それが神々の決定だ！」

「至し聖せい皇こうが殺された……？　馬ば鹿かな……！」

　まだ頭が混乱しているレオーム。状じよう況きようの理解が追いつかない。

　ラウデュッフが声を張り上げた。

「早くこの場を立ち去るのだレオーム殿どの！　この城の騎き士したちはすでにダミフス王に降くだった！　最も早はやここはそなたの城ではない！」

　その言葉にダミフス王がうなずいた。

「そういうわけだ、レオーム。今やこの城は俺おれの城。ディアスフェルドの騎き士しならば、至し聖せい皇こうに逆らえぬのが道理。聖地アボロアムの守り手たるイアンマッドの騎き士しどもは、さすがによく弁わきまえておるわ」

「く……っ！」

　何もかもが予想外。ダミフス王がイアンマッド城に入っていた事も、城の騎き士しがダミフス王に降くだってしまった事も、至し聖せい皇こうが殺された事も、ダミフス王が至し聖せい皇こうとなった事も。

　何をどうすればよいのか分からず、レオームはただ無言で城じよう壁へきの上を睨にらんだ。

　それを愉ゆ快かいそうに見下ろすダミフス王。

「そしてレオーム。貴様は先の至し聖せい皇こうより直々に、至し聖せい皇こうの騎き士しとして仕える事を許されたな。ならば至し聖せい皇こうの騎き士しらしく、我わが命に従え。馬を下り、その指輪を俺おれに渡わたすのだ。嫌いやと言えば……」

　ダミフス王はさっと手を振ふって合図をする。

　その途と端たん、城じよう壁へきの上のイアンマッドの騎き士したちが、一いつ斉せいにレオームに向けて弓を構えた。

　思わず馬を下がらせるレオームたち。

　ダミフス王は勝かち誇ほこったように城じよう壁へきの上から呼びかけた。

「レオームよ！　お前がディアスフェルドを統一しようと立ち上がったその目的は知っている！　ディアスフェルドの力を一つにまとめ、アルキランという外敵を打うち払はらうためだろう！　そのために、本当は王になどなりたくなかった貴様が、仕方なく覇は業ぎように乗り出した！　そうだな！」

「そ……それがどうした……！」

　気け圧おされて、レオームの声が震ふるえた。

　ダミフス王は怒ど濤とうのように笑った。

「ならば喜ぶがよい！　貴様が俺おれに降くだれば、その時点でディアスフェルドの統一は果たされる！　そしてお前は王という地位を捨て、気楽な一家臣として俺おれに仕えておれば良い！　アルキランは必ずやこの俺おれが攻せめ滅ほろぼしてくれよう！　分かるかレオーム！　俺おれと貴様の利害は一いつ致ちする！　俺おれたちが争う必要はどこにもないのだ！」

「何を……」

　レオームは何とか言い返そうとするが、声も言葉も出てこない。

　ダミフス王は、愛いとしい息子むすこか甥おいでも見るかのように、レオームを眺ながめた。

「レオーム。俺おれは剣けん聖せいマッキムードを通して、お前が幼い頃ころからずっと見守ってきた。だからお前の事はよく知っている。お前は世間には愚おろかで軽けい薄はくで腰こし抜ぬけだと思わせているが、実際は強く、賢かしこく、したたかで、優ゆう秀しゆうだ」

　全てを見み抜ぬいているような目で、ダミフス王はレオームを静かに見下ろす。

　そして、突とつ如じよとして雷らい鳴めいの如ごとく怒ど鳴なった。

「だが、甘あますぎる！　甘あますぎるお前は、人を殺せぬ！　アルキランとの戦たたかいでも、敵に手傷は負わせても首は一つも獲とっていない！　ディアスフェルドを統一すると決めて立ち上がってからですら、お前はただの一人も自分の手では殺しておらぬ！　ハイアッド王フォーンデリックの首を落としたのはフィーリだ！　ガーシキアのミスホーイ王は自らの手で命を絶った！　ウーズィのティーンゼイ王は手首を落とすだけで和解し、俺おれの右みぎ腕うでとして軍の半分を預けた隻せき眼がんのエタード王を殺したのもやはりフィーリ！　甘あまいお前は、たとえ自分の命を狙ねらった敵の王であっても、殺す事を躊躇ためらう！　相手を殺さず制する事が出来る己おのれの強さに甘あまえて、貴様は人を殺す事から逃にげ続けてきた！　殺さねばならぬ相手を殺すべき時に殺せぬ、貴様のような男に覇は業ぎようは成せぬ！　アルキランを打うち払はらうどころか、ディアスフェルド統一すら覚おぼ束つかぬ！　何な故ぜなら、この俺おれが至し聖せい皇こうとなった今、貴様には俺おれと戦う覚かく悟ごすら出来ぬからだ！」

「そ、そんな事はねえ！」

　必死になって言い返すレオーム。

　ダミフス王はニヤリと笑った。

「ならば貴様に、イアンマッドの騎き士しが殺せるか？」

「なっ、何を……？」

「今やイアンマッドの騎き士しは俺おれの騎き士し。俺おれの命令一つで貴様を捕とらえ、その右手の指輪を奪うばって俺おれの許もとへと運んでくる。そして東の方角を見よ。火にかけた鍋なべが沸わくよりも前に、俺おれの本隊がここへ到とう着ちやくする。あの数を相手に、命を奪うばわず戦せん闘とう不能にしている余よ裕ゆうはない。自分の命を守り、指輪を守るには、イアンマッドの騎き士しを貴様のその手で殺して逃にげるしかないぞ」

　ダミフス王はそう言って笑うと、手で合図を送った。

　橋が下りて城門が開く。その門の内側には、武装した騎き士しがずらりと並ぶ。先頭にダミフス王の側近を務めるアミスフォッグの騎き士したち。その後ろにはイアンマッドの騎き士したち。その数およそ百ひやつ騎き。

「く……っ！」

　レオームは額に汗あせを浮うかべ、手た綱づなを握にぎりしめたまま、門の向こうの騎き士しを見た。

　これまで同じイアンマッドの仲間だった者たち。一いつ緒しよに戦う仲間だった者たち。守るべき家臣だった者たち。王を守ってくれる頼たのもしい忠臣だった者たち。共に飯を食い、酒を酌くみ交かわした者たち。

　アルキランとの戦たたかいでも、ラガム村での戦たたかいでも、ガーシキア城の攻こう略りやくでも、ずっと命を共にしてきた仲間たちだ。レオームは、彼かれら一人一人の顔も名前も全て知っている。その生おい立たちも、性格も、長所も、短所も、どこにどんな傷があるかも、どんな戦いでその傷を受けたかも、全部知っている。レオームにとって、家臣一人一人が全て大切な仲間であり、友であり、家族なのだ。

　……殺せるわけがねえ。

　レオームはギュッと目を瞑つぶり、奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　腰こしの剣けんに伸のばしかけたレオームの右手が、震ふるえて止まった。

　頭上からダミフス王が傲ごう慢まんな優やさしさで笑いかける。

「もう一度言おう。レオームよ。馬を下りてこの俺おれに跪ひざまずき、右手のその指輪を差し出すのだ。これは至し聖せい皇こうとしての命令である。アボロアムの守護者たるイアンマッドの王として、誇ほこりある忠誠を至し聖せい皇こうに捧ささげるか、至し聖せい皇こうに刃やいばを向けた逆ぎやく賊ぞくとして、そこの二人共々全ての名めい誉よを失って死ぬか。全ては貴様の決断一つだ」

「………！」

　レオームは歯は軋ぎしりをしてダミフス王を睨にらんだ。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが動どう揺ようを隠かくしきれない表情で呟つぶやく。

「レオーム様……」

　レオームは、背後のエタトラットとマッキムードを見た。

　マッキムードは剣けん聖せいとまで讃たたえられるディアスフェルド最高の騎き士し。全ての人々の尊敬と称しよう賛さんの的だ。エタトラットもイアンマッドの三忠臣としてその名声が広く知しれ渡わたる、誉ほまれ高き騎き士し。

　もし自分がここでダミフス王の言葉を突つっぱね、戦う事を選べば、二人は必ず一いつ緒しよになって戦うだろう。逆ぎやく賊ぞくと言われようが、レオームへの忠義を貫つらぬき、死力を尽つくして戦うだろう。

　だが、それでいいのか。自分の決断に、これほど名めい誉よある騎き士しを巻まき添ぞえにしてしまっていいのか。これほど忠義を尽つくしてきてくれた二人に、逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいを着せる事が、果たして正しい事なのか。それは王として、二人の忠義に報むくいる事だと言えるのか。

　騎き士しにとって一番大切なのは名めい誉よだ。命よりも大切なのが名めい誉よだ。そしてその名めい誉よの最も根本にあるのが、聖地と至し聖せい皇こうを守る存在であるという事。それを、自分の決断一つで踏ふみにじっていいのか。二人の主君だからといって、そんな事が許されるのか。

　しかも、戦う相手は同じイアンマッドの仲間たちなのだ。ここで戦えと命じる事は、仲間と殺し合えと言う事なのだ。

　レオームは固く目を瞑つぶり、諦あきらめたように項うな垂だれた。

「……俺おれ一人ならともかく、師し匠しようやエタトラットまで逆ぎやく賊ぞくとして死なすわけにはいかねえ……」

　そして、無念さに打ち震ふるえながら右手の籠こ手てを外した。

　その指が、指輪に掛かかる。

　ニヤリと勝かち誇ほこるダミフス王。

　しかしその瞬しゆん間かん、剣けん聖せいマッキムードが動いた。

　背後からレオームに稲いな妻ずまのような一いち撃げきを入れる。

「っ！」

　レオームは、完全に不意を突つかれて気絶した。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが驚おどろいて叫さけぶ。

「マッキムード殿どの!?」

　マッキムードは自分の馬の向きを変え、レオームの馬の手た綱づなを握にぎった。

「レオーム様を連れて逃にげるのじゃ、エタトラット殿どの！」

「しかし……！」

「我らは僅わずか三人！　多勢に無勢！　逃にげるより他に手立てはない！　城内の騎き士しだけでなく、ダミフス王の本隊もここへ向かってきておるのですぞ！」

　剣けん聖せいマッキムードはそう言うが早いか、自分の馬の腹を蹴けって走り出す。一いつ緒しよに走り出すレオームの馬。鉄てつ壁ぺきのエタトラットも慌あわててその後を追いかける。

　ダミフス王は城じよう壁へきの上で笑った。

「ほう。そう来たか。あのレオームの不意を突つき、しかも一いち撃げきで気絶させるとは、さすが剣けん聖せいと讃たたえられるだけの事はある」

　そして、割れんばかりの大声で命じた、

「皆みなの者！　追つい撃げきせよ！」

　それを聞いて、喊かん声せいを上げながら一気に飛び出すダミフス王の騎き士したち。その後を追って、イアンマッドの騎き士したちも走り出す。

　追ってくる騎き士したちを見た鉄てつ壁ぺきのエタトラットが叫さけんだ。

「城詰づめの騎き士したちはイアンマッドでも生はえ抜ぬきの精せい鋭えいたち！　アミスフォッグの騎き士したちも、ダミフス王の側近に選ばれるほどの騎き士しともなれば一いつ騎き当とう千せんの英えい雄ゆう揃ぞろい！　とても逃にげ切きれるものではありませぬぞ、マッキムード殿どの！」

　剣けん聖せいマッキムードはエタトラットの馬の横に自分の馬を着けると、レオームの馬の手た綱づなを渡わたした。

「エタトラット殿どの。レオーム様をお頼たのみ申す」

　そして、自分の馬の足を止めると向きを変えた。

　振ふり返かえって叫さけぶエタトラット。

「マッキムード殿どの!?」

「儂わしには構わず先に行ってくだされ！　どのみちこの儂わしが一いつ緒しよに行けば、どこへ逃にげたかダミフス王にはすぐに分かってしまいまする！　それならばいっそ、ここで一人、しんがりを務めさせて頂きたい！」

「マッキムード殿どの！」

「ここは儂わしが食い止めまする！　レオーム様をお頼たのみ申した！」

　マッキムードはそう叫さけぶと、ダミフス王の騎き士したちに向かって引き返していく。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットはギュッと手た綱づなを握にぎりしめた。

「マッキムード殿どの……！」

　エタトラットは声を詰つまらせつつも、今はレオームを逃にがす事が何よりも大事だと、前を向いて馬を走らせた。










　第三十七章　剣けんの聖ひじり




　鉄てつ壁ぺきのエタトラットにレオームを預け、一人残った剣けん聖せいマッキムードは、追っ手の軍勢に相あい対たいするとゆっくり剣けんを抜ぬいた。

「イアンマッドの騎き士しにもアミスフォッグの騎き士しにも、これまで随ずい分ぶんと稽けい古こを付けてやったものじゃが、その後の精しよう進じんの程ほどを見せてもらうとしようかの」

　その顔に、凄すごみのある笑えみが浮うかんだ。

「生きてこの儂わしの横を通り過ぎる事が出来たならば、皆かい伝でんを名乗る事を許可しよう！」

　レオームであれば、仮にも師し弟てい関係にあった騎き士しを相手に剣けんを交える事は躊ちゆう躇ちよしただろう。だが、真の武人たるマッキムードに一いつ切さいの迷いはない。相手も皆みな、一人前の騎き士し。それが、戦う事を選んだのである。ならばこちらもその意志を尊重するまで。今や話し合いの段階はとっくに過ぎたのだ。ここからは剣けんで語る段階。相手が誰だれであろうとも本気で殺しにいく。それが戦いに生きるディアスフェルドの騎き士しにとっての常識であり、武人としての礼れい儀ぎなのだ。

　もちろんそれは追っ手であるイアンマッドの騎き士しやアミスフォッグの騎き士したちも同様。一いつ切さいの遠えん慮りよも手加減も無く、マッキムードに向かって突とつ進しんする。

「我わが名はナビティライ！　一いち番ばん槍やりの誉ほまれ、頂ちよう戴だい致いたす！」

　先頭を走っていたアミスフォッグの騎き士しが槍やりを突ついた。

　年代記作者ネグィオスによればこのナビティライという騎き士しは一度の合戦で十じゆつ騎きの将を討うち取とった事もある槍やりの使い手。イアンマッド屈くつ指しの槍やりの名手である長なが腕うでのイライオルとの馬上試合にも勝った事がある高名な騎き士しだったという。

　だがマッキムードは平然と馬上で待ちかまえ、槍やりの穂ほ先さきを頰ほほに掠かするほどのギリギリで躱かわすと同時に剣けんを切り上げた。相手の手た綱づなと槍やりの柄えが一ひと太た刀ちで両断される。武器を失い、馬の制せい御ぎよも失うナビティライ。だがマッキムードの剣けんはそれだけでは止まらない。切り上げた剣けんの切っ先はそのまま吸すい込こまれるように相手の兜かぶとの隙すき間まを縫ぬい、ナビティライの目を貫つらぬき通とおす。

　馬が馳はせ違ちがう一いつ瞬しゆんの内にそれだけの事をやってみせるマッキムード。傍はた目めには、何な故ぜかナビティライは何もせず、黙だまってマッキムードに顔を貫つらぬかれたようにしか思えない。思わず騎き士したちは驚おどろきの声を上げた。

　しかしそれに臆おくすることなく、新手がすぐにマッキムードに襲おそいかかる。

「お次はこのエトナヴィンがお相手仕つかまつる！」

　エトナヴィンという騎き士しは大だい蛇じや退治の伝説を持ち、ティーンゼイ王とも戦った事があるという猛も者さだった。しかしマッキムードはこれもすれ違ちがい様の一いつ瞬しゆんで、右みぎ腕うでを鎧よろいごと肩かたから斬きり落とす。

「我こそはニナセーム！　お命頂ちよう戴だい致いたす！」

　三人目は槍やりではなく剣けんを抜ぬいて斬きりかかってきた。

　マッキムードは剣けんを受け止めながら、その音と感かん触しよくに眉まゆ根ねを寄せる。

　……さっきので少し毀こぼれたか。

　刃はこぼれを気にしたかと思うと、次の瞬しゆん間かんマッキムードはニナセームの剣けんに柄つかを絡からめて奪うばい取とった。それと同時に、腰こしの短たん剣けんを抜ぬいて兜かぶとの隙すき間まからニナセームの首を刺さす。

　全て、すれ違ちがい様の一いつ瞬しゆん。見ている者には、マッキムードが剣けんを取とり替かえた事すら分からない。

　その後も、向かってくる高名な騎き士したちを、目にも止まらず早はや業わざで次々と仕留めるマッキムード。

　ダミフス王の側近を務める騎き士したちは一人一人が叙じよ事じ詩しの主人公になるほどの有名かつ実力ある騎き士しばかりだったが、或あるいは顔を、或あるいは首を、或あるいは脇わきの下したを、或あるいは胴どうを、次々と貫つらぬかれて馬から落ちていった。
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　マッキムードは敵のマントで刃はに付いた血ち糊のりと脂あぶらを拭ぬぐい、また時には敵の剣けんを奪うばって切れ味の鋭するどさを保ちながら、向かってくる敵を次から次へと斬きり捨すてていく。

　思わず馬を止める追つい撃げきの騎き士したち。

　馬に乗って追いかけてきたダミフス王はその様子を見ると、豪ごう快かいな笑い声を上げた。

「さすがは一人で一軍に匹ひつ敵てきすると謳うたわれた剣けん聖せいマッキムード！　見事な手て練だれよの！」

「ダミフス王！」

　馬上で剣けんを構えるマッキムード。

　ダミフス王はニヤリと笑った。

「至し聖せい皇こうたるこの俺おれに刃はを向けるのに、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもない！　さすがは剣けんの聖ひじり。純じゆん粋すいなる戦士とは、そうでなくてはならん！」

　そう言って自らも剣けんを抜ぬく。

「よく見るがよい。これが三つ目の神しん宝ぽう、イグナスクだ」

「神しん剣けんイグナスク……！」

　その名を聞いたマッキムードは、思わず目を見張った。

「そう。さすがの剣けん聖せいも、見るのは初めてだろう。これこそが、至し聖せい皇こうを殺した剣けん！　この俺おれを至し聖せい皇こうに選んだ聖なる剣けんよ！　貴様の武ぶに敬意を表し、この神しん剣けんにかかって死ぬ栄えい誉よを与あたえよう！」

　高らかに宣言してマッキムードに切っ先を向けるダミフス王。

　だがマッキムードはニヤリと笑って受け流す。

「一いつ騎き討うちの申し出ならお断り申す。貴公と斬きり合っている間に、他の騎き士しにレオーム様を追われては困りますのでな」

「ほほう！　遠えん慮りよせず全員でかかってこいと申すか！　さすがは剣けん聖せい！　よくぞ申した！」

　ダミフス王は豪ごう快かいに大笑した。

「無む駄だだと思うが念のため聞いておこう！　貴様、俺おれに仕える気はないか！　至し聖せい皇こうの騎き士しとして、最上の名めい誉よを持って遇ぐうしようぞ！」

　マッキムードはまたしても笑っていなした。

「無む駄だだとお分かりなら初めから聞かぬがよろしかろう。この儂わしとてディアスフェルドの騎き士し。至し聖せい皇こう様のお言葉に否と答えるのは心苦しいものなのじゃ。たとえそれがお主であってもな」

「それは悪い事をした！　では詫わびとして、心おきなくその剣けんを振ふるえるようにしてやろう！」

　ダミフス王はそう言うと、周りの騎き士したちに向かって叫さけんだ。

「皆みなの者！　聞いての通りだ！　一対一にこだわる必要はない！　剣けん聖せいの力は一人で一軍に匹ひつ敵てきする事を認め！　その実力に敬意を払はらい！　全員が一丸となり、全力を以もつて討うち取とるのだ！」

　その言葉が終わると同時に、騎き士したちは喊かん声せいを上げ、一いつ斉せいにマッキムードに襲おそいかかった。周囲を取り囲み、全方位から槍やりを突つき出だす。

　マッキムードはさっと馬の鞍くらの上に立つと、ヒラリと跳とんで槍やりを躱かわし、剣けんを横薙なぎに一いつ閃せんした。マッキムードの体の周りを丸く刃やいばの残像が取り巻く。次の瞬しゆん間かん、槍やりの柄えが全て斬きられて穂ほ先さきが跳はね飛んだ。

「っ！」

　騎き士したちは驚おどろいて動きを止めた。

　そこへ、次の一いつ閃せん。今度は馬の首が血ち飛沫しぶきと共に宙に飛ぶ。

「……っ！」

　慌あわてて馬から飛び降りる騎き士したち。

　押おし寄よせようとしていた後続の騎き士したちも、思わず怯ひるんで馬を止めた。

　マッキムードは自分の馬の鞍くらに静かに立って、敵を見下ろす。

　騎き士したちは、マッキムードの次の動きを警けい戒かいしてその場に固まる。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　次の瞬しゆん間かん、マッキムードは鞍くらの上から再び跳ちよう躍やくした。敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかに飛び降りると同時に、再び剣けんを一いつ閃せん。その刃やいばは今度は鎧よろいごと騎き士したちを両断し、兜かぶとを被かぶったままの首が同時にいくつも飛んだ。

　マッキムードは鎧よろいごとぶった切ったせいでボロボロに刃はこぼれした剣けんを見て苦く笑しようする。

「熱を発した時のレオーム様のようには行かぬわな」

　そして、斬きり殺ころした騎き士したちの体が倒たおれる前に剣けんを奪うばうと地面に突つき刺さした。手持ちの剣けんを、その内の一本と持もち替かえる。

「一ひと振ふりで仕留められるのがざっと十人。その一振ふりで剣けんは使い物にならなくなるが、その都度新たな剣けんが十本手に入る。とすると、理り屈くつの上では永遠に斬きれる計算になるのう……」

　返り血に塗まみれながら、騎き士したちの前に立ちはだかって笑うマッキムード。

　ダミフス王は嬉うれしそうに叫さけんだ。

「おお！　百を超こえる我わが騎き士したちが全ぜん滅めつさせられてしまいそうな勢いだ！　まこと、剣けん聖せいの名にふさわしい！」

　まるで憧あこがれの英えい雄ゆうを見てはしゃぐ子供のように顔を輝かがやかせる。

　そして、配下の騎き士したちを鼓こ舞ぶした。

「あれほどの騎き士しを討うち取とった者になら、この世のありとあらゆる栄えい誉よを授さずけても惜おしくない！　さあ貴様ら、我わが前に武勇を示せ！　今こそディアスフェルド最高の騎き士しとなる好機ぞ！」

　死しに物もの狂ぐるいでマッキムードに群がる騎き士したち。

　マッキムードは第一波を鎧よろいの上から斬きり払はらい、跳とび上あがると相手の肩かたを踏ふみ台だいにして包囲を抜ぬけた。そして、着地と同時にその場の数人を更さらに斬きる。倒たおした敵の体を盾たてに使って新たな攻こう撃げきを凌しのぐと、その腰こしの剣けんを引ひき抜ぬいてボロボロの剣けんと取とり替かえ、また新たに鎧よろいごと敵を斬きり伏ふせる。

　百ひやつ騎きもいたはずの追つい撃げきの騎き士したちは、あっという間にわずか十数騎きを残すばかりとなった。その十数騎きの騎き士しも馬を斬きられ、徒歩で剣けんを抜ぬいてマッキムードに襲おそいかかるが、当然ながら為なす術すべもなく斬きり伏ふせられる。

　しかしその時、斬きられた騎き士しの体を貫つらぬいて、一本の剣けんがマッキムードの胸に突つき刺ささった。

「な……っ!?」

　驚おどろいて自分の胸を見るマッキムード。

　その刃はは、先さき程ほど見た神しん剣けんイグナスクだ。

　襲おそいかかってきた騎き士しの体を背中から突つき通とおし、胸から出た刃やいばがマッキムードの心臓を貫つらぬいていた。

「まさか、臣下の騎き士しごと……」

　呟つぶやく口から血が噴ふき出だす。

　ダミフス王が、貫つらぬかれた騎き士しの背後から姿を現した。

「約束通り、神しん剣けんイグナスクで死ぬ名めい誉よをくれてやる。貴様以外でこの剣けんによって死んだ者は、至し聖せい皇こうとなった者のみだ。あの世で自じ慢まんするがよい」

　傲ごう岸がんな笑えみを浮うかべてマッキムードを見るダミフス王。

　マッキムードはダミフス王を見て苦く笑しようした。

「鎧よろいを着た人間を二人まとめて貫つらぬき通とおすとは……。これは、皆かい伝でんを認めてやらねばなるまいて……」

　その膝ひざから、力が抜ぬけた。

　そしてガクリと崩くずれ落おちる。

　ダミフス王は剣けんを引ひき抜ぬくと、血を振ふり払はらい、丁てい寧ねいに刃はを拭ぬぐって鞘さやに収めた。

　そこへ、東からイアンマッド城へ向かっていた本隊の騎き士したちが到とう着ちやくした。

「ダミフス王！」

「ご無事で！」

「一体これは何が……！」

　地面に横たわる無数の死体の様子を見て驚おどろく騎き士したち。

　ダミフス王は大声で嘆なげいた。

「何とも悲しむべき事があった！　この俺おれはたった今、ディアスフェルドで最も有能な騎き士しを百人も失い、更さらにはその百人を遥はるかに上回る価値のある剣けん聖せいまでも失ったのだ！」

「剣けん聖せい！」

「あのマッキムード殿どのが死んだと……！」

　驚おどろきざわめく一同。

　ダミフス王はそんな家臣たちの驚おどろきを無視して、レオームの逃にげた西の方角を睨にらんだ。

「だが剣けん聖せいに、その技わざの全てを受うけ継ついだ弟で子しがいた事は幸いだ！　レオームよ！　どこへ行こうと逃にがしはせん！　その右手の指輪ともども、必ず我わが物にしてくれよう！」

　そう言って高らかに笑うダミフス王。

　家臣の一人がマッキムードの死体を確かく認にんすると、ダミフス王を見上げた。

「剣けん聖せいの葬そう儀ぎは如何いかが致いたしましょう？　ダミフス王直じき々じきに喪も主しゆを……？」

　それを聞いたダミフス王は、厳しい表情で言い放つ。

「マッキムードは至し聖せい皇こうに刃はを向けた逆ぎやく賊ぞくだ。葬ほうむる事はならん。その骸むくろを晒さらして見せしめとせよ。それ以外は、勇ゆう敢かんな騎き士しにふさわしいように弔とむらえ」

「しかし、イアンマッドの騎き士しもいるようですが……」

　戸と惑まどい顔で死体を見下ろす騎き士し。

　ダミフス王はガッとその頭を摑つかんだ。

「俺おれの騎き士しだ。ディアスフェルドの騎き士しは全てな」

　顔を覗のぞき込こむようにして静かに凄すごむと、適当な空き馬に乗ってイアンマッド城に引き返すダミフス王。

　睨にらまれた騎き士しはその場にへたり込こみ、腰こしを抜ぬかしてしばらく立ち上がれなかった。










　第三十八章　アティスナス王の演説




　剣けん聖せいマッキムードがダミフス王に討うたれてから三日後の夕暮れ。

　気を失っていたレオームはようやく目を覚ました。

　周囲を見ると、石造りの壁かべが目に入る。どこかの城のようだ。

　耳の側で、黒くろ髭ひげのオークナグの馬ば鹿かでかい声がした。

「レオーム様！　お目覚めになられましたか！」

　その大声に思わず顔をしかめてから、ゆっくりと体を起こすレオーム。

「ここは……？」

　今度はフィーリの声がした。

「ハイアッド城です。レオーム様」

　声のした方を振ふり返かえると、フィーリの他にもアティスナス王やサミロイ王やロッターヴ王、長なが腕うでのイライオルに鉄てつ壁ぺきのエタトラット、そして鉄のオステートや双そう剣けんのグルーティックらが顔を揃そろえているのが目に入った。

　しばらくしてようやく何があったか思い出す。

「俺おれはどれくらい眠ねむってた？」

　レオームが尋たずねると、黒くろ髭ひげのオークナグが答えた。

「丸々三日です」

「三日もか……」

　フィーリが取りなすように言う。

「マッキムード殿どのの一いち撃げきを受けたのですから仕方ありません。恥はじる事ではないかと」

　そこでレオームはハッとしたように部屋の中を見回した。

「そうだ！　師し匠しようは!?　師し匠しようはどうした！」

　居並ぶ面々の中に、剣けん聖せいマッキムードの姿はない。

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが申し訳なさそうにうつむいた。

「マッキムード殿どのは一人あの場に残られました。我らと共に逃にげてはレオーム様の居所がダミフス王に分かってしまうからと」

「一人で……」

　レオームは驚おどろいたように目を見開く。だが、すぐ思い直したように呟つぶやいた。、

「いや、あの師し匠しようなら、相手が百人でも二百人でも死にゃしねえ……！　きっと無事だ……」

　半ば祈いのるように手を組むレオーム。

　そして、改めて皆みなの顔を眺ながめると尋たずねた。

「それで、みんな顔を揃そろえてるって事は、ちゃんと伝令は出してくれたんだな。作戦は失敗で、イアンマッド城はダミフス王に取られたと」

　エタトラットがうなずく。

「はい。タガン村でオークナグ殿どのと合流した時点で早馬を送りました。諸国の王もこちらに集まっておりますれば、何も知らずにイアンマッド城へ向かう恐おそれはありませぬ」

「そうか。よくやってくれた。さすが歴戦のエタトラットだぜ」

　レオームはホッと溜ため息いきを漏もらした。

　黒くろ髭ひげのオークナグが不安そうに尋たずねる。

「しかしレオーム様、これからどうなさいます？」

「まったく、どうしたもんだろうな……。イアンマッド城は取られ、その上ダミフス王が至し聖せい皇こうになったとか……。戦ったらこっちが逆ぎやく賊ぞくだぜ……」

　肩かたを落としてうつむくレオーム。

　フィーリがまだ信じられないといった顔で確かく認にんした。

「ダミフス王が至し聖せい皇こうになったというのは間ま違ちがいないのですか？」

　レオームはうつむいたまま、力なく答える。

「ああ。大神官のラウデュッフがはっきりとそう言った。アボロアムの大神官が冗じよう談だんでそんな事言うわけがねえし、脅おどされてそんな噓うそ吐つくくらいなら殺される方を選ぶだろう。それにあの時の顔は、本当の事だからこそ悔くやしいって表情だった」

「そんな……」

　一同は言葉を失った。

　レオームは目を伏ふせたまま、暗い声で続けた。

「今や大義は向こうにある。俺おれは先代の至し聖せい皇こうの騎き士しに叙じよせられたが、今となっちゃ何の意味もなくなっちまった……」

　それを聞いたフィーリが慌あわてて否定する。

「そんな事は御ご座ざいません。レオーム様の右手には、まだ神しん宝ぽうの指輪が残っております。三つの神しん宝ぽう全てが揃そろわねば、真の至し聖せい皇こうとは認められぬはず。神しん剣けんは至し聖せい皇こうたる力の証あかし、神鏡は至し聖せい皇こうたる曇くもりなき心の証あかし、そしてディアスフェルドの盟主たるイアンマッド王国に代々預けられし指輪こそは、紛まがう方なき至し聖せい皇こうの正統を示す証あかし。指輪を持たぬダミフス王には、まだ全ての大義が揃そろったわけではありません。だからこそダミフス王はレオーム様の指輪を要求し、そして剣けん聖せいマッキムード殿どのは指輪を渡わたす事を阻そ止ししたのございましょう」

　鉄てつ壁ぺきのエタトラットが力強くうなずいた。

「フィーリ殿どのの言う通りですぞ！　確かにラウデュッフ殿どのは、至し聖せい皇こうを神しん剣けんにて殺した者が、指輪を受うけ継つぎ至し聖せい皇こうとなると申された！　しかし逆に言えば、正統を示す指輪を持たぬ以上、ダミフス王はまだ本物の至し聖せい皇こうではないという事でございましょう！」

　しかしレオームはうなだれたまま言い返す。

「だが、城内を預かっていたイアンマッドの騎き士したちでさえダミフス王に付いたんだぜ？　そのダミフス王と事を構えりゃ、他国の騎き士しや民たみの目に逆ぎやく賊ぞくと映る事は避さけられねえ」

　そして、顔を上げると虚うつろな表情で続けた。

「以前、フィーリは、俺おれとイアンマッドを救うために狂きよう人じんの汚お名めいを被かぶって、折角の名めい誉よを地に落とした。そんな事は二度とさせたくねえと思って、俺おれは自分が王になってディアスフェルド統一の先頭に立つ決心をした。だが今、俺おれがディアスフェルド統一を目指してダミフス王と戦う事が、みんなの騎き士しとしての名を汚けがす事になる。そもそも、俺おれがディアスフェルドを統一しようとしてるのは、アルキランと戦うためだ。ダミフス王がディアスフェルドをまとめて、アルキランを追おい払はらってくれるってんなら、俺おれは退位したってかまわねえ。俺おれよりダミフス王のほうが、王には向いてるだろうしな。俺おれとしても願ったり叶かなったりだぜ」

　力無く、自じ嘲ちよう気味に笑うレオーム。

　皆みなは黙だまり込こんだ。誰だれも何も言えなかった。

　レオームは元々王になどなりたくなかった。その事は、側近の者であればあるほどよく知っていた。なりたくはないが、ならなければ国がまとまらない。だからレオームは無理をして、イアンマッドの皆みなのために敢あえて王となってくれたのだ。そして、ディアスフェルドの皆みなのために統一に乗り出したのだ。そこにはレオームの野心も欲も願望も、何もない。本人自身はやりたくも何ともないのに、ただ皆みなのためを思って、王として立ってくれただけなのだ。

　そのレオームに、一体誰だれが、それでもなお先頭に立って戦えと言えるだろう。至し聖せい皇こうに背そむく逆ぎやく賊ぞくになってまで、命を賭かけろと言えるだろう。

　レオームに近い立場であればあるほど、何も言えなかった。レオームの心を知っていればいるほど、かける言葉が見つからなかった。

　息が詰つまるような沈ちん黙もくが流れた。重苦しい陰いん鬱うつな空気。誰だれもが暗い表情をして、じっと床ゆかを見つめる。

　そんな中、立ち上がったのはインガーティ王アティスナスだった。一歩前に出て、レオームの正面に立つと、断固とした口調で言う。

「お言葉では御ご座ざいますが、ダミフス王がレオーム様よりも王に向いているというご発言には賛同致いたしかねまする！」

「アティスナス王……」

　レオームは顔を上げた。

　居並ぶ騎き士したちも、驚おどろいてアティスナス王の顔を見る。

　アティスナス王は、目を見開き鼻の穴を膨ふくらませて歯を食いしばり、憤ふん懣まんやるかたない表情でレオームを見み据すえた。そして口を開くと、一いつ気き呵か成せいにまくし立てる。

「あのダミフス王という男は、レオーム様の葬そう儀ぎの場に急きゆう襲しゆうをかけたりエシー神しん殿でんを荒あらして神鏡を強ごう奪だつするような恥はずべき所業を平気で行い、しかも、彼奴きやつめの異能の力ならば、レオーム様のご復活でガーシキア攻ぜめの味方が劣れつ勢せいになったのをすぐ知ったはずにもかかわらず、救きゆう援えんも寄よ越こさず、むしろ時じ間かん稼かせぎの捨て駒ごまとして見捨てていったような男です！　目先の勝利だけを考えればダミフス王の判断は正しいように見えるでしょう！　しかし、ディアスフェルド全土を統すべる王として君臨するつもりでいるのなら、このような卑ひ劣れつにして不義の王という印象を下々の間に強く残す事は、愚おろかとしか言いようがありますまい！」

　アティスナス王は怒いかりで肩かたを震ふるわせ、グッと両の拳こぶしを握にぎりしめながら、鼻息荒あらく続ける。

「かの者のやり方は、アルキランの蛮ばん行こうと変わりませぬ！　アルキランのように木を掘ほり起おこして根っこまで薪たきぎにすれば、一見無む駄だなく使っているように見えるかもしれませぬ！　しかし切り株を残さねば蘖ひこばえは育たず、新たな木を得る事が出来ませぬ！　つまり、長い目で見れば、損をしておるのです！　それが分からぬ者は王になる資格がありませぬ！　民は日々の暮らしに追われ、目先の事しか考える余よ裕ゆうを持ちませぬ！　だからこそ、上に立つものが彼かれらの代わりに十年先、百年先を見み越こして国の舵かじ取とりをせねばならぬのです！　騎き士しが正々堂々を旨むねとするのも、目先の勝利だけでなく、その後の統治を見み据すえているからに他なりませぬ！　正々堂々と戦って勝ってこそ、敵に我わが方ほうの力を認めさせ、屈くつ服ぷくさせ、心服させ、かつての敵を心強い家臣に変える事が出来るのです！　勝てば良かろうと卑ひ劣れつな騙だまし討うちで勝利を掠かすめ取とっても、『実力で負けたのではないのだから、もう一度やれば勝つ』などと思われるだけ！　それではいつまで経たっても混乱は収まらず、敵地の平定はなりませぬ！」

　レオームおよびその場の一同は、アティスナス王の思いがけぬ気き迫はくに息を吞のみ、その言葉に聞き入った。

　アティスナス王はドンと強く床ゆかを踏ふみしめ、レオームに向かって一歩近寄った。

「今、私がダミフス王に対して抱いだいている気持ちを率そつ直ちよくにお話すれば！　レオーム様の葬そう儀ぎに合わせた奇き襲しゆうがなく、お互たがい正面から全力で戦っていれば、ダミフス王が北上して聖地アボロアムへ乗のり込こむ事など有り得なかったという事！　そして、ダミフス王が至し聖せい皇こうを継つぐ資格を手に入れていなければ、レオーム様がダミフス王如ごときに屈くつするはずがないという事！　これで御ご座ざいます！　レオーム様麾き下かの諸王の中で最も怯きよう懦だなこの私にさえそう思われたという事は、レオーム様に従う勇ゆう敢かんなる王や騎き士しの全てが同じ思いを抱いだいておりましょう！　ダミフス王は、一地方を治める諸王の一人としてならば、きっと優ゆう秀しゆうなのでしょう！　いくつかの国をまとめて支配する程度の器量もあるのやもしれませぬ！　しかし、彼かれの器うつわは精々そこまで。王の王たる器ではない！　ディアスフェルド全土を統すべる王たる器をお持ちなのはレオーム様！　あなたを措おいて他にはいらっしゃらぬのです！」

　目を血走らせ、頰ほおを紅潮させて、凄すさまじい形相でレオームを見み据すえるアティスナス王。

　レオームは、思わず冷ひや汗あせを浮うかべた。

　アティスナス王は自分の胸に手を当てる。

「この私めは、イアンマッド王国が弱体化したとみれば即そく座ざに国土を奪うばおうと企たくらみ、そのイアンマッド王国が力を取とり戻もどしてフィーリ殿どのが脅おどしに来ればたちまち震ふるえ上あがってレオーム様の下もとへ許しを請こいに行くような、浅ましく卑いやしき人間で御ご座ざいます！　それ故ゆえ、自分と同様に浅ましく卑いやしい人間の事はよく分かるのです！　ダミフス王は力こそあれど、その性しよう根ねは所しよ詮せん、私の同類に過ぎませぬ！　否、自分こそがディアスフェルドの王にふさわしいと自惚うぬぼれている分、この私にすら劣おとりましょう！　そんな男に従えなどとは、たとえレオーム様のご命令であっても聞けませぬ！　私がお仕えするのはこの世で唯ゆい一いつ、レオーム様だけだと思い定めておりますれば！」

　怒いかりに声を震ふるわせながら、アティスナス王は断固として言い切った。

　そして、肩かたで息をしながらレオームをじっと見つめると、その前に膝ひざを突つく。

　アティスナス王の演説に、その場の誰だれもが言葉をなくした。誰だれもが圧あつ倒とうされた。

　アティスナス王は、レオームが王になりたくなかった事も、ディアスフェルド統一すら仕方なく始めたものである事も、どちらも知らない。だからこそ、余計な遠えん慮りよがなかった。変に気き遣づかう事がなかった。だからこそ、ただ真まっ直すぐに、自分の思いをぶつける事が出来た。

　騎き士したるもの、己おのれがこれと見み込こんだ王にのみ仕えたい。己おのれの見み込こんだ王に命を捧ささげたい。そしてその王はこの世にレオームただ一人。その気持ちを、真っ向からぶつける事が出来た。レオームの側近の誰だれもが言いたくて、でも側近だからこそ言えなかった事。外と様ざまのアティスナス王だからこそ、言い切る事が出来た事だった。

　一いつ瞬しゆんの、しかし永遠とも思える沈ちん黙もく。

　やがて堰せきを切ったように、方々から万ばん雷らいの拍はく手しゆが湧わき起こった。賛同と喝かつ采さいが、部屋中を埋うめ尽つくした。アティスナス王が開けた穴から、皆みなの感情が一気に噴ふき出だし、爆ばく発はつした。

「アティスナス王！　よくぞおっしゃってくださった！」

　黒くろ髭ひげのオークナグが、感激の涙なみだを浮うかべながら立ち上がった。そして、アティスナス王の横に並ぶと、レオームに真っ正面から向き合った。

「私は家臣として、レオーム様がお望みならば、どんな事であっても従うべきだと思っておりました！　それが忠義の道であると思っておりました！　しかし今、アティスナス王が完全に私の気持ちを代弁してくださった！　私はレオーム様以外の王に仕える気などありませぬ！　ましてや、正面からの戦いを恐おそれてレオーム様の葬そう儀ぎに奇き襲しゆうを掛かけてくるような、卑ひ怯きよう者のダミフス王などには、決して仕えませぬ！　ダミフス王に刃はを向ければ逆ぎやく賊ぞくになるというのなら、私は喜んで逆ぎやく賊ぞくとなりましょうぞ！」

　そう言ってレオームの前に片かた膝ひざを突つく。

　その言葉に、長なが腕うでのイライオルも立ち上がった。

「私も同じく！　かつてフィーリ殿どのがイアンマッドのために自ら汚お名めいを被かぶったのを、実は内心羨うらやましく思っていたのだ！　私にもいつかそれほどの忠誠心を示す機会が訪おとずれはせぬかと！　レオーム様のために逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいを着れるとあれば、それを逃のがす手はない！」

　爽さわやかに笑うと、オークナグの隣となりに並んで跪ひざまずいた。

「私も！」

「私もだ！」

　次々に賛同の声が上がった。

　そして、アティスナス王の左右に並び、膝ひざを突つく。

　部屋にいた全員が、レオームの前に跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「お前ら……」

　レオームは、驚おどろいて皆みなの顔を見回した。

　レオームにとっては、皆みながこんなにも自分を慕したっている事が予想外だった。こんなにも固い忠誠を捧ささげてくれている事が予想外だった。

　これまでレオームはずっと、自分が王になったのは、王家に生まれついたからだと考えていた。王家に生まれ、兄が不在だから、自分が王になるしかなかった。それ以外の理由など考えた事もなかった。自分がそう考えているように、皆みなもそう考えていると思っていた。レオームだから仕えるのではない。レオームが、たまたまイアンマッド王を継ついだから仕えるのだと、心のどこかでそんなふうに思っていた。

　イアンマッド城の騎き士したちがダミフス王に付いて自分たちに弓を引いたのを見て、その思いは尚なお更さら強まった。イアンマッド王家よりも高い権けん威いを持つ至し聖せい皇こうが現れれば、古くからの家臣たちといえども簡単に離はなれていってしまう。自分が得られる忠誠など、その程度のものだと思っていた。だから、王位を投げ出す事にも躊ちゆう躇ちよは少なかった。皆みなの騎き士しとしての名めい誉よを汚けがすくらいなら、王位など捨ててしまっても構わないと、安易に考えていた。ダミフス王に降くだるのも決して悪い判断じゃないと、簡単に諦あきらめかけていた。

　だが、違ちがうのだ。

　彼かれらはレオームがイアンマッドの王子という立場だから忠誠を誓ちかったのではない。身分など関係なく、レオームだからこそ、忠誠を誓ちかってくれているのだ。その忠誠は、レオームがレオームである限り、決して失われる事はないのだ。なのにレオームが彼かれらを捨て、王を退しりぞくとしたら、それこそが彼かれらに対する裏切りなのだ。

　……俺おれは、勘かん違ちがいをしてた。

　レオームは顔を上げた。その目が、フィーリと合った。

　フィーリは、レオームに仕えた最初から、己おのれの名めい誉よを擲なげうって狂きよう人じんの謗そしりを敢あえて受けてまで、イアンマッドとレオームのために働いてくれた。その後も、罠わなである可能性を知りながらガーシキアに乗のり込こみ、あてもない命の森を求めて海の上を一人彷徨さまよい、生きては戻もどれぬはずの試練を乗のり越こえてレオームのために命の木の若芽を取ってきてくれた。そのフィーリの忠誠が、自分の思うような軽いものであるわけなどなかった。

　レオームは、皆みなの顔を見回した。

　フィーリに限った事ではない。黒くろ髭ひげのオークナグにせよ、鉄てつ壁ぺきのエタトラットにせよ、長なが腕うでのイライオルにせよ、彼かれらの忠誠が揺ゆらいだ事が、これまで一度でもあっただろうか。彼かれらの忠義を疑わせるような事が、これまで一度でもあっただろうか。

　彼かれらはどんな窮きゆう地ちでも決して逃にげ出ださず、常に命を賭としてレオームに付いていてくれた。そして今も、心から付き従ってくれている。そんな事は今までだって充じゆう分ぶん分かっていたはずだった。感謝しているつもりだった。

　だが、心の一番奥おく底そこでは、それを信じ切る事が出来ないでいた。自分がそれほどの忠誠に値あたいする王だと信じ切れないが故ゆえに、自分に捧ささげられる忠誠も信じ切れなかったのだ。これほど立派な騎き士したちからそんなにも固い忠誠を得られるなんて、信じられなかったのだ。

　……俺おれは今まで、自分を軽かろんじる事で、コイツらの事まで軽かろんじてたんだな。

　自分が獲かく得とく出来る忠誠なんてたかが知れていると思う事は、目の前の彼かれら一人一人が捧ささげてくれている心からの忠誠を、たかが知れたものだと看み做なす事。それこそが、命いのち懸がけで尽つくしてくれている仲間たちに対する最大の侮ぶ辱じよく。騎き士しとしての名めい誉よを汚けがす事なのだ。その事に、気が付いた。アティスナス王と皆みなの態度で、その事に気付かされた。

　気付いた以上、彼かれらの気持ちに応えないわけにはいかなかった。彼かれらの気持ちに応えるためにも、王を退くわけにはいかなかった。

「……どうやら、退位し損そこねちまったようだな」

　レオームはそう呟つぶやくと、力強く立ち上がった。

　その顔に、吹ふっ切きれた明るい笑えみが浮うかぶ。

「考えてみりゃ、俺おれは兄貴と約束したんだ。兄貴が戻もどってくるまでイアンマッドを守るってな。なのにそのイアンマッドをダミフス王に獲とられたまんまじゃ、兄貴が帰ってきた時に合わせる顔がないぜ」

　長なが腕うでのイライオルが拳こぶしを握にぎり、大きくうなずいた。

「そうですとも！　ダミフス王など、追おい払はらってやりましょう！」

　レオームは続いてフィーリに目を留とめた。

「それに、ディアスフェルドを統一するのがフィーリと結けつ婚こんするための条件だ。あと一息ってとこまで来たのに、ここでダミフス王に降くだっちまったら、俺おれはまた一から嫁よめ探さがしをしなきゃならねえ。ホヨットに『元気のいい娘むすめ』を奨すすめられるのはもう勘かん弁べんして欲ほしいからな」

　冗じよう談だんめかしていつもの笑え顔がおを浮うかべるレオーム。

　黒くろ髭ひげのオークナグが大声で笑った。

「まったくですぞ！　こんなに素す晴ばらしい妃きさきを手に入れる機会を諦あきらめて、この私を女にしたよりも酷ひどい化け物と結けつ婚こんしようなど、正気の沙さ汰たではござらん！」

　その言葉に、皆みなは一いつ斉せいに笑い声を上げる。

　レオームの顔に笑え顔がおが戻もどった事で、一同の間に安あん堵どが広がり、途と端たんに明るい空気が戻もどってきた。それはまるで、長い冬が終わって太陽が再びその輝かがやきを取とり戻もどし始めた春の訪おとずれのようだった。

　その時、鉄てつ壁ぺきのエタトラットの甥おいである疾しつ風ぷうのエザカットが息を切らして駆かけ込こんできた。

「叔お父じ上！　大変です！　ダミフス王の軍勢が、イアンマッド西側の村々を襲おそっております！　村人たちは家を焼かれ、抵てい抗こうした者は殺されて、着の身着のままで行く当てもなく逃にげ出だしている有あり様さま！　焼け出された領民たちは、庇ひ護ごを求めてハイアッドへと向かっております！」

　驚おどろいて振ふり返かえるエタトラット。

「何だと！　何な故ぜダミフス王はそんな真ま似ねを……！」

「レオーム様の行方ゆくえを捜さがしているのだとか！　レオーム様の身み柄がらを引ひき渡わたさぬ村は全て焼くと、そのように言っておるようで御ご座ざいます！」

　エザカットはそう言ってから、レオームが起き上がっているのにようやく気付いた。

「あっ！　レオーム様！　いつお目覚めに!?」

　レオームは、その言葉も耳に入らぬ様子で立ち上がった。

「ダミフス王！　無茶苦茶しやがる……！」

　その拳こぶしが、怒いかりに震ふるえた。

　そして、皆みなの顔を振ふり返かえる。

「お前ら！　救きゆう援えんに向かうぞ！」

　さっきまで悄気しよげていた事など噓うそのように、迷いなく命令を下すレオーム。

　そして皆みなは、支し度たくを調ととのえると大急ぎで馬を走らせた。










　第三十九章　神々の使い




　騎き士したちを引き連れてハイアッド城を出たレオームは、エザカットの報告にあった村に到とう着ちやくすると思わず絶句した。

「こりゃあひでえ……」

　家は全て焼かれて村には生きた人ひと影かげは一つも無し。

　広場に絞こう首しゆ台だいがいくつも設置され、何十人もの死体が吊つるされている。

　その脇わきには立て札が一枚。

　──この者ら、至し聖せい皇こうに刃は向むかいし逆ぎやく賊ぞくなり。首を吊つりその屍しかばねを晒さらして諸もろ人びとへの見せしめとす。埋まい葬そうするべからず。

「いくら何でもやりすぎだ……」

　長なが腕うでのイライオルが呆ぼう然ぜんとして立たち尽つくした。

「これのどこが至し聖せい皇こうのやる事だというのか！」

　温おん厚こうな鉄てつ壁ぺきのエタトラットも、余りの惨さん状じように激げき昂こうする。

「死体を晒さらし者ものにするなど、アルキランの連中と変わらんではないか……！」

　黒くろ髭ひげのオークナグもギリギリと歯は軋ぎしりをして憤ふん慨がいした。

　フィーリが馬を下りた。

「レオーム様。彼かれらを下ろして埋まい葬そうしてやってもよろしいでしょうか」

　レオームはその言葉でやっと我に返る。

「ああ。コイツらはみんな、きっと俺おれの味方をして死んだんだ。丁てい重ちように葬ほうむってやらねえと」

　悔くやしそうにそう言いながら、自分も下馬して死体を下ろしに掛かる。

　他の騎き士したちもレオームに倣ならい、吊つるされた死体を下ろし始めた。

「……確かに、アティスナス王の言う通りだぜ。ダミフス王にディアスフェルドを任せたら、アルキランに占せん領りようされたのと同じ事になっちまう」

　死体を埋まい葬そうし終えると、歯は軋ぎしりをするレオーム。

　その時、遠くから大軍が向かってくる蹄ひづめの音が聞こえた。

　音のする方へ振ふり向むくと、土つち煙けむりが見える。

「ダミフス王の軍だ！」

　レオームが叫さけび、急いで馬に乗った。

　軍の中なか程ほどに陣じん取どったダミフス王は、レオームたちが見える距きよ離りまで近づくと、停止の合図をした。そして、大地を揺ゆるがす馬の足音をも搔かき消けすような大だい音おん声じようで叫さけぶ。

「やはり来たかレオーム！　貴様程ほどの男なら、村を焼かれていると知れば、身の危険を顧かえりみずに必ず現れると思っていたぞ！　俺おれの見み込こんだ通りだ！」

「しまった！　罠わなですレオーム様！」

　レオームたちをここまで案内した疾しつ風ぷうのエザカットが慌あわてて顔色をなくす。

　レオームはダミフス王を真まっ直すぐに見み据すえて怒ど鳴なり返した。

「テメエは人を呼び出すのにいちいち村を焼くのか！」

　ダミフス王は動じない。

「そう怒おこるなレオーム！　俺おれとて辛つらいのだ！　今やディアスフェルドは全て俺おれの物！　イアンマッドの小さな村でも、失えば俺おれの損失だ！　この世の全てを手に入れたい俺おれにとって、たかが村一つとはいえ失う事がどれ程ほど辛つらいか、貴様に分かるか！　だが、貴様の右手にあるその指輪は村一つどころかイアンマッド王国全てを焼やき払はらってでも手に入れる価値がある！　そしてレオーム！　貴様自身もな！　恨うらむなら、その指輪と貴様自身の価値を恨うらめ！」

　レオームはギリッと歯を食いしばると、手た綱づなを握にぎりしめた。

「自分勝手な理り屈くつ振ふりかざしてんじゃねえ！　今すぐテメエのその首刎はねてやるから待ってろ！」

「おお！　早く我わが下もとへ来い！　こちらはずっと待ちかねているのだ！」

　嬉うれしそうに両手を広げるダミフス王。

「ふざけやがって！」

　レオームはカッと頭に血が上り、反射的に馬の横腹を蹴けると、単たん騎きで敵に突とつ撃げきした。

「いかん！　レオーム様をお守りせよ！」

　黒くろ髭ひげのオークナグが叫さけんで、レオームの後を追う。

　他の騎き士したちも、慌あわててレオームを追いかけた。

　どのみち、多数対少数のこの状じよう況きようでは、一点突とつ破ぱを計って一気にダミフス王を討うち取とる以外に勝ち目はない。

　全員肚はらを括くくると、心を一つにし、何の合図も指示もないまま一いつ斉せいに動き出す。

「レオーム様！　我らが道を切り開く間、少々お待ちを！」

　疾しつ風ぷうのエザカットがレオームを追おい抜ぬいて前を塞ふさぎ、速度を落とさせる。そして、馬上で弓を構えた。

「まずはこの私が敵の正面に風穴を空けてみせましょう！」

　馬上から放たれた矢が、ダミフス王の前衛の隊列を乱した。

「よくやったエザカット！　だが一いち番ばん槍やりの誉ほまれは頂いていくぞ！」

　長なが腕うでのイライオルが叫さけびながら追おい越こしていき、騎き士し三百騎きと共に先せん陣じんを切って突つっ込こんだ。矢が刺ささろうが槍やりで突つかれようがお構いなしに、凄すさまじい勢いで突とつ撃げきし、ダミフス王の前衛を百歩余りも切きり裂さいたところでようやく足が止まる。

　そこへ今度は黒くろ髭ひげのオークナグが飛び出した。

「レオーム様はどうかダミフス王と直接ご決着を！」

　騎き士し百五十を引き連れて突とつ撃げきを掛かける。そして、新たに百歩切り開いた。

　長なが腕うでのイライオルと黒くろ髭ひげのオークナグが切り開いた道に、鉄てつ壁ぺきのエタトラットが駆かけ込こむ。そして馬から飛び降りると、切り開いた道を確保するべく盾たてを並べた。

「今の内にお先へ！」

　エザカットはそこで馬を返し、エタトラットたちの並べる盾たての上から敵に矢を放つ。

　それと入いれ替かわるように鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックが前に出た。

　ダミフス王の側からも、槍やりを構えた騎き士しが突とつ進しんしてくる。

　鉄のオステートと双そう剣けんのグルーティックは互たがいに先頭を競きそい合あいながら駆かけ込こみ、一回り大きいハイアッド馬の体を生かして敵の馬を弾はじき飛とばしながら道をこじ開けた。二人とぶつかったダミフス王の騎き士しは、一人の例外もなく高々と宙を舞まい、激しく地面に叩たたきつけられて息絶えた。

　そしてレオームは、フィーリと三十騎きばかりの騎き士しを連れ、家臣たちが切り開いた道を駆かけ抜ぬけた。

　それでも敵の抵てい抗こうは激しく、壁かべは厚い。

　最後の最後で馬を槍やりで突つかれ、レオームは地面の上を転がりながらダミフス王の前に出た。

　フィーリと配下のハイアッド騎き士しが素す早ばやくレオームの周囲を固める。

　ダミフス王はレオームの姿を見ると、ニヤリと笑った。

「来たか！　ならばこの俺おれが直々に相手をせねばなるまい！」

　戦いの喜びに全身の血を滾たぎらせ、手た綱づなを取って馬を走らせるダミフス王。

　そして、挑ちよう発はつするように怒ど鳴なった。

「だが貴様にこの俺おれを殺せるか？　アボロアムの守護者を自じ認にんするイアンマッドの王に、至し聖せい皇こうとなったこの俺おれを！」

　レオームはその場で剣けんを構えながら怒ど鳴なり返す。

「俺おれは至し聖せい皇こうと約束した！　もしディアスフェルドのために至し聖せい皇こうを殺さなきゃならねえような事態になったら、その時は俺おれのこの手で殺すってな！　テメエも覗のぞき見て知ってんじゃねえのか！」

「ふん！　確かにな！」

　ダミフス王は笑いながら、神しん剣けんイグナスクを抜ぬいた。

　そして、レオームを踏ふみ殺そうと馬で襲おそいかかる。

　素す早ばやく横に避よけるレオーム。

　その頭上へダミフス王の剣けんが振ふってくる。

　レオームはそれを剣けんで受けると、走はしり抜ぬけていく馬の尻しりを切っ先で刺さした。

　馬は激しく嘶いななき、驚おどろいて飛とび跳はねる。

「おおっ!?」

　ダミフス王は馬の背から放り出され、地面の上に転がった。

　すかさずレオームは駆かけ寄より、兜かぶとをもぎ取ると、迷いを振ふり切きるように剣けんを振ふった。

　レオームの剣けんが、ダミフス王の首に鋭するどく斬きりつける。

　だが、レオームの剣けんはダミフス王の首に僅わずかに斬きり込こんだだけで止まった。

「なっ!?」

　驚おどろいて反射的に距きよ離りを取るレオーム。

　ダミフス王はニヤリと笑って、首を押おさえながら立ち上がった。

「不思議か。俺おれの首を落とせなかった事が」

　仁に王おう立だちになって、レオームを見下ろすダミフス王。

　レオームは冷ひや汗あせを浮うかべながら、無言で剣けんを構える。

　ダミフス王は無防備なまま、ゆっくり一歩近づいた。

「貴様は、古い王家の血筋に異能の力が現れるのは何な故ぜか知っているか？」

「何だ、いきなり……」

　レオームは、剣けんを構えもしないダミフス王に不気味なものを感じて後ずさる。

　ダミフス王はカッと目を見開いた。

「古い王家の血筋に異能の力が現れる理由！　それは！　古く由ゆい緒しよ正しい血統ほど、至し聖せい皇こうの血が色いろ濃こく受うけ継つがれているからだ！　それらの力は元々全て至し聖せい皇こうの物！　つまり、至し聖せい皇こうたるこの俺おれは、それら全ての力を一人で持っているのだ！」

　そう言うと、勝かち誇ほこったように笑う。

「まさか……」

　絶句するレオーム。

　ダミフス王はうなずいた。

「そうだ！　それ故ゆえ、ルスタットの不死身も、フォーンデリック王の怪かい力りきも、ミスホーイ王の死期を見定める目も、そしてこの俺おれ本来の他人の目に映るものを見、耳に入るものを聞く力も、全てが俺おれの下もとにある！　分かるかレオーム！　至し聖せい皇こうとは人を超ちよう越えつした存在！　神であった我らが祖先の力をそのままに宿した存在なのだ！」

「……！」

　レオームは驚おどろきのあまり、目を見開いて固まった。

　ダミフス王は肩かたを竦すくめてニヤリと笑う。

「とはいえ、その指輪を手に入れておらぬ故ゆえ、まだ不完全ではあるがな。本来、神しん剣けんイグナスク以外ではかすり傷一つ付かぬこの体だが、剣けん聖せいと同等の技量を持つ貴様の剣けんではこの通り傷が付いた」

　そう言って、首に付いた僅わずかな血の滲しみを見せつけた。

「だが、この程度で済んだという事は、幼少期のルスタットよりは固そうだ。そうは思わぬか？　両方とも斬きった貴様の感想はどうだ？」

　挑ちよう発はつするようにレオームの顔を見るダミフス王。

　レオームは戸と惑まどいながら呟つぶやく。

「兄貴の不死身は、竜りゆうの血が滝たきに混じって流れてきてそれを浴びたからだと……」

　ダミフス王は、それを聞くと一いつ笑しように付した。

「それはルスタットの母親が霊れい感かんを得て見た白昼夢に過ぎぬ。ルスタットに不死身の力が発現した時、ルスタットの母は神意に感応して息子むすこの運命を幻げん視ししたのだ。ルスタットの生母オインネットはアボロアムの巫み女こだったからな」

　そして、人間の死期を見て取る力でレオームを見み据すえる。その顔に、猛たけ々だけしい喜びの表情が浮うかんだ。

「おお、喜べレオーム！　お前に死相は出ておらん！　という事は、お前はここで俺おれに殺されるのではなく、俺おれに負けて降くだるという事だ！　俺おれとしても、剣けん聖せいマッキムード亡なき後、剣けん聖せいの技わざを全て受うけ継つぐただ一人の人間である貴様を失いたくはない！　どうも俺おれとお前は、お互たがいにとって良い関係になるよう運命付けられているらしい！」

　その言葉にレオームは愕がく然ぜんとした。

「師し匠しようが……死んだだと……！」

「まだ生きていると思っていたか。無理もない。剣けん聖せいの真の力を知る貴様ならばな」

　ダミフス王は笑うと、手で合図をした。

　後方に控ひかえていた兵たちが、荷馬車に積んだマッキムードの磔はりつけ死体を担かついでくる。そして、地面の上に立てた。

　鎧よろいも兜かぶとも服さえも剝はぎ取とられた、みすぼらしい姿。その肌はだは土気色に乾ひ涸からび、胸から腹の辺り一帯が、乾かわいた血で赤黒く染まっている。だらりと不自然に垂れた首は、出来の悪い人形のようで、最も早はやその体に命が宿っていない事が一目で分かる。

　かつてその肉体は誰だれよりも俊しゆん敏びんかつ精せい妙みように動き、ディアスフェルド中の騎き士しから憧あこがれと尊敬を込こめて剣けん聖せいと讃たたえられた。あらゆる名声と称しよう賛さんが、その腕うでに、腰こしの構えに、足捌さばきに、惜おしみなく与あたえられた。だが今その体は醜みにくく滑こつ稽けいによじれ、だらしなく弛ゆるみ、べっとりと血に汚よごれて、敗者として惨みじめな姿を晒さらしていた。

「至し聖せい皇こうに刃はを向けた逆ぎやく賊ぞくだ。見せしめのため磔はりつけにし、馬車に積んで各地を巡めぐり、晒さらし者ものにしておるのだ」

　無む惨ざんな死体の前で、平然と話すダミフス王。

「テメエ……なんて事を……！」

　レオームは歯は軋ぎしりをしてダミフス王を睨にらんだ。

　ダミフス王は嬉うれしそうな顔で続ける。

「マッキムードの戦い振ぶりはそれは見事だったぞ。たった一人で百ひやつ騎き全てを倒たおし、最後は我わが神しん剣けんイグナスクによって斃たおれた。まさしく剣けん聖せいと呼ばれるにふさわしい、生きた伝説であったわ」

　そして、突とつ然ぜん眉み間けんに皺しわを寄せるとレオームを睨にらみ返した。

「レオームよ！　もし、同等の技量を持つ貴様があの時戦う意志を見せていれば、もっと簡単に全員を倒たおせていたであろう！　そして、マッキムードが死ぬ事もなかっただろう！　分かるか！　同郷の騎き士しを斬きれぬ貴様の弱さが、偉い大だいなる剣けん聖せいの貴重な命を散らせたのだ！」

　レオームは、ぐっと言葉に詰つまった。

　言い返せなかった。

　マッキムードを殺した直接の張本人はダミフス王だ。だが、殺される羽目になったのは、レオームの甘あまさのせい。心の弱さのせいだった。レオームがあそこで戦うと決めていれば、マッキムードほどの騎き士しがむざむざと命を落とす事など有り得なかった。

「確かにアンタの言う通りだぜ……。俺おれは結局、ヤーカスの町と同じ失敗をまた繰くり返かえしちまった。俺おれが戦う意志を見せなかったせいで、死ななくていい人間を死なせちまった。二度とそんな事がないようにと思って王になったのに、その王の座から降りようなんて気の迷いを起こしたせいで大切な師し匠しようを死なせちまった……」

　自分の不ふ甲が斐いなさに体を震ふるわせるレオーム。

　ダミフス王は、愉ゆ快かいそうにレオームの言葉を聞く。

　だがレオームは、そこでキッと顔を上げるとダミフス王に剣けんの切っ先を向けた。

「だからこそ、師し匠しようの前で三度も同じ失敗をするわけにはいかねえ！　ダミフス王！　テメエは今ここで俺おれが討うち取とる！」

　その時、レオームの全身から激しい炎ほのおのような熱が噴ふき出だした。その熱は辺り一帯を覆おおい、天高く立ち上る。鍛か冶じ屋やの炉ろの前に立ったようなひりつく火ほ照てりが、ダミフス王の顔を襲おそい、その髭ひげさえも焦こがした。

「この熱さは……!?」

　驚おどろいて思わず一歩下がるダミフス王。

　目と耳しか共有出来ないダミフス王は、レオームの熱の事を知らない。剣けん聖せいマッキムードも、修しゆ行ぎようの妨さまたげになると考えたのか、それとも生母を焼き殺した忌いまわしい力の事を話したくなかったのか、この熱について人前で語った事はなかった。

　初めて知るレオームの力を、ダミフス王は驚おどろきと興味と警けい戒かいの入り交じった目で見つめた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっっっ[image: !!!!]」

　レオームの雄お叫たけびが響ひびいた。

　その剣けんが鋭するどく閃ひらめいた。

　ダミフス王の頰ほおが切きり裂さかれ、血が迸ほとばしった。

「この不死身の体を切きり裂さくか！」

　ダミフス王は目を剝むいて野や獣じゆうのような笑えみを浮うかべ、負けじと斬きり返す。その剣けんはレオームの着ていた鎧よろいを易やす々やすと切きり裂さいた。

　ダミフス王はそれを見て、全てを見切る。

「このような力を隠かくしておったとはな！　だがこの手応え！　その熱は、貴様自身の鎧よろいも柔やわらかくしてしまうようだな！」

　凄すさまじい熱さに滝たきのような汗あせを流しながら、ダミフス王はじりっと一歩間合いを詰つめた。

「その熱は相手を裸はだか同然にしてしまうが、自らも裸はだか同然になる。自分が有利になるわけではなく、互たがいを平等にするだけとは、実に貴様らしい力だ」

　嘲あざけるように笑い、剣けんを振ふりかぶる。そして、一気に前に出た。

「だが、誰だれも彼かれも平等に引き下げるだけの力に価値などない！　王として生まれたならば、この世の誰だれよりも高みを目指さねばならぬ！　頂点に立つ事が出来るのは一人だけ！　貴様はそれが分からぬ故ゆえに、王として未熟なのだ！」

　そう言うと、ダミフス王は全てを斬きり裂さくような勢いで剣けんを振ふり下ろした。

　それを受け止めたレオームの剣けんが、耳をつんざくような金属音と共に激しく火花を散らす。

　レオームは、そのままダミフス王の力を受け流して剣けんを回し、逆に斬きり返した。

「何の話か知らねえが、平等な条件で競きそわなきゃ、誰だれが本当に強えのか分からねえだろうが！　財力に物を言わせて鋼はがねの武器と鎧よろいを揃そろえた奴やつが、布の服と棍こん棒ぼうしか持ってない奴やつを殺したところで、誰だれも英えい雄ゆうとは呼ばねえぜ！」

「なるほど一理ある！　ならば貴様を屈くつ服ぷくさせて、真の英えい雄ゆうと称たたえられるとしよう！」

　ダミフス王も一歩も退かずにレオームの反はん撃げきを受け止め、更さらに斬きりかかる。

　レオームは咄とつ嗟さにそれを受け止めると、刃はを絡からめて巻き上げた。

「むぅっ！」

　ダミフス王の手から剣けんが離はなれた。剣けんは宙を高く舞まうと、後方に落ちて地面に刺ささる。

「もらった！」

　すかさず斬きりかかるレオーム。

「ふん！」

　ダミフス王はその剣けんを両手で挟はさみ込こんで止めた。

「なっ！」

　レオームは驚おどろいて目を見張る。

「甘あまく見みるな！　これでも剣けん聖せいから皆かい伝でんを授さずかった身よ！」

　ダミフス王はニヤリと笑うと、大力に物を言わせてレオームから剣けんを奪うばい取とった。

「くそっ！」

　レオームは舌打ちすると同時に、すかさず組み付いた。そのまま腕うでと足を絡からめてダミフス王を投げようとする。

　だが。

「弱い[image: !!!!]」

　ダミフス王は片かた腕うでで軽々と振ふり払はらった。

「ぐあっ！」

　凄すさまじい腕わん力りよくに、逆に投げ飛ばされるレオーム。その体がゴロゴロと地面を転がる。

「これまでだ！」

　ダミフス王はレオームから奪うばい取とった剣けんを構えると、一気に距きよ離りを詰つめて斬きりかかった。

　レオームの手に剣けんはない。

　レオームは咄とつ嗟さに、地面に刺ささっていた剣けんを引ひき抜ぬいた。

　そして真っ向から切り下げてきたダミフス王の剣けんを躱かわし、すれ違ちがい様、横一文字にダミフス王の胸に斬きりつける。

　ダミフス王の胸きよう甲こうと鎖くさり鎧よろいが切きり裂さかれ、その下から鮮せん血けつが迸ほとばしった。

　レオームの一いち撃げきは、ダミフス王の胸むねの奥おくまで届いていた。

「ぐふ……っ！」

　動きを止めて咳せき込こむと、口から血を噴ふき出だすダミフス王。

　その時、ダミフス王が至し聖せい皇こうを殺した時と同じように、全天が俄にわかに搔かき曇くもった。激しい雷らい鳴めいが轟とどろき渡わたり、大おお粒つぶの雨が降り出す。

　ダミフス王は一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からない様子で目を見開き、確かめるように胸むな元もとの傷に手をやった。そしてレオームの手に握にぎられた神しん剣けんイグナスクに目をやり、納なつ得とくしたように苦く笑しようした。

「なるほど……。この俺おれに使いっ走りをさせおるとは、さすがディアスフェルドの神々よ……」

　神しん剣けんは、始めからレオームの手に納まる運命だったのだ。ダミフス王の手に渡わたったのは、レオームの下もとへ剣けんを届けさせるため。ダミフス王が至し聖せい皇こうになったのは、レオームには前の至し聖せい皇こうを殺せないから。レオームが前の至し聖せい皇こうの騎き士しになった時から、全ては決まっていたのだ。ダミフス王は、己おのれの運命をそう理解した。

　理解すると同時に、ダミフス王の体がふらりとよろめいた。

「レオームよ……。神しん剣けんでこの俺おれを斬きったなら、お前が新たな至し聖せい皇こうだ……。覚かく悟ごを決めよ……」

　ニヤリと笑って前のめりに倒たおれると、ダミフス王は静かに息絶えた。

「何を……？」

　レオームはその言葉に戸と惑まどい、しばし立たち竦すくんだ。

　だが、周囲で戦っている者たちの喊かん声せいや打ち合う音ですぐさま我に返ると、高々と剣けんを振ふり上あげて叫さけぶ。

「ダミフス王は死んだ！　降こう伏ふくしろ！　これ以上戦っても無む駄だ死じにだ！　お前らにゃ何の得もねえ！」

　しかしダミフス王の騎き士したちは戦いをやめない。

「主君の仇かたきを取らずして騎き士しと言えようか！」

「くそっ！　やっぱそう来るかよ！　これだから王を討うち取とるってのはやりたくねえんだ！」

　その時、蹄ひづめの音も高らかに雪な崩だれ込こんできた軍勢があった。

　振ふり返かえると、ティーンゼイ王である。

「何だぁ？　ダミフス王は討うたれちまった後かよ！　俺おれも剣けんを交えてみたかったんだが、遅おそかったか！」

　舌打ちをして悔くやしがるティーンゼイ王。

　レオームは顔を輝かがやかせた。

「ティーンゼイ王！」

「ようレオーム！　作戦失敗だから一いつ旦たんハイアッド城に集まれって聞いてやってきたら、俺おれ抜ぬきで楽しそうな事やりやがって！　一番の手て柄がらは取ったんだから、残りは俺おれたちに譲ゆずるのが筋だぜ！　お前らはここでのんびり休んでろ！」

　そう言うが早いか、手勢を率いて敵に突つっ込こんでいくティーンゼイ王。その後ろにはアブナット国王ナタフ、オグナット国王ナーヴィーシャット、タワック国王マイエカターヴ、イィーク国王カターの四名が、道中で合流した数千の騎き士しを率いて続く。

「右手をなくしたってのに相変わらずだぜ。二度と敵に回したくねえな……」

　レオームは、凄すさまじい勢いで敵を蹴け散ちらしていくティーンゼイ王の後ろ姿を見送りながら、冷ひや汗あせ混じりに苦く笑しようした。




　ダミフス王が斃たおれた事で南部の軍勢は統とう率そつが乱れ、また、ティーンゼイ王率いる別働隊が加勢した事もあり、流れは一気にレオーム側に傾かたむいた。ダミフス王に忠義を尽つくし、その仇かたきを討うとうとするのは、あくまでダミフス王の本ほん拠きよ地ちアミスフォッグの騎き士したちのみ。ダミフス王に征せい服ふくされ付き従っていた諸国は、ダミフス王の死を知ると次々に戦意を失い降こう伏ふくした。アミスフォッグの騎き士したちだけは最後まで死力を振ふり絞しぼって戦ったが、味方が全て降こう伏ふくし、数の優位が崩くずれた後では、レオーム、フィーリ、ティーンゼイ王らの前に持もち堪こたえる事は叶かなわなかった。

　この日の夕方までにはレオームの軍の勝利が決定し、ダミフス王に従って従軍していた南部の王たちは、全員レオームに帰順した。




　かくしてディアスフェルドには最も早はやレオームと互ごする王はいなくなった。レオームは事実上、ダミフス王を倒たおしたこの日に全ディアスフェルドの王になったと、年代記作者のネグィオスは記している。ミスホーイ王の死後も抵てい抗こうを続けた中部の数カ国や、ガーシキア攻こう略りやくから逃にげ帰かえったため王が健在だった南部のいくつかの国の中には、なおも逆らおうとする勢力がいくつか残っていたが、彼かれらは最も早はやレオームの敵ではなかった。










　終章　俗ぞく世せの王




　ダミフス王を降くだし、取り返したイアンマッド城で論ろん功こう行こう賞しようを終えて、レオームは大広間の玉座に腰こしを下ろしてホッと一息ついた。

「やっと、終わったな……」

　ガランとした大広間で一人呟つぶやくレオーム。

　……随ずい分ぶんと、変わっちまったな。

　大広間を眺ながめ回しながら、レオームは胸の内で思った。

　城その物は、何一つ変わってはいない。だが、この城にはもう、父王ニルナスもいなければ、忠臣ニノフュームもおらず、いつも側にいた師し匠しようのマッキムードももういない。そして、よく見知ったイアンマッド騎き士したちも、その多くが死んだ。城そのものが何も変わらないだけに、変わってしまったものが余計に目に付く気がした。

　ディアスフェルドの統一は成った。だが、その過程で多くの者を失った。この先、アルキランと再び戦う時が来たら、一体どれだけの者を失うのだろうか。どれだけの血が流されるのだろうか。その時このディアスフェルドの地は、どれだけ変わってしまうのだろうか。

　そんな事を考えて、レオームは目を伏ふせ、小さく息を漏もらした。

　物思いに耽ふけっていると、大神官ラウデュッフがやってきた。

「レオーム王。まずは此こ度たびの勝利、祝福いたしましょうぞ」

　レオームは顔を上げると気持ちを切きり替かえ、立ち上がってねぎらうように笑った。

「ラウデュッフか。アンタも今回は大変だったな」

「至し聖せい皇こうに仕えるのがアボロアムの神官の務め。それがダミフス王であろうと誰だれであろうと、神官は務めを果たすのみ」

　ラウデュッフは笑い返してから、真面目な顔でレオームを見た。

「今そなたに会いに来たのも、大神官の務めを果たすため。レオーム王よ。ダミフス王より回収した神宝はどうなされた？」

「鏡の盾たてはエシー神しん殿でんに送った。指輪は俺おれの指にある。神しん剣けんはどうするのがいいか迷ってるんだが、聖地で預かっといてもらうのが一番いいんじゃねえかな。アンタはどう思う？」

　レオームの言葉を聞くと、ラウデュッフは驚おどろいた目でレオームを見た。

「何と？　盾たてをエシー神しん殿でんに送り返したと？」

「ああ。元々あそこに祀まつられてた物だしな。なくなったまんまじゃ、神しん殿でんの神官たちも困るだろ」

「レオーム王よ。そなたはご存じありませぬか。あの鏡の持つ役割を」

「役割？」

「あの鏡は、至し聖せい皇こうとなるべき者を見み極きわめ、至し聖せい皇こうを認にん定ていするための神器」

「至し聖せい皇こうを認にん定ていする……？」

　怪け訝げんそうに聞き返すレオーム。

　ラウデュッフはその両りよう肩かたに手を置き、レオームにグッと顔を近付けた。

「良よいですかレオーム王。そなたは、至し聖せい皇こうとなったダミフス王を、神しん剣けんによって殺した。よって至し聖せい皇こうはそなたが継つがねばならぬ。神しん剣けんと指輪を手に、神鏡の前にて誓ちかうのです。我こそが至し聖せい皇こうを継つぎし者である、と。鏡が異を唱えなければ、その時そなたは至し聖せい皇こうとなる」

　レオームは気け圧おされて、顔を引きつらせるように笑った。

「ちょっと待ってくれ。王様だけでも面めん倒どうなのに、至し聖せい皇こうになんかなりたかねえよ。第一、鏡は俺おれを認めねえかもしれねえぜ？」

「その心配は無用。先の至し聖せい皇こうは、そなたに跡あとを継つがせるおつもりであった。それ故ゆえ、そなたに三つの神しん宝ぽうを集める事を命じ、至し聖せい皇こうを殺す覚かく悟ごの有う無むを問うたのです。そして神々は、ダミフス王を使ってそなたの下もとに神しん宝ぽうを集め、ダミフス王を経由してそなたに至し聖せい皇こうの資格を与あたえた。そなたは運命によって、至し聖せい皇こうとなる事を定められたのです。だが、先の至し聖せい皇こうの遺志がどうであろうと、神々が運命をどう定めようと、鏡の前における宣せん誓せいがなくては至し聖せい皇こうにはなれませぬ。レオーム王よ。鏡をイアンマッドへ呼よび戻もどすか、王自らがエシー神しん殿でんに出向くかは、お好きになさるがよい。だがどちらを選ぶにせよ、一刻も早く至し聖せい皇こうとして即そく位いめされよ」

　ラウデュッフは、誤ご魔ま化かすのも茶化すのも一いつ切さい許さない真しん剣けんな目でレオームを見つめる。

　レオームは困って頰ほおを搔かいた。そして苦く笑しようを浮うかべる。

「……なあラウデュッフ。俺おれはディアスフェルドを統一しようとは思っても、至し聖せい皇こうになろうなんて思った事は一度もねえんだ。統一して、アルキランの侵しん略りやくからディアスフェルドを守る事が出来れば、俺おれはそれ以上何も望まねえ。そもそもイアンマッドの王位ですら、本当は兄貴が継つぐべきところを代わりに継ついでるだけで、兄貴が戻もどってくればいずれ返上する予定なんだぜ」

　ラウデュッフは業ごうを煮にやしたように声を荒あららげた。

「そなたが望もうが望むまいが、それがそなたの運命じゃ！　それに、そなたが至し聖せい皇こうの力を得ればアルキランを打うち払はらう事も一層容易たやすくなろう！」

　レオームは真面目な顔になるとラウデュッフを押おしやり、じっとその眼めを見つめた。

「……まあ聞いてくれ。確かに至し聖せい皇こうの力は神の力だ。ダミフス王の事を考えても、至し聖せい皇こうが下界で剣けんを振ふるえば無敵だろう。だが、剣けんを握にぎる者が、至し聖せい皇こうという絶対的な力と権けん威いまで手に入れてしまったら、誰だれも逆らえなくなる」

「逆らう者がいなくなればこそ、平へい穏おんが訪おとずれるのではないか！」

「ダミフス王がこの城に入った時、イアンマッドの騎き士したちは誰だれ一人ひとり逆らえなかった。この俺おれを誘おびき出だすためだけに村を焼き人々を吊つるしても、誰だれも諫いさめられなかった。もしダミフス王があのまま至し聖せい皇こうとしてディアスフェルドに君臨していたら、アルキランに侵しん略りやくされたのと同じくらいの悲劇をもたらしていただろう」

「だがそなたはダミフス王とは違ちがう！」

　大声で叫さけぶラウデュッフ。

　レオームは、しみじみとうなずいた。

「ああ。俺おれはダミフス王よりもっと馬ば鹿かだし、王になるのも向いてねえ。それでも俺おれがここまでやってこれたのは、俺おれが間ま違ちがいを犯おかしそうになるたびに、それを正してくれる者がいたからだ。俺おれが王になるのを渋しぶっていた時、その間ま違ちがいを正してくれたのは、俺おれを案じて敢あえて反逆者となったニノフュームと、敢あえて殺さつ戮りく者の汚お名めいを着たフィーリだった。一人で王の重圧を背負う事を恐おそれていた俺おれの甘あまったれた考えを叱しかり飛とばし、王は一人でなければならねえと自じ刃じんしてまで示してくれたのは、戦った敵のミスホーイ王だった。ダミフス王に屈くつして指輪を渡わたそうとした俺おれを止めてくれたのはマッキムード師し匠しようだし、その後もう一度俺おれを立ち上がらせてくれたのはアティスナス王だ。ダミフス王でさえ、俺おれの甘あまさや至らなさを一つ一つ教えてくれた。俺おれは、大勢の人に教えられ、間ま違ちがいを正してもらえたからこそ、どうにかここまで来これた人間だ。誰だれも逆らえないような立場になっちまうのは、怖こええんだよ。それとも俺おれが至し聖せい皇こうになっておかしな事をしたら、アンタが諫いさめてくれるのかい？」

　じっとラウデュッフを見つめるレオーム。

　ラウデュッフは困こん惑わくしたように答えた。

「至し聖せい皇こうの意志に従う事が神官の務め。正しい事とは、至し聖せい皇こうの意志に叶かなう事。我ら神官が至し聖せい皇こうをお諫いさめするなど、そのような不敬は考えられぬ……」

「だろ？　ま、そういう事だ。俺おれはこれからも、こんなふうにアンタに小言を言われる立場でいたいのさ」

　レオームはそう言って笑え顔がおを浮うかべる。

　だがラウデュッフはまだ納なつ得とくしない。

「しかし誰だれかが至し聖せい皇こうとならねば、至し聖せい皇こうは断絶してしまう……」

「心配すんな。俺おれはいずれ剣けんを置き、王をやめる。そうしたらその後は、至し聖せい皇こうでもなんでもなってやるさ」

「それはいつになるのです？」

　ラウデュッフの問いに、レオームは笑った。

「兄貴が戻もどってきたらだ」

「ルスタット殿どのが？」

「ああ」

　レオームはきっぱりとうなずく。

「兄貴が戻もどれば、俺おれは王位を兄貴に返す。ついでに騎き士しの身分も返上しちまおうと思ってる。そうしたらその後は、お前の言う通り至し聖せい皇こうになってもいい。だから、それまで待ってくれ」

「ですが、それでは一体いつの事になるか……。人ひと質じちの期限は定められておらぬはず。休戦が続く限り、ずっとアルキランに居続けるのですぞ」

　承服しかねる顔のラウデュッフ。

　レオームはそこで不意に、寂さびしげな表情を浮うかべた。

「分かってる。けど、考えてみてくれ。兄貴が帰ってきた時に俺おれが至し聖せい皇こうになっちまってたら、『兄貴、良く帰ってきてくれた』って抱だきつく事が許されるのか？　高いとこに座すわって兄貴を見下ろして、『よくぞ戻もどった、我わが騎き士しルスタット』なんて声を掛かけなきゃならねえんじゃねえのか？　それどころか、直接声を掛かける事すら出来ねえんじゃねえのか？」

「それは、至し聖せい皇こうとなれば、気安く兄弟として呼びかけるわけには……」

　ラウデュッフは口ごもった。

　レオームは続ける。

「イアンマッドは兄貴のいない間に大きく変わった。親おや父じは死に、ニノフュームも死に、兄貴の領地だった北のほうはアルキランに荒あらされて占せん領りようされ、元の姿なんてどこにもねえ。この先またアルキランと戦えば、もっともっと変わっちまうだろう。兄貴がそれを見たらどう思う？　ずっと一人でアルキランで頑がん張ばって、やっと故郷に戻もどったと思ったら、自分の知ってる故郷の姿はどこにもないなんて、悲しすぎるじゃねえか。だから兄貴が戻もどってきた時に、せめて俺おれだけは、昔と変わらないままでいたいんだ。一言だけでいい。昔と同じ兄弟として、おかえりって言ってやりてえんだよ。頼たのむ……」

　懇こん願がんするレオームの顔が、不意に泣きそうに歪ゆがんだ。

　それを聞いたラウデュッフはハッとした。それこそがレオームの本音だったのだ。至し聖せい皇こうの地位や責任に気き後おくれしたのではない。異国の人ひと質じちとなった兄を思う優やさしい心こそが、至し聖せい皇こうになるのを躊躇ためらわせていたのだ。

　至し聖せい皇こうの存在はディアスフェルドを支える根本とも言うべきもの。その維い持じのためには、兄弟の情愛を差さし挟はさむ余地など本来ない。だが、レオームのルスタットに寄せる情を目の当たりにして、ラウデュッフはそこまで非情に徹てつする事は出来なかった。

「なるほど……。お考えの程ほどはよく分かり申した」

　話し合いは結局、ラウデュッフが折れた。

　レオームはあくまで俗ぞく世せの王としてディアスフェルド全土を統治する事になった。

　この判断を、年代記作者のネグィオスはレオームの謙けん譲じよう心と賢けん明めいさと兄弟愛の表れとして賞賛した。

　だが結局レオームは、ルスタットを「おかえり」と抱だきしめて迎むかえる事は出来なかった。

　レオームがディアスフェルド全土の王として君臨したその日から、その運命は決定されてしまっていたのである。

　とはいえ、それはまだ少し先の話。

　物語はここで再び、アルキランに渡わたった兄ルスタットの新たな冒ぼう険けんへと移る事にする。







[image: ]







佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞《金賞》受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／PALOW

Strongholdやtotalwarで弓騎兵にボコボコにされた思い出が蘇ります。マッキムード師、助けてください！
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